


は じ め に 

 

 

 亀岡市教育委員会が誕生し、７０年という年月が経過しました。 

亀岡市教育委員会では、常に時代に対応した教育の在り方を考え、ソフト・ハード両面

にわたる様々な施策を展開してきました。この間、亀岡市の教育のために心血を注がれた

先輩諸氏をはじめ教育に携わってこられた皆様の努力の積み重ねによって、その礎が築き

上げられてきたところであり、その多大な御尽力に深甚なる敬意を表するとともに、心か

ら感謝申し上げる次第でございます。 

近年では、人口減少や少子高齢化、感染症の流行やＩＣＴの進展などに伴い、社会構造

や子どもたちを取り巻く環境がめまぐるしく変化しており、新たなコミュニティの形成や

魅力的な学校づくりが図られる一方で、いじめや不登校が社会問題となるなど、様々な課

題が複雑化・深刻化しています。 

こうした状況の中で、学校教育においては、新しい時代に立ち向かうため、学力の向上

はもとより、「主体性」を培うとともに、常に挑戦し続ける精神を育み、平和学習・人権

尊重を根幹とした教育活動を推進し、多様性を尊重できる心を育成することが強く求めら

れています。 

また、社会教育においては、地域社会全体で子どもたちを育む環境づくりを進めること

はもちろん、人生１００年時代をより豊かにするための体験活動や社会活動を充実すると

ともに、差別や偏見のない社会の実現に向けた人権教育を推進していく必要があります。 

こうした教育課題を踏まえ、教育委員会では、将来を展望し、中長期的な視点に立っ

て、令和３年度に第２次亀岡市教育振興基本計画を策定し、「ふるさとを愛し 心豊かに

 みらいを共にきりひらく」を目指す人間像とした取組を実践しています。今回、これま

での亀岡市教育委員会の足跡を振り返り「亀岡市教育７０年のあゆみ」を作成いたしまし

た。本冊子が、多くの皆さんに御高覧、御活用いただければ幸いに存じます。 

 学校、地域、家庭、行政が連携し、誰一人取り残されない教育体制を構築するととも

に、子どもから大人まですべての人々が生涯にわたって力強く歩み続けることができる教

育の推進に一層の努力をしてまいりますので、今後とも御指導、御協力をいただきますよ

う心からお願い申し上げます。 

 

   令和８年３月    

                                                             亀岡市教育委員会 
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 昭和３０年１月１日、京都府南桑田郡１６ヶ町村が大合併し亀岡市が誕生。期を同じくして 

旧１６ヶ町村教育委員会も廃止。新しく旧町村教育委員から互選された１６名の委員により亀 

岡市教育委員会が発足した。 

 同年３月には１６名の教育委員が総辞職して定員５名と改め、４月２３日、府議会議員選挙

と同時に亀岡市を全区として選挙が行われた結果、岩下資一、堤甚之助、吉川伝次、二階堂光

尚の４名が当選した。 

 昭和３１年６月に公布された「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」にもとづき、教

育委員会委員の公選制が任命制に改められ、市議会の同意を得て上記の４名が新委員として任

命された。 

 以来、教育委員会は通常５名の委員で組織され、委員の任期は４年で、委員の中から互選に

より委員長を選任。また、委員の中から府教育委員会の承認を得て教育長を任命し、事務をつ

かさどってきたが、平成２６年６月２０日に公布された「地方教育行政の組織及び運営に関す

る法律の一部を改正する法律」により、教育委員長と教育長を一本化した新たな教育長が市長

の任命のもとおかれることとなり、教育長の任期は３年となった。 

なお、平成３０年１２月１５日に公布された「亀岡市教育委員会委員定数条例」により、

現在は教育長のほか６名の委員が任命されている。 

 

１．歴代教育委員長 

  氏  名 任      期 

初代 岩 下  資 一 昭和 30 年 1 月 11 日 ～ 昭和 36 年  9 月 30 日 

2 代 川 勝    渡 昭和 36 年 10 月 1 日 ～ 昭和 37 年  9 月 30 日 

3 代 岩 下  資 一 昭和 37 年 10 月 1 日 ～ 昭和 42 年  9 月 30 日 

4 代 長 澤  一 久 昭和 42 年 10 月 12 日 ～ 昭和 46 年  3 月  9 日 

5 代 西 田  太 郎 昭和 46 年  3 月 10 日 ～ 昭和 46 年 11 月 14 日 

6 代 廣 瀨    勤 昭和 46 年 12 月 25 日 ～ 昭和 47 年 9 月 30 日 

7 代 内 藤  武 夫 昭和 47 年 10 月 1 日 ～ 昭和 49 年 3 月 31 日 

8 代 光 島  利 史 昭和 49 年  4 月  1 日 ～ 昭和 50 年 3 月 31 日 

9 代 川 勝  源之助 昭和 50 年  4 月  1 日 ～ 昭和 52 年 3 月 31 日 

10 代 高 木  昭 治 昭和 52 年  4 月  1 日 ～ 昭和 53 年 3 月  3 日 

11 代 井 上  貞 三 昭和 53 年  3 月  7 日 ～ 昭和 56 年 3 月 31 日 

12 代 中 西  殾 也 昭和 56 年  4 月  4 日 ～ 昭和 56 年 10 月 10 日 

13 代 田 中  正 雄 昭和 56 年 10 月 22 日 ～ 昭和 57 年 11 月 30 日 

14 代 八 木  秀 夫 昭和 57 年 12 月  1 日 ～ 昭和 62 年 3 月 31 日 

15 代 林 田  幸 夫 昭和 62 年 4 月  1 日 ～ 平成  1 年  3 月 31 日 

16 代 廣 瀨    勤 平成  1 年  4 月  3 日 ～ 平成  1 年 10 月 11 日 

17 代 橘    恭 堂 平成  1 年 10 月 16 日 ～ 平成  5 年  3 月 31 日 

18 代 桂    良 雄 平成  5 年  4 月  1 日 ～ 平成 8 年  1 月  3 日 

19 代 中 村  淑 子 平成  8 年  1 月  4 日 ～ 平成 9 年 10 月 10 日 

20 代 中 井  哲 夫 平成  9 年 10 月 13 日 ～ 平成 11 年 3 月 31 日 
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21 代 藤 村  吉 子 平成 11 年 4 月 1 日 ～ 平成 13 年 3 月 31 日 

22 代 櫻 井  俊 則 平成 13 年 4 月 1 日 ～ 平成 16 年 1 月  3 日 

23 代 出 口  眞 人 平成 16 年 1 月 5 日 ～ 平成 19 年 3 月 31 日 

24 代 井 本  伸 廣 平成 19 年 4 月 2 日 ～ 平成 21 年 3 月 31 日 

25 代 中 桐  安 子 平成 21 年 4 月 2 日 ～ 平成 27 年 3 月 31 日 

26 代 栗 山  正 則 平成 27 年 4 月 1 日 ～ 平成 28 年 3 月 31 日 

 

２．歴代教育長 

  氏  名 任      期 

初代 岩 崎  荘 次 昭和 30 年  1 月  1 日 ～ 昭和 35 年  2 月 15 日 

2 代 滝 本  貞 一 昭和 35 年  4 月  1 日 ～ 昭和 37 年 10 月 31 日 

3 代 宮 内  芳 樹 昭和 37 年 11 月  8 日 ～ 昭和 44 年 9 月 30 日 

4 代 高 日  明 一 昭和 44 年 11 月  1 日 ～ 昭和 48 年 3 月 31 日 

5 代 大 橋    茂 昭和 48 年 4 月  4 日 ～ 昭和 48 年 12 月 6 日 

6 代 廣 瀨    勤 昭和 49 年 2 月 22 日 ～ 昭和 51 年 9 月 30 日 

7 代 並 河  博 彌 昭和 51 年 10 月 15 日 ～ 昭和 54 年 3 月 31 日 

8 代 廣 瀨    勤 昭和 54 年 4 月 17 日 ～ 昭和 62 年 3 月 31 日 

9 代 桂    誠 一 昭和 62 年 4 月 25 日 ～ 平成  1 年 10 月 10 日 

10 代 廣 瀨    勤 平成  1 年 10 月 16 日 ～ 平成  5 年 3 月 31 日 

11 代 橋 詰  澄 雄 平成  5 年 4 月  2 日 ～ 平成 13 年 4 月  1 日 

12 代 滝 本  健 二 平成 13 年 4 月  2 日 ～ 平成 21 年 4 月  1 日 

13 代 竹 岡    敏 平成 21 年 4 月  2 日 ～ 平成 28 年 4 月  1 日 

14 代 田 中  太 郎 平成 28 年 4 月  2 日 ～ 平成 31 年 4 月  1 日 

15 代 神 先  宏 彰 平成 31 年 4 月  2 日 ～ 令和 7 年 4 月  1 日 

16 代 川 勝  哲 也 令和 7 年 4 月  2 日 ～ 現   在 

 

３．現在の教育委員 

職 名 氏  名 任      期 

教 育 長 川 勝  哲 也 令和 7 年 4 月 2 日 ～ 令和 10 年 4 月 1 日 

教 育 長 
職務代理者 北 村  真 也 平成 30 年 4 月 1 日 ～ 令和 10 年 3 月 31 日 

委 員 末 永  礼 子 平成 31 年 4 月 1 日 ～ 令和 9 年 3 月 31 日 

委 員 出 藏  裕 子 平成 31 年 4 月 1 日 ～ 令和 9 年 3 月 31 日 

委 員 秋 山  伸 夫 令和 4 年 4 月 1 日 ～ 令和 8 年 3 月 31 日 

委 員 松 浦  千 弘 令和 5 年 4 月 1 日 ～ 令和 9 年 3 月 31 日 

委 員 野々村  誠 一 令和 6 年 1 月 1 日 ～ 令和 9 年 12 月 31 日 
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１．７０年のあゆみ 

年代 教育関連主要事項 亀岡市の主要事項 

 
Ｓ３０年 

 
 
 

 
岩下資一初代教育委員長、岩崎壮次初代教育長就任 
大井小学校、西別院小学校（改築）竣工 
市営球技場竣工（古世町）  
 

 
市制施行(南桑田郡 1町 15 ヶ村合併) 
大槻嘉男初代市長就任 
世界連邦平和都市宣言 
 

 
３１年 

 

 
千代川小学校、本梅小学校（改築）竣工 
 

 
船井郡東本梅村編入合併 
 

 
３２年 

 

 
女子技芸専門学校開校（古世町） 
 

 
馬路保育所（現川東保育所）竣工 
 

 
３３年 

 

 
薭田野小学校校舎（改築）、体育館竣工 
 

 
西別院町・東本梅村の一部を境界変更 
亀岡市歌制定 
市庁舎竣工 
 

 
３４年 

 
学校統合（東本梅・宮前小学校）青野小学校と改称 
 

 
南桑田郡篠村編入合併 

 
３５年 

 
    
 

 
滝本貞一第２代教育長就任 
東別院小学校校舎（改築）、体育館竣工 
育親中学校校舎（増築）竣工 
 

 
台風１６号により水害、被害甚大 
 
 
 

 
３６年    

 
 

 
川勝渡第２代教育委員長就任 
市営プール竣工（吉川町） 
                   

 
 
 
 

    
３７年 

 
    
    
    
    
 

 
曽我部小学校校舎（改築）、体育館竣工 
学校統合（馬路・旭・千歳・河原林小学校）川東小学
校と改称 
岩下資一第３代教育委員長就任 
宮内芳樹第３代教育長就任 
青少年センター竣工（吉川町） 
 

 
つつじケ丘団地造成着工 
 
 
 
 
 
 

 
３８年 

 
 

 
川東小学校校舎、体育館竣工 
曽我部公民館、吉川公民館竣工 
 

 
国道９号線全線完成 
 
 

 
３９年 

 
    

 
高田中学校校舎（改築）竣工 
安詳小学校体育館（改築）竣工 
春日坂球技場竣工（北古世町） 
 

 
オーストリア・クニッテルフェルト市と姉
妹都市締結 

 
４０年 

 
 

 
亀岡小学校校舎（改築）竣工 
 
 

 
亀岡市民憲章制定 
亀岡市花「つつじ」制定 
 

 
 ４１年 

 
 

 
安詳小学校校舎（改築）竣工 
亀岡幼稚園開園（安町） 
 

 
別院保育所竣工 
 
 

 
４２年    

 
 

 
長澤一久第４代教育委員長就任 
市立図書館開館 
 

 
 
 
 

 
４３年 

 

 
亀岡中学校校舎改築竣工 
 

 
東・西つつじケ丘団地誕生 
 

  
４４年 

 
    
 
 

 
一の宮幼稚園開園（千歳町） 
高日明一第４代教育長就任 
青少年センター温古館、グラウンド及び弓道場竣工 
 

 
私立京都学園大学開学 
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年代 教育関連主要事項 亀岡市の主要事項 

 
４５年 

 

 
中央公民館竣工（内丸町） 
 

 
亀岡会館開館 
天川文化センター竣工 
 

 
４６年 

 

 
西田太郎第５代教育委員長就任 
廣瀨勤第６代教育委員長就任 
 

 
平田一義第２代市長就任 
中部保育所竣工 
 

 
４７年 

 
  
 

 
内藤武夫第７代教育委員長就任 
犬甘野児童プール竣工（西別院町） 
 
 

 
馬路隣保館、天川児童館、犬甘野児童館竣
工 
市の人口が５万人を超える 
 

 
４８年 

  
 

 
大橋茂第５代教育長就任 
南桑中学校校舎(新築移転)竣工、通学区変更 

 
東部保育所開園 

 
４９年 

 
廣瀨勤第６代教育長就任 
光島利史第８代教育委員長就任 
吉川小学校校舎（新築移転）竣工 
安詳小学校校舎（増築）竣工 
女子技芸専門学校校舎（新築移転）竣工 
 

 
東部文化センター・児童館竣工 
保津ケ丘解放会館竣工 
 
 

 
 ５０年 

 
    
    
 
 

 
川勝源之助第９代教育委員長就任 
亀岡小学校きこえ・ことばの教室完成 
吉川小学校体育館竣工 
つつじケ丘小学校開校（西つつじケ丘） 
東部市民プール竣工（篠町） 
第１回市民駅伝競走大会開催  
 

 
小島幸夫第３代市長就任 
交通安全都市宣言 
川東保育所（新築）竣工         
 
 

 
 ５１年 

    
    
    

 
並河博彌第７代教育長就任 
大井小学校校舎（改築）竣工 
畑野小学校スクールバス運行 
西別院小学校体育館（改築）竣工    
 

 
市の人口が６万人を超える 
日本住宅公団保津川団地着工 
第六保育所竣工 
    

 
 ５２年 

    
 
 

 
高木昭治第１０代教育委員長就任 
青野小学校体育館竣工 
東本梅球技場竣工（東本梅町） 
亀岡運動公園野球場竣工 
 

 
本梅保育所（改築）竣工 
別院保育所（増築）竣工 
 
 

 
 ５３年 

    
    
 

 
井上貞三第１１代教育委員長就任 
本梅小学校体育館竣工 
大井小学校校舎（増築）竣工 
亀岡運動公園テニスコート竣工   
 

 
丹波養護学校開校      
 
 
 

 
 ５４年 

    
    
    
    
    
    

 
廣瀨勤第８代教育長就任 
城西小学校開校（安町） 
東輝中学校開校（篠町） 
第２亀岡幼稚園開園（大井町） 
城西小学校プール竣工 
学校給食センター竣工（千代川町） 
城西小学校、東輝中学校体育館竣工   
 

 
谷口義久第４代市長就任 
府立南丹高等学校開校 
東本梅保育所（改築）竣工 
保津文化センター・児童館竣工 
    
 
 

 
 ５５年 

    
    
    
    
 
 
 
 

 
安詳小学校校舎増築工事竣工 
西別院小学校校舎改築工事竣工 
大井小学校校舎（増築）竣工 
つつじケ丘小学校校舎（増築）竣工 
亀岡幼稚園・第２亀岡幼稚園プール竣工 
市立図書館新築竣工（内丸町） 
市民体操制定発表 
春日坂球技場改修（全天候型）、夜間照明設置完了 
 
 
 

 
名誉市民に初代市長の大槻嘉男氏 
保津保育所竣工 
市の人口が７万人を超える 
市制施行２５周年記念式典 
市の木「桜」制定        
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年代 教育関連主要事項 亀岡市の主要事項 

 
 ５６年 

    
    
    
    
    
    
 
 
 
 
 

 
中西殾也第１２代教育委員長就任 
詳徳小学校開校（篠町） 
育親中学校校舎改築竣工（移転） 
東輝中学校校舎（増築）竣工 
詳徳小学校プール竣工 
大井小学校校舎、運動場竣工 
田中正雄第１３代教育委員長就任 
月読橋球技場竣工（馬路町） 
亀岡運動公園に関西初の磁気式スコアボード設置 
亀岡市体育振興会連合会発足 
 
 

 
亀岡市総合計画(基本構想･基本計画)決ま
る 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 ５７年 

    
    
    
    
    
    
 
 
 
 
 

 
育親中学校校舎（全面改築）竣工 
市立図書館学校配本スタート 
大井小学校プール竣工 
千代川小学校校舎、体育館竣工 
詳徳小学校第２期工事竣工 
薭田野小学校校舎改築竣工 
八木秀夫第１４代教育委員長就任 
医王谷野球場竣工（下矢田町） 
七谷川野外活動センター竣工（千歳町） 
第４３回国民体育大会（京都国体）亀岡市準備委員会
発足 
 

 
福祉都市宣言 
台風１０号による被害発生 
国から「障害者福祉都市」の指定を受ける 
総合福祉センター竣工 
 
 
 
 
 
 
 

 
 ５８年 

    
    
    
    
 
 
 
 
 

 
大成中学校開校（大井町） 
西別院小学校校舎（改築）・運動場（拡張）竣工 
千代川小学校プール竣工 
大成中学校体育館竣工 
第１回亀岡市民元旦ロードレース開催 
月読橋第２球技場竣工（馬路町） 
市立図書館大井分室開設 
はばたく亀岡のスポーツ推進大会、第１回市民ジョ
ギング大会開催 
 

 
谷口義久市長第２期目就任 
亀岡市公共下水道一部供用開始 
私立京都文化短期大学開学 
台風１０号による被害発生 
｢南つつじケ丘｣誕生  
 
 
 
 
 
 

 
 ５９年 

    
    
 
 

 
別院中学校校舎（全面改築）竣工 
薭田野小学校プール竣工 
つつじケ丘小学校プール竣工 
女子技芸専門学校閉校 
 

 
保健センター、休日急病診療所竣工 
厚生会館竣工 
暴力追放都市宣言 
 
 

 
  ６０年 

 
 
 
 

 
曽我部小学校特別教室棟（改築）竣工 
畑野小学校校舎（全面改築）竣工 
西別院小学校プール竣工 
文化資料館開館（古世町） 
 

 
市制３０周年記念式典ジャンヂーラ市・ス
ティルウォーター市姉妹都市盟約締結 
 
 
 

 
 ６１年 

    
    
    
    
    
    
    
 
 

 
詳徳中学校開校（篠町） 
本梅小学校校舎（改築）竣工 
吉川小学校プール竣工 
亀岡中学校、南桑中学校、川東小学校で大規模改修工
事実施 
高田中学校体育館（新築）竣工 
東別院小学校校舎（改築）竣工 
青野小学校校舎（改築）竣工 
亀岡市民体育館竣工（曽我部町） 
 

 
亀岡市交流活動センター発足   
国道３７２号バイパス開通      
    
 
 
 
 
 
 
 

 
 ６２年 

    
    
    
    
    
 
 
 
 
 
 

 
林田幸夫第１５代教育委員長就任 
桂誠一第９代教育長就任 
詳徳中学校グラウンド竣工 
木の教育研修施設「若木の家」竣工（下矢田町） 
亀岡中学校校舎、体育館大規模改修完了 
６３年京都国体バスケットボール競技リハーサル大
会（第１７回女子全日本教員バスケットボール大会）
開催 
月読橋第３球技場竣工（馬路町） 
亀岡運動公園競技場竣工 
 
 
 

 
谷口義久市長第３期目就任 
亀岡運動公園スティルウォーターラン 
ド完成 
市の人口が８万人を超える 
生涯学習都市構想を諮問 
亀岡運動公園クニッテルウッドランド 
完成 
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年代 教育関連主要事項 亀岡市の主要事項 

 
 ６３年 

    
    
    
    
    
 
 
 
 

 
英語指導助手招致 
南つつじケ丘小学校開校 
東別院小学校スクールバス運行 
南つつじケ丘小学校プール竣工 
安詳小学校、保津小学校校舎大規模改修完了 
南つつじケ丘小学校竣工 
６３年京都国体ラグビーフットボール競技リハーサ
ル大会（第３９回近畿高等学校ラグビーフットボー
ル大会）開催 
第４３回国民体育大会開催 
 

 
京都縦貫自動車道開通 
亀岡市都市緑花協会設立 
生涯学習都市宣言 
林業センター竣工 
緑の少年団結成式 
メモリアルゲートブリッジ竣工 
 
 
 
 

 
 Ｈ元年 

    
    
    
    
    
    
    
    
    
 
 

 
廣瀨勤第１６代教育委員長就任 
大井小学校校舎（増築）竣工 
一の宮幼稚園遊戯室新設竣工 
大成中学校とアメリカ合衆国オクラホマ州スティル
ウォーター市ミドルスクールが姉妹校盟約締結 
曽我部小学校プール改築竣工 
亀岡小学校、川東小学校大規模改修工事完了 
橘恭堂第１７代教育委員長就任 
廣瀨勤第１０代教育長就任 
亀岡生涯学習市民大学開講 
亀岡スポーツフェスティバル“いきいきスポーツデ
ー”開催 
 

 
ＪＲ山陰本線複線化(嵯峨～馬堀間)竣工 
ＪＲ馬掘駅・並河駅新駅開業 
名誉市民・初代亀岡市長大槻嘉男氏亀岡 
市葬 
ＪＲ馬堀駅前自転車等駐車場オープン 
ＯＳＵ京都校事務所開設 
レインボーブリッジ竣工 
 
 
 
 
 

 
  ２年 

    
    
    
    
    
    
    
    
 
 
 

 
大成中学校姉妹都市派遣団訪米 
大成中学校校舎増築竣工 
畑野小学校・青野小学校プール改築竣工 
吉川小学校校舎改築竣工 
亀岡小学校校舎内大規模改修工事完了 
スティルウォーター市教育長、ミドルスクール教師、
生徒が来市 
薭田野小学校体育館竣工 
詳徳中学校コンピュータ導入 
亀岡運動公園プール竣工 
亀岡運動公園野球場夜間照明設置完了 
 

 
ＪＲ山陰本線（京都～園部間）電化開業 
財団法人生涯学習かめおか財団発足 
畑野診療所開設 
ＯＳＵ京都校開校 
第２次亀岡市総合計画策定 
市制３５周年記念・市庁舎竣工・ジャンヂ
ーラ市・スティルウォーター市姉妹都市提
携５周年記念式典 
北ノ庄バイパス竣工 
ＪＲ並河駅前広場竣工 
     
 

 
  ３年 

    
 
    
    
 
 
 

 
第１回亀岡市小学生駅伝大会 
市ＰＴＡ連絡協議会中学生友好訪米団訪米 
曽我部小学校校舎大規模改修工事完了 
亀岡中学校コンピュータ導入 
第１回京都小学校マーチングフェスティバル 
亀岡運動公園テニスコート夜間照明設置完了 
亀岡国際広場球技場竣工（宮前町） 
 

 
谷口義久市長第４期目就任 
亀岡運動公園ジャンヂーラランド竣工 
亀岡運動公園立体駐車場竣工 
観光トロッコ列車ロマンチックトレイン
嵯峨野開業 
市史編さん委員会発足 
ＯＳＵ京都校校舎竣工 
 

 
  ４年 

    
    
    
    
    
    
 
 

 
育親中学校校舎増築、コンピュータ導入 
南つつじケ丘小学校校舎（増築）竣工 
高田中学校グラウンド拡張竣工 
「学校週５日制」スタート 
スティルウォーターミドルスクールから教師・生徒
が来市 
南桑中学校コンピュータ導入 
 
 

 
ＯＳＵ京都校図書館一般開放スタート 
トロッコ亀岡駅舎、駅前広場竣工 
国際広場球技場野鳥の森開き 
中部保育所（新築移転）竣工 
     
        
 
 
 

 
  ５年 
     
     
     
     
     
     
     
     
 
 

 
東輝中学校・別院中学校・大成中学校コンピュータ導
入 
スティルウォーターミドルスクールへ大成中学校教
師・生徒を派遣 
桂良雄第１８代教育委員長就任 
橋詰澄雄第１１代教育長就任 
保津小学校体育館（全面改築）竣工 
亀岡小学校プール竣工 
亀岡運動公園テニスコート改修工事完了 
市立図書館大井分館開館 
 
 
 
 
 
 
 

 
ねんりんピック旗引き継ぎ式 
健康いきいきプラン策定 
市の人口が９万人を超える 
全国健康福祉祭（ねんりんピック 93）京
都大会（ゴルフ交流大会）開催 
湯の花温泉新泉源掘削事業完了              
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年代 教育関連主要事項 亀岡市の主要事項 

 
  ６年 
     
     
     
     
     
     
     
     
 
     
     
     
     
     
     
     
     
     

 
高田中学校コンピュータ導入 
スティルウォーター市ミドルスクールへ亀岡中学校
教師・生徒を派遣 
別院中学校グラウンド竣工 
ＳＣＩ国際姉妹都市三か国交流研修生として亀岡幼
稚園教諭をブラジルジャンヂーラ市へ派遣 
安詳小学校プール・グラウンド整備竣工 
つつじケ丘小学校大規模改造第１期工事完了 
保津小学校プール全面改築工事竣工 
ＳＣＩ国際姉妹都市三か国交流研修生がジャンヂー
ラ市から来市 
別院中学校と市立図書館とのパソコン通信開通 
スティルウォーターミドルスクールから教師・生徒
が来市 
図書館ネットワークシステム稼働 
七谷川野外活動センターにさくらツリーハウス竣工 
平成９年度全国高校総体男子バレーボール競技開催
決定 
 

 
亀岡農村女性海外研修団をヨーロッパに
派遣 
ＳＣＩ（全米国際姉妹都市協会）国際姉妹
都市国内交流会議開催 
デイサービス事業、在宅介護支援センター
事業開始 
さくら公園、さくらホール竣工 
女性行動計画を策定 
少雨による水不足のため渇水対策本部を
設置 
ＪＲ亀岡駅前にかめおかパートサテライ
ト開所 
和らぎの道竣工 
全米姉妹都市協会最優秀賞の受賞 
公共下水道年谷浄化センター増設工事竣
工 
 
 
 

 
  ７年 
     
     
     
     
     
     
     
     
     
     
     
 
 
 
 

 
スティルウォーターミドルスクールへ別院中学校教
師・生徒を派遣 
亀岡小学校きこえ・ことばの教室２０周年記念式典
挙行 
全小学校コンピュータ導入 
亀岡中学校体育館改築工事竣工 
スティルウォーターミドルスクールから教師・生徒
来市 
安詳小学校大規模改造工事完了 
つつじケ丘小学校大規模改造第２期工事完了 
城西小学校校舎棟増築工事竣工 
本梅小学校プール改築工事竣工 
東輝中学校女子、第３回全国中学校駅伝大会で準優
勝 
東部市民プール改修完了 
 

 
谷口義久市長第５期目就任 
兵庫県南部地震による被害発生 
兵庫県南部地震救援対策本部設置 
東部保育所（移転改築）竣工 
市制４０周年記念式典              
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  ８年 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
中村淑子第１９代教育委員長就任 
スティルウォーターミドルスクールへ東輝中学校教
師・生徒を派遣 
つつじケ丘小学校大規模改造第３期工事完了 
亀岡市立図書館情報ネットワークシステム稼働 
スティルウォーターミドルスクールから教師・生徒
来市 
スティルウォーター市教師訪問団一行来市 
 

 
（仮称）亀岡市中央生涯学習センター起工 
市食中毒（病原性大腸菌Ｏ－１５７）予防
対策本部を設置 
’９６東京国際女子マラソンで本市出身の
藤村信子選手優勝 
 
 
 

 
    ９年 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
中井哲夫第２０代教育委員長就任 
亀岡市教育研究所開所 
スティルウォーターミドルスクールへ詳徳中学校教
師・生徒を派遣 
育親中学校・東輝中学校・畑野小学校校舎棟増築工事
竣工 
川東市民プール竣工（馬路町） 
平成９年度全国高等学校総合体育大会男子バレーボ
ール競技開催 
スティルウォーターミドルスクールから教師・生徒
来市 
国分寺本堂・山門・鐘楼の修復完了 
ＳＣＩ３ヶ国交流プログラム研修生、スティルウォ
ーター市から来市 
 

 
京都縦貫自動車道篠インターチェンジの
フルインター化が完成 
桜塚クリーンセンター完成 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  １０年 

 
 
 
 
 
 
 

 
別院中学校校舎棟増築工事竣工 
吉川小学校体育館大規模改造工事竣工 
スティルウォーターミドルスクールへ大成中学校教
師・生徒を派遣 
スティルウォーターミドルスクールから教師・生徒
来市 
詳徳中学校男子、第６回全国中学校駅伝大会で３位 
亀岡市立学校給食センター竣工 
 
 
 
 

 
「ガレリアかめおか」が建設省の「道の駅」
に認定 
亀岡市中央生涯学習センター「ガレリアか
めおか」完成 
ガレリアかめおか供用開始式・循環バス運
行開始式・エイジレスセンター（全世代交
流施設）事業開始式 
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年代 教育関連主要事項 亀岡市の主要事項 

 
  １１年 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
藤村吉子第２１代教育委員長就任 
大成中学校校舎棟増築工事竣工 
本梅小学校体育館大規模改造工事完了 
スティルウォーターミドルスクールへ高田中学校教
師・生徒を派遣 
スティルウォーターミドルスクールから教師・生徒
来市 
亀岡中学校女子、第７回全国中学校駅伝大会で８位
入賞 
教育用コンピュータ整備（小学校９校・各２２台） 
 

 
田中英夫第５代市長就任 
市民情報コーナー設置 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  １２年 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
東別院小学校屋内運動場・プール改築工事竣工 
大井小学校屋内運動場大規模改修工事完了 
スティルウォーターミドルスクールへ亀岡中学校教
師・生徒を派遣 
亀岡中学校女子、第８回全国中学校駅伝大会で４位
入賞 
教育用コンピュータ整備（小学校９校・各２２台） 
スティルウォーターミドルスクールから教師・生徒
来市 
かめおか心の教育推進フォーラム 2000 開催 
第１回市民総合体育大会開催 
 

 
情報公開条例可決 
市制４５周年記念式典 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  １３年 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
櫻井俊則第２２代教育委員長就任 
滝本健二第１２代教育長就任 
亀岡小学校屋内運動場改築工事竣工 
東別院小学校グラウンド等整備工事完了 
東輝中学校屋内運動場改修工事完了 
教育用コンピュータ整備（中学校８校コンピュータ
教室各４２台普通教室各２台） 
亀岡市地域イントラネット基盤整備事業により、全
小・中学校のネットワーク化 
 

 
亀岡市情報公開条例・個人情報保護条例を
施行 
新保津橋開通 
 
 
 
 
 
 
 

 
  １４年 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
教育改革が本格スタート 「完全学校週５日制」の実
施 
安詳小学校屋内運動場改築工事竣工 
つつじケ丘小学校屋内運動場改修工事完了 
スティルウォーターミドルスクールへ別院中学校教
師・生徒を派遣 
スティルウォーターミドルスクールから教師・生徒
来市 
市立図書館馬堀分館オープン 
亀岡祭山鉾１３０年ぶりに１１基が勢ぞろい 
 

 
亀岡市児童育成計画を策定 
地球環境子ども村を開村 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  １５年 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
専科指導推進事業の実施 
安詳小学校新屋内運動場の使用開始 
交通安全子ども自転車全国大会（東京）で西別院小学
校が全国第３位 
育親中学校の生徒ら５人が交換留学で渡米 
親子平和学習で小学生親子が広島訪問 
盲導犬の映画「クイール」亀岡でクランクイン 
第４５回近畿・東海・北陸ブロック民族芸能大会開催 
吉川小学校校舎増築及び大規模改修工事完了 
城西小学校屋内運動場大規模改修工事完了 

 
栗山正隆第６代市長就任 
有料指定ごみ袋制を導入 
市役所公用車を「こどもをまもる１１０番
カー」に 
 
 
 
 
 
 
 

 
  １６年 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
出口眞人第２３代教育委員長就任 
小学校の給食で亀岡産米の使用開始 
親子平和学習で小学生親子が広島訪問 
交通安全子ども自転車全国大会（東京）で西別院小学
校が全国第４位 
学校安全対策事業 門扉・フェンス整備工事完了（第
１期） 
学校安全対策協力員を全小中学校に配置 
学校安全対策事業 警報設備設置工事完了（第１期） 
南桑中学校校舎耐震補強工事竣工 
千代川小学校校舎耐震補強工事竣工 
スティルウォーターミドルスクールから教師・生徒
来市 
 
 

 
盲導犬の映画「クイール」が公開 
亀岡市立病院が開院 
新修亀岡市史全８巻を完結 
市制５０周年記念 カウントダウンイベ
ントを開催 
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年代 教育関連主要事項 亀岡市の主要事項 

 
  １７年 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
学校安全対策事業 門扉・フェンス整備工事完了（第
２期） 
南桑中学校管理教室棟大規模改修工事完了 
千代川小学校トイレ整備事業完了 
市立図書館西部分室が本梅町にオープン 
子どもの安全確保に向けた「学校安全メールシステ
ム」の運用開始 
亀岡祭の博物館（ガレリアかめおかに山鉾集結） 
蘇州市第 16 中学校から教師・生徒来市 
小学校９校の教育用コンピュータ更新・整備（～
１８年度） 
 

 
京都交通（株）バス路線廃止の代替として
「ふるさとバス」の運行開始 
亀岡郵便局の車・バイクが「こどもをまも
る１１０番カーとバイク」に 
市制５０周年記念式典 
新市民憲章を告示 
JR 千代川駅前広場が完成 
 
 
 
 

 
  １８年 

 

 
千代川小学校屋内運動場アリーナ床改修完了 
東輝中学校校舎耐震補強工事完了 
南桑中学校教室棟大規模改修工事完了（第 3 期） 
スティルウォーターミドルスクールへ大成中学
校教師・生徒を派遣 
「亀岡市就学前教育の推進に係る公立幼稚園の
あり方について」最終提言 
小学校９校の教育用コンピュータ更新・整備（小
学校のコンピュータ更新完了） 
交通安全子ども自転車全国大会（東京）で千代
川小学校が全国優勝 
スティルウォーターミドルスクールから教師・
生徒来市 
全小学校校区で「子ども・地域安全見守り隊」
を結成 
「亀岡市スポーツ振興２１アクションプラン」
の策定 
 

 
防災情報亀岡メールの運用開始 
名誉市民に京都大学名誉教授の上田
正昭さん 

 
  １９年 

 

 
南つつじケ丘小学校屋内運動場アリーナ床改修完了 
つつじケ丘小学校校舎棟耐震補強工事完了 
井本伸廣第 24 代教育委員長就任 
亀岡幼稚園で公立幼稚園初の３歳児保育の開始 
東別院小学校スクールバス運行地域拡大 
西別院小学校スクールバス運行開始(下校時) 
市内全中学校にＡＥＤ（自動体外式除細動器）
を配備 
中学校８校の教育用コンピュータ更新・整備 
東輝中学校校舎耐震補強事業完了 
東部地域を対象に毎週水曜日を「地域子ども出
迎えデー」と設定 
亀岡中学校バスケットボール部全国大会出場 
全国学力・学習状況調査の実施 
交通安全子ども自転車全国大会（東京）で千代
川小学校が２年連続全国優勝 
特別支援教育支援員の配置 
「理数大好きモデル地域事業」京都府南丹（亀
岡市）モデル地域研究発表会 
栄養教諭を中核とした学校・家庭・地域の連携
による食育推進事業 
 

 
新最終処分場「エコトピア亀岡」が完
成 
平和台配水池完成 
森林の整備・保全を進めるための「京
都モデルフォレスト運動」協定の締結 
市立自動車学校閉校 
亀岡市洪水ハザードマップ完成 
 

 
  ２０年 

 

 
亀岡市立一の宮幼稚園閉園 
教育委員会委員を１人増員（６人体制） 
全国学力・学習状況調査の実施 
全国体力・運動能力、運動習慣等調査の実施 
地域で支える学校教育推進事業を大成中学校区
で実施 
市内全小学校にＡＥＤ（自動体外式除細動器）
を配備 
スティルウォーターミドルスクールから教師・
生徒来市 
全市一斉で毎週水曜日は「地域子ども出迎えデ
ー」開始 
京都府中学校駅伝競走大会で東輝中学校が優勝 
教育委員会点検評価報告書の策定、公表 
不登校対策支援員の配置 
特別支援教育支援員の配置増加 
理数教育における地域型キャリア教育推進事業
の実施 
つつじケ丘小学校校舎耐震補強事業完了 
曽我部小学校校舎（改築）竣工 

 
日本初のＷＨＯセーフコミュニティ
認証を取得 
JR 亀岡駅新駅舎完成 
亀岡市生涯学習市民大学２０周年 
「京都・亀岡ふるさと力向上寄附金」
創設 
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年代 教育関連主要事項 亀岡市の主要事項 

 
  ２１年 

 

 
佐伯灯籠が国の重要無形民俗文化財に指定 
中桐安子第２５代教育委員長就任 
竹岡敏第１３代教育長就任 
小学校英語活動サポーターの配置 
全国学力・学習状況調査の実施 
全国体力・運動能力、運動習慣等調査の実施 
市立幼稚園にＡＥＤ（自動体外式除細動器）を
配備 
詳徳中学校区における人権教育総合推進地域事
業の実施（～２３年） 
電子黒板を小中学校に各１台配置 
デジタルテレビを小中学校にそれぞれ３台、幼
稚園と中央公民館に各１台配置 
校務用パソコンを小中学校に配置 
 

 
「かめおか市民活動推進センター」が
市民活動の拠点施設として開設 
亀岡市地震ハザードマップ完成 

 
  ２２年 

 

 
平成２２年亀岡市成人式が成人式大賞（新成人
式研究会主催）を受賞 
校務用パソコン運用開始 
産業医による教職員面接指導業務開始 
新亀岡市立幼稚園構想検討会議設置 
曽我部小学校体育館、プール竣工 
第６回南丹地区小学校駅伝競走大会「キッズふ
れあい駅伝」で千代川小学校が優勝 
亀岡中学校男子 全国中学校駅伝大会に出場 
 

 
丹波亀山城築城４００年 
JR 嵯峨野線全線複線化工事が完了 
「府道郷ノ口余部線・宇津根新国道
線」が完成 
「市道保津宇津根橋線」が完成 
「世界連邦・非核平和都市」を宣言 
第 4 次亀岡市総合計画～夢ビジョン
～を議決 
 

 
  ２３年 

 

 
曽我部小学校改築事業竣工式 
亀岡市ふるさと学習推進事業の実施により、ふ
るさと学習「かめおか学」を推進 
図書館大井分館リニューアルオープン 
かめおかっこ夢・未来読書フェスティバル開催 
国民文化祭京都２０１１開催（亀岡祭・民俗芸
能の祭典） 
亀岡中学校男子、全国中学校駅伝競走大会に出
場 
スクールバスの無料化（東別院・西別院・川東
小学校）実施 
地域で支える学校教育推進事業を育親中学校区
で実施 
 

 
東日本大震災の被災地に亀岡市から
給水支援 
亀岡市新防災通信システムが完成 
 

 
  ２４年 

 

 
亀岡の寒天製造用具 517 点が国の有形民俗文化
財に登録 
赤ちゃんと保護者に絵本を贈る市立図書館「ブ
ックスタート事業」開始 
市立幼稚園、小・中学校にミストシャワー設置 
学校給食センターに放射性物質測定器を配備 
東別院小学校で、文化庁主催「次代を担う子ど
もの文化芸術体験事業」実施 
 

 
亀岡市災害ボランティアセンター設
立 
明智かめまるナンバープレート交付
開始 
京都府が計画する「大規模スポーツ施
設」の建設地が亀岡市に決定 
 
 

 
  ２５年 

 

 
亀岡市教育振興基本計画～かめおか教育プラン
～の策定 
インターナショナルセーフスクール（ISS）取得
に向けての取組宣言 
小学校９校の教育用コンピュータ更新と ICT 機
器の導入整備（～２６年度） 
市立図書館中央館リニューアルオープン 
 

 
ＷＨＯセーフコミュニティ再認証取
得 
亀岡市立人権福祉センター竣工式 
台風１８号の接近により京都府全域
に大雨特別警報発令、市内で甚大な被
害 
 

 
  ２６年 

 

 
亀岡幼稚園と第２亀岡幼稚園が閉園し、亀岡市
立幼稚園が開園 
小学校９校の教育用コンピュータ更新とタブレ
ット端末等の ICT 機器の導入整備（小学校のコ
ンピュータ更新完了） 
若木の家改修工事完了 
川東小学校と市立図書館中央館が優れた子ども
読書活動で文部科学大臣表彰を受賞 
 
 
 
 
 
 

 
亀岡元旦ロードレース～ファイナル
～開催 
京都サンガＦ.Ｃ.とホームタウン協
定を締結 
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年代 教育関連主要事項 亀岡市の主要事項 

 
  ２７年 

 

 
市内初の小中一貫校、亀岡川東学園開校 
栗山正則第２６代教育委員長就任 
曽我部小学校がインターナショナルセーフスク
ール（ISS）の認証取得 
中学校８校の教育用コンピュータ更新とタブレ
ット端末等の ICT 機器の導入（デジタル教科書
を含む）整備 
保津小学校耐震化改修の完了により、市内小中
学校の耐震化率 100％ 
 

 
桂川孝裕第７代市長就任 
第１回京都亀岡ハーフマラソン大会
開催 

 
  ２８年 

 

 
田中太郎第１４代教育長就任 
亀岡市学校規模適正化基本方針策定 
保護者や地域住民、学校関係者と行政の合意形
成に努めることを目的とした亀岡市学校規模適
正化地域別推進協議会を設置し、第１回会議を
開催 
亀岡川東学園の新校舎竣工に伴い竣工式を実施 
亀岡市立図書館馬路分館を亀岡川東学園内に移
転し、名称を「川東地域図書館」に改称 
 

 
亀岡市子育て世代包括センターBCome
を保健センター内に開設 
コンビニエンスストアで住民票など
の証明書交付サービスを開始 
亀岡市・日本下水事業団「災害支援協
定」の締結 
亀岡市空き家バンクを設置 
 
 
 
 

 
  ２９年 

 

 
亀岡川東学園が京都府下で初めて義務教育学校
へ移行 
少人数で特徴を生かし地域に根ざした特色のあ
る教育を推進する「小規模特認校制度」を導入
し東別院小学校と西別院小学校の２校で児童の
受け入れを開始 
詳徳中学校で選択制デリバリー弁当を試行実施 
「かめおかっこ 夢・未来 読書プラン－第３次 
亀岡市子どもの読書活推進計画－」を策定 
市内中学校（５校）の普通教室等へ空調設備を
設置 
 

 
新たな市の象徴として市の魚「アユモ
ドキ」と市の石「桜石」を制定 
秋元治さんによる亀岡市を舞台とし
た漫画「ファインダー-京都女学院物
語-」が週刊ヤングジャンプで連載 
亀岡市敬老乗車券事業開始 
 
 
 
 

 
  ３０年 

 

 
学校版ふるさと納税「京都亀岡学校応援事業」
を開始 
曽我部小学校がインターナショナルセーフスク
ール（ISS）の再認証取得 
七谷川野外活動センターのリニューアルオープ
ンに伴い竣工式を実施 
学校支援地域本部事業及び子ども「心の教育」
推進事業を地域学校協働活動推進事業に再編 
「高齢者さわやか教室」を「亀岡市さわやか教
室」に名称変更 
市内小・中学校（10 校）の普通教室等へ空調設
備を設置 
 

 
かめおかプラスチックごみゼロ宣言
を実施 
府内発の自治体新電力会社「亀岡ふる
さとエナジー株式会社」設立 
明智光秀を主役とした大河ドラマ「麒
麟がくる」の誘致が決定 
「京都・かめおか観光 PR 大使」を創
設し秋元治さん アレックス・カーさ
ん 佐藤征史さん 日比野敏彦さん、松
本隆博さんが就任 
ＷＨＯセーフコミュニティ３度目の
認証取得 
 

 
  ３１年
／Ｒ元年 

 

 
神先宏彰第１５代教育長就任 
選択制デリバリー弁当を市内全中学校及び義務
教育学校（後期課程）へ拡大導入 
歴史文化財課新設 
大河ドラマの誘致が決定したことに伴い亀岡市
文化資料館のリニューアル工事を実施（エント
ランスホール・トイレ・敷地入り口門扉等を改
修） 
市内小・中学校（10 校）の普通教室等へ空調設
備を設置 
 

 
亀岡会館が閉館し建物の除却が完了 
南郷公園に明智光秀公像を建立 
市内のスーパー・事業所等でプラスチ
ック製レジ袋の有料化を実施しエコ
バックの普及促進を図る 
 
 
 
 
 

 
  ２年 

 

 
新型コロナウイルス感染症（COVID-19）の流行
により緊急事態宣言下の臨時休校等が実施され
る 
学校規模適正化により安詳小学校・つつじケ丘
小学校・詳徳小学校・南つつじケ丘小学校・詳
徳中学校・東輝中学校の校区を再編 
保津小学校が３校目となる小規模特認校制度に
よる児童の受け入れを開始 
楽器寄附ふるさと納税制度を運用開始 
 
 

 
新型コロナウイルス感染症（COVID-
19）が世界的に流行 
京都府立京都スタジアム（サンガスタ
ジアム by KYOCERA）開業 
「麒麟がくる」が放送 
スタジアム内に「京都亀岡大河ドラマ
館」を開設 
内閣府から SDGs 未来都市に選定 
ガレリアかめおか内に「かめまるラン
ド」を開設 
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  ３年 

 

 
教育研究所をみらい教育リサーチセンターへ改称 
学校事務の適正化・効率化などを目的とし共同
学校事務室を設置 
京都府共同利用型校務支援システム運用開始 
亀岡市学校施設長寿命化計画策定 
千代川小学校校舎棟増築竣工 
放課後児童会の山間地の利用児童に対してスク
ールバス運行を開始 
亀岡市における文化施設のあり方を考える懇話
会開催 
GIGA スクール構想に基づき全児童生徒及び対
象教職員へのタブレット端末整備及びネットワ
ーク環境整備を実施 
 

 
第５次亀岡市総合計画策定 
かめおか脱炭素宣言を実施 
亀岡市デジタルファースト宣言を実施 
東京 2020 オリンピックにおいて亀岡
市出身の荒賀龍太郎さんが空手男子
組手 75kg 超級で銅メダルを獲得 
市内のスーパー・事業所等でプラスチ
ック製レジ袋の提供を禁止 
 

 
  ４年 

 

 
第２次亀岡市教育振興基本計画策定 
学校安全対策協力員を１５年以上継続して努め
ている方に対し顕彰制度を創設 
学校安全対策協力員のガードマンボックスを順
次更新開始 
保津小学校をモデル校としてオーガニック米給
食の提供を開始 
亀岡市文化財保存活用地域計画が文化庁に認定 
亀岡市デジタル文化資料館公開 
 

 
移動式トイレトレーラー導入 
こどもファースト宣言を実施 
谷口キヨコさん 荒賀龍太郎さんが
「京都・かめおか観光 PR 大使」に就
任 
 
 
 
 
 

 
  ５年 

 

 
別院中学校を閉校し南桑中学校に統合 
スティルウォーターミドルスクールへ生徒を派遣 
民法改正に伴う成人年齢の引き下げにより「亀
岡市成人式」を「亀岡市はたちの会」に名称変
更 
「放課後児童会」を「かめおか児童クラブ」に
名称変更するとともに制度を拡充（閉会時間を
午後７時まで延長・一時利用での利用申し込み
を開始・１世帯２人目以降無償化など） 
亀岡市新資料館（仮称）整備基本構想策定 
全ての小学校及び義務教育学校（前期課程）で
オーガニック米給食の提供を実施 
 

 
新型コロナウイルス感染症（COVID-
19）が５類感染症へ移行 
オーガニックビレッジ宣言を実施 
サンガスタ ジアム内 に 木育ひろば
KIRInoKO を開設 
ＷＨＯセーフコミュニティ４度目の
認証で全国初の国内認証を取得 
 
 
 
 

 
  ６年 

 

 
本梅小学校・畑野小学校・青野小学校・育親中
学校が閉校し京都府下で２校目となる義務教育
学校育親学園を開校 
NPO 法人才の木と木育に関する連携協定を締結 
スティルウォーター市長・姉妹都市委員・ミド
ルスクール教師・生徒が来市 
オーストリア・クニッテルフェルト市へ中学校
教師・生徒を派遣 
亀岡市立図書館中央館リニューアルオープン 
亀岡市博物館整備基本計画策定 
歴史文化財課・文化資料館の所管事務を教育委
員会から市長部局に移管（文化芸術課新設） 
 

 
ももクロ春の一大事 2024in亀岡市開催 
Circular Kameoka Lab（亀岡市環境プ
ロモーションセンター）設置 
亀岡市メルカリ Shops 導入 
関本泰輝さん 彩羽真矢さん 南江祐
生さんが「京都・かめおか観光 PR 大
使」に就任 
亀岡市を舞台にした映画「つぎとまり
ます」が公開 
 
 

 
  ７年 

 

 
川勝哲也第１６代教育長就任 
亀岡市立幼稚園が閉園し幼保連携型認定こども
園亀岡こども園として開園 
全ての市内小・中・義務教育学校で 2025 年大
阪・関西万博への校外学習を実施 
スティルウォーターミドルスクール教師・生徒
が来市 
台湾・宜蘭県へ中学校教師・生徒を派遣 
かめおか人権・平和・市民フォーラムの開催 
 

 
2025 年大阪・関西万博の開催 
物価高騰対策として子育て世帯に子
どもファーストクーポン及びお米配
布 
石田梅岩記念館を開設 
京都ハンナリーズとホームタウン協
定を締結 
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２．教育委員会事務局 

 

 (１) 機構の推移 

 

 昭和３０年、総務課庶務係、経理係と指導課の２課２係でスタ－トした亀岡市教育委員会事務局は、機

構改革を重ね、現在は３課４教育機関で運営している。 

 この間の機構の推移は、以下のとおりである。 

 

 昭和３０年（市制施行当時） 

 
      課    

 
    係（機関）   

 
                備      考  

 

総務課     

        

 

 庶務係       

 経理係       

 

・昭和３０年、亀岡市教育委員会事務局設立。総務課 

 と指導課の２課を設置。総務課には庶務係と経理係 

 の２係を置いた                 

 

 

 

指導課 

 

 

 

 
                                               
    
 昭和４０年 

 
   課    

 
  係（機関）   

 
        備      考      

 

 庶務課     

        

 

 庶務係       

 財務係       

 

・昭和４０年、総務課を庶務課、経理係を財務係と改 

 称                       

 

 教学課     

         

        

 

 学校教育係     

 社会教育係     

          

 

・昭和３３年、指導課に指導係を設置        

・昭和４０年、指導課を教学課と改称し、学校教育係 

 と社会教育係の２係を置く            

 

 教育機関    

 

 

 

 女子技芸専門学校  

 青少年センター   

 

 

・昭和３２年、女子技芸専門学校開校        

・昭和３７年、青少年センター開設         

 
            
 
 昭和５０年 

 
      課    

 
    係（機関）   

 
                 備     考      

 

 庶務課     

        

 

 庶務係       

 施設係       

 

・昭和４２年、庶務課財務係を施設係と改称     

                         

 

 学校教育課   

        

 

        

        

 

 計画係     

 学校教育係     

 

          

          

 

・昭和４６年、教学課に管理係と体育係を増設  

・昭和４７年、教学課は管理係、学校教育係、社会教 

 育係の３係とする 

・昭和４９年、教学課を学校教育課と改称し、計画係 

 と学校教育係の２係を置く            

 

 社会教育課   

        

    

 

 

 管理係    

 社会教育係     

 体育係 

 

 

・昭和４９年、社会教育課を新設し、管理係、社会教 

 育係の２係を置く            

・昭和５０年、社会教育課に体育係を増設 
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      課    

 
    係（機関）   

 
                 備     考      

 

 教育機関    

    

        

        

 

 

 女子技芸専門学校  

 青少年センター   

 市立図書館     

 中央公民館     

 

 

                         

                         

・昭和４２年、市立図書館開館           

・昭和４５年、中央公民館開館           

 
 
 昭和６０年 

 
      課    

 
    係（機関）   

 
                 備     考      

 

 庶務課     

        

 

 庶務係       

 施設係       

 

                         

                         

 

 学校教育課   

        

 

 学務係       

 指導係       

 

・昭和５５年、学校教育課計画係、学校教育係を指導 

 係、学務係と改称                

 

 社会教育課   

        

 

 管理係       

 社会教育係     

 

・昭和５５年、社会教育課は管理係、社会教育係の２ 

 係とする                    

 

 スポーツ振興課 

        

        

 

 体育係       

 施設管理係     

          

 

・昭和５５年、スポーツ振興課を新設し体育係を置く 

・昭和５８年、スポーツ振興課に施設管理係を新設し 

 ２係とする 

 

 教育機関    

        

    

        

        

 

 

 青少年センター   

 市立図書館     

 中央公民館     

 学校給食センタ－  

 文化資料館    

 

 

・昭和５９年、女子技芸専門学校閉校        

                         

                         

・昭和５４年、学校給食センター開設        

・昭和６０年、文化資料館開館           

 
        
 平成７年 

 
      課    

 
     係（機関）   

 
                備      考      

 

 教育総務課   

        

 

 教育総務係      

施設係       

 

・平成７年、庶務課を教育総務課、庶務係を教育総務 

  係と改称 

 

 学校教育課   

        

 

 学務係       

 指導係       

 

                         

                         

 

 社会教育課   

        

 

 社会教育係     

 文化財係      

 

・平成７年、社会教育課管理係を文化財係と改称   

                         

 

 スポーツ振興課 

       

        

 

 指導振興係     

 高校総体準備室 

          

 

・昭和６１年、スポ－ツ振興課は指導振興係の１係と 

  する 

・平成７年、スポ－ツ振興課に高校総体準備室を新設 

 

 同和教育指導室 

 

          

 

・昭和６１年、同和教育指導室を新設        

 

 教育機関    

        

        

        

        

        

 

 市立図書館     

 中央公民館  

学校給食センター   

文化資料館     

 若木の家      

 学校適応相談指導教室 

 

・昭和６３年、青少年センタ－閉所         

                         

                         

                         

・昭和６２年、若木の家開設            

・平成７年、学校適応相談指導教室設置      
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  平成１７年 

 
課 

 
係（機関） 

 
備      考 

 

 教育総務課 

 

 

 教育総務担当 

 施設担当 

 

・平成１６年、教育総務係、施設係を担当制に移行 

 

 

 学校教育課 

 

 

 学務係 

 指導係 

 

 

 

 

 社会教育課 

 

 

 

 

 社会教育係     

 文化財係 

 スポーツ振興係 

 

 

・平成１０年、スポ－ツ振興課は指導振興係の１係とする 

・平成１２年、スポ－ツ振興課を社会教育課に統合し、スポ

ーツ振興係を新設 

 

 人権教育課 

 

 

 

 

 

・平成１２年、人権・同和教育指導室を人権教育課と改称 

 

 教育機関 

 

 

 

 

 

 

 

 市立図書館     

 中央公民館     

 学校給食センター  

 文化資料館     

 若木の家      

 教育研究所 

 

 

・平成９年、教育研究所を新設  

・平成１１年、適応指導教室を教育研究所が所管 

 

 

 

  

 

 
平成２７年 
 

課 
 

係（機関） 
 

備      考 

 

 教育総務課 

 

 

 総務係 

 施設係 

 

・平成１８年、教育企画担当を新設 

・平成２０年、担当制を係制へ移行 

・平成２７年、総務企画係を総務係と改称 

 

 

 学校教育課 

 

 

 学事係 

 指導係 

 

・平成１８年学務係を学事担当として教育総務課へ移管し、

学校指導課と改称 

・平成２２年学校教育課と改称し、教育総務課から学事係

を移管 

 

 

 社会教育課 

 

 

 

 

 社会教育係     

 文化財係 

 放課後児童係 

人権教育担当 

 

 

・平成２６年、スポ－ツ振興係を市長部局へ移管し、放課後

児童係を新設、人権教育課を人権教育担当として、社会教

育課に統合 

 

 

 教育機関 

 

 

 

 

 

 

 

 市立図書館     

 中央公民館     

 学校給食センター  

 文化資料館     

 若木の家      

 教育研究所 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 
 

― 15 ―



 
令和７年 
 

課 
 

係（機関） 
 

備      考 
 

 教育総務課 
 

 

 総務係 

管理係 

 施設係 

 

 

・令和６年、総務係を総務係と管理係に分割 
 

 

 学校教育課 
 

 

 学事係 

 指導係 

 

 

 

 社会教育課 

 

 

 

 

 社会教育係     

 児童クラブ事業推進係 

人権教育担当 

 

 

・令和元年、文化財係を歴史文化財課として新設し文化財

係と資料館企画係を設置（さらに、令和６年に文化芸術

課として市長部局へ移管） 

・令和５年、放課後児童係を児童クラブ事業推進係と改称 

 
 

 教育機関 

 

 

 

 
 

 

 市立図書館     

 学校給食センター  

みらい教育リサーチ 

センター 

 若木の家      

 

 

・平成２９年度をもって、中央公民館を閉館 

・令和６年、文化資料館を市長部局へ移管 

・令和３年、教育研究所をみらい教育リサーチセンターと

改称し、まなびプロモーション係とまなびサポート係を

設置 
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（２）事務分掌 

教育総務課 

・教育委員会の会議、議事録及び秘書事務に関

すること。 

・教育委員会の規則及び規程の制定、改廃及び

公布に関すること。 

・市立学校長及びその他の教育機関の長に係る

会議の招集に関すること。 

・事務局内職員の服務その他人事に関するこ

と。 

・公印及び印章に関すること。 

・事務局内職員の保健、福利、厚生及び研修に

関すること。 

・公文書類の接受、発送、編集及び保存に関す

ること。 

・教育長及び校長の事務引継に関すること。 

・京都府教育委員会及び教育局との連絡調整に

関すること。 

・学校教職員の服務その他人事に関すること。 

・教育職員の免許状申請に関すること。 

・学校教職員研修に関すること。 

・学校教職員の職員団体及び労働組合に関する

こと。 

 

・学校教職員の福利厚生に関すること。 

・教頭、主任等の設置及び学校職員の校務分掌

に関すること。 

・教育施策の立案調整に関すること。 

・教育改革、教育の分権化及び教育計画の策定

に関すること。 

・業務改革、改善に関すること。 

・教育に関する基幹統計その他報告資料の収集

に関すること。 

・教育施設及びその附属施設の調査、設計及び

施工に関すること。 

・学校施設の修繕に関すること。 

・学校の施設、設備の管理、営繕及び保全に関

すること。 

・学校敷地の設定及び変更に関すること。 

・不動産の取得及び処分に関すること。 

・認定公共事業に関する国庫補助及び起債に関

すること。 

・学校施設及び設備の貸与に関すること。 

・部の総務担当課事務に関すること。 

・その他他課の所管に属しないこと。 

 

  

学校教育課 

・児童生徒の就学に関すること。 

・学齢簿の編製及び整備に関すること。 

・小学校、中学校及び義務教育学校の通学区域に

関すること。 

・児童生徒の指定学校の変更及び区域外就学に

関すること。 

・学級の編制及び管理に関すること。 

・児童生徒の出席督励及び出席停止に関するこ

と。 

・就学奨励及び就学援助に関すること。 

・児童生徒の健康診断に関すること。 

・児童生徒の健康及び安全に関すること。 

・独立行政法人日本スポーツ振興センターの災

害共済給付事務に関すること。 

・奨学金及び入学支度金に関すること。 

・学校給食に関すること。 

・学校給食センター及び京都府学校給食会との

連絡調整に関すること。 

・通学路の安全な環境づくりの促進に関するこ

と。 

・スクールバスの運行管理に関すること。 

・学校教育に係る長期計画の推進に関すること。 

・教育相談に関すること。 

・教育研究活動に関すること。 
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・教育課程及び学習指導に関すること。 

・生徒指導及び進路指導に関すること。 

・教育支援委員会に関すること。 

・学校教育活動の支援に関すること。 

・教科書の採択等に関すること。 

・補助教材に関すること。 

・教科以外の教育活動に関すること。 

・学校人権教育に関すること。 

 

・幼保連携型認定こども園の教育内容の助言に

関すること。 

・かめおか乳幼児教育センターとの連携に関す

ること。 

・みらい教育リサーチセンターとの連絡調整に

関すること。 

・就学指導に関すること。 

・学校教育関係補助金に関すること。 

・授業日の振替及び臨時休業等に関すること。 

・その他教育指導の連絡及び調整に関すること。 

 

  

社会教育課 

・社会教育委員の委嘱及びその会議等に関する

こと。 

・社会教育に係る長期計画に関すること。 

・社会教育団体の指導、育成及び支援に関するこ

と。 

・青少年教育、家庭教育等市民に対する教育活動

に関すること。 

・学校、家庭及び地域の連携並びに協働の推進に

関すること。 

・放課後児童健全育成事業に関すること。 

・公民館活動及び運営に関すること。 

・社会教育施設の設置、管理、廃止及び使用に関

すること。 

・公民館その他社会教育施設の設備の管理、営繕

及び保全に関すること。 

 

・図書館との連絡調整に関すること。 

・社会教育に関する情報の交換、調査及び統計に

関すること。 

・社会教育関係補助金に関すること。 

・家庭教育に関する講座等の実施及び奨励に関

すること。 

・地域におけるボランティアなどの社会奉仕体

験活動の実施及び奨励に関すること。 

・人権に関する学習機会の提供及び市民の自主

的な活動の支援に関すること。 

・人権教育に関する指導者の養成に関すること。 

・人権教育に関する教材及び情報等の提供に関

すること。 
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（３） 機 構 図 (令和7年4月1日現在）

　

分館・分室
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教育総務課
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施設係
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１４校
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５校

みらい教育
リサーチ
センター

人権教育担当

教育機関
学校給食
センター

図書館

教
育
委
員
会

教
　
育
　
長

教
育
部
次
長

学事係

指導係

教
育
部
長

教育支援担当

社会教育課
社会教育係

児童クラブ事業推進係
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３．教育費決算額の推移                                

 昭和30年度 昭和40年度 昭和50年度 昭和60年度 平成６年度 平成16年度 

  
  一一般般会会計計              

  
    227788,,339944  

  
    996611,,883322  

  
  66,,443333,,441177  

  
1166,,331188,,887777  

  
2266,,662288,,110088  

  
3300,,110000,,880033  

  
  教教育育費費              

  
    3377,,222211  

  
    113388,,228888  

  
  11,,117700,,224455  

  
  33,,003388,,000077  

  
  33,,881199,,002222  

  
  22,,668844,,668888  

 
 （教育費の割合）  

 
  13.4％ 

 
  14.4％ 

 
  18.2％ 

 
  18.6％ 

 
  14.3％ 

 
     8.9％ 

  
  教教育育総総務務費費          

  
            

  
    1100,,999944  

  
    111111,,332299  

  
    119999,,228833  

  
    330088,,004488  

  
      440000,,008800  

 
  教育委員会費   

 
   3,297 

 
    754 

 
   2,708 

 
   4,707 

 
   6,204 

 
     6,343 

 
  事務局費     

 
      

 
  10,240 

 
  108,621 

 
  194,576 

 
  301,844 

 
   368,934 

  教育研究所費 
（みらい教育リサーチセンター費） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
    24,803 

  
  小小学学校校費費            

  
    1166,,557766  

  
    8811,,778899  

  
    777744,,222255  

  
    881122,,994488  

  
    885577,,115577  

  
      886666,,119988  

 
  学校管理費    

 
      

 
  21,296 

 
  197,941 

 
  407,220 

 
  456,142 

 
   397,141 

 
  教育振興費    

 
小・中 266 

 
   4,437 

 
  20,998 

 
  40,833 

 
  101,157 

 
   149,811 

 
  学校建設費    

 
      

 
  55,756 

 
  555,286 

 
  298,733 

 
  179,433 

 
   140,611 

 
  給食センター管理費 

 
      

 
     

 
      

 
  66,162 

 
  120,425 

 
   178,635 

継続費逓次繰越分 

学校建設費 
      

 
明許繰越分 

学校管理費 

      

  
  中中学学校校費費            

  
    1122,,663366  

  
    1155,,556677  

  
    7722,,995566  

  
  11,,669922,,226666  

  
    889933,,778855  

  
      444411,,558855  

 
  学校管理費    

 
      

 
  11,643 

 
  62,288 

 
  155,910 

 
  229,506 

 
   188,016 

 
  教育振興費    

 
      

 
   3,924 

 
  10,668 

 
  47,964 

 
  61,398 

 
   122,269 

 
 学校建設費    

 
      

 
      

 
      

 
 1,488,392 

 
  602,881 

 
   131,300 

継続費逓次繰越分 
学校建設費 

 
      

 
      

 
      

 
  

 
 

 
 

 
明許繰越分学校建設費 

      
 

 
明許繰越分学校管理費 

      
 

  
  専専門門学学校校管管理理費費      

  
      22,,554400  

  
      55,,888899  

  
    3311,,990044  

  
            

  
  

  
  

  
  幼幼稚稚園園費費            

  
            

  
    1144,,113388  

  
    4444,,991177  

  
    112211,,669911  

  
    116666,,449955  

  
      115588,,990033  

  
  社社会会教教育育費費          

  
      11,,990066  

  
      99,,222200  

  
    113311,,663366  

  
    116688,,440077  

  
  11,,448866,,664477  

  
      775500,,337799  

 
  社会教育総務費  

 
      

 
   6,062 

 
  50,296 

 
  88,743 

 
 1,001,887 

 
   581,024 

 
  公民館費     

 
    119 

 
   3,157 

 
   2,489 

 
   6,521 

 
  12,278 

 
     4,373 

 
  公民館建設費   

 
      

 
      

 
  77,035 

 
      

 
 

 
 

 
  図書館費     

 
      

 
      

 
   1,816 

 
  26,295 

 
  45,056 

 
   119,110 

 
  文化財保護費   

 
      

 
      

 
      

 
  46,848 

 
  97,495 

 
    45,872 

 
  生涯学習推進施設建設 

 
      

 
      

 
      

 
      

 
  329,931 

 
 

 明許繰越分 
  社会教育総務費 

            
  

  
  保保健健体体育育費費          

  
            

  
        669911  

  
      33,,227788  

  
    4433,,441122  

  
    110066,,889900  

  
        6677,,554433  
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（単位：千円） 

平成26年度 令和6年度 

 
3344,,995544,,889977 4466,,774422,,336633

 
33,,339944,,447799 33,,662211,,998800

 
  9.7％ 7.7％

 
335599,,443355 443311,,552277

 
   6,843 6,600

 
 334,461 389,315

 
18,131

 

35,612
 

11,,222222..220000 11,,225588,,885599
 

339,083 408,073
 

185,657 334,618
 

272,551 10,969
 

178,158 220,616
 

246,752 268,162
 

16,421
 

  443355,,771144 441166,,008888
 

134,794 160,902
 

87,497 182,511
 

3,481 5,162
 

209,942
 

 
60,911

 
6,602

  
        
  

  447733,,557799 9955,,337722
  

  883333,,992277 11,,333333,,334488
 

 710,416 826,298
 

 7,436
 
 

 
      

 
 

 
 68,101 90,987

 
 47,974 64,741

 
      
 

351,322
  
    6699,,662244 8866,,778866
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                    ⅢⅢ    学学  校校  教教  育育  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  





（１） 昭和３０年（市制施行当時）　【小学校１６校、中学校５校】

小学校 備　　　　　　考
保　津
亀　岡
吉　川
大　井
千代川

（安　詳）
樫田分校 （樫　田）

東別院
西別院
曽我部
薭田野
本　梅
宮　前

畑野分校 畑　野
馬　路

旭
千　歳
河原林

（２） 昭和４０年　【小学校１４校、中学校５校】

小学校 備　　　　　　考
保　津

亀　岡

吉　川

大　井

千代川

安　詳

東別院

西別院

曽我部

薭田野

本　梅

青　野

畑　野

川　東
・昭和37年、馬路、旭、千歳、河原林小学
校の統合により、川東小学校となる。

（３） 昭和５０年　【小学校１５校、中学校５校】

小学校 備　　　　　　考

保　津

亀　岡

つつじケ丘

安　詳

東別院

西別院

別　院

南　桑

育　親

高　田

亀　岡

保津町

旧亀岡町

吉川町

河原林町

馬路町
旭町

曽我部町

千歳町

中学校

千代川町

篠町

薭田野町

本梅町

宮前町・東本梅町

畑野町

高　田 馬路町・旭町・千歳町・河原林町

別　院
東別院町

通 学 区 域

保津町

旧亀岡町

篠町・東つつじケ丘

亀　岡

中学校

１．小・中・義務教育学校数の推移と通学区域

中学校 通 学 区 域

亀　岡

　昭和３０年、南桑田郡１町１５ヶ村が合併して亀岡市が誕生した。それに伴い、小学校１６校、中学校５校
が、亀岡市立（一部組合立）学校としてスタートした。以来、周辺の自治体の合併編入や学校統合、新設校の開
校などにより、現在は、小学校１４校、中学校５校、義務教育学校２校となっている。
　この間の小・中・義務教育学校数の推移と通学区域は以下のとおりである。

保津町 ・亀岡中学校は、亀岡市・南桑田郡篠村・
南桑田郡樫田村 組合立中学校としてスター
トした。

・組合立高田中学校を亀岡市立高田中学校
と校名改称

・組合立別院中学校を亀岡市立別院中学校
と校名改称

・組合立南桑中学校を亀岡市立南桑中学校
と校名改称

・組合立育親中学校を亀岡市立育親中学校
と校名改称

畑野町

薭田野町
本梅町
宮前町

・昭和３３年樫田村の高槻市編入に伴い、
亀岡中学校樫田分校を廃止。亀岡市・篠村
組合立亀岡中学校と校名改称。
昭和３４年、篠村の編入合併に伴い、亀岡
市立亀岡中学校、亀岡市立安詳小学校と校
名改称。

・昭和３１年、船井郡東本梅村編入合併に
より、亀岡市立東本梅小学校と校名改称す
るが、昭和３４年、東本梅小学校と宮前小
学校の統合により、亀岡市立青野小学校と
なる。
・昭和３４年、畑野分校を廃止、本校に統合。

旧亀岡町
吉川町
大井町

千代川町
（南桑田郡篠村）

（南桑田郡樫田村）
東別院町
西別院町

通 学 区 域

大井町

別　院
東別院町

西別院町

育　親

南　桑
曽我部町

西つつじケ丘

西別院町

・昭和５０年、つつじケ丘小学校が亀岡小
学校から分離開校。西つつじケ丘と旧亀岡
町の一部を校区とする。
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小学校 備　　　　　　考

曽我部

薭田野

吉　川

大　井

千代川

本　梅

青　野

畑　野

川　東

（４） 昭和６０年　【小学校１７校、中学校７校】

小学校 備　　　　　　考

保　津

亀　岡

城　西

つつじケ丘 東つつじケ丘・西つつじケ丘

安　詳

詳　徳

東別院

西別院

曽我部

薭田野

吉　川

千代川

本　梅

青　野

畑　野

川　東

（５） 平成７年　・　平成１７年　・　平成２７年　【小学校１８校、中学校８校】

小学校 備　　　　　　考
保　津

亀　岡

城　西

南つつじケ丘

詳　徳
東別院

西別院

曽我部

薭田野

吉　川

千代川

本　梅

青　野

畑　野

川　東

育　親

本梅町

宮前町・東本梅町

畑野町

別　院

中学校 通 学 区 域

千代川町

育　親

中学校 通 学 区 域

畑野町

南　桑

高　田

亀　岡

東　輝

保津町

大　井

南　桑
薭田野町

大　成

・昭和５４年、東輝中学校が亀岡中学校か
ら分離開校。
・昭和５６年、詳徳小学校が安詳小学校か
ら分離開校。

馬路町・旭町・千歳町・河原林町

吉川町

中学校

曽我部町

薭田野町

宮前町・東本梅町

旧亀岡町

篠　町

高　田

西別院町

・昭和４８年、南桑中学校の移転に伴い、
亀岡中学校の校区であった吉川・大井・千
代川小学校区を南桑中学校区とする。

篠　町

・昭和５１年、つつじケ丘小学校区を東つ
つじケ丘、篠町の一部に拡大。
・昭和５４年、城西小学校が亀岡小学校か
ら分離開校。

・昭和５８年、大成中学校が南桑中学校か
ら分離開校。大井町

通 学 区 域

・昭和６３年、南つつじケ丘小学校がつつ
じケ丘小学校から分離開校。
・昭和６１年、詳徳中学校が東輝中学校か
ら分離開校。

保津町

曽我部町

旧亀岡町

東別院町

西別院町

本梅町

馬路町・旭町・千歳町・河原林町

大井町

吉川町

千代川町

宮前町・東本梅町

畑野町

南　桑

曽我部町

薭田野町

吉川町

大　井 大井町
大　成 千代川町

高　田 馬路町・旭町・千歳町・河原林町

南つつじケ丘

つつじケ丘 東つつじケ丘・西つつじケ丘・篠

東　輝

育　親

本梅町

亀　岡

別　院
東別院町

詳　徳
安　詳
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（６） 令和７年　【小学校１４校、中学校５校、義務教育学校２校】

小学校 備　　　　　　考
保　津

亀　岡

城　西

南つつじケ丘

詳　徳
東別院

西別院

曽我部

薭田野

吉　川

千代川

備　　　　　　考
・平成２７年度、川東小学校・高田中学校
を統合し、亀岡川東学園を開校。

中学校 通 学 区 域

亀　岡

保津町

旧亀岡町（一部を除く）

つつじケ丘

・令和２年度、校区再編に伴い、安詳小学
校の児童の一部が詳徳小学校、つつじケ丘
小学校へ校区変更、つつじケ丘小学校の児
童の一部が南つつじケ丘小学校へ校区変
更。
東輝中学校の生徒の一部が詳徳中学校へ校
区変更。

東　輝
南つつじケ丘・東つつじケ丘(一部)

安　詳
篠　町(一部を除く)

詳　徳

東つつじケ丘(一部を除く)・西つつじケ
丘・篠町(一部)・上矢田町・中矢田町・下

矢田町(一部)・古世町(一部)

本梅町 ・令和６年度、本梅小学校・畑野小学校・
青野小学校・育親中学校を閉校し、育親学
園を開校。

宮前町・東本梅町

畑野町

馬路町・旭町・千歳町・河原林町

南　桑

育親学園

亀岡川東学園

東別院町 ・令和５年度、別院中学校を閉校し、南桑
中学校へ編入。西別院町

曽我部町

薭田野町

吉川町

大　井 大井町
大　成 千代川町

通 学 区 域義務教育学校
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（１） 小学校（義務教育学校前期課程を含む）

（各年度５月１日現在）

年度 男 子 女 子 合  計 年度 男 子 女 子 合  計

S30 2,530 2,499 5,029 2 4,162 3,821 7,983

31 2,717 2,599 5,316 3 4,141 3,765 7,906

32 2,744 2,643 5,387 4 4,125 3,809 7,934

33 2,824 2,660 5,484 5 4,089 3,856 7,945

34 3,076 2,891 5,967 6 4,011 3,776 7,787

35 2,930 2,679 5,609 7 3,981 3,679 7,660

36 2,711 2,468 5,179 8 3,854 3,553 7,407

37 2,478 2,302 4,780 9 3,722 3,498 7,220

38 2,386 2,206 4,592 10 3,533 3,348 6,881

39 2,280 2,126 4,406 11 3,326 3,212 6,538

40 2,256 2,079 4,335 12 3,271 3,088 6,359

41 2,194 2,066 4,260 13 3,121 3,041 6,162

42 2,130 2,000 4,130 14 3,035 2,970 6,005

43 2,142 1,991 4,133 15 2,986 2,910 5,896

44 2,137 2,010 4,147 16 2,991 2,886 5,877

45 2,143 2,011 4,154 17 3,031 2,877 5,908

46 2,172 2,026 4,198 18 2,945 2,874 5,819

47 2,245 2,080 4,325 19 2,928 2,836 5,764

48 2,309 2,166 4,475 20 2,886 2,827 5,713

49 2,458 2,286 4,744 21 2,842 2,770 5,612

50 2,634 2,499 5,133 22 2,811 2,690 5,501

51 2,923 2,750 5,673 23 2,731 2,595 5,326

52 3,160 2,974 6,134 24 2,669 2,535 5,204

53 3,504 3,191 6,695 25 2,597 2,458 5,055

54 3,861 3,510 7,371 26 2,566 2,384 4,950

55 4,063 3,799 7,862 27 2,559 2,332 4,891

56 4,263 3,885 8,148 28 2,512 2,330 4,842

57 4,376 3,987 8,363 29 2,498 2,379 4,877

58 4,420 4,036 8,456 30 2,464 2,337 4,801

59 4,425 4,119 8,544 R元 2,464 2,311 4,775

60 4,385 4,128 8,513 2 2,408 2,280 4,688

61 4,351 3,970 8,321 3 2,357 2,265 4,622

62 4,270 3,835 8,105 4 2,335 2,216 4,551

63 4,188 3,832 8,020 5 2,280 2,142 4,422

H元 4,154 3,844 7,998 6 2,254 2,098 4,352

7 2,192 2,042 4,234

昭和３０年～平成元年 平成２年～令和７年

２．児童・生徒・教員数の推移

　昭和３０年、５，０２９名であった小学校児童数は、昭和３４年には５，９６７名となり、約１，
０００名増加して第１次のピークを迎えた。その後、昭和４２年の４，１３０名まで減少し、昭和４
０年代は、そのまま４，０００名台で推移するが、昭和５０年に５，０００名を回復すると一転して
急激な増加をたどり、１０年後の昭和５９年には、８，５４４名を数えるまでになり、第２次のピー
クを迎えた。昭和４２年と比べると実に２倍以上に増加したことになる。　その後は、減少に転じ
て、現在は、４，２３４名となっている。

（２） 中学校（義務教育学校後期課程を含む）

（各年度５月１日現在）

年度 男 子 女 子 合  計 年度 男 子 女 子 合  計

S30 1,439 1,349 2,788 2 2,307 2,104 4,411

31 1,531 1,418 2,949 3 2,231 2,090 4,321

32 1,460 1,376 2,836 4 2,179 1,999 4,178

33 1,194 1,123 2,317 5 2,147 1,874 4,021

34 1,179 1,175 2,354 6 2,096 1,830 3,926

35 1,283 1,338 2,621 7 2,074 1,910 3,984

36 1,555 1,583 3,138 8 2,079 1,954 4,033

37 1,650 1,599 3,249 9 2,090 1,943 4,033

38 1,603 1,485 3,088 10 2,096 1,875 3,971

39 1,473 1,318 2,791 11 2,040 1,846 3,886

40 1,321 1,239 2,560 12 1,944 1,764 3,708

41 1,253 1,141 2,394 13 1,857 1,665 3,522

42 1,185 1,113 2,298 14 1,711 1,538 3,249

43 1,115 1,050 2,165 15 1,642 1,498 3,140

44 1,103 1,055 2,158 16 1,530 1,425 2,955

45 1,069 1,030 2,099 17 1,436 1,386 2,822

46 1,120 1,056 2,176 18 1,443 1,304 2,747

47 1,062 1,045 2,107 19 1,388 1,316 2,704

48 1,063 1,032 2,095 20 1,387 1,304 2,691

49 1,044 1,016 2,060 21 1,337 1,304 2,641

50 1,127 1,061 2,188 22 1,402 1,305 2,707

51 1,160 1,110 2,270 23 1,435 1,335 2,770

52 1,250 1,199 2,449 24 1,413 1,333 2,746

53 1,248 1,242 2,490 25 1,378 1,301 2,679

54 1,304 1,269 2,573 26 1,322 1,274 2,596

55 1,405 1,339 2,744 27 1,309 1,245 2,554

56 1,588 1,490 3,078 28 1,297 1,200 2,497

57 1,768 1,648 3,416 29 1,270 1,122 2,392

58 1,897 1,792 3,689 30 1,230 1,095 2,325

59 2,030 1,840 3,870 R元 1,164 1,097 2,261

60 2,155 1,918 4,073 2 1,168 1,102 2,270

61 2,214 2,067 4,281 3 1,200 1,083 2,283

62 2,276 2,134 4,410 4 1,214 1,078 2,292

63 2,311 2,143 4,454 5 1,208 1,123 2,331

H元 2,341 2,082 4,423 6 1,155 1,103 2,258

7 1,180 1,079 2,259

昭和３０年～平成元年 平成２年～令和７年

　中学校生徒数は、昭和３０年の２，７８８名から数年減少した後、昭和３７年に３，２４９名とな
り、第１次のピークを迎えた。その後、昭和４９年の２，０６０名まで減少し続けるが、昭和５０年代
になると増加に転じ、第２次のピークである昭和６３年の４，４５４名まで増加の一途をたどった。そ
の後は、減少傾向に転じ、現在は、２，２５９名となっている。
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（２） 中学校（義務教育学校後期課程を含む）

（各年度５月１日現在）

年度 男 子 女 子 合  計 年度 男 子 女 子 合  計

S30 1,439 1,349 2,788 2 2,307 2,104 4,411

31 1,531 1,418 2,949 3 2,231 2,090 4,321

32 1,460 1,376 2,836 4 2,179 1,999 4,178

33 1,194 1,123 2,317 5 2,147 1,874 4,021

34 1,179 1,175 2,354 6 2,096 1,830 3,926

35 1,283 1,338 2,621 7 2,074 1,910 3,984

36 1,555 1,583 3,138 8 2,079 1,954 4,033

37 1,650 1,599 3,249 9 2,090 1,943 4,033

38 1,603 1,485 3,088 10 2,096 1,875 3,971

39 1,473 1,318 2,791 11 2,040 1,846 3,886

40 1,321 1,239 2,560 12 1,944 1,764 3,708

41 1,253 1,141 2,394 13 1,857 1,665 3,522

42 1,185 1,113 2,298 14 1,711 1,538 3,249

43 1,115 1,050 2,165 15 1,642 1,498 3,140

44 1,103 1,055 2,158 16 1,530 1,425 2,955

45 1,069 1,030 2,099 17 1,436 1,386 2,822

46 1,120 1,056 2,176 18 1,443 1,304 2,747

47 1,062 1,045 2,107 19 1,388 1,316 2,704

48 1,063 1,032 2,095 20 1,387 1,304 2,691

49 1,044 1,016 2,060 21 1,337 1,304 2,641

50 1,127 1,061 2,188 22 1,402 1,305 2,707

51 1,160 1,110 2,270 23 1,435 1,335 2,770

52 1,250 1,199 2,449 24 1,413 1,333 2,746

53 1,248 1,242 2,490 25 1,378 1,301 2,679

54 1,304 1,269 2,573 26 1,322 1,274 2,596

55 1,405 1,339 2,744 27 1,309 1,245 2,554

56 1,588 1,490 3,078 28 1,297 1,200 2,497

57 1,768 1,648 3,416 29 1,270 1,122 2,392

58 1,897 1,792 3,689 30 1,230 1,095 2,325

59 2,030 1,840 3,870 R元 1,164 1,097 2,261

60 2,155 1,918 4,073 2 1,168 1,102 2,270

61 2,214 2,067 4,281 3 1,200 1,083 2,283

62 2,276 2,134 4,410 4 1,214 1,078 2,292

63 2,311 2,143 4,454 5 1,208 1,123 2,331

H元 2,341 2,082 4,423 6 1,155 1,103 2,258

7 1,180 1,079 2,259

昭和３０年～平成元年 平成２年～令和７年

　中学校生徒数は、昭和３０年の２，７８８名から数年減少した後、昭和３７年に３，２４９名とな
り、第１次のピークを迎えた。その後、昭和４９年の２，０６０名まで減少し続けるが、昭和５０年代
になると増加に転じ、第２次のピークである昭和６３年の４，４５４名まで増加の一途をたどった。そ
の後は、減少傾向に転じ、現在は、２，２５９名となっている。
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（３） 児童・生徒数の推移

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

9,000

㍼30 35 40 45 50 55 60 ㍻ 2 7 12 17 22 27 ㋿ 2 7

児童数

年度

（３）－１ 児童数の推移

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

4,500

5,000

㍼30 35 40 45 50 55 60 ㍻ 2 7 12 17 22 27 ㋿ 2 7

生徒数

年度

（３）－２ 生徒数の推移

― 27 ―



（４） 教員数 （各年度５月１日現在）

年度 小学校 中学校 年度 小学校 中学校 年度 小学校 中学校
S30 170 105 55 314 140 17 355 213
31 179 112 56 323 155 18 351 217
32 177 111 57 336 172 19 349 216
33 184 97 58 339 183 20 351 215
34 194 94 59 347 190 21 347 208
35 193 96 60 350 195 22 346 208
36 186 106 61 348 215 23 349 220
37 184 108 62 352 224 24 346 220
38 174 109 63 358 220 25 345 216
39 177 114 H元 359 232 26 347 210
40 175 108 2 358 239 27 354 211
41 175 106 3 372 242 28 359 212
42 174 103 4 374 242 29 370 191
43 174 104 5 376 239 30 378 187
44 177 106 6 374 227 R元 383 189
45 182 107 7 373 240 2 387 191
46 187 113 8 371 246 3 390 192
47 194 113 9 367 243 4 392 200
48 202 117 10 354 238 5 400 197
49 215 118 11 356 233 6 394 178
50 233 125 12 355 232 7 389 187
51 247 125 13 345 232
52 259 133 14 346 226
53 278 133 15 353 222
54 309 138 16 350 211

（５） 世帯数・人口

年度 世帯数 人口 年度 世帯数 人口 年度 世帯数 人口
S30 8,520 42,537 55 18,998 69,410 17 32,455 93,996

56 19,512 70,760 18 33,130 93,781
57 19,865 71,972 19 33,101 93,553
58 20,277 73,100 20 33,261 93,285
59 20,852 74,748 21 33,483 92,798

35 8,757 42,355 60 21,017 76,207 22 33,625 92,399
61 21,515 77,807 23 33,870 92,056
62 22,106 79,636 24 34,053 91,568
63 22,666 81,513 25 33,957 90,751
H元 23,385 83,549 26 33,986 90,228

40 9,493 43,335 2 24,277 85,283 27 33,915 89,479
41 9,645 43,676 3 24,912 86,462 28 34,140 88,889
42 9,906 44,647 4 25,758 88,171 29 34,371 88,273
43 10,048 45,309 5 26,428 89,423 30 34,600 87,648
44 11,581 46,410 6 27,179 90,951 R元 34,742 87,005
45 11,118 47,151 7 28,198 92,398 2 34,431 86,174
46 11,521 48,631 8 28,867 93,217 3 34,774 85,841
47 13,051 50,661 9 29,618 94,047 4 35,023 85,352
48 13,859 53,261 10 30,123 94,324 5 35,429 85,075
49 14,462 55,674 11 30,620 94,475 6 35,618 84,596
50 15,089 58,184 12 30,625 94,555
51 15,939 60,896 13 30,957 94,543
52 16,242 61,949 14 31,378 94,467
53 17,266 65,431 15 31,734 94,355
54 17,891 67,417 16 32,099 94,338

［亀岡市統計書による］ （各年度10月1日現在）

昭和３０～５４年度 昭和５５～平成１６年度 平成１７～令和６年度

昭和３０～５４年度 昭和５５～平成１６年度 平成１７～令和７年度
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３．就学前教育（市立幼稚園・認定こども園）

（１） 市立認定こども園等就園状況 （各年度５月１日現在）

年度 亀岡幼 一の宮 第2亀幼 合 計 年度 亀岡幼 一の宮 第2亀幼 合 計

S41 119 119 8 89 26 79 194

42 173 173 9 101 20 84 205

43 206 206 10 119 30 111 260

44 224 50 274 11 115 33 117 265

45 218 46 264 12 100 28 102 230

46 196 44 240 13 111 34 97 242

47 201 64 265 14 104 28 98 230

48 204 63 267 15 87 22 100 209

49 197 77 274 16 82 20 89 191

50 202 83 285 17 69 21 85 175

51 208 94 302 18 53 20 93 166

52 249 104 353 19 74 8 86 168

53 250 96 346 20 85 67 152

54 259 105 96 460 21 93 61 154

55 247 97 131 475 22 94 51 145

56 250 74 105 429 23 88 39 127

57 248 75 118 441 24 84 29 113

58 251 71 139 461 25 80 28 108

59 211 53 140 404 26 107

60 184 49 139 372 27 101

61 198 58 135 391 28 110

62 200 50 140 390 29 110

63 199 46 156 401 30 102

H元 181 46 155 382 R元 87

2 162 33 138 333 2 79

3 154 32 113 299 3 67

4 131 27 86 244 4 61

5 94 28 78 200 5 44

6 94 31 89 214 6 50

7 97 29 96 222 7 43

（２） 園児数の推移　　　　　

67

87

79

　平成１９年度までの亀岡市内公立幼稚園は、亀岡（下矢田町）一の宮（千歳町）第２亀岡（大井町）の３園であっ
た。亀岡は昭和４１年に開園し平成２６年に閉園、一の宮は昭和４４年に私立一の宮幼稚園から移管して開園し平成
２０年に閉園、第２亀岡は昭和５４年に開園し平成２６年に閉園し亀岡市立幼稚園となったが、令和７年に認定こど
も園に移行し、現在は亀岡こども園（大井町）１園となっている。
　園児数は、昭和４１年の１１９人が、昭和４５年には２６４人、昭和５０年には２８５人、昭和５５年には４７５
人と増加し、ピークを迎えた。その後、昭和６０年には３７２人、平成７年には２２２人、平成１７年には１７５
人、平成２７年には１０１人となり、令和７年５月現在では４３人となっている。
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４．教育目標 

 (１) 小学校                             （令和７年度） 

学 校 教   育   目   標 

亀 岡 グローバル化が進む社会の中で、将来、豊かに生き、活躍できる児童の育成 

安 詳 いのち ふれあい 学びの郷 安詳 

東別院 豊かな心とたくましい体で未来を切り拓く子どもの育成 

西別院 ふるさとを愛し、心豊かで夢に向かって一生懸命学ぶ子の育成 

曽我部 すすんで学び、なかまと支え合い、曽我部を愛する児童の育成 

吉 川 ふるさと吉川を愛し 自ら学び 心豊かに たくましく生きる児童の育成 

薭田野 あたたかい心、たくましい体、よく考える頭  

大 井 知を磨き心豊かにたくましく 次代を生きぬく人間の育成 

千代川 未来（あす）をきりひらく子ども・教職員が育つ学校 

保 津 「すすんで取り組む心・自立できる知力と体力・人を大切にする行動力」の育成 

つつじケ丘 

「志の実現」 

１自他を理解し、互いに支えある児童生徒の育成  
２豊かな人間性や社会性を身に付けた児童生徒の育成  
３物事を深く考え、主体的に学び努力し続ける児童生徒の育成 

城 西 夢と希望の実現に向け、豊かに学び、しなやかでたくましい児童の育成 

詳 徳 基本的人権を基盤に据え、知・徳・体の調和のとれた児童の育成 

南つつじケ丘 

「志の実現」 

１自他を理解し、互いに支えある児童生徒の育成  
２豊かな人間性や社会性を身に付けた児童生徒の育成  
３物事を深く考え、主体的に学び努力し続ける児童生徒の育成 
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 (２) 中学校                             （令和７年度） 

学 校 教   育   目   標 

亀 岡 人権を尊び、主体的に学び行動できる、心豊かな生徒の育成 

南 桑 自ら学び、豊かな心とたくましく生きる力を持つ生徒の育成 

東 輝 

「志の実現」 

１自他を理解し、互いに支えある児童生徒の育成  
２豊かな人間性や社会性を身に付けた児童生徒の育成  
３物事を深く考え、主体的に学び努力し続ける児童生徒の育成 

大 成 自ら考え、鍛え協同して高まる生徒の育成 

詳 徳 
「人権を尊び、豊かな心をもった生徒の育成」 

 ～ 活力・学力・道徳 ～ 

 

(３) 義務教育学校                             （令和７年度） 

学 校 教   育   目   標 

亀岡川東学園 
義務教育９年間を通して、ふるさと川東を愛する心と未来を創造する力を育成

する。 

育親学園 ふるさとに誇りを持ち 心豊かに 未来を創造する 児童生徒の育成 

 

 (４) 認定こども園                          （令和７年度） 

認定こども園 教   育   目   標 

亀岡こども園 
幼児一人一人の生活の実態を把握し、人間形成の基礎となる豊かな心情や何事

にも主体的に関わろうとする意欲のある幼児に育てる。 
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５．学校規模適正化 
 

 (１) 学校規模適正化 

本市の児童生徒数は、住宅開発が盛んに行われた昭和４０年代後半から急増したが、昭和６

０年頃をピークに、徐々に減少を続けている。 

近年では、クラス替えができない小規模な小中学校が増加し、周辺地区の一部では複式学級

となっている一方で、中心市街地に近接する地区では、更なる住宅開発により児童生徒数が急

増し大規模化している学校も見られるなど、学校間で規模の格差が顕著にみられるようにな

り、教育上・学校運営上の様々な課題が指摘された。 

大規模校、小規模校それぞれにメリット・デメリットがあるが、児童生徒が健やかに成長し

ていくためには、望ましい学習・集団活動を形成し、より良い教育環境の下に魅力ある学校づ

くりを進めていく必要があることから、こうした現状を踏まえ、子どもたちのより良い教育環

境としての適正な学校規模の在り方を検討するため、平成２６年８月に学識経験者、学校関係

者、自治会関係者などで構成する「亀岡市学校規模適正化検討会議」を設置し協議を重ね、平

成２８年１月に亀岡市立小中学校の学校規模適正化に関する提言を受けた。 

その提言を基調に、パブリックコメントの意見などを総合的に判断し、亀岡市教育振興基本

計画の基本理念に基づいた教育活動を効果的に行うため、適正な学校規模や適正化の取組方法

等を平成２８年３月に「亀岡市学校規模適正化基本方針」として策定した。 

 基本方針では、各中学校区を一つの単位とし、校区の特徴や現状における課題、校区内の今後の

人口推計等を踏まえ適正化の方向性を示している。 

 

(２) 各中学校ブロックの学校規模適正化の取り組み 
 

ブロック 実施の有無 内容 

東輝中学校ブロック 
Ｒ２年４月 

実施済 

児童・生徒数の増加及び減少に伴い学校間で規模の格差

が大きくなったことから、安詳小学校、つつじケ丘小学

校、詳徳小学校、南つつじケ丘小学校、東輝中学校、詳徳

中学校の校区の一部を再編した。 
詳徳中学校ブロック 

別院中学校ブロック 
Ｒ５年４月

実施済 

別院中学校の生徒数が減少したことから、令和５年３月

をもって別院中学校を閉校し、南桑中学校へ編入した。 

育親中学校ブロック 
Ｒ６年４月

実施済 

本梅小学校、畑野小学校、青野小学校、育親中学校の児童・

生徒数が減少したことから、令和６年３月をもって４校を閉

校し、新たに義務教育学校「育親学園」を開校した。 

大成中学校ブロック 未実施 － 

亀岡中学校ブロック 未実施 － 

南桑中学校ブロック 未実施 － 

高田中学校ブロック － 

Ｈ２７年４月（※基本方針策定前）施設の老朽化等に伴

い川東小学校と高田中学校を統合し、施設一体型小中一

貫校「亀岡川東学園」を開校。 

その後、Ｈ２９年度に義務教育学校に移行した。 
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６．学校教育関連施設のあゆみ  

 

 （１） 学校教育関連施設建築及び改修のあゆみ 

 
 
 
 
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
 
  
  
 
  
  
  
  
  
 
 
  
  
  
 
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
 

 
 年度 

 
                  主 な 学 校 施 設 整 備 事 業 等 

 

Ｓ ２９ 

 

 亀岡小学校・亀岡中学校体育館改築、西別院小学校・畑野小学校・大井小学校校舎改築    

 

 ３０ 

 

 千代川小学校校舎改築、河原林小学校体育館改築、亀岡中学校・高田中学校校舎増築  

 

 ３１ 

 

 本梅小学校・千歳小学校・薭田野小学校校舎改築                                  

 

 ３２ 

 

 千歳小学校・薭田野小学校校舎及び体育館改築                                    

 

 ３３ 

 

 東別院小学校・宮前小学校（現青野小学校）校舎改築、保津小学校体育館改築        

 

 ３４ 

 

 東別院小学校体育館及び校舎改築、薭田野小学校プール完成                        

 

 ３５ 

 

 

 曽我部小学校・保津小学校校舎改築（市内学校で初めての鉄筋校舎）、育親中学校校舎増築    

女子技芸専門学校校舎増築 

 

 ３６ 

 

 

 曽我部小学校体育館改築、川東小学校統合校舎新築（S38.4開校） 、千代川小学校校舎改築  

 本梅小学校プール完成 

 

 ３７ 

 

 川東小学校統合校舎新築、高田中学校校舎改築                                    

 

 ３８ 

   

 

 川東小学校体育館新築、高田中学校校舎改築（市内中学校で初めての鉄筋校舎）      

 保津小学校プール完成、女子技芸専門学校校舎増築                                

 

  ３９ 

 

 安詳小学校体育館改築 

 

 ４０ 

 

 亀岡小学校校舎改築、亀岡幼稚園園舎新築（S41.4開園）                          

 

 ４１ 

 

 亀岡小学校校舎改築・プール完成（同窓会寄贈）、安詳小学校校舎改築・プール完成  

 

 ４２ 

 

 亀岡幼稚園園舎増築、小中学校の机・椅子スチール化開始                          

 

 ４３ 

 

 亀岡中学校校舎改築                                                            

 

 ４４

   

 

 一の宮幼稚園開設（私立から移管）、川東小学校プール完成、亀岡中学校校舎改築    

 中学校の机・椅子スチール化完了                                                

 

 ４５ 

 

 千代川小学校体育館改築、保津小学校校舎増築、東別院小学校簡易プール完成        

 

 ４６ 

 

 西別院小学校・青野小学校簡易プール完成、安詳小学校低学年用プール完成（寄贈）  

 

 ４７ 

   

 

 大井小学校簡易プール完成、南桑中学校校舎移転改築・技術棟新築                  

 小学校の机・椅子スチール化完了                                                

 

 ４８ 

 

 千代川小学校・曽我部小学校簡易プール完成 ､南桑中学校体育館移転改築・校舎増築  

 

 ４９

   

 

 

 吉川小学校校舎・体育館移転改築、安詳小学校校舎増築                            

 つつじケ丘小学校校舎新築（S50.4開校）                                        

 畑野小学校簡易プール完成、女子技芸専門学校校舎移転改築                        

 

 ５０ 

   

 

 

 つつじケ丘小学校校舎増築・簡易プール完成、亀岡小学校きこえ・ことばの教室完成・桜が岡改修  

西別院小学校体育館改築、大井小学校校舎増築                                    
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 年度 

 

主 な 学 校 施 設 整 備 事 業 等 

 

 ５１ 

 

 青野小学校体育館改築、つつじケ丘小学校体育館新築                              

 

 ５２ 

 

 大井小学校校舎改築、本梅小学校体育館改築                                      

 

 ５３ 

   

 

 大井小学校体育館改築、千代川小学校校舎改築、東輝中学校校舎新築（S54.4開校）  

 城西小学校校舎新築（S54.4亀岡小にて併設開校、Ｓ54.5新校舎開校）              

 

 ５４ 

  

  

  

 

 第２亀岡幼稚園園舎新築（S54.４亀岡幼にて併設開園、Ｓ54.9新園舎開設）          

 西別院小学校校舎改築、安詳小学校・つつじケ丘小学校校舎増築                    

 大井小学校校舎改築・グラウンド拡張、城西小学校校舎増築・体育館新築・プール完成  

 東輝中学校校舎増築・体育館新築、学校給食センター新築（S54.9業務開始）        

 

 ５５ 

  

  

 

 

 詳徳小学校校舎新築（S56.4開校）、大井小学校グラウンド排水整備                  

 千代川小学校校舎改築・グラウンド拡張、城西小学校通学路整備                      

 南桑中学校・東輝中学校校舎増築、育親中学校校舎移転改築（S56.4新校舎開校）    

 亀岡幼稚園・第２亀岡幼稚園プール完成                                          

 

 ５６ 

  

  

 

 一の宮幼稚園プール完成、千代川小学校校舎及び体育館改築                        

 詳徳小学校校舎増築・体育館新築・プール完成、大井小学校グラウンド整備            

 育親中学校校舎増築・体育館新築・グラウンド整備                                  

 

 ５７ 

  

  

 

 薭田野小学校校舎改築・グラウンド拡張整備、大井小学校プール完成                  

 西別院小学校グラウンド拡張整備、東輝中学校校舎増築                              

 大成中学校校舎新築（S58.４開校）                                              

 

 ５８ 

   

 

 千代川小学校プール完成、別院中学校校舎及び体育館改築、女子技芸専門学校閉校 

 大成中学校体育館新築（市内で初めてのクラブハウス併設、府下で初めて採用のドーム型屋根）  

 

 ５９ 

  

  

 

 畑野小学校校舎及び体育館改築(市内の学校で初めて勾配屋根を採用、S63公立学校優良施設

として(社)文教施設協会から表彰を受ける）、曽我部小学校校舎改築        

 つつじケ丘小学校・薭田野小学校プール完成、大成中学校校舎増築、南桑中学校通学路整備   

 

 ６０ 

 

 

 本梅小学校校舎改築、曽我部小学校校舎大規模改修、西別院小学校プール完成        

 詳徳中学校校舎及び体育館新築（市内の学校で初めて多目的スペース整備、S61.4開校）      

 

 ６１ 

  

  

 

 青野小学校・東別院小学校校舎改築、川東小学校校舎大規模改修                    

 吉川小学校プール完成、高田中学校体育館改築、詳徳中学校校舎増築                

 亀岡中学校校舎及び体育館大規模改修、南桑中学校校舎大規模改修・通学路整備      

 

 ６２ 

  

   

 

 

 木の教育研修施設「若木の家」新築（小中学校では全国で初めての木造宿泊研修施設、 

H１公立学校優良施設として(社)文教施設協会から表彰を受ける）                  

 南つつじケ丘小学校校舎及び体育館新築（S63.4開校、H2公立学校優良施設として(社)文教施

設協会から表彰を受ける）                                                

 

 ６３ 

  

  

 

 安詳小学校・保津小学校・高田中学校校舎大規模改修                              

 南つつじケ丘小学校プール完成・グラウンド整備、大井小学校校舎増築                

 南桑中学校ＬＬ教室設置・通学路整備、一の宮幼稚園遊戯室改築                    

 

 Ｈ１ 

 

 亀岡小学校・川東小学校大規模改修、曽我部小学校プール完成、大成中学校ＬＬ教室設置      

 

   ２ 

  

  

   

 

 

 

 薭田野小学校体育館改築、亀岡小学校・吉川小学校校舎大規模改修                    

 曽我部小学校体育館大規模改修、畑野小学校・青野小学校プール完成                

 安詳小学校大型総合遊具設置、育親中学校グラウンド防球ネット設置                

 詳徳中学校校舎増築・コンピュータ教室設置（市内で初めてのコンピュータ教室設置）  

 亀岡幼稚園・第２亀岡幼稚園・一の宮幼稚園総合遊具設置 
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（２）みらい教育リサーチセンター 

 

みらい教育リサーチセンターは、平成９年に開所した教育研究所を前身にもち、社会の変化に対応

した教育の創造及び充実を図る事業を推進している。 

 

  ア、 主な事業概要 

 ・ICT 機器を活用した教育の推進 

 ・教育関係職員の人材育成 

 ・教育に関する専門的、技術的事項の調査及び研究 

 ・教育相談及び不登校児童生徒支援 

 ・地域学習の推進 

 

 イ、沿革 

 

平成８年 10月 

 

        11月 

平成９年 ３月 

 

        ４月 

 

        ７月 

        ９月 

        10月 

平成10年 ４月 

        ６月 

        ９月 

        10月 

 

平成11年 ４月 

 

        ９月 

        10月 

 

平成12年 ２月 

        

４月 

        ９月 

 

 

教育長「亀岡市教育総合センター検討委員会」を設置 

教育長「亀岡市教育総合センターの整備構想」を同委員会に諮問 

同委員会「亀岡市教育総合センターの整備構想」を教育長に答申 

亀岡市議会「亀岡市教育研究所条例」を制定 

亀岡市教育委員会「亀岡市教育研究所条例施行規則」を制定 

亀岡市教育研究所開所 亀岡市立千代川小学校「ことばの教室」併設 

全国教育研究所連盟に加入 

亀岡市教育研究所開所式開催、亀岡市教育研究所「基本構想」発表 

開所記念特別教育セミナー開催 講師：日本学術会議会員 辰野千寿氏 

開所記念親子ふれあいサイエンスフェスタ開催(参加希望者多く再度11月にも開催) 

公開教育講演会開催 講師：京都大学名誉教授 大島清氏 

文部省から「平成10・11年度科学技術・理科教育推進モデル市町村」として指定 

特別教育セミナー開催 講師：日本カウンセリング学会理事長 國分康孝氏 

亀岡市科学技術・理科教育推進事業として「親子ふれあいサイエンスフェスタ'98

」開催 

亀岡市立図書館に設置されている適応指導教室「ふれ愛教室」を所管 

公開教育講演会開催 講師：東京学芸大学教授 児島邦宏氏。 

特別教育セミナー開催 講師：上智大学教授 加藤幸次氏。 

亀岡市科学技術・理科教育推進事業として「親子ふれあいサイエンスフェスタ'99

」開催 

亀岡市教育研究所研究員による研究発表会を開催 

「平成10・11年度科学技術・理科教育推進モデル市町村」の文部省指定終了 

公開教育講演会開催 講師：国立教育研究所室長 奈須正裕氏 

特別教育セミナー開催 講師：教材・授業開発研究所代表 有田和正氏(元愛知教育

大学教授)。 

        10月 

平成13年 ２月 

    ３月 

 

 

       ４月 

    11月 

        12月 

平成14年 ３月 

    ４月 

 

  

 

 

    ８月 

    10月 

平成15年 ２月 

    ４月 

 

      

  ８月 

        11月 

平成16年 ２月 

    ４月 

    ８月 

 

    10月 

平成17年 ２月 

    ４月 

 

    ６月 

    ８月 

    11月 

平成18年 ３月 

    ４月 

        ８月 

    11月 

平成19年 ３月 

    ４月 

学習活動支援事業として、「親子ふれあいサイエンスフェスタ2000」開催 

亀岡市教育研究所研究員による研究発表会を開催 

｢親子ふれあいサイエンスフェスタ2000｣が全国規模の財団法人社会経済生産性本部

エネルギー環境教育情報センターが実施する「運営委員長奨励賞（イベント部門）

」を受賞 

公開教育講演会開催 講師：元佛教大学教授 小倉美津子氏 

学習活動支援事業として、「親子ふれあいサイエンスフェスタ2001」開催 

特別教育セミナー開催 講師：千葉大学教育学部助教授 諸富祥彦氏 

亀岡市教育研究所研究員による研究発表会を開催 

亀岡市立千代川小学校「ことばの教室」併設を千代川小学校へ移設 

公開教育講演会開催 講師：京都女子大学文学部教授 北尾倫彦氏 

文部科学省からマルチメディアを活用した補充指導についての調査研究（不登校児

童生徒に関する調査研究）事業を指定 

京都府地域教育ネットワーク強化事業に指定 

特別教育セミナー開催 講師：東京学芸大学教授 平野朝久氏 

学習活動支援事業として、「親子ふれあいサイエンスフェスタ2002」開催 

亀岡市教育研究所研究員による研究発表会を開催 

公開教育講演会開催 講師：文教大学学長 石田恒好氏 

京都府ゆめ体験ネット推進事業を指定 

スクーリング･サポート･ネットワーク整備事業を指定 

特別教育セミナー開催 講師：京都教育大学助教授 徳岡慶一氏 

学習活動支援事業として、「親子ふれあいサイエンスフェスタ2003」開催 

亀岡市教育研究所研究員による研究発表会を開催 

教育講演会開催 講師：鳥取大学教授 矢部敏昭氏 

特別教育セミナー開催 講師：東京学芸大学教育実践研究支援センター教授 小林

正幸氏 

学習活動支援事業として、「親子ふれあいサイエンスフェスタ2004」開催 

亀岡市教育研究所研究員による研究発表会を開催 

教育講演会開催 講師：兵庫教育大学大学院教授 堀江祐爾氏 

京都府委託事業のＩＴ等を活用した家庭学習支援事業導入 

ＩＴ等を活用した家庭学習支援事業指導員佐野義昭就任 

特別教育セミナー開催 講師：京都府丹波養護学校亀岡分校教頭 青山芳文氏 

学習活動支援事業として、「親子ふれあいサイエンスフェスタ2005」開催 

亀岡市教育研究所「平成１7年度総括」発行 

教育講演会開催 講師：奈良女子大学附属小学校教諭 谷岡義高氏 

特別教育セミナー開催 講師：千葉商科大学教授 鹿嶋研之助氏 

学習活動支援事業として、「親子ふれあいサイエンスフェスタ2006」開催 

スクーリング･サポート･ネットワーク整備事業終了 

国委託事業の問題を抱える子ども等の自立支援事業導入 
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        10月 

平成13年 ２月 

    ３月 

 

 

       ４月 

    11月 

        12月 

平成14年 ３月 

    ４月 

 

  

 

 

    ８月 

    10月 

平成15年 ２月 

    ４月 

 

      

  ８月 

        11月 

平成16年 ２月 

    ４月 

    ８月 

 

    10月 

平成17年 ２月 

    ４月 

 

    ６月 

    ８月 

    11月 

平成18年 ３月 

    ４月 

        ８月 

    11月 

平成19年 ３月 

    ４月 

学習活動支援事業として、「親子ふれあいサイエンスフェスタ2000」開催 

亀岡市教育研究所研究員による研究発表会を開催 

｢親子ふれあいサイエンスフェスタ2000｣が全国規模の財団法人社会経済生産性本部

エネルギー環境教育情報センターが実施する「運営委員長奨励賞（イベント部門）

」を受賞 

公開教育講演会開催 講師：元佛教大学教授 小倉美津子氏 

学習活動支援事業として、「親子ふれあいサイエンスフェスタ2001」開催 

特別教育セミナー開催 講師：千葉大学教育学部助教授 諸富祥彦氏 

亀岡市教育研究所研究員による研究発表会を開催 

亀岡市立千代川小学校「ことばの教室」併設を千代川小学校へ移設 

公開教育講演会開催 講師：京都女子大学文学部教授 北尾倫彦氏 

文部科学省からマルチメディアを活用した補充指導についての調査研究（不登校児

童生徒に関する調査研究）事業を指定 

京都府地域教育ネットワーク強化事業に指定 

特別教育セミナー開催 講師：東京学芸大学教授 平野朝久氏 

学習活動支援事業として、「親子ふれあいサイエンスフェスタ2002」開催 

亀岡市教育研究所研究員による研究発表会を開催 

公開教育講演会開催 講師：文教大学学長 石田恒好氏 

京都府ゆめ体験ネット推進事業を指定 

スクーリング･サポート･ネットワーク整備事業を指定 

特別教育セミナー開催 講師：京都教育大学助教授 徳岡慶一氏 

学習活動支援事業として、「親子ふれあいサイエンスフェスタ2003」開催 

亀岡市教育研究所研究員による研究発表会を開催 

教育講演会開催 講師：鳥取大学教授 矢部敏昭氏 

特別教育セミナー開催 講師：東京学芸大学教育実践研究支援センター教授 小林

正幸氏 

学習活動支援事業として、「親子ふれあいサイエンスフェスタ2004」開催 

亀岡市教育研究所研究員による研究発表会を開催 

教育講演会開催 講師：兵庫教育大学大学院教授 堀江祐爾氏 

京都府委託事業のＩＴ等を活用した家庭学習支援事業導入 

ＩＴ等を活用した家庭学習支援事業指導員佐野義昭就任 

特別教育セミナー開催 講師：京都府丹波養護学校亀岡分校教頭 青山芳文氏 

学習活動支援事業として、「親子ふれあいサイエンスフェスタ2005」開催 

亀岡市教育研究所「平成１7年度総括」発行 

教育講演会開催 講師：奈良女子大学附属小学校教諭 谷岡義高氏 

特別教育セミナー開催 講師：千葉商科大学教授 鹿嶋研之助氏 

学習活動支援事業として、「親子ふれあいサイエンスフェスタ2006」開催 

スクーリング･サポート･ネットワーク整備事業終了 

国委託事業の問題を抱える子ども等の自立支援事業導入 
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    ８月 

    10月 

平成20年 ４月 

    ８月 

     11月 

     12月 

平成21年 ３月 

    ４月 

    ８月 

        11月 

平成22年 １月 

        ３月 

        ４月 

        ６月 

        ８月 

 

 

        10月 

        11月 

平成23年 ２月 

        ３月 

        ４月 

        ５月 

        ６月 

        ８月 

         

        11月 

平成24年 ３月 

        ４月 

        ５月 

        ６月 

 

 

        ８月 

        11月 

 

平成25年 ３月 

        ４月 

教育講演会開催 講師：都留文科大学大学院教授 河村茂雄氏 

教育セミナー開催 講師：京都大学大学院教授 伊藤良子氏 

学習活動支援事業として、「親子ふれあいサイエンスフェスタ2007」開催 

教育講演会開催 講師：原田総合研究所長 原田隆史氏 

教育セミナー開催 講師：大阪府教育センター学校経営研究室長 佐谷 力氏 

学習活動支援事業として、「親子ふれあいサイエンスフェスタ2008」開催 

新学習指導要領施行に向けて、主に理科教材及び外国語活動の研修 

京都府委託事業のＩＴ等を活用した家庭学習支援事業終了 

教育講演会開催 講師：京都外国語大学外国語学部准教授 杉本義美氏 

教育セミナー開催 講師：黒川孝宏（市立文化資料館館長） 

学習活動支援事業として親子出前サイエンスミニ（詳徳小、曽我部小） 

学習活動支援事業として「サイエンスフエスタ・ミニ」開催 

亀岡市教育研究所「平成21年度総括」発行 

教育講演会開催 講師：大阪教育大学 北尾倫彦名誉教授 

サイエンスフレンズ学習クラブ＜年間６回＞ 

教育セミナー開催 講師：黒川孝宏（市立文化資料館館長） 

子どもたちへの支援を考える事例研究会第1回 

夏休み理科工作教室 

学習活動支援事業として「親子ふれあいサイエンスフェスタ2010」開催 

子どもたちへの支援を考える事例研究会第2回 

子どもたちへの支援を考える事例研究会第3回 

問題を抱える子ども等の自立支援についての調査研究のまとめ発行 

教育講演会開催 講師：国立特別支援教育研究所 大城政之 総括研究員 

亀岡市教師力継承事業「小学校授業づくり」＜ゼミ講座５回シリーズ＞実施 

サイエンスフレンズ学習クラブ＜年間６回＞ 

教育セミナー開催 講師：立命館大学グローバル・イノベーション研究機構 岡田

篤正教授  京都府南丹教育局 亀谷陽三 総括指導主事  

学習活動支援事業として「地域ふれあいサイエンスフェスタ2011」開催 

亀岡市教育研究所研究員調査研究活動「研究のまとめ」発行 

教育講演会開催 講師：国立教育研究所 杉田 洋 主任教育課程調査官 

亀岡の課題対応研修「教師のためのかめおか学」＜年間３回＞ 

サイエンスフレンズ学習クラブ＜年間６回＞ 

「タブレット端末を活用した学校不適応児童生徒への支援の方策について」実践研

究実施 

自立支援事業運営協議会開催＜年２回＞ 

教育セミナー開催 講師：兵庫県こころのケアセンター 亀岡 智美 医師 

学習活動支援事業として「地域ふれあいサイエンスフェスタ2012」開催 

亀岡市教育研究所研究員調査研究活動「研究のまとめ」発行 

亀岡市問題を抱える子ども等の自立支援事業「調査研究のまとめ」発行 

        ５月 

 

        ６月 

      

      ８月 

        10月 

平成26年 ３月 

        

         ４月 

         

    ６月 

        ７月 

       ８月 

 

        10月 

平成27年 ３月 

 

４月 

６月 

 

８月 

11月 

平成28年 ３月 

４月 

６月 

８月 

11月 

平成29年 ３月 

４月 

６月 

８月 

 

11月 

平成30年 ３月 

４月 

６月 

８月 

11月 

平成31年 ３月 

４月 

図書館中央館大規模改修工事のため「ふれ愛教室」一時移転（４月～９月末） 

教育講演会開催 講師：国立教育政策研究所 水戸部修治 教育課程調査官 

サイエンスフレンズ学習クラブ＜年間６回＞ 

自立支援事業運営協議会開催＜年２回＞ 

夏季教育セミナー開催 講師：市民協働課 仲田 丞治 副課長 

学習活動支援事業として「地域ふれあいサイエンスフェスタ2013」開催 

亀岡市教育研究所「研究のまとめ」発行 

亀岡市問題を抱える子ども等の自立支援事業「調査研究のまとめ」発行 

「ふれ愛教室」教育研究所へ移転し適応指導教室を一元化 

教育講演会開催 講師：国立教育政策研究所 滝 充 総括研究官 

適応指導教室 「ふれあいデー」 お話コンサート〈こころの居場所事業実施〉 

自立支援事業運営協議会開催＜年２回＞ 

サイエンスフレンズ学習クラブ＜年間６回＞ 

夏季教育セミナー開催 講師：奈良教育大学大学院 小柳 和喜雄 教授 

学習活動支援事業として「地域ふれあいサイエンスフェスタ2014」開催 

亀岡市教育研究所「研究のまとめ」発行 

亀岡市問題を抱える子ども達の自立支援事業「調査研究のまとめ」発行 

教育講演会開催 講師：兵庫教育大学大学院 谷田 増幸 教授 

適応指導教室 「ふれあいデー」 お話コンサート〈こころの居場所事業実施〉 

サイエンスフレンズ学習クラブ＜年間５回＞ 

夏季教育セミナー開催 講師：亀岡市文化資料館 黒川 孝宏 館長 

学習活動支援事業として「地域ふれあいサイエンスフェスタ2015」開催 

亀岡市教育研究所「研究のまとめ」発行 

教育講演会開催 講師：大阪大学大学院 髙田 一宏 准教授 

サイエンスフレンズ学習クラブ＜年間６回＞ 

教育セミナー開催 講師：文部科学省初等中等教育局教育課程課 澤田 浩一 教科調査官  

学習活動支援事業として「地域ふれあいサイエンスフェスタ2016」開催 

亀岡市教育研究所「研究のまとめ」発行 

教育講演会開催 講師：文部科学省初等中等局 直山木綿子 教科調査官 

サイエンスフレンズ学習クラブ＜年間５回＞ 

教育セミナー開催 講師：株式会社京都パープルサンガ 

            細川 浩三 鶴羽 健大 福中 善久 谷 健太 

学習活動支援事業として「地域ふれあいサイエンスフェスタ2017」開催 

亀岡市教育研究所「研究のまとめ」発行 

教育講演会開催 講師：同志社女子大学 小柴 和香 

サイエンスフレンズ学習クラブ＜年間６回＞ 

教育セミナー開催 講師：教育アドバイザー・特別支援教育士スーパーバイザー 後野 文雄  

学習活動支援事業として「地域ふれあいサイエンスフェスタ2018」開催 

亀岡市教育研究所「研究のまとめ」発行 

京都府不登校児童生徒支援拠点整備事業 導入 

― 41 ―



        ５月 

 

        ６月 

      

      ８月 

        10月 
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    ６月 

        ７月 

       ８月 

 

        10月 

平成27年 ３月 
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11月 

平成28年 ３月 

４月 
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８月 

11月 

平成29年 ３月 

４月 

６月 

８月 

 

11月 

平成30年 ３月 

４月 

６月 

８月 

11月 

平成31年 ３月 

４月 

図書館中央館大規模改修工事のため「ふれ愛教室」一時移転（４月～９月末） 

教育講演会開催 講師：国立教育政策研究所 水戸部修治 教育課程調査官 

サイエンスフレンズ学習クラブ＜年間６回＞ 

自立支援事業運営協議会開催＜年２回＞ 

夏季教育セミナー開催 講師：市民協働課 仲田 丞治 副課長 

学習活動支援事業として「地域ふれあいサイエンスフェスタ2013」開催 

亀岡市教育研究所「研究のまとめ」発行 

亀岡市問題を抱える子ども等の自立支援事業「調査研究のまとめ」発行 

「ふれ愛教室」教育研究所へ移転し適応指導教室を一元化 

教育講演会開催 講師：国立教育政策研究所 滝 充 総括研究官 

適応指導教室 「ふれあいデー」 お話コンサート〈こころの居場所事業実施〉 

自立支援事業運営協議会開催＜年２回＞ 

サイエンスフレンズ学習クラブ＜年間６回＞ 

夏季教育セミナー開催 講師：奈良教育大学大学院 小柳 和喜雄 教授 

学習活動支援事業として「地域ふれあいサイエンスフェスタ2014」開催 

亀岡市教育研究所「研究のまとめ」発行 

亀岡市問題を抱える子ども達の自立支援事業「調査研究のまとめ」発行 

教育講演会開催 講師：兵庫教育大学大学院 谷田 増幸 教授 

適応指導教室 「ふれあいデー」 お話コンサート〈こころの居場所事業実施〉 

サイエンスフレンズ学習クラブ＜年間５回＞ 

夏季教育セミナー開催 講師：亀岡市文化資料館 黒川 孝宏 館長 

学習活動支援事業として「地域ふれあいサイエンスフェスタ2015」開催 

亀岡市教育研究所「研究のまとめ」発行 

教育講演会開催 講師：大阪大学大学院 髙田 一宏 准教授 

サイエンスフレンズ学習クラブ＜年間６回＞ 

教育セミナー開催 講師：文部科学省初等中等教育局教育課程課 澤田 浩一 教科調査官  

学習活動支援事業として「地域ふれあいサイエンスフェスタ2016」開催 

亀岡市教育研究所「研究のまとめ」発行 

教育講演会開催 講師：文部科学省初等中等局 直山木綿子 教科調査官 

サイエンスフレンズ学習クラブ＜年間５回＞ 

教育セミナー開催 講師：株式会社京都パープルサンガ 

            細川 浩三 鶴羽 健大 福中 善久 谷 健太 

学習活動支援事業として「地域ふれあいサイエンスフェスタ2017」開催 

亀岡市教育研究所「研究のまとめ」発行 

教育講演会開催 講師：同志社女子大学 小柴 和香 

サイエンスフレンズ学習クラブ＜年間６回＞ 

教育セミナー開催 講師：教育アドバイザー・特別支援教育士スーパーバイザー 後野 文雄  

学習活動支援事業として「地域ふれあいサイエンスフェスタ2018」開催 

亀岡市教育研究所「研究のまとめ」発行 

京都府不登校児童生徒支援拠点整備事業 導入 
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令和元年 ５月 

６月 

８月 

11月 

令和２年 ３月 

６月 

11月 

令和３年 ２月 

 

３月 

 

４月 

 

５月 

８月 

 

11月 

令和４年 ３月 

４月 

 

 

８月 

11月 

令和５年 ３月 

４月 

８月 

11月 

令和６年 ８月 

11月 

令和７年 ４月 

 

８月 

 

亀岡市プログラミング教育推進事業 導入 

サイエンスフレンズ学習クラブ＜年間４回＞ 

教育セミナー開催 講師：京都大学大学院教育学研究科 石井 英真 准教授 

学習活動支援事業として「地域ふれあいサイエンスフェスタ2019」開催 

亀岡市教育研究所「研究のまとめ」発行 

サイエンスフレンズ学習クラブ＜年間３回＞ 

学習活動支援事業として「地域ふれあいサイエンスフェスタ2020」開催（オンライン）  

亀岡市議会「亀岡市みらい教育リサーチセンター条例」を制定 

亀岡市教育委員会「亀岡市みらい教育リサーチセンター条例施行規則」を制定 

GIGAスクール構想に基づき、全児童生徒及び対象教職員へのタブレット端末整備及び校内

ネットワーク環境整備を実施 

「みらい教育リサーチセンター」として開所 

学校現場でのタブレット端末等ICT機器の活用を支援するため「ICT支援員」を配置 

感染症流行下における遠隔授業実証研究を実施 

全ての小・中・義務教育学校において、ネットワーク開通工事が完了 

教育セミナー開催（オンライン） 講師：放送大学 中川 一史 教授 

地域ふれあいサイエンスフェスタ2021 開催（オンライン） 

中学校３年生・義務教育学校９年生（卒業生）に対するタブレット端末譲与事業を開始 

小学校１年生・義務教育学校１年生（入学生）に対するタブレット端末整備事業を開始 

授業支援ソフト「ロイロノート・スクール」実証研究開始 

各小学校及び義務教育学校に人型ロボット「Pepper」導入 

教育セミナー開催（オンライン） 講師：大阪大学 志水 宏吉 教授 

サイエンスフェスタ2022 開催 

情報モラル教材「GIGAワークブック」制作 

授業支援ソフト「ロイロノート・スクール」本格導入 

教育セミナー開催 講師：関西福祉大学 加藤 明 学長 

サイエンスフェスタ2023 開催 

教育セミナー開催 講師：四天王寺大学 木原 俊行 教授 

サイエンスフェスタ2024 開催 

タブレット端末更新計画の見直しにより、小学校１年生・義務教育学校１年生に 

加え、中学校１年生・義務教育学校７年生に対し、タブレット端末を配備 

教育セミナー開催 講師：熊本大学大学院 前田 康裕 特任教授 
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 （３）学校給食センター 

  昭和 54 年 9 月千代川町に学校給食センターを設立し、既に各学校で給食を実施していた 6 校以

外の 10 校に給食を提供することにより、全ての小学校児童を対象として給食を実施することとな

る。 

  平成 11 年 4 月新学校給食センターを同場所に建設し、新設小学校 2 校を含めた 18 小学校すべ

てでセンター給食となる。 

  現在給食センターの運営は、令和 4 年度から業務の一部（調理・配送等）をハーベストネクス

ト株式会社に委託し、学校・教育委員会・学校給食センター・ハーベストネクスト株式会社とで

連携して進めている。 

  学校給食センター設立以来のあゆみは、以下の通りである。 

 

  学校給食センターのあゆみ 

年度 月 事      項 

S 54 
9 

学校給食センター設立（4,500食/日対応可能） 
  ・調理・配送・洗浄業務をＪＡ亀岡市に委託 
  ・10校を対象に2,700食/日を提供 
  対象学校は、東別院・西別院・曽我部・吉川・本梅・畑野・青野・大井・ 
  千代川・城西の各小学校 

11 週1回の米飯給食開始 

55 4 米飯給食を週2回に拡大 

56 4 詳徳小学校開校により給食の提供を開始、3,700食/日提供 

58 4 薭田野小学校、単独調理校から給食センターへ移行、4,200食/日提供 

62 
7 米飯給食を週3回に拡大 

9 学校給食センター増築、6,000食/日対応可能となる 

63 4 
亀岡小学校、単独調理校から給食センターへ移行 
南つつじケ丘小学校開校により給食の提供を開始、5,700食/日提供 
給食センター対象校14校、単独調理校４校となる 

H 10 9 川東小学校・保津小学校、単独調理校から給食センターへ移行、5,900食/日提供 

11 4 
新 セ ン タ ー で 給 食 業 務 開 始 （ 8,000食/日対応可能） 
安詳小学校・つつじケ丘小学校、単独調理校から給食センターへ移行 
亀岡市内の全小学校（18校）が、センター給食を開始、7,000食/日提供 

18 4 米 飯 給 食 を 週 4回 に 拡 大  

R 4 6 オ ー ガ ニ ッ ク 米 給 食 モ デ ル 校 （ 保 津 小 学 校 ） で 開 始  

5 12 オ ー ガ ニ ッ ク 米 給 食 全 18校 で 開 始  

6 4 
畑 野 ・ 青 野 ・ 本 梅 小 学 校 が 義 務 教 育 学 校 育 親 学 園 に 統 合  
16校  4,800食 /日 提 供  

 

 【参考】給食センター設立以前の学校給食（単独調理校） 

年 月 事      項 

S 27 4 亀岡小学校、給食を開始 

30 5 安詳小学校、給食を開始 

49 
9 保津小学校、給食を開始 

10 薭田野小学校、給食を開始 

51 4 
川東小学校、給食を開始 

つつじケ丘小学校、給食を開始 
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 （４）児童生徒地域交流施設「若木の家」 

 

  昭和６２年３月、下矢田町医王谷に「若木の家」を設置した。当施設は、亀岡市立小・中学校

の児童・生徒が、各種の研修やクラブ活動を通じて、豊かな感性と大きくたくましい人間的成長

を期する場として設置したものである。最近は児童・生徒の利用より、社会教育活動での利用が

増加している。 

   令和６年度で３８年が経過したが、この間の利用状況は以下の通りである。 

 

 「若木の家」利用状況 

年度 区分 学  活 生 徒 会 ク ラ ブ 教員研修 市 教 委 社会教育 合 計 

Ｓ６２ 
回数 13 12 4 6 6 0 41 

人数 609 406 128 247 155 0 1,545 

 ６３ 
回数 34 10 6 3 2 0 55 

人数 1,622 366 214 66 25 0 2,293 

Ｈ １ 
回数 17 19 10 8 9 0 63 

人数 808 563 413 148 248 0 2,180 

２ 
回数 18 11 14 1 10 9 63 

人数 495 313 562 34 415 546 2,365 

３ 
回数 16 9 12 3 5 14 59 

人数 450 239 447 120 217 717 2,190 

４ 
回数 6 8 5 3 11 26 59 

人数 210 299 263 110 766 1161 2,809 

５ 
回数 9 6 11 4 10 25 63 

人数 442 169 416 120 534 1124 2,805 

６ 
回数 8 8 11 5 12 28 72 

人数 457 202 411 670 564 1,182 3,486 

７ 
回数 8 6 6 5 1 42 68 

人数 390 183 287 100 130 1,961 3,051 

８ 
回数 6 4 1 1 2 51 65 

人数 193 131 55 11 200 1,922 2,512 

９ 
回数 6 6 6 2 14 40 74 

人数 166 137 236 60 800 1,766 3,165 

   １０ 
回数 4 8 5 0 10 66 93 

人数 133 336 210 0 465 2,287 3,431 
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年度 区分 学  活 生 徒 会 ク ラ ブ 教員研修 市 教 委 社会教育 合 計 

Ｈ１１ 
回数 11 6 6 0 8 48 79 

人数 690 224 213 0 404 2,218 3,749 

１２ 
回数 12 3 3 7 7 55 87 

人数 423 120 112 210 234 2,530 3,629 

１３ 
回数 12 5 3 0 3 76 99 

人数 524 193 108 0 211 2,952 3,988 

１４ 
回数 6 4 5 2 3 79 99 

人数 231 96 180 38 187 2,907 3,639 

１５ 
回数 5 3 4 0 12 54 78 

人数 276 67 94 0 580 1,971 2,988 

１６ 
回数 3 3 2 1 16 55 80 

人数 153 68 63 31 927 2,367 3,609 

１７ 
回数 6 2 11 0 6 53 78 

人数 203 32 305 0 361 2,100 3,001 

１８ 
回数 5 4 3 0 2 61 75 

人数 267 95 85 0 160 2,182 2,789 

１９ 
回数 1 6 4 0 2 51 64 

人数 73 153 211 0 90 2132 2,659 

２０ 
回数 3 3 3 0 2 60 71 

人数 157 78 152 0 74 2,293 2,754 

２１ 
回数 1 3 2 0 3 59 68 

人数 92 76 98 0 45 2,160 2,471 

２２ 
回数 2 6 4 0 2 264 278 

人数 213 73 109 0 12 5,184 5,591 

２３ 
回数 0 4 4 0 4 304 316 

人数 0 64 77 0 22 5,268 5,431 

２４ 
回数 0 9 0 0 10 294 313 

人数 0 182 0 0 12 5,207 5,401 

２５ 
回数 4 2 2 0 26 158 192 

人数 105 49 23 0 84 3,443 3,704 

２６ 
回数 2 4 2 0 13 183 205 

人数 60 57 30 0 96 3,878 4,139 

２７ 
回数 0 2 2 0 2 197 203 

人数 0 92 34 0 130 5,170 5,426 
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年度 区分 学  活 生 徒 会 ク ラ ブ 教員研修 市 教 委 社会教育 合 計 

Ｈ２８ 
回数 0 2 0 0 2 230 234 

人数 0 90 0 0 88 5,688 5,866 

２９ 
回数 0 2 0 0 0 291 293 

人数 0 88 0 0 0 7,043 7,131 

３０ 
回数 1 0 0 0 1 219 221 

人数 62 0 0 0 25 4,335 4,422 

Ｒ １ 
回数 1 0 0 2 0 324 327 

人数 27 0 0 54 0 5,331 5,412 

２ 
回数 0 0 0 0 0 129 129 

人数 0 0 0 0 0 2,443 2,443 

３ 
回数 0 0 0 0 0 157 157 

人数 0 0 0 0 0 2,127 2,127 

４ 
回数 0 0 0 0 0 285 285 

人数 0 0 0 0 0 3,914 3,914 

５ 
回数 0 0 0 0 0 274 274 

人数 0 0 0 0 0 4,311 4,311 

６ 
回数 0 0 0 0 0 240 240 

人数 0 0 0 0 0 3,966 3,966 

＊学活：学年･学級活動、生徒会：児童･生徒会活動、クラブ：クラブ活動 

 教員研修：教職員研修、市教委：教育委員会、社会教育：社会教育団体 
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                    ⅣⅣ    小小・・中中・・義義務務教教育育学学校校  

                                認認定定ここどどもも園園のの紹紹介介  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校配置図 

【小学校】 

① 亀岡小学校 
② 安詳小学校 
③ 東別院小学校 
④ 西別院小学校 
⑤ 曽我部小学校 
⑥ 吉川小学校 
⑦ 薭田野小学校 
⑧ 大井小学校 
⑨ 千代川小学校 
⑩ 保津小学校 
⑪ つつじケ丘小学校 
⑫ 城西小学校 
⑬ 詳徳小学校 
⑭ 南つつじケ丘小学校 

【中学校】 

➊ 亀岡中学校 
➋ 南桑中学校 
➌ 東輝中学校 
➍ 大成中学校 
➎ 詳徳中学校 

【認定こども園】 

△1  亀岡こども園 
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△△11   

【義務教育学校】 

□1  亀岡川東学園 
□2  育親学園 
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学校配置図 

【小学校】 

① 亀岡小学校 
② 安詳小学校 
③ 東別院小学校 
④ 西別院小学校 
⑤ 曽我部小学校 
⑥ 吉川小学校 
⑦ 薭田野小学校 
⑧ 大井小学校 
⑨ 千代川小学校 
⑩ 保津小学校 
⑪ つつじケ丘小学校 
⑫ 城西小学校 
⑬ 詳徳小学校 
⑭ 南つつじケ丘小学校 

【中学校】 

➊ 亀岡中学校 
➋ 南桑中学校 
➌ 東輝中学校 
➍ 大成中学校 
➎ 詳徳中学校 

【認定こども園】 

△1  亀岡こども園 
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△△11   

【義務教育学校】 

□1  亀岡川東学園 
□2  育親学園 

□1  

□2  

➊ ➀ 

② 

⑦ 
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亀岡小学校 

 

  

 沿   革  

 

明治 4．  呉服町太田敬之氏の居宅に創設 

 5． 6 邁訓小学校（横町）旧藩文武校の校地に設

   立 

 5．10 成章小学校（安町）設立 

 24． 4 邁訓・成章両尋常小学校を合併、亀岡尋常 

   小学校と改称 

大正 2．11 第一・第二尋常高等小学校を併合、校名を

   亀岡尋常高等小学校と改称 

昭和 2．11 校歌制定 

 16． 4 亀岡国民学校と改称 

 22． 4 亀岡小学校と改称、初等科卒業生及び高等

   科１・２年終了者は新制中学校編入 

 22．11 学校給食開始 

 31． 6 特別学級（障害児学級）開設 

 33． 6 ５年社会見学のバス、千代川川関踏切で列

   車と衝突 

 41． 8 プール新設（同窓会寄贈） 

 41．10 新校舎（現校舎）落成 

47． 11 創立百周年記念式典挙行 

50． 4 つつじケ丘小学校、本校から分離 

   きこえ・ことばの教室開設 

50． 8 桜が岡改修工事、９月完了 

51． 5 重度障害児学級（みのり学級）開設 

54． 4 城西小学校、本校から分離 

55． 4 みのり学級を丹波養護学校亀岡分校へ移設 

 

 

 63． 1 学校安全優良校表彰 

  2 府教育実践推進校指定（国語） 

平成 元． 2 金銭教育研究発表会 

 2． 9 校舎内大規模改修工事完了 

 3． 1 教育研究発表会開催(以後毎年開催) 

 5． 7 プール改築竣工 

5．12  人権擁護啓発ポスターコンクール学校賞受賞 

 11． 4 府教委指定パイロット校(総合的な学習) 

 14． 5 体育館全面改築竣工式 

 16． 5 不審者対策・防犯活動展開 

            経済産業省資源エネルギー庁主催エネルギー 

      教育実践校（～１８年） 

 17． 4 理数大好きモデル地域推進校（～１９年） 

 19． 2 京都小学生お話コンクール優秀賞受賞 

 20． 4 京のこども夢・未来校「カリキュラム 

   開発校」指定（～22 年度） 

 22． 9 南校舎耐震化工事完了 

 23． 9 中校舎１階耐震化工事完了 

 24． 9 中校舎２・３階耐震化工事完了 

 25． 9 北校舎特別教室耐震化工事完了 

 26． 9 管理棟 2 階耐震化工事完了 

 27． 1 北校舎・管理棟周辺工事完了 

  30． 9 空調工事完了 

令和 2． 11  京都府健康教育推進優良校健やか賞受賞 

   3． 2  全国健康づくり推進学校表彰 優良校 

  3． 4  京都府小学校教育社会科 研究指定校 

  5．11  京都府小学校教育研究会 

      社会科教育研究大会開催  
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 歴代校長  

（以前は歴代校長一覧に別掲） 

28 代 中川  巻信 平成 25．4 ～ 29．3 

29 代 白波瀬 和彦 29．4 ～ 30．3 

 30 代 久保  典明 30．4 ～令和 3．3 

 31 代 中澤  博幸 3．4 ～ 5．3 

 32 代 飛田 祥 5．4 ～ 7．3 

 32 代 中舎 ゆう子 7．4 ～ 現 在 

 

  本校の教育目標   

 

グローバル化が進む社会の中で、将来、豊かに生き、 

      活躍できる児童の育成 

 

【教育理念】 ～子どもは、子どもの中でこそ育つ～ 

 ｢子どもは子どもの中でこそ育つ｣を掲げ、子ども同士で

自分の言葉で考えを語り合い、相手を認める文化が根付

き、育っていく学校づくり『子どもを真んなか学校』を行

う。 

 

○育てたい児童像 

・自ら考えより良い判断をし適切に行動する子 

・しなやかな発想で自分の可能性を拡げ伸びていける子 

・多様な人がいる集団の中で自分の良さを生かし他者を

尊重し協働する子 

○めざすべき学校の姿 

 ・児童・教職員が育つ学校（対話・協働） 

 ・一人ひとりの子どもを見つめ、個を受容し、個を大切

にする学校 

 ・教育活動に創意工夫を凝らし主体的・協働的な教育を

実践する学校 

・地域と 学校が 手を取 り合 える学校  

 本校の特色  

 

 創設以来、亀岡地域の産業経済の中心地・人口密集地に

ある学校として、早くから千名を超える児童を擁する大規

模校の歩みを続け、昭和 50 年代には、つつじケ丘小学

校・城西小学校への分離が行われた。 

 それに伴い、旧市街地を中心に校区変更が実施された。

変更後も数年は児童数が千名を超えたが、平成に入ると少

子化傾向により減少に転じた。 

 令和になり亀岡駅北側の開発が始まり、少しずつ児童の

増加が見られるようになってきている。 

 本校の歴史の継承として、厳しさ・節度・気品そして充

実とゆとりのある学校である。また、亀岡市内の特別支援

教育のセンター的な役割を担う学校であるという誇りをも

ち、人権教育を柱に据えて、インクルーシブ教育の充実を

はかる学校づくりを展開している。 

 

 

  校区の概要  

 亀山城の城下町として、もとからの農業と相まって、商

家が町並みを形成し、亀岡地方唯一の商業地域の歩みを続

けてきたところである。しかし、近代の産業・経済・交通

の発達により、大型店舗の進出やマンション建設など、地

方の中心街としての変貌をもたらしてきている。 

 一方で、校区内は亀岡祭りをはじめとした伝統行事、市

立図書館や文化資料館などの文化施設などの公共施設があ

り、文化の薫り高い教育風土に恵まれている。 

 また、 近年で は、京 都サ ンガスタ ジアム も建設 さ

れホーム での試 合があ る日 は多くの サポー ターが 観

戦に来て いる。  
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ある学校として、早くから千名を超える児童を擁する大規

模校の歩みを続け、昭和 50 年代には、つつじケ丘小学

校・城西小学校への分離が行われた。 

 それに伴い、旧市街地を中心に校区変更が実施された。

変更後も数年は児童数が千名を超えたが、平成に入ると少

子化傾向により減少に転じた。 

 令和になり亀岡駅北側の開発が始まり、少しずつ児童の

増加が見られるようになってきている。 

 本校の歴史の継承として、厳しさ・節度・気品そして充

実とゆとりのある学校である。また、亀岡市内の特別支援

教育のセンター的な役割を担う学校であるという誇りをも

ち、人権教育を柱に据えて、インクルーシブ教育の充実を

はかる学校づくりを展開している。 

 

 

  校区の概要  

 亀山城の城下町として、もとからの農業と相まって、商

家が町並みを形成し、亀岡地方唯一の商業地域の歩みを続

けてきたところである。しかし、近代の産業・経済・交通

の発達により、大型店舗の進出やマンション建設など、地

方の中心街としての変貌をもたらしてきている。 

 一方で、校区内は亀岡祭りをはじめとした伝統行事、市

立図書館や文化資料館などの文化施設などの公共施設があ

り、文化の薫り高い教育風土に恵まれている。 

 また、 近年で は、京 都サ ンガスタ ジアム も建設 さ

れホーム での試 合があ る日 は多くの サポー ターが 観

戦に来て いる。  

 

 

 

S30 35 40 45 50 55 60 H2 7 12 17 22 27 28 29 30 R1 2 3 4 5 6 7

女子 635 592 457 599 585 562 618 469 381 289 295 295 256 272 261 254 267 265 261 231 217 218 195

男子 640 686 538 630 622 580 563 459 370 299 289 316 295 287 287 298 294 268 252 263 250 241 233
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安詳小学校 

 

  沿   革  

明治 6． 6 桑田郡第１小学区として浄行院を小学校に

   開設 

 10．  京都府知事槙村正直が校名を「安詳館」と

   命名 

 11． 4 柏原が亀岡第２小学区から安詳校区に編入 

 20． 7 安詳尋常小学校と改称 

 34． 4 安詳尋常高等小学校と改称 

 44．  校舎を現在の位置に移転改築 

大正 7． 6 本館（講堂）等が落成、卒業記念植林開始 

 12． 6 創立５０周年記念式典挙行 

 15． 5 戦没者忠魂碑建立 

昭和 10． 1 二宮尊徳像建立、本館東側に１棟３教室を

   増築 

 16． 4 安詳国民学校と改称 

 20． 3 成徳小学校、川岡小学校の一部児童集団疎

   開 

 22． 4 篠村立安詳小学校と改称 

 23． 5 安詳校育友会設立、修学旅行と卒業記念植

   林再開 

 26． 7 平和池決壊にて仮設避難所を設置 

 30． 3 校舎北側に茶園を造成、完全給食実施 

 31． 3 本館東側３棟の校舎改築 

 34．10 亀岡市立安詳小学校と改称 

 42． 3 体育館、プール、本館等新改築 

 47． 6 創立１００周年記念式典挙行 

 49． 3 北校舎改築、特別支援学級開設 

50． 3 つつじケ丘小学校開校に伴い通学区域変更 

55． 3 南校舎、特別教室改築 

56． 4 詳徳小学校開校に伴い通学区域変更 

63． 8 本館大規模改修 

平成 4．10 文部省指定「奉仕等体験学習」研究発表会

   開催 

 6． 6 新プール、グラウンド整備竣工 

 6．10 花づくりコンクール市長賞受賞 

 7． 7 北校舎大規模改 

 9．10 第１回「安詳オープンスクール」開催 

 14.  5 山形県鶴岡市立西郷小学校と鶴亀交流開始 

 15． 5 屋内運動場竣工 

 16． 5 山形県鶴岡市立西郷小学校と姉妹校盟約締

   結 

 17． 8 山形県鶴岡市立西郷小学校を訪問し、交流

   を深める 

 20．10 平成 20 年度学校安全優良校表彰受賞 

 25．11 校舎耐震改修工事完了 

 27．10 花づくりコンクール市長賞受賞 

 27．11 優良ＰＴＡ文部科学大臣表彰受賞 

令和 2． 3 規模適正化前「旅立ちの式」を実施 

 2． 4 亀岡市学校規模適正化に伴い、通学区域の一 

部が詳徳小学校とつつじケ丘小学校に変更 

 5． 6 創立１５０周年記念式典挙行 

 

  歴代校長   

（以前は歴代校長一覧に別掲） 

 27 代 亀谷 陽三 平成 25．4 ～   29．3 

  28 代 原   和久 29．4 ～令和 4．3 

  29 代 浜口  哲生   4．4 ～    6．3 

  30 代 藤本  直美   6．4 ～   現 在 
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  本校の特色  

 

 安詳校の名は、当時の京都府知事槙村正直により「安詳

館」と命名されたことに由来している。漢文に「安詳恭

敬」という言葉があり、心を安静にして学問は詳審であ

り、謙虚な気持ちで敬いの心を忘れてはならないという意

味である。この気持ちが創立以来１５０余年の校風を培

い、伝統となって地域の人々の学校愛の精神に脈々と受け

継がれている。 

 

 

今日、幾多の変遷を経つつも、本校の教育方針は常に知

徳体の調和のとれた発達を図り、人権を重んじる精神を大

切にしながら、「いのち ふれあい 学びの郷 安詳」を教

育目標にして、「自分も他の人も大切にできる子」の育成

をめざしている。 

 

 

 校下の概要  

 

 校区である篠町は、亀岡市の東端に位置し、新しい住宅

地域と、古くから農業を営んでいる地域とが溶け合い発展 

を続けている。農家戸数は全体の１割にも満たないが、専

業農家を中心に栽培される蕪をはじめとする京野菜は特産

物となっている。 

 ＪＲ嵯峨野線の複線電化、トロッコ駅、大規模店舗の開

店等、子どもたちを取り巻く地域環境は大きく変化してき

ているが、学校周辺にはまだまだ豊かな自然があり、歴史

的遺跡も数多く残されている。 

 こうした自然環境や、地域社会（人々）に働きかける教

育が大切にされており、地域・保護者の教育への関心は高

い。 

 

 

 

 

 

 

S30 35 40 45 50 55 60 H2 7 12 17 22 27 28 29 30 R1 2 3 4 5 6 7

女子 283 282 229 276 533 709 559 453 386 276 302 378 408 423 462 451 451 387 375 361 353 361 357

男子 279 299 251 305 587 736 595 501 365 274 293 370 435 443 461 468 499 429 410 410 388 393 364
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 本校の特色  

明治6年に創設されて以来、町民の教育に対する情熱と伝

統的な愛郷心によって今の東別院小学校がある。かつては、

へき地学校（1級）指定校であったが、平成22年4月、級地見

直しにより「へき地学校に準ずる学校」となった。 

 平成29年度から小規模特認校制度が始まり、校区外からの

転入学児童を受け入れている。 

 学校のある東掛は、石門心学の祖、石田梅岩（1685～1744）

の生誕地であり、旧校舎校門に梅岩胸像を仰ぐ。児童は６年

間を通して、道徳教育の時間に生涯学習の先駆者である梅岩

先生の「十の教え」や梅岩先生の生き方等から学んでいる。

梅岩先生の墓前祭の日である９月24日は、「梅岩先生に学ぶ」

日である。一年生は、「梅岩先生のことを知ろう」、二年生

は、「正直な心～素直になる心～」、三年生は、「感謝の気

持ち～ありがたく感じ礼を言う心～」、四年生は、「勤勉な

姿勢～勤めや勉学に励む心～」、五年生は、「ありべかかり

の心～梅岩先生の十の教えより～」、六年生は、「こころの

花束～梅岩さんの一生～」と、学年ごとにテーマを絞って学

習している。 

このような梅岩先生に学ぶ取組の積み上げにより、子ども

たちはその教えを学校生活の中に生かしている様子が見受

けられる。例えば、感謝をあらわす言葉が自然と言えたり、

思いやりのある行動がさりげなくとれるようになったり、一

つひとつがその証であると感じている。 

 

 

 学校教育目標  

『豊かな心とたくましい体で、未来を切り拓く子どもの

育成』～児童の「良さ」を伸ばし 「可能性」を引き出す教

育の創造～ 

豊かな人間性を育む教育や体験活動を通して、多様性を尊

重する態度を育て、自己肯定感を高める。主体的に学び続け

る意欲と能力を身につけ、豊かでしなやかな心と、強くてた

くましい体で、自らの将来に展望を持ち、未来を切り拓こう

とする進取の気性に満ちた子どもを育成することを目指

す。 

 めざす児童像  

《と》 友達を大切にする子 

《う》 美しい心やたくましい体を持つ子 

《べ》 勉強にがんばる子 

《つ》 創り出そうと努力する子 

  校下の概要  

市の中心より12Km離れていて、学校は大阪府茨木市と境を

接する山間地にある。令和7年現在、校下総世帯 544戸、人

口 917人。近年、人口減による過疎化・少子高齢化などの課

題を抱えている。以前は宅地開発された住宅地から多くの

児童が通学していたが、現在は通学している児童はいない。 

 校下には、亀岡市のゴミ焼却処理施設（桜塚クリーンセン

ター）、埋立ごみ処分場施設（エコトピア）の両施設がある。

また、南部には良質の採石を産出する砕石工場があり、大型

ダンプカーが頻繁に通行する。児童の登下校にはスクール

バスが運行されているが、住民の交通安全への願いは強く、

採石事業組合と連携した交通安全教室は、30年以上続いて

いる。 

 

 

 

 

 

S30 35 40 45 50 55 60 H2 7 12 17 22 27 28 29 30 R1 2 3 4 5 6 7

女子 95 96 68 49 49 53 58 57 88 65 39 27 14 11 14 16 15 14 15 15 15 11 12

男子 101 103 59 48 49 46 59 47 81 75 38 23 10 9 13 13 12 14 16 20 20 16 18

0

50

100

150

200

250

児
童
数

児童数推移

女子

男子

年度

（人）

― 54 ―



西別院小学校 

沿 革 

明治 6． 2 知新校創立（柚原、笑路、犬甘野、神地、 

牧、寺田、万願寺、大槻並、大野の９村） 

9． 犬甘野村に分教場設置 

11． 犬甘野分教場を里仁館として独立 

13． 牧に煥章校を設置（牧・神地を分離） 

14． 大野村は東別院に分離 

22． 里仁館・煥章校を廃止し本校に合併 

24．10 立生尋常小学校として現在地に開校 

36． 4 立生尋常高等小学校と改称 

41． 4 高等科を廃止、立生尋常小学校と改称 

42． 4 高等科を併設、立生尋常高等小学校と改称 

大正 5． 4 西別院尋常高等小学校と改称 

12．12 北校舎１棟（５教室）新築 

14．12 講堂新築 

昭和 16． 4 西別院国民学校と改称 

22． 4 西別院小学校と改称 

30． 1 亀岡市立西別院小学校と改称 

33． 4 寺田・牧は大阪府に分離 

51． 3 屋内運動場改築完成 

55． 3 校舎改築完成 

58． 3 運動場拡張整備完成 

6 校舎改築・運動場拡張整備竣工記念式典及

び創立 110 周年記念式典挙行 

60． 7 プール完成 

平成 8． 1 へき地教育振興法により準へき地校に指定 

11． 4 障害児学級新設 

12． 7 本館耐震、空調、情報機器工事完成 

13． 4 文部科学省環境教育実践協力校指定（２年間） 

15． 8 第 38 回全国交通安全子供自転車全国大会

 第３位入賞 

17． 4 理数大好きモデル地域事業指定校 

18． 5 交通安全優良学校賞受賞 

19． 4 犬甘野、万願寺・大堂地区スクールバスに

 よる下校開始 

21． 4 文部科学省「外国語活動における教材の効

果的な活用及び評価の在り方等」に関する実

践研究事業指定 

文部科学省「コミュニティー・スクールの推

進への取組」に係る委託事業調査研究校指定 

22． 4 京都府教育委員会「京の子ども夢・未来校

 外国語活動実践研究校」指定 

23． 4 文部科学省「コミュニティー・スクールの推

進への取組」に係る委託事業調査研究校指定 

9 犬甘野、万願寺・大堂地区のスクールバス

 による登校開始 

24． 4 複式学級１学級設置 

27． 4 特別支援学級(肢体不自由)開設、複式学級

２学級設置 

6 京都府交通対策協議会から交通安全教育表彰 

11 京都府へき地・小規模校研究大会亀岡大会実施 

 28．12 トレードフェアにて「京都府知事賞」受賞 

29． 4  「小規模特認校制度」開始 

30． 1  第 11 回キャリア教育有料学校 

 「文部科学大臣表彰」受賞 

令和 1． 9 26th 亀岡市緑化協会花づくりコンクール 

 「市長賞」受賞 

 1．10  全教室空調設備設置完了 

 3． 7 石川県能登町立小木小学校との里山里海交流 

学習スタート 

  GIGA スクール構想によるイントラネット開通 

 5． 3 別院中学校閉校により南桑中学校区へ編入 

 7． 2  防犯カメラ(6 台)設置 
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 歴代校長  

（以前は歴代校長一覧に別掲） 

 43 代 原田 絹代 平 24．4 ～ 28．3 

  44 代 木村  正己          28．4 ～令 2．3 

  45 代 久保 日出樹      2．4  ～  3．3 

  46 代 小野  猛       3．4 ～  6．3 

  47 代 前谷  浩之      6．4 ～  現在 

 

 学校教育目標  

 ｢ふるさとを愛し、心豊かで、夢に向かって、 

一生懸命学ぶ子の育成｣ 

 

 

 

 

 

 

 

 本校の特色  

 本校は明治６年に開校され、歴史と伝統を受け継ぎ、現在

に至る山間地の小規模校である。児童は落ち着いた環境で

育ち、素朴で明朗である。近年、過疎化・高齢化が進み、児

童数が急激に減少してきた。そのため、へき地の小規模校及

び複式形態の特性を生かした教育活動の推進に努めてい

る。 

特に一人一人の教育課題を明らかにし、個性や能力を最

大限伸長させる指導の徹底を図ってきている。「知、徳、体」

の調和のとれた発達をめざし、学力充実や運動能力の維持・

向上、また人権意識の高揚に努めている。 

急激な児童減少が進む中、その対策として平成 29 年度よ

り、「小規模特認校制度」が実施され、市中心部を拠点とす

る特認校バスの利用により、亀岡市内どこからでも入学・転

学ができるようになった。 

  校下の概要  

  西別院町は、亀岡市の中心部から約 12km、豊かな自然に

恵まれ、標高 678.9ｍの鴻応山をはじめ、緑の山々に囲まれ

た谷間に点在する 10 の集落からなる。学校のすぐ北を東西

に走る国道 423 号線は、口丹波と大阪府をつなぐ昔からの

重要な道路である。隣接する大阪府や京都市への通勤車両

や大型車両が頻繁に通過する。児童は、遠距離徒歩通学が大

半であったが、保護者要望が実り、平成 19 年度からスクー

ルバスによる下校を開始し、平成 24 年度からは登校もバス

使用となった。  

校区は農山村で、その多くが第二種兼業農家である。住民

の教育に対する理解や関心は高く、昭和 58 年には地域をあ

げて、創立百十周年記念式典が盛大に挙行された。 

近年は、京都府や市の定住促進事業により都市部から静

かな農山村地域を求めて、移住者が増え、校区の活性化が進

められている。 

学校のある地域は標高 378ｍで、市内中心部より２～３℃

気温が低く、酷暑日といわれる日でも比較的過ごしやすい。

冬場は寒気が厳しいが、児童は毎日元気に登校し、落ち着い

て学習している。  

 

 

 

 

めざす児童像 

・自ら考え、判断し行動する子 

・ふるさとを愛し、ひとりひとりの存在や 

生命を大切にする子 

・仲間とともに新しい価値を創り出し、発信できる子 
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曽我部小学校 

 

  

  沿   革  

明治 6． 7 養正校創立(寺、春日部、中、法貴、犬飼） 

      8 偕行校創立（穴太、南条、西条、重利、吉 

       田、穴川） 

 14． 9 種徳校独立（犬飼）、有秋校独立（吉田、 

       穴川） 

 17．11 育頴校設立（養正校・種徳校合併） 

 22． 7 曽我部村尋常小学校創立（育頴校・階行校

   合併） 

 23． 4 校舎落成 

 36． 4 曽我部尋常高等小学校と改称し、修業年限

   ２年の高等科併設 

 43．  運動場拡張 

 44．  教室増築 

大正 5．  教室増築 

 7．  校舎新築 

 10．  校舎増築 

 11．  講堂兼屋内体操場落成、校舎新築 

昭和 6． 1 新運動場竣工（１周 200m、直線 100m） 

 10． 9 郷土館完成（修養道場、教室３、家事教室 

       １、２階建） 

 22． 5 曽我部中学校創立 

 26．12 校歌「曽我部の子」制定 

 33．10 校旗制定 

 35． 7 校舎改築起工式 

 36． 6 教室棟完成移転 

  12 体育館完成 

 37． 5 校舎改築完成式 

 

 48． 7 プール完成式 

 54．  給食配膳室建築 

 60． 4 特別教室棟改築竣工式、二宮尊徳像建立 

平成 元． 8 プール完成式 

 2． 3 駐輪場新設 

 2． 9 体育館改修 

 2．12 給食配膳室天井改修、駐輪場拡張 

 3． 8 教室棟・管理棟大規模改修 

 3．11 創立 100 周年記念式典挙行、総合体器新設

 4． 3 観察池浄化設備設置 

 5． 1 府教育実践推進校「国語科」教育研究発表

   会実施 

 6． 8 職員用洗場・職員便所改修 

 7． 2 コンピュータ導入 

  12 花づくりコンクール最優秀市長賞受賞 

 8．11 特色ある学校づくり研究発表会 

 9.  7 本館改修 

 10．11 府パイロット校「音楽教育」研究発表会 

 13．  屋外体育器具庫改修 

 20.  校舎改築工事 

 22．  体育館、プール、運動場、正門竣工 

 23.  曽我部小学校改築事業竣工式 

 24．11 京都府小学校教育研究会生徒指導研究大会 

 27．10 インターナショナルセーフスクールに認証 

令和元．   京都府教育委員会「未来を拓く学校づくり」    

推進事業 研究協力 

令和 5.     まる曽玉ねぎ キャラクター 

「そがまる君」誕生 
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 歴代校長  

（以前は歴代校長一覧に別掲） 

 24 代 俣野 弘和  平成 25．4 ～  28．3 

 25 代 山下 正己     28．4 ～  30．3 

 26 代 石倉 直樹     30．4 ～令和 3．3 

 27 代 鳩﨑 仁        3．4 ～    6．3     

 28 代  山口 邦彦      6．4 ～   現 在 

 

  本校の特色  

 明治５年の学制交付翌年に曽我部尋常小学校の前身であ

る「養正校」「偕行校」がいち早く創設され、地域の方の

教育にかける思いは 150 余年の時を経た現在でも受け継が

れ、歴史と伝統のある学校である。 

安全対策をはじめ、学習ボランティア、地域における体験

学習など積極的な支援をいただき、地域の中の学校として歩

んでいる。平成２３年には校舎が全面改築され、子どもたち

は恵まれた環境の中でのびのびと学習に励んでいる。 

令和５年度からはコミュニティースクールとして、さまざ

まな団体の協力を得て、地域学校協働活動に取り組み「学校

を核とした地域づくり」が一層推進することを目指してい

る。 

 

  校下の概要  

 曽我部町は、亀岡市街地の約４ｋｍ西に位置し、法貴谷

川・犬飼川・曽我谷川の３本の川にはさまれ、米作や野菜

づくりが盛んである。校区に、京都を南北に縦断する京都

縦貫自動車道と大阪府や兵庫県につながる国道が通り、交

通の要所となっている。また、古墳や神社、寺院など文化

財も数多く、さらには京都先端科学大学や亀岡市立運動公

園などの学びやスポーツの拠点となる施設があり、人々の

往来が盛んな地域である。 

保護者・地域住民・学校が子どもの成長を願い、協力す

る姿は今も変わらず受け継がれている。 

 

 

 

 

 

 

 

S30 35 40 45 50 55 60 H2 7 12 17 22 27 28 29 30 R1 2 3 4 5 6 7

女子 252 208 162 117 151 202 178 143 153 140 113 106 81 80 77 76 80 83 76 77 84 80 81

男子 235 240 182 137 165 210 192 169 175 125 123 116 92 85 83 89 79 75 84 80 85 87 99
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吉川小学校 

 

  

  沿   革  

明治 15． 5 穴太村外５ヶ村立偕行校から分離して吉田

   村に有秋小学校設立 

 22． 8 吉田村立有秋尋常小学校と改称 

 41． 4 ５・６学年を置き、３学級編成 

大正 3．10 新築校舎落成 

 4． 4 高等科を併設し、４学級編成 

  11 実業補習学校付設 

昭和 7． 5 創立 50 年記念式典挙行 

 10．12 校舎落成記念式典挙行 

 11． 4 青年学校女子部新設 

 16． 4 吉川国民学校と改称 

  7 校歌制定 

 22． 4 吉川村立吉川小学校と改称 

 27． 3 新校歌制定 

  5 創立 70 周年記念行事実施 

 30． 1 亀岡市立吉川小学校と改称 

 52． 3 新校舎竣工式挙行 

 61． 7 プール竣工式挙行 

 63． 4 文部省・亀岡市教委「むし歯予防推進」指

   定（３ヵ年） 

平成 2． 8 校舎改築 

 3． 9 京都府よい歯の学校特別表彰受賞 

  10 全国よい歯の学校表彰受賞 

 5． 3 創立 110 周年記念植樹（報徳会山林） 

  4 京都府教育実践推進校「音楽科」指定 

 5 創立 110 周年記念式典挙行 

 

  

  11 日本ＰＴＡ全国協議会会長賞受賞 

 6．10 京都府・亀岡市教育委員会指定「音楽科」 

   研究発表大会 

 9． 8 ＮＨＫ全国音楽コンクール「銀賞」受賞 

 10． 1 京都府健康優良校努力校表彰 

 10．12 体育館改修工事完成 

 11． 4 つくし学級開設 

 12． 1 京都府学校安全努力校表彰 

 12．11 近畿ブロックＰＴＡ協議会長賞受賞 

 15．11 京都府小学校教育研究会「健康安全教育」 

   研究発表会 

 15． 3 校舎全面改修・特別教室棟増築工事完成 

 16．10 京都府健康教育推進優良校「健やか賞」 

   受賞 

 17． 2 日本学校保健会健康教育推進優良校表彰 

 17． 4 京都府食に関するモデル校指定 

 19． 4 栄養教諭を中核とした食育推進事業指定 

 19． 8 歯の健康診断の成績優秀表彰受賞 

 19．12 京都府学校給食優良学校表彰受 

 20． 6 吉川小学校応援団（有秋会）立ち上げ 

 22． 3 プール全面改修完了 

 23． 2 ふれあいの小みち完成 

 26． 4 京の子ども体力向上推進プロジェクト 

   実践校指定 

 27． 4 京都式｢効果のある学校｣推進事業指定 
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 30． 4 複式学級設置 

 31． 4 「未来を拓く学校づくり」推進事業指定 

令和 3． 8 府健康教育推進優良校「すこやか奨励賞」受賞 

  4． 4 「魅力と特色ある学校づくり」推進事業指定 

5.  6 学校運営協議会設置 

6.  2 創立 140 周年事業 気球体験教室  

 

 歴代校長  

（以前は歴代校長一覧に別掲） 

 45 代 土井 眞吾 平成 26．4 ～    29．3 

 46 代  木村 豊      29．4 ～ 令和 2. 3 

 47 代 橋本 浩三    2．4 ～    5．3 

 48 代 藤田 哲也    5．4 ～    7．3 

 49 代 谷口 浩之    7．4 ～    現在 

 

 本校の特色  

 明治１５年に「有秋小学校」として開校し、当時から教

育熱心な学校として地域と共に歩んできた。現在の校舎

は、昭和４９年に旧吉田村の地から穴川に新築移転し、市

のほぼ中心部にありながら周囲は田園に囲まれ、静かな環

境に位置している。昭和６１年に「むし歯予防推進」の文

部省指定を受けたのをきっかけに、全国よい歯の学校表彰

２回の受賞を始め、平成１６年には京都府健康教育推進優

良校「健やか賞」、日本学校保健会「健康教育推進優良

校」の表彰を受けた。 

これらの健康教育の伝統を引き継ぎながら、「ふるさと

吉川を愛し 自ら学び 心豊かに たくましく生きる児童

の育成」を教育目標に、児童一人一人を大切にした教育活

動を地域の皆様の協力を得ながら進めている。            

 

 校下の概要  

吉川町は、８区に分かれ、令和７年５月現在、世帯数は３

５８戸、人口 ６９４人で旧篠山街道沿いの旧町と堂ノ前住

宅、平成８年に完成した府営穴川住宅とで成り立っている。

農家戸数は４０戸余りであるが、社会状況の変化に伴い専

業農家は少なく、京都市や大阪方面への通勤者が多い。 

また、町は市街化調整区域のため住宅の増加は見込めな

いが、府営住宅の誘致により一旦は児童減少に歯止めがか

かった。 

しかし、この 20 年ほど児童数は減少傾向にある。 

 

 

 

 

 

 

S30 35 40 45 50 55 60 H2 7 12 17 22 27 28 29 30 R1 2 3 4 5 6 7

女子 57 59 48 66 62 55 55 37 30 40 53 37 23 24 22 18 19 17 14 16 23 24 21

男子 52 57 43 43 55 46 41 39 34 46 52 37 29 33 29 20 19 21 24 15 15 15 10
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薭田野小学校 

 

  

  沿   革  

 

明治 6. 1 佐伯苗秀寺の方丈を借り、桑田郡第３区佐

   伯校と名称 

 8. 8 佐伯村字垣内１番地に校舎新築移転、校名

   を樂群小学校と改称 

 20. 4 樂群尋常小学校と改称 

 30. 9 南北教室増築落成 

 32. 5 石門落成 

 37. 4 高等科を併置し樂群尋常高等小学校と改称 

 40. 5 現在地源ノ坊に落成移転 この日を創立記   

   念日とし毎年大運動会を実施 

大正 13. 5 西校舎３教室新築落成 

  15. 7 薭田野村青年訓練所設置 

昭和 16. 4 薭田野国民学校と改称 

   22. 4 薭田野小学校と改称 

    30. 4 亀岡市立薭田野小学校と改称、本館改築、

   本館を青葉学園の校舎に移築 

   32. 3 永年保健体育の功績で、日本体育指導連盟･ 

    文部省表彰 

   33. 10 体育館、北校舎、便所改築落成 

   34. 6 （防火用水兼用）プール完成 

   38. 7 校歌制定 

   49. 10 給食室完成、給食開始（自校炊飯） 

   57. 12 学校全面改築（体育館を除く）竣工 

   グラウンドに移転 

   58. 4 学校給食自校炊飯からセンター方式に移行   

 59. 7 プール完成 

 

平成 2．12 体育館竣工 

 3． 8 第 26 回交通安全子ども自転車全国大会出場 

 4．11 学校安全文部大臣表彰受賞 

 5． 1 全日本交通安全協会交通安全優良学校表彰受賞 

 6． 8 第 29 回交通安全子ども自転車全国大会出場 

 7． 8 第 30 回交通安全子ども自転車全国大会出場 

 8． 8 第 31 回交通安全子ども自転車全国大会出場 

 8．11 小中学校教育実践パイロット校（同和教育）

   研究発表会 

 11． 1 京都府教育委員会より「さわやか賞」受賞 

 12． 8 第 35 回交通安全子ども自転車全国大会出場 

 14．11 京都府小学校教育研究会（国語科）研究大会 

 15．11 第 1 回オープンスクール開催 

 17．10 京都府教育委員会京の子ども夢・未来校（人権教育）

   指定１次発表 

 18． 11 京の子ども夢・未来校（人権教育）研究発表会開催 

 21～22 文部科学省コミュニティ・スクール推進事業指定 

 23． 4 京都府 食に関する指導充実事業指定校 

 25． 4 京都府教育委員会「京の子ども元気なからだ 

   スタンダード」実践校指定     

        27.   4   京都府教育委員会 京都式「効果のある学校」推進校指定 

       31～R6 京都府教育委員会「未来を拓く学校づくり」推進校指定 

令和  3～ 5   京都府教育委員会「絆の作り手育成プログラム」 

        研究校指定 

    3～ 5    京都府食に関する指導充実事業指定 

          6.  2    創立150周年記念式典 
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大井小学校 

 

  

 沿   革  

明治 5． 8 南桑田郡並河村北条３番地に創立 

 7． 5 成基校として開校式挙行 

 8． 6 並河村北条 52 番地に新築移転 

 42． 4 高等科併設 

大正 4． 4 大井尋常高等小学校と改称 

昭和 16． 4 大井国民学校と改称 

 22． 5 大井村立大井小学校と改称 

 30． 1 亀岡市立大井小学校と改称 

 42．  府立盲学校と共同学習開始 

 51． 4 鉄筋新校舎３階９教室建設 

 52． 3 鉄筋３階９教室、配膳室建設 

 54． 2 体育館完成 

 55． 2 本館新築完成 

 56． 9 運動場整備工事完了 

  11 校舎･運動場竣工式挙行、創立 110 周年記念

   式典挙行、全国ＰＴＡ文部大臣表彰受賞 

 57． 7 プール竣工式挙行 

 58．11 学校歯科推進モデル校として日本学校歯科

   医会から表彰受賞 

 59． 1 学校安全努力校として日本健康会京都支部

   から表彰受賞 

   第２回国語科授業研究発表会開催 

 59．11 市文化功労者表彰式で本校児童会の地域美

   化作業の功績が認められ表彰受賞 

  12 第３回国語科授業研究発表会・府小研国語

   科研究大会開催 

 60．11 第 27 回口丹１市２郡体育研究集会会場校 

 62． 1 学校給食優秀努力校として京都府表彰受賞 

平成 元． 1 校舎増築工事、特別教室整備工事完成 

 2． 3 校舎増築完成式典挙行 

 4．10 平成 3・4 年度府教育委員会指定教育実践推

   進校「理科教育研究発表会」開催 

 

 

 5． 5 交通安全優良校として市交通安全対策協議

   会から表彰受賞 

  11 動物愛護優良校として府獣医師会から表彰

   受賞 

 6． 4 平成 6・7 年度府教育委員会教育実践推進校

   「家庭科」指定 

  6 児童会の永年の地域美化作業の取組が認め

   られ、環境保全功労者として知事表彰受賞 

  11 平成 6・7 年度府教育委員会指定教育実践

   推進校「家庭科教育研究発表会」開催 

 12． 3 外体育倉庫改築 

  8 教室・管理棟耐震補強工事完了 

  12 体育館大規模改修工事完了 

 13．11 創立１３０周年記念式典・記念事業開催 

   動物ランド整備 

 14． 4 文部科学省指定「学力向上フロンティアス

   クール」京都府教育委員会指定「京都夢・

   未来校」（理科教育） 

 15． 1 学力向上フロンティアスクール・京都夢未

   来校局別実践研究会開催 

 16． 2 学力向上フロンティアスクール・京都夢未

   来校実践発表会開催 

 17． 4 理科大好きスクールモデル地域事業の指定を受ける 

 20． 4 「京の子ども、夢・未来校」・理数教育地 

       域型キャリア教育推進事業を受ける 

 21．11 「京の子ども、夢・未来校」学力向上研究

    発表会開催  

 23． 4 京都府教育委員会「教師力向上」教育実践力

   継承事業人材育成開発実践校指定を受ける 

 24． 4 「京都丹波の教育推進校」指定を受ける 

 25． 3 忠魂碑・砂場移設工事及び運動場改修工事完了 

 25． 4 亀岡市教育委員会「生きる力を育む開かれ

   た学校づくり推進事業」生活科社会科の指

   定を受ける 

 

 

校 
 

歌 

 

南
江 

次
郎 

作
詞 

森 

卓 

作
曲 

  

流
れ
て
止
ま
ぬ
河
水
の 

 清
き
心
を
友
と
し
て 

 た
だ
ひ
と
す
じ
に
は
げ
ま
な
ん 

 大
井
の
里
の
学
び
や
に 

 
所在地 〒621-0013 亀岡市大井町並河 1-3-1 

ＴＥＬ 0771-22-3202 ＦＡＸ 0771-25-7172 
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 25．11 「京都丹波の教育推進校」「生きる力を育

   む開かれた学校づくり推進事業」生活科社

   会科研究発表会実施 

 27． 4 「法やルールに関する教育」・京都式「効 

       果のある学校」の研究指定を受ける 

 29． 4 京都府小学校教育研究会生活科の研究協力校

指定を受ける 

 30． 4 京都府｢教師力養成講座｣・教員養成サポートセ

ミナー演習校の指定を受ける 

      トイレ改修工事完了 

  31. 4 京都府教育委員会指定 京都式｢未来を拓く学

校づくり｣研究指定を受ける 

令和元. 8 全室空調設備工事完了 

   2. 4 通級指導教室の設置 

   3. 8 校舎大規模改修工事(教室棟)完了 

   4. 4 京都府教育委員会指定 第２期｢未来を拓く学

校づくり｣研究指定を受ける 

     8 校舎大規模改修工事(本館)完了 

    11 創立 150 周年記念式典・記念事業を開催 

   6. 4 ｢なんたん学びモデル推進校｣指定を受ける 

   7. 4 南丹美術工芸パートナースクール事業実施 

 

 

  歴代校長   

（以前は歴代校長一覧に別掲） 

 36 代 栗山 亨典 27．4 ～ 29．3 

    37 代 土井  眞吾     29. 4 ～  31. 3 

    38 代 東   佳明     31. 4 ～  3. 3 

    39 代 原田  勝之      3. 4  ～  6. 3 

    40 代 松村  正美      6. 4  ～   現在 

 

  本校の特色  

 

 明治５年創立。教育にて村を興す先覚的知見と情熱に培

われ、幾多の人材・名士を育成輩出してきた歴史ある学校

である。 

 「知を磨き 心豊かに たくましく」～次代を生きぬく

人間の育成をめざす～ を教育目標に、一人一人の思いを

生かし、自ら学ぶ意欲を育てることや豊かな心を育むこと

を大切に、これからの世の中をたくましく生きる子どもの

育成に力を入れている。特に、国際化、高度情報化への対

応、環境の関する学習など、時代の変化に伴った教育を推

進している。また、ふるさとの良さに気づき、発信してい

けるよう地域の協力を得ながら地域に関わる学習も進めて

いる。児童は概して温和で明るく素直である。ＰＴＡ活動

も活発で、本校教育を理解し協働して児童の健やかな成長

に尽くしている。 

                            

校校下の概要  

 

  亀岡市の産業基盤が整備発展する中で、大井町は市の地

理的にも中心部に位置し、ＪＲ嵯峨野線並河駅・校区を南

北に貫通する国道９号線・京都縦貫道等交通の利便に加

え、工場、企業の進出、住宅団地の造成により昭和 50 年

代以降急速に進展してきた。駅前を中心に「にぎわいとう

るおいのある町づくり」がなされ、都市化・国際化が進展

してきている。 

  校区は農業地域・工業地域と住宅地域が共存するが、地

域の伝統にうまく調和し、安定した生活環境で、学校は地

域文化の中心として大切にされ、住民も教育に熱意を示

し、学校に対して極めて協力的である。 
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千代川小学校 

 

  沿   革  

 明治 6． 5 ９ヶ村連合にて、小川村に小川校を開設 

 7．  校名を集成校と命名 

 13． 7 校地を現在地に定め、校舎を新築、校門は

その折、亀山城御殿門（北町城門）を移す

 20．  集成尋常小学校と改称 

 22．  町村制実施に伴い、千代川村立となる 

 36． 4 集成尋常高等小学校と改称 

  9 付設千代川洋裁学校を設置 

 41．  集成尋常小学校と改称 

 42．  集成尋常高等小学校と改称 

昭和 16． 4 千代川国民学校と改称 

 22． 4 千代川村立千代川小学校と改称 

 30．１ 亀岡市立千代川小学校と改称 

 43．12 校歌制定 

 48． 7 プール完成 

 55． 9 運動場完成 

 57．11 本館､管理棟､体育館竣工式（創立 110 周年) 

 58． 4 障害児学級開設 

 59． 4 『千代川の教育』 110 周年記念誌発行 

平成 6． 4 環境教育推進「ふるさとアメニティ・スク

   ール千代川」指定 

 9． 4 通級指導教室開設 

 16． 9 耐震化工事完了 

 17． 4 京都府教育委員会「教員養成サポートセミ

   ナー」指定 

 

 18． 1 京都府学校給食優良学校表彰を受賞 

 18． 8 第 41 回交通安全子供自転車全国大会優勝 

 19． 8 第 42 回交通安全子供自転車全国大会優勝 

 21．11 南丹地区小学生駅伝大会優勝 

 25． 4 通級指導教室３学級に増設 

 27． 8 第 50 回交通安全子供自転車全国大会出場 

      団体３位入賞 

 27．10 京都府交通安全対策協議会交通安全等功労 

      表彰受賞 

 28． 8 第 51 回交通安全子供自転車全国大会 

      団体３位入賞 個人２位入賞 

令和  3． 4 子供の読書活動優秀実践校表彰 

  4． 4 新校舎鉄筋３階普通教室・特別教室・通級指 

      導教室完成 

 4．11 京都府小学校教育研究会指定「外国語教育研 

      究大会」(3 年次)を開催する 

 5． 2 開校 150 周年記念式典挙行 

 7． 8 第 57 回交通安全子供自転車全国大会出場 

      連続 18 回出場 

 8． 2 全国健康づくり推進優良校を受賞 

 

 歴代校長    

（以前は歴代校長一覧に別掲） 

 38 代 末永  礼子         25. 4 ～ 28. 3 

 39 代 黒木  律子         28. 4 ～ 29. 3 

 40 代 上田  香苗         29. 4 ～ R3. 3 

  41 代 久保  典明     R3. 4 ～ R5. 3  

  42 代 中澤  博幸     R5. 4 ～ 現在     
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所在地 〒621-0046 亀岡市千代川町北ノ庄国主ヶ森 21 

ＴＥＬ 0771-22-5158 ＦＡＸ 0771-25-7173 
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 教育目標  

「未来（ あす） をきり ひら く  

児童や教 職員が 育つ学 校」  

   

 

  本校の特色  

 創立以来１５０有余年を経る本校は、丹波亀山城の城門

を移築した校門に象徴されるように、地域の温かい支援と

協力に育まれ、今日まで歴史と伝統を積み重ねてきた。 

 「未来（あす）をきりひらく児童や教職員が育つ学校」

を教育目標に、保護者、地域住民の期待と信頼に応えるべ

く、教職員が一丸となって多彩な教育活動に邁進してい

る。 

 本校は、アメニティ千代川推進協議会を中心とする、登

下校の見守り活動等、地域との深い連携による安全を守る

活動が進められている。さらに、交通安全子供自転車大会

では、平成 16 年から、全国大会に 18 回連続出場してい

る。平成 18・19 年には全国大会で優勝を果たすなど、本校

の特色の一つとなっており、児童の安全意識を高める上で

も大きな役割を果たしている。 

 また、令和２年度南丹地区小学生駅伝大会「キッズふれ

あい駅伝」での準優勝。「令和 2～4 度京都府小学校教育研

究会(外国語教育)の指定」受けての研究実践を発表するな

ど、ふるさとを愛する心と新しい時代に生きて働く学力の

育成に努めている。 

 

  校下の概要  

 

  千代川町は、北・西部山裾、北ノ庄・拝田・湯井の地域に

古墳群があり、北ノ庄・千原にかけて広がる水田一帯には

奈良時代の丹波国府があったとされ、古代から多くの人々

が集まる口丹波の要衝として栄えてきた。 

 本校の校門は、明智光秀が天正５年（1577 年）に建立さ

れた丹波亀山城に由来する御殿門を明治 13 年千代川村役

場兼村立集成小学校の校門として地域の方より寄贈され、

移築したものである。騎馬のままの通行を可能にするため

に、門は 2.7m と高くされ、間口 2.72m､全長 20.92m、総欅

造りの御門で、創建当時の姿を今にとどめる。旧亀山城の

数少ない遺構の一つとして、市の指定文化財となっている。 

 昭和 46 年のいわゆる「市街化線引き」以降、農業地域で

あった千代川町も、ＪＲ嵯峨野線と国道９号線に沿った地

域が市街化区域となり、新興住宅地や商業地域が形成され

た。千代川町の世帯数及び人口は、令和７年６月１日現在

3,667 世帯、8,473 人。旧千代川村当時(昭和 30 年、420 世

帯､約 1,500 人）に比べると人口は５倍以上という発展ぶり

である。ＪＲ嵯峨野線の複線電化、京都縦貫道の開通、高

層マンションの建

設などに続き、千

代川駅の改修等も

計画されている。

市街化現象がます

ます進行する状況

にある中、「千代川

町をふるさととし

て誇れるまちづく

り」が、地域住民一

体となって力強く

進められている。 
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女子 110 121 95 78 115 272 294 286 262 196 209 243 241 249 262 261 268 271 275 273 275 289 272

男子 144 135 107 80 115 290 329 310 304 234 228 249 267 277 284 282 284 286 289 279 270 266 270
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保津小学校 

 

  沿   革  

明治 5． 4 南桑田郡第 13 番学区小学区 

   （4 ヶ村組合立  村上勝之進氏宅） 

 15．  南桑田郡第 21 番学区彰常小学校 

   （尋常科 4 年） 

 37． 4 彰常尋常高等小学校と改称 

大正 7． 4 保津尋常高等小学校と改称 

昭和 16． 4 保津国民学校と改称 

 22． 4 保津小学校と改称 

 24． 4 育友会発足 

 30． 4 亀岡市立保津小学校と改称 

 34． 4 体育館完成 

 36． 6 鉄筋校舎落成（市内鉄筋校舎第１号） 

 38． 7 プ－ル完成 

 45． 4 学級編成緩和 

 47． 8 創立 100 周年記念式典挙行 

 49． 9 完全給食実施 

 56．  同和教育研究校に指定（文部省・京都府） 

 57．  同和教育研究校第２年度研究実践発表 

 61．  運動場整備 

 63．11 校舎大規模改修 希望の像建立  

平成 5． 4 体育館全面改築 

 6． 8 プ－ル全面改築 

 7． 1 府給食研究推進校研究発表会開催 

  3 中庭整備、飼育小屋改築、希望の像・二宮

         金次郎像の移設 

 8．  市花づくりコンクールで市長賞を受賞 

 9．  京都府小学校教育研究会図書館教育研究協

   力校に指定(平成 9 年・10 年) 

 10．  京都府小学校教育研究会図書館教育研究大

   会開催全日本交通安全協会会長賞受賞 

  

 

 11．  亀岡市生涯学習実践推進校 

(研究指定平成 11 年～12 年) 

12.   生涯学習研究発表会開催 

 13．  文部科学省「研究開発学校」に指定 

 (平成 13 年～15 年) 

 14．  文部科学省「研究開発学校 中間報告会」 

 15．  文部科学省「研究開発学校 研究発表会」 

 16．  文部科学省「研究開発学校」に指定安全対

   策協力員による監視活動開始  

 17．  「保津地域見守り隊」による下校等の見守

   り活動開始 

 18．  角倉了以翁記念事業 

 19．  学校安全優良校受賞 

 20．  文部科学省「理数における地域型キャリア

   教育推進事業」に指定 

 20・21．  文部科学省「コミュニティ・スクール推進

   事業」に指定 

 21・22．  南丹教育局「南丹美術工芸パートナースク

   ール」に指定 

 23．  南丹教育局「京都丹波ふるさと学習」に指定 

 24．  京都府教育委員会「京の子ども元気なから

   だスタンダード」実践推進事業に指定 

 25．  京都府教育委員会「視覚障害者社会教育指

   導者研修会」開催 

 27．  「耐震工 事」「 大規模 改修 工事」  

令和  1．   空調設備設置工事  

 2．   亀岡市小規模特 認校 制度開始  

 3．   亀岡市教育委員 会「 魅力と特 色ある 学校  

づくり」 推進事 業の実 践校 に選出  

 4．   創立 150 周年記念式 典・事業 実施  

 7．   大阪・関西万博 見学  
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所在地 〒621-0005  亀岡市保津町構ノ内 20 番地 

ＴＥＬ 0771-22-0350  FAX 0771-22-6840 
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 歴代校長  

（以前は 歴代校 長一覧 に別 掲）  

33 代  八木  孝司  平成 25． 4 ～ 28．3 

 34 代  田端  孝司  28． 4 ～ 30．3 

 35 代  松山  陽一  30． 4 ～令和 3．3 

 36 代  中川  健志  3． 4 ～  5．3 

 37 代  中西  智子  5． 4 ～ 現 在 

  

  本校の特色  

本校では、人権尊重を基盤に据え、一貫して人権意識を

高める教育を推進している。学習指導や道徳・特別活動等

において確かな学力を身に付けさせ、豊かな感性や人間性

をはぐくむとともに、異年齢集団の取組を通して思いやり

の心をもった人間教育を目指している。 

平成 13 年度から４年間、文部科学省「研究開発校」の指

定を受けたことを機に「地域に生きる学校づくり」を目指

し、地域全体を教室と捉え、地域住民の支えを受けながら

生活科や総合的な学習の時間で体験学習や調査活動を進

めてきた。これらの取組を通して「ふるさと保津」を愛し、

誇りに思う心が子どもたちの中に育ってきていることを

強く感じる。 

平成 11 年には「子どもは地域の宝」を合言葉に保津小学

校ＯＢを中心に「保津おやじの会」が結成され、支援をい

ただいている。また、平成 16 年度からは学校安全対策の一

環として、地域の皆様や保護者の協力をいただき、安全協

力委員並びに登下校の見守り隊として活動していただい

ている。 

平成 20、21 年度、地域の実態及び人的・自然的環境を踏

まえ「コミュニティ・スクール推進事業」の指定を文部科

学省より受ける。 

平成 25 年度から「算数科」を重点教科とし、「自ら伝

え、伝え合い、学び合う事を通して主体的に解決していこ

うとする子ども」を目指し、基礎・基本の定着を図るため

の学習基盤づくりに取り組んでいた。学力診断テストにお

いて、算数科について平均以上をとる児童が増えてきたこ

とが成果としてあった。その後、言語活動を充実させ、よ

り一層論理的な思考力・判断力・表現力の育成を目指して

いる。 

また、令和２年度から小規模特認校としてスタートし、

亀岡市内の他地域からの児童も通学している。少人数にお

ける教育のもと、心身の成長、確かな学び、豊かな人間性

を育むべく、日々の教育活動を展開している。 

さらに、令和３、４年度は、亀岡市教育委員会より「魅

力と特色ある学校づくり」推進事業の実践校として選出さ

れ、英会話や地域と連携した学習の充実、異年齢集団活動

の推進等、新しい学校づくりに取り組んでいる。 

校下の概要  

保津町は亀岡市の北東部に位置し、豊かな自然に恵まれ

た地域である。住宅地域は東西１km、南北２km と、まとま

っており、学校はほぼその中央にあって、通学区は１区か

ら８区までの区に分かれている。 

当町は名勝『保津川下り』の起点である乗船場があり、

その船頭として働いている人もいる。また、環境整備事業

の推進によって新保津橋を中心に新たな町づくりや交流

が進んでいる。 

2006 年は、角倉了以翁が保津川を開削して 400 年にあ

たり、様々な記念事業 が行われ、本校の児童も参加し、

その偉業に触れることができた。 

 二世代同居家庭が多く、児童は落ち着いて学校生活を

送っている。明るく素直で、人なつっこさや高学年のめ

んどうみのよさといったよい面があり、異年齢集団活動

にも自然に取り組むことができている。 

S30 35 40 45 50 55 60 H2 7 12 17 22 27 28 29 30 R1 2 3 4 5 6 7

女子 151 152 153 125 118 110 92 75 63 59 47 31 18 19 20 22 24 25 21 28 30 33 34

男子 181 185 136 138 121 119 122 86 78 58 65 37 29 22 24 18 15 19 19 21 22 28 28
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つつじケ丘小学校 

 

 

 沿   革  

 

昭和 50． 4 亀岡小学校から分離開校、校区は西つつじ

   ケ丘、上矢田町、中矢田町及び下矢田町・古世 

   町の一部 

  5 育友会設立総会 

  10 秋季大運動会に校章を制定披露 

 51． 4 校区が東つつじヶ丘、篠町浄法寺・広田・  

 森の一部に拡大 学校給食を開始 

  10 秋季大運動会で校歌を発表 

 52． 3 校舎竣工記念造園完成 

   体育館竣工式並びにピアノ開き 

 53． 4 校区に篠町広田及び下矢田町 12 組が加わる 

 54．11 開校 5 周年記念式典挙行 

 55． 2 新校舎（南校舎）増築完成 

 57． 4 浄法寺・広田の一部、詳徳小学校区に変更 

 57．10 文部省・京都府教育委員会心身障害児理解

   教育推進校研究発表会開催 

 59． 4 校区に南つつじヶ丘が加わる 

  7 プ－ル竣工式 

  11 開校 10 周年記念式典挙行 

 60． 1 学校給食努力校として、京都府教育委員会

   から表彰を受ける 

  11  府小学校教育研究会視聴覚教育研究会開催 

 63． 4 南つつじケ丘が南つつじケ丘小学校区に変更 

平成 3． 4 京都府教育委員会教育実践推進校（教育課程） 

研究発表会開催 

 

 

 

 

 6． 3 焼却炉において事故災害発生 

 7．11 亀岡市学校安全教育推進校研究発表会開催 

 8． 9 ３期にわたる大規模改修工事完了 

 9． 3 運動場体育器具庫改修 

 11． 4 自校給食から市学校給食センター給食へ移行 

 12．11 府小学校教育研究会道徳教育研究発表会開催 

 13．10 遊具の取替新設（鉄棒・ブランコ・シーソー・雲梯） 

 15． 1 体育館改修工事完成 使用開始 

 16． 3 ビオトープ（創立 30 周年記念事業）完成 

  6 創立 30 周年記念式典挙行 

 20． 1 府南丹教育局指定「京の子ども夢・未来校」研   

究発表会開催 

 21． 3 校舎等耐震化工事完了 

 22. 3 ＰＴＡの支援によりビオトープの水車新調 

 24． 9 総合遊具全面改修 

 27． 1 トイレ・プール改修 

 29． 8 北校舎、管理棟トイレ改修 

 30． 8 中校舎トイレ改修 

令和元． 8 北校舎、中校舎、管理棟エアコン設置 

 2． 4 学校規模適正化により、一部校区が南つつじ 

      ケ丘小学校へ転出及び安詳小学校より転入 

 3． 4 一人１台端末(iPad)導入【GIGA スクール構想】 

 7． 4 通級指導教室開設 

  11 創立 50 周年記念式典挙行 
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      歴代校長   

（以前は 歴代校 長一覧 に別 掲）  

 15 代 井上 亨  24．4 ～ 28．3 

 16 代 東  佳明 28．4 ～ 31．3 

 17 代 中澤 博幸 31．4 ～ R3．3 

 18 代 國府 美幸 3．4 ～  5．3 

 19 代 中川 健志 5．4 ～  7．3 

 20 代 明石 慶三 7．4 ～ 現 在 

 本校の特色   

 昭和 50 年に亀岡小学校から分離開校する。昭和 62 年度

には約 1,500 名の児童数を数えたが、昭和 63 年度の南つつ

じケ丘小学校の開校に伴い、児童数は減少する。 

 令和２年には安詳小学校区より一部編入、また一部校区

が南つつじケ丘小学校区となる大規模な校区再編成が行わ

れたものの、児童数の減少は止まらず現在に至っている。 

 小中一貫による９年間を見通し、東輝中学校、南つつじ

ケ丘小学校とともに２小１中で「志の実現」を学校教育目

標として掲げ、「共に生きる力」「学び続ける力」「これ

からの社会をたくましく生きる力」の育成に向けて様々な

教育活動に取り組んでいる。 

 また重点目標として、「全ての児童が『居場所』を感じ

られる学校づくり」に向けて、学力の向上、人権意識の向

上、特別支援教育の充実，地域の人材を活用した多様な教

育活動の展開を目標にすえ、特色ある学校づくりに努めて

いるところである。 

  平成 15 年度、校内にビオトープが完成し、校舎の中に豊

かな自然環境を体験できる場があることから、動植物の生

態にも関心をもつ児童も多く、休み時間には昆虫や鳥など

との直接的な触れ合いに親しむ児童の声であふれかえって

いる。 

 校下の概要   

亀岡市の都市開発計画により、大型住宅地開発（つつじ

ヶ丘団地開発）がなされてから 50 年以上が経過した。自

然に恵まれた住宅地として落ち着きのある街並が広がって

いる。 

４つの自治会からなる広い校区であるが、どの地域の

方々も学校に対して非常に協力的であり、登下校の見守り

活動や本の読み聞かせ、放課後の清掃ボランティアなど、

児童の学びや安心安全な教育環境への支援をいただいてい

る。ＰＴＡを含めたボランティア活動や熱心な地域行事な

ども含め、学校・家庭・地域の連携・協力による多彩な教

育活動や取組がなされている。 

S50 55 60 H2 7 12 17 22 27 28 29 30 R1 2 3 4 5 6 7

女子 171 672 649 440 369 318 353 419 372 368 380 365 343 357 356 347 323 298 295

男子 153 744 743 518 429 399 387 415 371 351 345 331 322 324 327 335 340 337 340
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城西小学校 

 

  沿   革   

 

昭和 54． 4 亀岡小学校から分離開校。亀岡小学校内で

   授業開始 

  5 校舎（第１期工事）完成、新校舎に移る 

  8 プール完成、プール開き 

  9 運動場完成 

  12 体育館完成 

 55． 1 校旗制定、入魂式 

  3 校歌制定、校舎（第２期工事）完成 

  11 府小研音楽教育研究大会開催 

 56． 4 障害児学級開級 

 60． 4 京都府交通安全協会表彰受賞 

 61． 3 学校保健統計調査文部大臣表彰受賞 

 62． 4 金管マーチングバンド練習開始 

  10 はばたく亀岡スポーツ推進大会開会式に金 

   管マーチングバンド出演 

 63． 5 創立 10 周年記念式典挙行 

  10 京都国体少年男子バスケットボール会場開    

    会式に金管マーチングバンド出演 

  12 西日本マーチングフェスティバル 

（神戸市）に出演 

平成 元． 1 京都府健康優良校努力校表彰受賞 

 2． 1 京都府安全努力校表彰受賞 

  10 府民祭典音楽カーニバル出演 

 5． 2 京都府安全努力校表彰受賞 

 6．10 学校保健統計文部大臣表彰受賞 

  7. 2 第 14 回京都新聞書き初め展学校表彰受賞 

 8.  3  特別教室棟(多目的教室２、図工室、家庭 

      科室)増築 

  9. 8 京都総体男子バレーボール会場において 

      金管マーチングバンド出演 

 10. 10 創立 20 年記念式典挙行 

      総合遊具・飼育舎完成 

 

 

 11. 4 障害児学級（情緒障害）開設 

 12. 1 JA 小・中学生書道コンクール学校賞受賞 

  4 府教委教育実践パイロット校（道徳）指定 

  11 亀岡市交通安全子供自転車大会優勝 

 13. 4 交通安全表彰（児童会） 

 14. 7 城西小学校教育推進協議会発足   

  11 金管マーチングバンド府民総体開会式に出演 

 15. 12 体育館全面改築完了 

 16. 4 学校安全対策委員会発足 

  6 学校安全対策協力員配置 

  11 小学校管楽器教育研究会全国大会に出場 

  17.  1 JA 共済小･中学生書道コンクール学校賞受賞 

   4 府教委「理数大好き事業」（指定校） 

     府教委「もうすぐ１年生活動」（指定校） 

 18. 2 京都新聞書道コンクール学校賞受賞 

  20. 2 京都新聞書道コンクール学校賞受賞 

  11 創立 30 周年記念式典挙行 

 23. 4 京の子ども元気なからだスタンダード推進 

      事業校指定 

 26. 2 JA 共済小･中学生書道コンクール学校賞受賞 

 27. 2 JA 共済小･中学生書道コンクール学校賞受賞 

 28. 4 京都丹波の学力向上指定校(～30.3) 

 29. 4 京都式チーム学校推進校実践研究(～31.3) 

 30. 2 金管マーチングバンド活動最終 

 令和元. 8 全室空調工事 

 2. 4 新型コロナウィルス感染症拡大のため 

      臨時休校(4 月 13 日～5 月 31 日) 

      GIGA スクール構想に向けたタブレット保管庫 

設置 

 3. 4 通級指導教室開設 

 5. 4 校舎長寿命化改修工事(～7.10) 
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 歴代校長   

（以前は歴代校長一覧に別掲） 

 14 代  田端 孝司       27．4 ～ 28．3 

 15 代  鳩﨑 仁        28．4 ～ 30．3 

 16 代  橋本 浩三       30．4 ～ 令 2．3 

 17 代  木村 豊         2．4 ～  4．3 

 18 代  谷口 浩之        4．4 ～  7. 3 

 19 代  吉田 ひとみ       7．4 ～  現在 

 

    校区の概要  

 校区は、旧町とされる安町・余部町・河原町･宇津根町

のほか、常盤町や北河原町の保津川団地、保津川第２住

宅、保津川第３団地、メルサンテ亀岡、清水､フローラル

亀岡等の自治会からなっている。また、校区内には、亀

岡市役所、簡易裁判所、保健センター、ガレリアかめお

か等の主要な公共施設がある。一方、京都縦貫道付近の

校区にはのどかな田園風景が広がり、校歌にも歌われる

西山、校舎横を流れる曽我谷川等の自然にも恵まれ、地

域住民と連携しながら、これらを生かした教育活動の展

開を図っている。 

 地域環境の変化が激しい中ではあるが、自治会を始

め、青少協、民生委員児童委員などの各組織団体が、子

ども達を温かく見守り、児童の健全育成に努めてくださ

っている。 

 

 本校の特色  

本校は、亀岡小学校の児童急増に伴い、昭和 54 年分離開校

した。旧亀岡町の西部地域を校区にしている。児童は素直で

明るく、毎日元気に学校生活を送っている。 

学校教育目標である「夢と希望の実現にむけ、豊かに学

び、しなやかでたくましい児童の育成」を掲げ、家庭・地域

とともにある学校づくりを進めている。 

児童一人一人が「なりたい自分」を思い描き、その実現に向

けて努力することを大切にしている。何事にも一生懸命に取り

組み、学習や学校行事はもちろんのこと、日々の生活の中でも

粘り強く努力し、最後までやり遂げようと頑張る姿が見られ

る。また、みんなのために行動し、友達や仲間を思いやり、自

分のできることを進んで見つけて行動できる力が育っている。   

さらに、友達や先生、家族や地域住民の方々との繋がりを大切

にし、信頼と感謝の気持ちを持ち、それを素直に表すことがで

きる児童である。児童会本部を中心に児童自らが、みんなが楽

しく仲良く活動できる学校づくりに努めている。学年を越えた

様々な縦割り班活動を行ったり、みんなが安全に元気に学校生

活を過ごすことができるような取組を企画したりして、先輩達

が築いてきた活動を、前向きに続けている。 

また、昭和６３年京都国体を契機に、５・６年生全員での金管

マーチングバンドに取り組み、運動会や京都小学校マーチング

フェスティバルに出場していた。現在は、運動会の団体演技と

して、表現活動を続けている。１・２年生はダンス、３・４年

生は民舞、５・６年生はフラッグを使ったマーチングの活動を

進め、運動会で保護者や地域の方々に披露し、児童の頑張りを

応援していただいている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

S54 55 60 H2 7 12 17 22 27 28 29 30 R1 2 3 4 5 6 7

女子 231 238 284 270 299 252 262 214 160 164 168 165 169 173 172 163 152 147 147

男子 246 260 304 310 348 320 293 219 202 194 207 206 198 198 195 192 173 166 159
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詳徳小学校 

 

  

  沿   革  

昭和 56． 3 第１期工事完成（３階建北校舎：普通教室

   12 特別教室 4、保健室等） 

   校章制定（安藤俊彦氏作） 

  4 校名を詳徳小学校として創立 

    第 1 回入学式、育友会発足、仮設プレハブ

    第２期校舎建築工事完成、体育館建築工 

事、プール新設工事着工 

  5 補習学級開級式 

  8 プール完成、プール開き 

  9 校旗制定披露式典、優勝旗贈呈式 

 57． 1 校歌制定 

  3 第２期工事完成 

  11 竣工記念式典、記念植樹式 

 60．11 開校５年目記念事業 

  12 運動場周囲防球ネット設置 

 62． 4 障害児学級開級（ひまわり学級） 

 63．  職員室拡張工事完成 

平成 2． 5 藤棚設置（平成元年度育友会寄贈） 

  10 開校 10 周年記念大運動会 

  11 開校 10 周年記念式典 

3． 2 校舎棟外壁改修工事 

7． 4 京都府教育委員会指定平成 7、8 年度教育

   実践パイロット校の指定（体育科） 

8.11 パイロット校実践発表 

10．3 児童用昇降口に門扉設置 

12． 2 パソコン室の整備 

12.11 創立 20 周年記念事業及び式典 

 

 16． 8  門扉、詰所等の安全対策設備完備 

 18．11 府小研図工科研究協力校研究発表会 

 21． 4 人権教育総合推進地域事業（文科省）委嘱 

 22．10 創立 30 周年記念式典 

 23．11 人権教育総合推進地域事業研究発表会 

 27． 4 通級指導教室開設 

京都府教育委員会課題解決型授業推進事 

業の指定 

  30． 9 各教室に空調設備(エアコン)設置 

令和元 3 新型コロナウイルス感染症による臨時休業 

           (大規模改修工事の延期) 

   2. 4 学校規模適正化（森、ひばりヶ丘地域）  

   2．6 学校再開 創立 40 年記念事業の縮小･中止 

     3. 7 校舎大規模改修工事着工（～令和 4．11） 

   5. 4 読書活動優秀実践校文部科学大臣表彰 

ブックランドのバーコードシステム化 

学校運営協議会立ち上げ 

      6. 5 広島方面への修学旅行 

   6．8 NIE 全国大会京都大会出場 

 

  歴代校長  

（以前は 歴代校 長一覧 に別 掲）  

  12 代 中村 正一  平成 27．4 ～ 平成 30．3 

  13 代 鳩崎 仁   平成 30．4 ～ 令和 03．3 

  14 代 平井 眞理子 令和 03．4 ～ 令和 06．3 

  15 代 平松 直人  令和 06．4 ～ 現 在 
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   本校の特色  

 

 本校は、昭和 56 年に安詳小学校児童増加のため、分離新

設された。開校当時から、緑ゆたかな環境づくりを目指して

様々な樹木や草花が植えられてきたため、児童は身近な環境

の中から四季の変化を学んでいる。 

 本校では、かつてより主体的に活動する児童の姿を追求

し、主に言語活動を主軸に関わりの中から学びを深める研究

を推進している。 

児童会本部役員の自発的な取組としておこなわれる SAP

（詳徳あいさつプロジェクト）は児童の間で伝統的に受け継

がれ、実施時期には子どもたちの活気ある挨拶の声が校内外

に響き渡る取組となっている。 

令和 4 年 11 月に完了した学校大規模改修によって、各教

室、廊下やトイレなど、明るく開放的な学びの場が整備され

た。中でもブックランドとしてリニューアルされた図書室は

バーコード管理や学校司書・図書ボランティアとの連携から

非常に充実した施設として運用され、児童の学びの場や憩い

の場となっている。近年、読書活動の充実から学びを深める

ことにつなげる研究推進を学校の特色として進めていると

ころである。令和 6 年 8 月には京都を会場に開催された NIE

全国大会において 5･6 年生の代表児童が水害や平和学習に

ついて発表し、全国から多数集まった聴衆と対話を深めるこ

とができた。今後も言語活動を個の学びに結びつけられるよ

う研究を進めていく予定である。また、その素地として児童

の 自 己 肯 定 感 を 高

め、学校が安心・安全

な学びの場として在

るよう学校生活全体

を通じて実践を進め

ている。 

 

   校下の概要  

 

  本校は、亀岡市内の東南に位置し、北は保津川、南は明

神ヶ岳、東は京都市に隣接し北西部には大きな谷地形とな

っている篠町にある。山麓台地に広がる水田では、米づく

りとともに裏作として「篠大根」がつくられ特産品として

京都市内に出荷されている。 

 しかし、以前のようなのどかな田園風景は年とともに姿

を消し、近郊農業地帯として農業の機械化、大規模化、企

業化が進んでいる。多くは子どもと両親という核家族が多

く、市内の小学校の中では比較的自然環境に恵まれていな

がら、児童の生活における人的、物的環境は都会の子ども

たちと変わらない状況になっている。 

 また、令和 2 年度には学校規模適正化実施による校区再

編がおこなわれ、森地域、ひばりヶ丘地域が校区に加わり

児童数の増加があった。しかしベッドタウンとしての宅地

開発が一定落ち着いた状況にあり、ここ数年、児童数は大

きな増減なく、概ね各学年 2 学級程度の中規模校として推

移している。 

校区は市内でも比較的狭く、校区の環境は年々大きく変

化してきているが、自治会を中心として社会教育活動も活

発で、地域の教育環境を高める取組も積極的に進められて

いる。新しい町づくりをめざす地域の人々の学校に対する

期待も大きく、学校

事業へのボランテ

ィアをはじめ、青少

年健全育成のため

の活動も盛んであ

る。 
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南つつじケ丘小学校 

 

  

  沿   革  

昭和 63． 4 亀岡市立つつじケ丘小学校から分離開校 

   児童数 469 名、学級数 14、教職員 20 名で発足 

   開校式挙行 

  7 プ－ル竣工式挙行 

  11 運動場整備完了に伴い、亀岡市立南つつじ

   ケ丘小学校竣工式挙行   

平成 元． 4 京都府教育委員会教育実践推進校並びに亀

   岡市教育委員会「特色ある学校」に指定 

 2． 9 亀岡市総合防災訓練に参加 

  11 生活科研究発表会開催 

 4． 3 児童増に伴い校舎増築 

 5．10 「ふるさとを描こう」写生コンク－ルにお

   いて学校賞を受賞 

  11 口丹地区学校音楽フェスティバル出場（第

   6 学年） 

 7． 4 京 都 府 教 育 委 員 会 教 育 実 践 パ イ ロ ッ ト 校

   （算数科ＴＴ加配）に指定 

 8．11 算数科教育研究発表会開催 

 9．11 開校 10 年記念式典及び事業を実施  

 15． 4 文部科学省「学力向上フロンティアスクー

   ル」京都府教育委員会「京都夢・未来校」 

       の指定を受ける 

   表現力の育成を目指して国語科「伝え合う

   力」の研究をはじめる 

16． 10 国語科教育研究発表会開催 

 19．11 開校 20 周年記念式典及び事業を実施 

 20． 4 京都府小学校教育研究会情報教育部研究協

   力校に指定 

21．4 文部科学省委託事業「電子黒板を活用した教

育に関する調査研究」モデル校に指定 

 

 

 22．10 京都府小学校教育研究会情報教育研究大会

   開催 

 23． 4 京都府教育委員会「京の未来創造校」に指定 

 24． 1 プール改修完了 

  11 「京の未来創造校」研究発表会開催 

 25． 4 京都府教育委員会「学力向上システム開発

   校」・パナソニック教育財団「実践研究助

   成校」に指定 

 26． 5 全日本学校関係緑化コンクール学校環境緑

   化の部入選（国土緑化推進機構） 

 26．10 京都府教育委員会「学力向上システム開発

   校」・ダイワボウ情報システム「スクール

   イノベーションプロジェクト実証研究校」

   研究発表会開催 

    29. 9   開校 30 周年記念式典 

令和 2. 4   学校規模適正化により、つつじケ丘小学校の 

一部地域が南つつじケ丘小学校の校区となる 

     5. 4   京都府小学校教育研究会特別活動部研究協力 

校に指定 

     7.11   京都府小学校教育研究会特別活動研究大会開催 

 

  歴代校長  

（以前は 歴代校 長一覧 に別 掲）  

   9 代 湯浅   吉則    平成 25. 4 ～   28. 3   

  10 代 石倉   直樹         28. 4 ～   30. 3   

11 代 高光  宗是     30. 4 ～令和 2. 3 

12 代 浜口  哲夫      2. 4 ～    4. 3 

13 代 藤田  哲也      4. 4  ～    5. 3 

  14 代 小嶋   良治      5．4 ～   現 在 
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本校の特色  

 昭和 62 年度、南つつじケ丘団地を通学区とする本校建築

に着手し、昭和 63 年度、つつじケ丘小学校から分離開校し

た。校舎は、鉄筋コンクリート造りの二階建てで、普通教

室、特別教室の他に趣向を凝らした多目的ホールやワーク

スペース等のある市内屈指の近代的様相を有した学校であ

る。 

 開校当時は 500 名程度の児童数であったが、分譲が進む

につれて児童数も増加し、平成７年度に 1,000 名を超えて

ピークに達した。その後、出生数の減少とともに漸減傾向

にある。 

平成 29 年 9 月 30 日には、開校 30 周年記念式典を行い、

本年度は創立 38 年目を迎えている。  

 令和 2 年 4 月より学校規模適正化による校区編成が行わ

れ、つつじケ丘小学校区の曙台 4 丁目が南つつじケ丘小学

校の校区となった。 

 本校は令和元年度から、亀岡市教育委員会の指定を受け

て「東輝中学校ブロック（東輝中・つつじケ丘小・南つつ

じケ丘小）小中一貫教育」を推進している。令和 3 年度か

ら小中学校共通の学校教育目標「志の実現」を掲げ、義務

教育 9 年間を見通した教育実践を進めていくことにより、

「安心・安全な学校づくり」「学びを実感する授業づく

り」「自己有用感を育む集団づくり」の 3 つの学校経営目

標を掲げ取組を進めている。 

また、令和 5 年度から 3 年間、京都府小学校教育研究会

特別活動部研究協力校の指定を受け、「積極的に自分の意

見を持ち、伝え合う児童の育成 ～人間関係を築き、より

よい学級・学校づくりを目指す特別活動～」を研究テーマ

とし、自分の考えや友達の意見を大切にすることを学び、

他者理解につなげるとともに、自己有用感を高め、豊かな

人間関係を築く児童の育成に向け、実践を進めている。 

 

今後も、特別活動を教育活動の軸としながら研究を積み

重ね、児童が主体的に行動し、よりよい社会と幸福な人生

をつくり出す基礎を育んでいきたい。 

  

 

 校区の概要  

 

 亀岡盆地の南東部の丘陵地、東つつじケ丘と西つつじケ

丘の南側に接して造成された住宅団地である。 

町並みは、団地設計により近代的に整備され、民家の規

模も揃い、しっくりした色彩にまとまって静かで落ち着い

た町のたたずまいである。 

 地域住民は、常に連帯意識を大切にし、自治会、青少

協、子ども会、体育振興会等地域の各組織が連携を図りな

がら、平成 26 年 5 月竣工した南つつじケ丘コミュニティ

ーセンターを拠点として、地域の活性化に向けた取組を進

めている。地域では、夏祭りや落ち葉拾いなどの取組や、

児童の登下校時の見守り活動など、たいへん協力的で温か

い地域である。 
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女子 230 407 485 391 259 183 193 177 187 175 171 166 162 154 131 124 112

男子 239 411 533 331 290 210 199 194 186 185 188 188 176 173 163 151 145
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亀岡中学校 

 

  

  沿   革  

昭和 22． 5 学制改革により男女共学の中学校として開校 

（学区：亀岡町、吉川村） 

 22． 7 亀岡中学校校友会（生徒会）誕生 

 23． 3 校歌制定 

 24． 4 京都府南桑田郡組合立亀岡中学校と校名改称 

（学区：亀岡町、吉川村、篠村、保津村、大井 

村、千代川村、樫田村。ただし、樫田村は、 

樫田分校。篠、保津、大井、千代川は校舎完 

成まで分教場経営） 

 25． 1 校舎建築完成により生徒の統合を行う 

 26． 7 豪雨出水のため校下一部に大被害を受け多数 

の犠牲生徒を生じる 

 30． 1 市制実施により亀岡市外二ヶ村組合立亀岡中 

学校と校名改称 

 33． 3 樫田分校廃止（樫田村高槻市に編入） 

  4 亀岡市外一ヶ村組合立亀岡中学校と校名改称 

 34． 4 亀岡市立亀岡中学校と校名改称 

 43．11 校舎改築起工式 

 45． 7 校舎全面改築落成 

 48． 4 校区変更公布により吉川町、大井町、千代川町 

は南桑中学校に編入 

 52．11 創立３０周年記念式典 

 54． 4 東輝中学校新設により校区変更 

 62． 8 校舎、体育館大規模改修 

平成  4． 11 文部省指 定教育 課程研 究校 研究発表  

    8 男子バスケ ットボ ー ル  全国 大会出 場  

 

  

平成 5． 11 府教委指 定教育 課程モ デル 校研究発 表  

 6． 7 体育館改築工事完成、竣工式挙行 

 6．11 亀岡中学校ＰＴＡ 日本ＰＴＡ協議会表彰 

 9．11 創立５０周年記念式典 

 11．11 亀岡中学校ＰＴＡ 文部大臣表彰 

 11．12 女子駅伝 全国大会 ８位入賞 

 12．12 女子駅伝 全国大会 ４位入賞 

 14．12 男子駅伝 全国大会出場 

 18． 4 文部科学省「運動部活動指定校」に指定 

 19． 8 男子バスケットボール 全国大会出場 

 22．12 男子駅伝 全国大会出場 

      （平成 23 年も連続出場） 

 30．12 学習探究部 ボランティア･スピリット･アワ  

ード関西ブロック賞受賞 

（令和１・２年も連続受賞） 

令和 1.  8 女子体操 全国大会 団体総合 ６位入賞 

     3． 8  男子陸上 4×100m リレー 全国大会 ７位入賞 

5.  8  男子剣道 全国大会 団体出場 

6. 11  軟式野球 京都府秋季大会優勝 

 

 歴代校長  

（以前は 歴代校 長一覧 に別 掲）  

 16 代 難波修一郎   平成 23．4 ～   28．3 

17 代 松谷 健司      28．4 ～     30．3  

18 代 白波瀬和彦      30．4 ～ 令和 4．3 

19 代 白方 淳史       4．4 ～      6．3 

 20 代 金田 浩樹            6．4 ～     現 在 
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 本校の特色  

 

 学校の教育目標 

   人権を尊び、 

主体的に学び行動できる、 

心豊かな生徒の育成 

  

 ○めざす生徒像 

  ・自他の生命、人権を尊重する生徒 

・主体的に学び、何事にも積極的に挑戦する生徒 

・健康に留意し、健全な生活を築き上げる生徒 

 ○めざす教師像 

・人権を尊重し、すべての人を大切にする教職員 

・豊かな発想と豊かな人間味を持ち、生徒とともに歩 

む教職員 

  ・法令を遵守し、誰からも信頼される教職員 

  ○めざす学校像 

・安心・安全で居心地のよい学校 

・生徒の持つ可能性が広がる、進路を実現できる学校 

・家庭・地域とともに歩み、信頼される学校 

 

 研究主題 

  「主体的・対話的で深い学び」の視点に基づいた 

授業改善の推進 

 

 

 校下の概要  

 

 本校は亀岡市の中心部に位置し、歴史の深い伝統ある 

学校である。周辺部の人口増加により、校区の変更を重

ね、現在では、旧亀岡町と保津町を校区としている。小学

校は、亀岡・城西・保津小学校の３校とつつじケ丘小学校

の一部を校区としている。校区には亀岡駅・市役所などの

市の中心的な機関があり、また有名な保津川下りの乗船場

がある。商業地区の旧町に、新興住宅街が重なっているた

め、生徒数はさほど変化なく過ぎてきたが、平成４年度よ

り減少が続き、１０００人を超えていた生徒数は５～６０

０人程となる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

S30 35 40 45 50 55 60 H2 7 12 17 22 27 28 29 30 R1 2 3 4 5 6 7

女子 660 673 626 542 564 510 508 504 442 371 288 305 277 275 263 253 248 238 228 246 258 259 258

男子 698 665 662 564 559 508 565 535 482 440 322 330 284 304 291 267 255 271 292 284 291 282 296
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南桑中学校 

 

   沿   革                     

昭和 22． 5 新教育制度の発足により薭田野中学校、曽

   我部中学校を各村立で設置 

 24． 4 南桑田郡組合立南桑中学校を創立 

   本校は薭田野村・曽我部村、別院分校は東

   別院村・西別院村、育親分校は本梅村・宮

   前村、畑野分校は畑野村の生徒を収容 

 25． 6 曽我部村字穴太小字柳原 11 番地に本校校舎完

   成、薭田野・曽我部両教場の生徒を移転収容 

 28． 4 分校の独立、育親・畑野分校は育親中学校

   として、別院分校は別院中学校として独立 

 30． 1 亀岡市立南桑中学校と改称 

 47． 4 通学区域を薭田野町、曽我部町、吉川町、

   大井町、千代川町の５町に変更 

 48． 4 薭田野町太田丸橋１番地に校舎新築移転 

 58． 4 千代川町と大井町の一部を通学区域から分

   離し、大成中学校として独立 

 61． 7 校舎全面改築 

平成 4．12 コンピュータ教室設置 

 10． 3 体育館大規模改修 

 10． 4 新しい制服採用 

 10．11 創立 50 周年記念式典挙行 

 12． 9 北校舎トイレ全面改修 

 12．10 スティルウォーター歓迎会 

 13． 9 コンピュータ整備完了 

 17． 3 耐震補強工事終了 

 17．10 管理棟大規模改修工事終了 

 

 

 18． 8 教室棟大規模改修工事 

 19． 4 栄養教諭を中核とした学校･家庭･地域の

   連携による食育推進事業 

 19． 6 コンピュータ入れ替え 

 21．11 府中教研社会科研究大会 

 22． 1 特別教室整備改修工事 

 24． 4 学力向上プログラム実践推進校 

 25． 4 地域で支える学校教育推進事業 

 25．10 浄化槽撤去・下水道接続工事完了 

 26． 4 京都丹波の小中連携型研究指定校 

 27． 4 効果ある学校研究指定校 

 27．11 府中教研保健体育科研究大会 

28． 4 オリンピック・パラリンピック教育推進

事業指定 

令和元． 4 未来を拓く学校づくり推進事業指定 

3． 4 体育指導力向上研究指定校 

5． 4 亀岡市立別院中学校が南桑中学校に編入 

  

 歴代校長                 

（以前は 歴代校 長一覧 に別 掲）   

 22 代 武部  敦   平成 26．4 ～    29. 3 

23 代 金丸  京子   29．4 ～ 令和 3. 3 

24 代 青木  恒文    3．4 ～     5. 3 

25 代 國府  美幸    5．4 ～     7. 3 

26 代 藤田  光宣    7．4 ～    現 在 

 

   

 

校 
 

歌 

 

平
田 

み
ち
子 

作
詞 

森 

卓 

作
曲 

  

自
然
の
ふ
も
と 

丹
波
路
に 

 集
い
し
若
き 

わ
が
友
よ 

 あ
ゝ
伝
統
の 

こ
の
土
に 

 真
理
の
道
を 
求
め
ん
と 

 と
も
に
歩
ま
ん 

こ
の
学
び
舎 

 あ
あ 

南
桑 

南
桑
中
学
校 所在地 〒621-0031 亀岡市薭田野町太田丸橋 1 

ＴＥＬ 0771-22-0612 ＦＡＸ 0771-22-8321 

https://www.city.kameoka.kyoto.jp/site/jnan/ 

― 79 ―



  本校の特色  

 昭和24年京都府教育委員会の統合方針により七ヶ村の中学

校を統合し、当時の郡名南桑田郡より「南桑」の字を取り校

名として今に伝える。昭和28年分校の独立、48年校区の拡大、

58年校区分離による大成中学校の誕生、さらには、令和5年度

に別院中学校の編入等、本校校区は大きな変化の歴史があり、

かかわった町は12ヶ町におよぶ。 

 本校の教育方針は、日本国憲法、教育基本法及び府教育振

興プラン、市教育振興基本計画にのっとり、基本的人権の尊

重を基盤として、自ら学ぶ意欲と社会の激しい変化に主体的

に対応し、豊かな心を持ち、たくましく生きる力の育成を目

指す。 

 

学校教育目標 

 「自ら学び、豊かな心とたくましく生きる力を持つ生徒の育

成」 

 

めざす生徒像 

1) 考える生徒 

自ら学び、自ら考え、行動する生徒 

2) 心豊かな生徒 

互いの人権を尊重し、豊かな心を持ち、よりよい 

人間関係や集団生活を築く生徒 

3) たくましい生徒 

心身ともにたくましく、健康な生徒 

  

めざす学校像 

1) 明るく、活気に満ちた学校 

   明るい挨拶のできる学校 

   いじめ等のない学校 

   積極的に諸活動に取り組む学校 

2) 秩序ある信頼される学校 

落ち着いた学校 

    地域に信頼される学校 

3) 地域に開かれた学校 

 地域の教育活動を広げる学校 

 地域の人材を活用する学校 

 地域活動との結びつきを大切にする学校 

 

 校下の概要  

  地理的に亀岡市の中部に位置し、古くからの農村地域と

して栄えてきた。「田園都市亀岡」の看板地域でもある。

新興住宅地域や、市が推進してきた工場誘致策による工場

地域、大学誘致策による学園地域、観光開発による温泉地

域等、亀岡市制70年の施策と共に校区の様相は変化を続け

てきている。 

令和5年度に別院中学校が編入したことにより、現在は、

薭田野町、曽我部町、吉川町、大井町、東別院町、西別院

町の6町にある小学校から子ども達が入学し、亀岡市で最

も広い校区を有する中学校となった。校区には、市人権福

祉センター、市総合運動公園等がある。 

 

 

S30 35 40 45 50 55 60 H2 7 12 17 22 27 28 29 30 R1 2 3 4 5 6 7

女子 227 207 181 160 257 341 302 312 255 220 186 166 146 126 119 104 105 100 115 109 103 99 102

男子 242 205 211 193 274 364 331 331 279 256 187 180 180 152 145 142 133 128 132 130 135 135 131
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東輝中学校 

 

  

   沿   革  

昭和 53． 6 亀岡中学校過密解消のため新設中学校建設 

   事業の認可（文部省） 

  6 用地造成工事着工 

  9 校舎建築第１期工事起工 

  12 校名を東輝中学校と決定 

 54． 2 校章決定 

  3 校舎建築第１期工事完工 

  4 第１回入学式挙行 

  6 グラウンド完成 

  7 校舎建築第２期工事起工 

  12 体育館完成 

 55． 2 校舎建築第２期工事完工 

  3 校歌・校旗制定 

  7 校舎建築第３期工事起工 

 56． 1 校舎建築第３期工事完工 

  6 東輝中学校校舎建築工事竣工式 

 57． 3 第１回卒業証書授与式挙行 

 58． 3 普通教室３室増築工事完工 

  4 障害児学級開設 

 59． 3 普通教室４室増築 

 61． 4 詳徳中学校と分離 

平成 元． 3 開校 10 年記念式典挙行 

 4． 2 府・市教育委員会指定美術教育実践推進校 

   研究発表会 

 5． 1 コンピュータ設置 

 8. 11 府・市教育委員会指定小・中学校教育実践

   パイロット校研究発表会 

 

 

 10． 3 普通教室１，視聴覚教室１増築工事完工 

   第１相談室設置工事完工 

 11.  9 生徒用便所全面改修 

  12.  3 第２相談室設置工事完工 

 13．12 屋内運動場大規模改修完工 

   17.  4 独立行政法人科学技術振興機構指定理科大

   好きモデル地域事業実践校 

 18． 7 技術棟前車椅子用スロープ設置工事完工

  19．10 耐震補強工事完工 

 20．11 開校 30 年記念式典挙行 

  21． 4 ～ 23．3「京のこども、夢・未来校」 

   「ことばの力」育成プログラム開発協力校 

 28． 2 階段昇降機設置工事完工 

 令和 2． 4 学校規模適正化の取組に伴い、詳徳中・東輝 

中ブロックにおいて校区変更を実施 

東輝中ブロック小中一貫教育指定校として小 

中一貫教育を推進 

 6． 4 ～7.3「魅力と特色ある学校づくり」推進事業 

 

 歴代校長  

（以前は 歴代校 長一覧 に別 掲）  

10 代 神先 宏彰    平成 22. 4 ～   30, 3 

11 代 川勝 哲也      30. 4 ～令和 4, 3 

12 代 川口 雅彦            4. 4 ～   5, 3 

13 代 樋口 肇        5．4 ～   7, 3 

14 代 川口 雅彦           7．4 ～   現在 
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所在地 〒621-0834 亀岡市篠町広田 3 ｰ 28 ｰ 1 

ＴＥＬ 0771-24-3418 ＦＡＸ 0771-24-6005 

https://www.city.kameoka.kyoto.jp/site/jtok/ 
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  本校の特色  

 本校は、昭和５４年に亀岡中学校の生徒増に伴う過密化

解消のため分離し、市内６番目の中学校として開校した。

現在４７年目を迎えている。 

 本校では「東輝中ブロック小中一貫教育」を推進するに

あたり東輝中ブロック（東輝中 つつじヶ丘小 南つつじ

ヶ丘小）で共通の教育目標を設定している。 

 

 

 

 

 

 

 

学校教育目標の実現に向け、めざす生徒像・めざす教師像

として以下のように掲げている。 

         

【めざす生徒像】 

１． 自分を大切にするとともに、相手を思いやれる心豊か

な生徒 

２．自立心と広い視野を持ち、社会の変化に主体的に対応

できる生徒 

３．自ら課題を見つけ、学習や活動に意欲的に取り組む生

徒 

 

      【めざす教師像】 

１．児童生徒に対する教育的愛情と教職に対する使命感と

情熱を持って、児童生徒の実態に応じた小中一貫教育を

推進する教師 

２．児童生徒の自主性や個性を尊重し、連続性・系統性を

重視した教育課程のもと、髙い「授業力」により児童生

徒に確かな学力を身につけさせる教師 

 

 

 

３．豊かな人間性と社会的良識をもって教育活動を進め、

保護者や地域社会の期待に応える教師 

４．人権尊重を基盤に据えた教育実践に努め、教育活動全

体を通じて児童生徒の人権意識の高揚を図ることのでき

る教師 

 

本校では、令和５年度より「対話型の授業づくり」の研究

を推進している。関西大学文学部岩崎 保之 教授にスーパ

ーバイザーとして本研究に参画いただき「ファシリテーショ

ン（問題解決やアイデア創造を促進すること）」の手法を用

いながら生徒の課題解決能力の育成、自己調整力等の非認知

能力の育成と集団における心理的安全性の構築を図ってい

るところである。 

  

 

  校区の概要  

  緑を背にした山ろくに校地が位置し、校舎玄関からは浄

法寺城跡の名残りをとどめる松林が眺められるなど、恵ま

れた自然環境にある。 

 校区は、大きな住宅団地を含み、人口増地帯であったが、

今は横ばいとなっている。保護者の多くは京阪地域への通

勤者で、近郊都市的な要素が強い。 

開校時から地域や保護者の学校教育に対する関心は高く、

あたたかい支援と協力が寄せられているところである。 

恒例となっているＰＴＡ主催の「おいでな祭」は、舞台発

表、バザー、キッチンカーなど多彩な取組がなされている。 

 

 

S54 55 60 H2 7 12 17 22 27 28 29 30 R1 2 3 4 5 6 7

女子 123 256 637 490 424 459 321 306 346 351 325 350 353 344 287 244 239 234 225

男子 124 283 736 556 500 489 343 347 348 350 356 369 351 311 275 240 232 222 210
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【令和７年度学校教育目標】 

「志の実現」 

１ 自他を理解し、互いに支え合う児童生徒の育成  
２ 豊かな人間性や社会性を身に付けた児童生徒の育成 

３ 物事を深く考え、主体的に学び続ける児童生徒の育成  
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大成中学校 

 

  

  沿   革  

昭和 58． 4 南桑中学校から分離開校亀岡市立大成中学

   校開校式典挙行 

   生徒数３８７名、学級数１０、教職員２１名 

 58．12 屋内運動場竣工、校旗入魂式 

 59． 1 校歌制定 

 59．12 特別教室増築落成 

 60． 4 校舎及び屋内運動場竣工式典挙行 

 61． 4 文部省、府・市教育委員会から生徒指導総

    合推進校の指定を受ける 

 62．10 生徒指導総合推進研究発表会開催 

平成 元． 3 米国オクラホマ州スティルウォーター市 

   ミドルスクールと姉妹校盟約調印 

 2． 1 生徒、保護者、教職員等 18 名ミドルスクー

    ル訪問 

  4 府教育委員会から教育実践推進校（国際理

   解教育）の指定を受ける 

  10 スティルウォーター市から教育長、校長、

    教師２名、生徒 12 名が本校を訪問 

 3． 4 障害児学級「大空」開設 

  11 教育実践推進校研究発表会開催 

 4．10 開校 10 周年記念式典挙行 

   ミドルスクールから教師１名、生徒２名来

   校、アメリカ文化の授業を行う 

 5． 3 本校から教師１名、生徒２名がミドルスク

   ール訪問、日本文化の授業を行う 

 5．12 コンピュータ棟竣工 

 6．11 米国オクラホマ州スティルウォーター市長

   及び姉妹校ミドルスクール一行来校 

 7． 5 米国オクラホマ州スティルウォーター元市長来校 

 8． 6 ミドルスクール一行来校 

 8．10 ミドルスクール一行来校 

 9． 4 スクールカウンセラー配置 

  10 ミドルスクール一行来校 

 10． 3 ミドルスクール訪問 

  10 ミドルスクール一行来校 

 12． 2 校舎増築工事終了(保健室、相談室、図書室、

   休養室、職員便所、身障者用便所、多目的室、被服室） 

 12．10 ミドルスクール一行来校 

 13． 4 少人数学級（数学・英語）開設 

 14． 4 太陽学級（病弱・身体虚弱）設置 

   スクールカウンセラー配置 

  6 学校評議員会発足 

  10 大成中学校創立 20 周年記念式典 

 15． 5 階段昇降機設置 

  8 外部螺旋階段シャッター設置 

 16． 4 中高生に対する仕事ふれあい活動支援事業

   の指定を受ける 

  6 学校安全対策協力員配置 

  8 門扉及びフェンス設置 

  10 ミドルスクール一行来校 

 17． 4 理数大好きモデル地域事業の指定を受ける 

  6 インターンシップ生の受け入れ 

 18． 3 本校から教師１名、生徒２名がミドルスク

   ール訪問、日本文化の授業を行う 

 18． 4 特別支援学級「大空学級２」開設 
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所在地 〒621－0011 亀岡市大井町土田 1-5-7 

ＴＥＬ 0771-24-6858 ＦＡＸ 0771-24-9058 

https://www.city.kameoka.kyoto.jp/site/jtai/ 
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 6． 9 ブラジルジャンヂーラ市より視察来校 

 19． 4 京の子ども、夢・未来校に指定 

   防球フェンス増設完了 

 20． 4 理数教育における地域型キャリア教育推進

   事業に指定 

   学校支援地域本部事業に指定 

 24．11 創立 30 周年記念式典挙行 

 29．10 各教室にエアコン設置 

 令和 4． 9 ～5.9 トイレ全面改修 

 6．10 ミドルスクールと姉妹校盟約 35 周年式典挙行 

   

  歴代校長  

（以前は 歴代校 長一覧 に別 掲）  

 11 代 西田 昭文  平成 26．4 ～     29．3 

12 代 金森 正明  29．4 ～ 令和 4．3 

 13 代 藤田 光宣  4．4 ～    7．3 

 14 代 樋口 肇   7．4 ～   現 在 

 

  本校の特色  

 本校は、南桑中学校区の人口急増に伴い、学校規模の適正

化を図るため 58 年４月に亀岡市立大成中学校として分離開

校した。 

 亀岡市で、７番目の中学校開校となった校名の由来は、64

点の応募作品の中から選考委員会で検討された結果、校区の

大井、千代川小学校の旧名が「成基」と「集成」校であった

ことから「成」には由緒があり、人格の大成をめざす教育の

場にふさわしいことから、「大成」と決定した。 

 校舎は、広くゆったりとしていて正面のピロテイ、中庭等、

生活・学習環境に配慮された設計となっている。 

  平成元年３月に米国オクラホマ州スティルウォーター市

ミドルスクールと姉妹校盟約を締結し、その後、平成２年及

び４年度に生徒、教師を中心に相互に派遣し交流を進め、現

在に至っている。  

  校下の概要  

  本校は、千代川小学校区全域と大井小学校区の約３分の

２を含む地域にある。ＪＲ千代川駅及び並河駅を中心に山

陰線と国道９号線に沿った地域が市街化区域となってい

る。 

 地域の教育に対する関心度は高く、ほとんどが高校へ進

学する。交通の便が良いこともあって、亀岡市以外の高校進

学希望者も多い。 

 ＰＴＡ活動や自治会を中心とした地域活動も活発で地域

の連帯感の醸成や青少年の健全育成に向けて精力的に取り

組んでいる。 

亀岡市高野林小林土地整理区画事業（H29・8 月～）によ

り、学校北側に新たな住宅地ができ、それに付随して国道 9

号線に新たな商業施設等が開店するなど、地域の状況も変

わりつつある。 

 

S58 60 H2 7 12 17 22 27 28 29 30 R1 2 3 4 5 6 7

女子 184 207 218 198 185 148 187 184 172 169 159 165 163 180 181 197 180 175

男子 204 228 243 209 205 153 202 201 217 201 196 182 183 182 203 212 202 188

0

100

200

300

400

500

生
徒
数

生徒数推移

女子

男子

年度

（人）

― 84 ―



詳徳中学校 

  

  

 沿   革  

昭和 60． 4 東輝中学校過密解消のため、新設中学校の校

   名を亀岡市立詳徳中学校と決定 

    6 文部省より亀岡市立詳徳中学校の新設認可 

  7 用地造成工事着工 

 61． 1 校章決定 

  4 亀岡市立詳徳中学校開校 

  6 校舎建築第二期工事着工 

  11 校舎建築第二期工事完成 

  12 亀岡市立詳徳中学校竣工式 

平成 2． 4 校区変更（国道９号線以北及び王子につい

   ても詳徳中学校区に変更） 

   障害児学級新設 

   京都府教育委員会、亀岡市教育委員会指定『道

   徳教育』研究推進校（～３年度） 

  5 第三期工事着工 

  12 第三期工事完成 

 4． 1 『道徳教育』研究推進校実践研究発表 

 7．11 亀岡市立詳徳中学校開校 10 周年記念式典 

 8．11 ＰＴＡ文部大臣表彰受賞 

 9．12 第 46 回近畿及び第５回全国駅伝大会出場 

10．12 第 47 回近畿及び第６回全国駅伝大会出場 

（近畿大会準優勝、全国大会第３位） 

   12． 4 京都府教育委員会、亀岡市教育委員会指定『地域

      ふれあい体験活動』推進事業研究推進校 

 

 

 15． 4 京都府教育委員会、亀岡市教育委員会指定『京

   の子ども・夢・未来プラン 21（道徳）』研   

 究推進校 

 16．11 『京の子ども・夢・未来プラン 21』研究推 

    進校実践研究発表（地元の小・中学校及び   

全国から計 120 名超の参加) 

 19． 4 文部科学省『ｷｬﾘｱ教育実践ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ』指定校 

 21． 4 文部科学省『人権教育総合推進地域事業』

      指定校（～23 年度） 

 23．11 文部科学省『人権教育総合推進地域事業』 

   研究発表 

 27．11 亀岡市立詳徳中学校開校 30 周年記念式典 

 29． 9 全教室に空調設備設置完了 

令和元． 10 トイレ大規模改修完了（校舎内、外トイレ等） 

 2． 4 校区再編（学校規模適正化により新たに安詳 

小校区の全域が詳徳中校区に再編） 

 3． 4 亀岡市教育委員会「魅力と特色ある学校づく 

  り推進事業」（～6 年度） 

 5． 4 京都府教育委員会指定「不登校児童生徒支援 

      システム構築事業」実践校区（～7 年度） 

 

  歴代校長  

（以前は 歴代校 長一覧 に別 掲）  

 11 代 海老原 睦  平成 26．4 ～   30．3 

 12 代 原田 正己     30．4 ～ 令和 3. 3 

13 代 川口 研一      3. 4 ～    7. 3 

14 代 國府 美幸     7. 4 ～    現在 
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ＴＥＬ 0771-23-9393 ＦＡＸ 0771-23-9379 
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  本校の特色  

 本校は、東輝中学校が人口増加に伴い過密状態となったた

め、学校規模の適正化を図る目的で分離され、昭和 61 年４

月、亀岡市８番目の中学校として開校、以来 40 年目を迎え

た学校である。令和２年度の学校規模適正化による校区再編

で、生徒数は各学年３学級規模から５学級規模に増加した。 

 豊かな生活空間・教室空間としての教室と同じ大きさの多

目的スペース、屋外教室的要素を持った中庭と、そのスペー

スと一体となっている吹き抜け廊下など、生徒間・教師との

ふれあい・語らいの場として、多様な学習や、豊かな心を育

てふれあいを広げるよう考慮した近代的な施設の中で、学

習・部活動に日々努力をしている。令和７年度は「人権を尊

び、豊かな心をもった生徒の育成」～活力・学力・道徳～を

学校教育目標とし、 

1. 生徒指導の充実          

2. 学力の充実・向上 

3. 人権教育の一層の推進 

4. 特別支援教育の充実 

5. 道徳教育の一層の充実 

6. 生徒活動の充実 

を重点課題として「チーム詳徳中」を合い言葉に、職員一丸

となって学校教育を推進している。 

 

 

   校下の概要  

  本校の校区は、亀岡市東部の国道９号線以北の地域であ

る。ここは、かつて篠村といわれた地域を中心に、新しく

開発された住宅地を含む形で構成されている。旧篠村の地

域は、京都と丹波地方を結ぶ交通の要衝でもあり、古代の

窯跡や足利尊氏の挙兵で名高い篠村八幡宮など歴史的な遺

構も数多く存在する。このような中で、地域住民の郷土に

対する誇りや思いは深いものがある。 

 近年は新興住宅地の発展による人口増加により、旧村か

らの住民の割合は減少しており、住民の意識も多様化して

いる。しかし、教育に対する関心は新旧住民を問わず高く、

本校もその期待に応えるべく、校区の小学校と連携しなが

ら教育活動を推進している。 

  進路に関しては、国道９号線に面し、鉄道を利用すれば

校区にあるＪＲ馬堀駅から京都市内へも 10 分前後と極め

て短時間で通学可能なため、公立私立を問わず亀岡市外へ

の進学者も多い。 

  豊かな環境と伝統文化の中で育まれてきた子どもたちの

健全な成長を願い、学校・保護者・地域が協力して教育活

動に取り組んでいる。 

 

 

 

 

 

S61 H2 7 12 17 22 27 28 29 30 R1 2 3 4 5 6 7

女子 258 300 273 207 151 159 154 157 143 137 139 160 184 209 246 245 229

男子 270 311 272 185 158 146 171 162 162 156 149 194 236 274 263 252 281
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亀岡川東学園 

 

  沿   革  

 

平成 20． 5 川東小・高田中学校運営協議会発足 

 21． 8 亀岡市小中一貫教育研究会設置 

 21． 9 第１回小中合同体育祭を開催 

 25． 7 施設一体型小中 一 貫校校舎 建築の ための  

第１期工 事起工 式  

高田中学校グラウンドに新校舎ホームルーム棟 

  の建築開始 

 26． 3 第１期工事終了 新校舎ホームルーム棟完成 

 26． 4 施設一体型小中一貫校の愛称が「亀岡川東学 

       園」に決定 

 26． 5 高田中学校が新校舎に移転 

 26． 7 第２期工事開始 

       高田中学校旧校舎の解体工事開始 

 26． 9 高田中学校旧校舎の解体工事完了 

       高田中学校旧校舎跡地に新校舎特別教室棟の建築開始 

 27． 4 施設一体型小中一貫校「亀岡川東学園」開校 

 27．11 第２期工事終了 新管理棟完成 

川東小学校が新校舎に移転 

第３期工事開始 

川東小学校旧校舎の解体工事開始 

 28．10 第３期工事終了  グランド・体育館の完成 

竣工式 

 29． 4 亀岡市立亀岡川東学園《義務教育学校》開校 

 30． 4 京都府教育委員会「体育指導力向上指定校」 

 令和 5． 6 京都丹波の教育推進事業「なんたん学びモデル推進校」 

 7． 2 全国健康づくり推 進 学校優良 校  表 彰  

 

 歴代校長  

 

初代 川勝 哲也    平成27. 4  ～    30. 3 

2代 中村 忠孝      30. 4  ～ 令和 2. 3 

3代 飛田 義弘       2. 4  ～    7. 3 

4代 今西 庸介       7. 4  ～    現 在 

 

  学校教育目標  

 

義務教育 9 年間を通して、 

ふるさと川東を愛する心と未来を創造する力を育成する。 

 

  めざす児童生徒像  

 

「夢と希望をもち、可能性に挑戦し続ける川東の子」 

１ 互いを認め合い、仲間とともに伸びる児童生徒 

２ 自ら目標をもち、意欲的・主体的に学び、考える児童

生徒 

３ 心身を鍛え、生活を律することができる児童生徒 

 

  めざす学校像  

 

「地域とともに歩み、その中で自分に自信を持って生きて

いく児童生徒を育成する学校」 

１ 将来に生きる力を育む学校 

２ 絆を大切にする学校 

３ 安心安全な学校 
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 本校の特色  

 

本校は義務教育学校として開校し９年目となり、令和８

年には開校 10 周年という節目を迎える。全校児童生徒 270

名(前期課程 179 名、後期課程 91 名)、学級数 15 学級(特別

支援学級５学級を含む)の中規模校である。義務教育９年間

を通して、「豊かな学びの創造と確かな学力の育成」「豊

かな人間性の育成と多様性の尊重」「小中一貫教育のさら

なる充実」の３点を重点目標とし、これまで川東小学校、

高田中学校がこの地で果たしてきた大きな役割と長い歴史

の中で築き上げてきた伝統を継承発展させ、９年間の生活

面・学習面の連続性を重視した教育活動の充実を図ってい

る。 

本校は令和６年度から本格的にカリキュラムを工夫し

「ステージ制」(１st ステージを１～４年生、２nd ステー

ジを５～７年生、３rd ステージを８・９年生)で学習･活動

をしている。 

下の図にもあるように１st から３rd まで系統立てた「話

す･聞く名人」の設定をし教職員も児童生徒も意識してい

る。２nd と３rd ではプレゼンする力を伸ばしていけるよう

に外部講師に来ていただき「プレゼン力」を技術面･内容面

ともに向上させた。それに加え、２nd では、「探究教室」

に取り組み、地域と連携をしている。 

各教科の学習指導については、１年生から一部教科担任

制を導入して指導している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

また、義務教育学校の利点を活かし、英語教育に力を入

れている。１・２年生では「英語活動」、３年生から「英

語」を学習し、後期課程英語科へ効果的に接続できるよう

系統立てて実践している。 

 

  校区の概要  

 

 亀岡盆 地の中 央を流 れる 桂川の左 岸に位 置し、 学

校の東に は牛松 山、さ らに その奥に は愛宕 山がそ び

えている 。  

 校区は 、馬路 町・旭 町・ 千歳町・ 河原林 町の４ 町

からなり 、川東 地域と 呼ば れている 。この 地域の 呼

び名が、 本校の 愛称の 由来 となって いる。  

 校区には、「徒然草の二百三十六段(狛犬のお話)」

で有名な 「出雲 大神宮 」「 国の史跡 に指定 されて い

る前方後 円墳  千歳車 塚古 墳」「春 には大 変多く の

人たちが 訪れる 桜の名 所  七谷川」 市の新 たなシ ン

ボルとな る市の 草花に 制定 された「 オニバ ス  平 の

沢池」市 の鳥に 制定さ れた 「コウノ トリ  平の沢

池」など 名所・ 旧跡も 多く 、自然環 境に恵 まれた 田

園地帯で ある。  

 名産品 は、「 この地 域で しか育た ない馬 路大納 言

小豆」が ある。  

 

 

 

  

 

前期後期 前期後期 前期後期 前期後期 前期後期 前期後期 前期後期 前期後期 前期後期

H29 30 R1 2 3 4 5 6 7

女子 84 42 91 40 97 39 95 47 98 47 100 47 100 45 92 48 98 50

男子 76 51 74 46 75 43 82 37 81 38 83 34 82 39 83 33 81 41
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育親学園

沿 革

令和 2．10 令和 2 年度 第 1 回育親中学校ブロック協議会

令和 3．11 亀岡市西部自治会連合会（西部４町自治会長）

      から市長・教育長に４校統合の要望書提出

令和 3．12 令和 3 年度 第 1 回育親中学校ブロック協議会

令和 4． 1 令和 3 年度 第 2 回育親中学校ブロック協議会

令和 4． 3 令和 3 年度 第 3 回育親中学校ブロック協議会

令和 4． 4 令和 4 年度 第 1 回育親中学校ブロック協議会

令和 4． 6 令和 4 年度 第 2 回育親中学校ブロック協議会

令和 4． 8 令和 4 年度 第 3 回育親中学校ブロック協議会

令和 4．10 令和 4 年度 第 4 回育親中学校ブロック協議会

令和 5． 1 令和 4 年度 第 5 回育親中学校ブロック協議会

令和 5． 3 令和 4 年度 第 6 回育親中学校ブロック協議会

令和 5． 7 令和 5 年度 第 1 回育親中学校ブロック協議会

令和 5．10 令和 5 年度 第 2 回育親中学校ブロック協議会

令和 6． 1 第 1 回西部 4 校交流事業

令和 6． 2 第 2 回西部 4 校交流事業

令和 6． 3 令和 5 年度 第 3 回育親中学校ブロック協議会

      青野小・畑野小・本梅小・育親中 閉校

令和 6． 4 義務教育学校 亀岡市立育親学園 開校

      始業式 7 年生開始式 開校式

      第 1 回入学式

令和 6．12 ９年生「育親提言」

令和 7． 2 １～８年生「ふるさと科発表会」

令和 7． 3 第１回卒業証書授与式

      ６年生修了式

      新校舎建設工事開始（R9 完成予定）

令和 7． 4 ７年生開始式

      第２回入学式

歴代校長

初代 久保 日出樹 R 6. 4  ～   現在

  本校の教育目標

１ 育親学園コンセプト

  【きょう  しん   そう  いく】

「ふるさとをいつくしむ豊かな心と

未来を創造する力を育む学園」

２ 学校教育目標

「ふるさとに誇りを持ち 心豊かに

未来を創造する 児童生徒の育成」

３ 目指す子ども像

「夢を持ち 心豊かに たくましく」

・主体的に学び 未来に向けて 挑戦し続ける 子ども(知)

・自他を尊重し 仲間とともに 成長し合う 子ども(徳)

・心身をたくましくきたえ 粘り強く活動する 子ども(体)
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https://www.city.kameoka.kyoto.jp/site/giku/
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 本校の特色  

令和６年４月、本梅小学校、畑野小学校、青野小学校、

育親中学校の４校が統合し、小中一貫教育を行う義務教育

学校として、亀岡市立育親学園が開校した。これは、令和

３年度に本梅町、畑野町、宮前町、東本梅町の４自治会が

協働し、４校統合の要望書を亀岡市と亀岡市教育委員会に

提出したところに端を発す。また、これまで西部４校は

「西部は一つ」のスローガンのもと、小中連携教育を推進

してきた。地域や保護者の願い、これまでの教育実践が結

実し、育親学園は開校した。 

育親学園のコンセプトは、「郷（きょう）親（しん）創

（そう）育（いく）～ふるさとをいつくしむ豊かな心と未

来を創造する力を育む学園～」である。これはまさに、こ

の西部地域の未来を担う子ども達の学び舎として、新しい

学校づくりに挑戦することを意味している。ここでは、本

校の取組の一端を紹介したい。 

本校の一丁目一番地の取組に「ふるさと科」がある。

「ふるさと科」は、１年生～９年生までの全ての学年が、

地域の教材や人材から学び、体験的な活動や探求的な学び

を通して、地域の未来を創造する力を育成することをねら

いとしている。ファーストステージ（１～４年）は、「地

域を知ろう」セカンドステージ（５～７年）は、「地域と

つながろう」サードステージ（８～９年）は、「地域につ

いて考えよう」をテーマとしている。 

今年度の９年生は、「未来の森プロジェクト」と題し、

学校周辺の森・里山づくりを進めている。木育を推進して

いる NPO 才の木や亀岡市で木製商品の開発を行っている方

からの講話を通して、生徒から木を使ったクラフト体験や

育苗活動、森フェス等のアイディアが出てきた。しかし、

これらの活動には、費用が必要である。そこで生徒達は、

育親学園版クラウドファンディングに挑戦した。「未来の

森プロジェクト」に賛同していただける方々に、育親学園

のタオルやマグカップ、Ｔシャツなどを販売し、協賛金を

得る取組だ。保護者や西部４町自治会に協力依頼をしたと

ころ、予定をしていた２倍以上の売り上げがあった。 

これらの PR 活動として、子ども達はプレゼンテーショ

ンやポップを公開している。いずれも地域限定としている

が、子ども達のアイディアからスタートし、実践を通し

て、フィードバックを得る貴重な経験を積むことができ

た。 

 

また、８年生はピザづくり、セカンドステージ（５～７

年）はオーガニック米栽培、ファーストステージ（１～４

年）は、野菜作りや工場見学、自然体験活動等、ふるさと

の人材や教材を活かした多様な学びが、地域の協力のもと

で実現している。 

現在、育親学園ではグラウンド部分に新校舎を建設して

いる。令和７年９月現在、基礎工事が終わる段階に進ん

だ。開校２年目、新校舎建設同様に、新しい学校づくりも

大切な局面に入っている。義務教育課程９年間を担う学校

として、育親学園で学んだ子ども達が、地域から学び、地

域の未来を創造する力となる。そんな新しい学校づくりに

挑戦していきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  校区の概要  

 

亀岡市西 部に位 置し、 校区 は、本梅 町、畑 野町、

宮前町、 東本梅 町から なっ ている。 北に南 丹市、 西

に大阪府 能勢町 と隣接 して おり、国 道 372 号線や

（通称： 山陰街 道） 477 号線が走っ ている 。人口 は約

4,500 人で、亀岡市 域の約 25％の面積を占 めてい

る。  

半国山を 背景に したの どか な田園風 景が広 がる地

域で、豊 かな自 然と澄 んだ 水、美味 しい米 や野菜 が

特徴であ る。ま た、豊 かな 自然環境 を生か し、亀 岡

型自然保 育を行 うこど も園 が２園あ る。本 校と２ 園

は、「ふ るさと 保育か らふ るさと科 へ」を テーマ

に、連携 事業を 実施し てい る。  

また、地 域の教 育に対 する 関心が高 く、協 力的で

ある。ま た、各 町の自 治会 行事が盛 んに行 われ、 子

ども達の 健全育 成や町 民の 繋がりづ くりが 盛んに 行

われてい る。  

 

前期 後期 前期 後期

R6 7

女子 49 38 46 40

男子 78 29 70 33
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学校として、亀岡市立育親学園が開校した。これは、令和

３年度に本梅町、畑野町、宮前町、東本梅町の４自治会が

協働し、４校統合の要望書を亀岡市と亀岡市教育委員会に

提出したところに端を発す。また、これまで西部４校は

「西部は一つ」のスローガンのもと、小中連携教育を推進

してきた。地域や保護者の願い、これまでの教育実践が結

実し、育親学園は開校した。 

育親学園のコンセプトは、「郷（きょう）親（しん）創
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の西部地域の未来を担う子ども達の学び舎として、新しい

学校づくりに挑戦することを意味している。ここでは、本
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を通して、地域の未来を創造する力を育成することをねら
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からの講話を通して、生徒から木を使ったクラフト体験や

育苗活動、森フェス等のアイディアが出てきた。しかし、

これらの活動には、費用が必要である。そこで生徒達は、

育親学園版クラウドファンディングに挑戦した。「未来の

森プロジェクト」に賛同していただける方々に、育親学園

のタオルやマグカップ、Ｔシャツなどを販売し、協賛金を

得る取組だ。保護者や西部４町自治会に協力依頼をしたと

ころ、予定をしていた２倍以上の売り上げがあった。 

これらの PR 活動として、子ども達はプレゼンテーショ

ンやポップを公開している。いずれも地域限定としている

が、子ども達のアイディアからスタートし、実践を通し

て、フィードバックを得る貴重な経験を積むことができ
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（通称： 山陰街 道） 477 号線が走っ ている 。人口 は約
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域で、豊 かな自 然と澄 んだ 水、美味 しい米 や野菜 が

特徴であ る。ま た、豊 かな 自然環境 を生か し、亀 岡
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また、地 域の教 育に対 する 関心が高 く、協 力的で

ある。ま た、各 町の自 治会 行事が盛 んに行 われ、 子
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亀岡市立亀岡こども園 

 

  

 沿   革  

 

令和 7.4 幼保連携型認定こども園として開園 

給食提供開始 

満３歳児クラス設置 

        岩﨑こず恵初代園長就任 

     園内にかめおか乳幼児教育センター開設 

 

  本園の特色  

 本園は、亀岡市の公立幼稚園が培ってきた幼児教育の研

究や実践を土台に、幼稚園と保育所の機能が一体となった

幼保連携型認定こども園として令和７年４月に開園した。 

引き続き、いろいろな遊びや体験を通して、心豊かで意欲

のある子どもの育成に重点をおいている。地域の豊かな自

然環境をいかし、動植物の飼育栽培や園外指導を取り入れ

たり、秋祭りや七福神巡り等の文化にふれたりと、五感を

とおした直接体験を大切にしているとともに、様々な人と

のかかわりをもつ中で、豊かな感性や何事にも主体的にか

かわろうとする力、人とかかわる力をもつ子どもに育てる

ことをめざしている。 

また、地域の人たちや校種間の連携を大切にしながら、

地域に根ざしたこども園づくりを進めている。 

 

 

  地域の概要  

亀岡市の西北部に位置し、住宅地ではあるが周りは田畑

に囲まれ、四季折々の自然の変化が感じられる等自然環境

に恵まれている。周辺には新興住宅地が広がる。 

園児は、亀岡市全域から通園している。 
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所在地 〒621‐0013 亀岡市大井町並河検見ケ上７ 

ＴＥＬ 0771-25-1422 ＦＡＸ 0771-25-1312 

URL：https://www.city.kameoka.kyoto.jp/soshiki/28/4021.html 
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歴代校長 一覧【初代～平成 26 年度（平成 27 年度在職者を除く）】 

亀岡小学校 安詳小学校 東別院小学校 

初代 原 田   實 M 31.9 ～ 36.3 初代 井 内  義 一 M 6.6 ～ 45.7 初代 坂 部  定 民 不  詳 

2 代 淺井 栄次郎 M 36.4～ T10.3 2 代 木 村  作 次 M 45.7 ～ S5.3 2 代 沖  牧 太 郎 不  詳 

3 代 桂  信 次 郎 T 10.4～  15.6 3 代 的 場  正 三 S 5.3 ～ 5.7 3 代 荒木 門次郎 M 34.4 ～ 42.3 

4 代 淺 田  信 夫 T 15.7 ～ S17.3 4 代 岡 本  一 平 S 5.7 ～ 7.3 4 代 木村 繁太郎 M 42.3 ～ 42.3 

5 代 今 西  誠 一 S 17.4 ～ 19.3 5 代 田 中  太 吉 S 7.3 ～ 9.3 5 代 桂  丑 之 助 M 44.3 ～ T6.3 

6 代 大 槻  正 美 S 19.4 ～ 24.3 6 代 奥 谷  愿 正 S 9.3 ～ 11.3 6 代 谷口 幸太郎 T 6.3 ～ 7.3 

7 代 宮 内  芳 樹 S 24.4 ～ 28.3 7 代 位 田  七 松 S 11.3 ～ 14.6 7 代 法貴 百太郎 T 7.3 ～ 9.4 

8 代 森   成 一 S 28.4 ～ 32.3 8 代 逢 坂  米 吉 S 14.6 ～ 16.3 8 代 中 島  元 晴 T 9.5 ～ 12.6 

9 代 三 觜  弘 治 S 32.4 ～ 36.3 9 代 小早川 要吉 S 16.3 ～ 20.4 9 代 堀 江  宮 吉 T 12.7 ～ 14.3 

10 代 上 嶋  俊 一 S 36.4 ～ 40.3 10 代 八 木  玄 夫 S 20.4 ～ 22.4 10 代 加賀山 大信 T 14.3 ～ S5.3 

11 代 九里 福三郎 S 40.4 ～ 41.3 11 代 数 井  太 郎 S 22.5 ～ 28.8 11 代 人 見  顕 一 S 5.3 ～ 9.7 

12 代 平 井   有 S 41.4 ～ 43.3 12 代 服 部   昇 S 28.9 ～ 37.3 12 代 小林 佐太郎 S 9.8 ～ 11.3 

13 代 南 川  昇 一 S 43.4 ～ 43.5 13 代 清水 治一郎 S 37.4 ～ 40.3 13 代 野 田  彰 S 11.3 ～ 12.3 

14 代 西 田   弘 S 43.5 ～ 49.3 14 代 中 川  春 治 S 40.4 ～ 42.3 14 代 六島 藤太郎 S 12.3 ～ 15.3 

15 代 井 上  貞 三 S 49.4 ～ 52.3 15 代 笠 井  武 夫 S 42.4 ～ 45.3 15 代 石 井   実 S 15.3 ～ 18.3 

16 代 勝 山  幸 夫 S 52.4 ～ 55.3 16 代 並 河  博 弥 S 45.4 ～ 47.3 16 代 古 畑   司 S 18.3 ～ 21.3 

17 代 岩 崎  平 馬 S 55.4 ～ 59.3 17 代 中 島  一 夫 S 47.4 ～ 50.3 17 代 斉 田  義 雄      S 21.1 ～ 21.3 

18 代 藤 村  一 夫 S 60.4 ～ 60.3 18 代 上 原  弘 一 S 50.4 ～ 56.3 18 代 中 島  秀 雄      S 21.3 ～ 22.4 

19 代 藤 馬  行 雄 S 60.4 ～ 63.3 19 代 真 里 谷  勇 S 56.4 ～ 58.3 19 代 服 部   昇      S 22.5 ～ 28.9 

20 代 北 村  保 夫 S 63.4 ～ H3.3 20 代 人 見  虎 雄 S 58.4 ～ 61.3 20 代 九里 福三郎 S 28.9 ～ 29.12 

21 代 山 口   保 H 3.4 ～ 5.3 21 代 青木 正一郎 S 61.4 ～ H6.3 21 代 岡  日 出 王 S29.12～ 33.3 

22 代 伊 藤  裕 健 H 5.4 ～ 7.3 22 代 廣 瀬  義 直 H 6.4 ～ 12.3 22 代 岸   兼 愛      S 33.4 ～ 34.3 

23 代 日下部 耕三 H 7.4 ～ 12.3 23 代 日下部 耕三 H 12.4 ～ 17.3 23 代 南 川  昇 一      S 34.4 ～ 37.3 

24 代 糸 井  利 則 H 12.4 ～ 16.3 24 代 竹 岡   敏 H 17.4 ～ 21.3 24 代 水 谷  郁 二      S 37.4 ～ 41.3 

25 代 廣 瀬  義 直 H 16.4 ～ 21.3 25 代 兒 嶌  俊 見 H 21.4 ～ 23.3 25 代 荒 木  泰 二      S 41.4 ～ 44.3 

26 代 大 内  常 雄 H 21.4 ～ 23.3 26 代 湯 浅  吉 則 H 23.4 ～ 25.3 26 代 福 岡  季 夫      S 44.4 ～ 46.3 

27 代 法 貴  雅 男 H 23.4 ～ 25.3    27 代 山脇 八寿男      S 46.4 ～ 50.3 

      28 代 広 瀬  良 雄      S 50.4 ～ 53.3 

      29 代 和 田   学      S 53.4 ～ 55.3 

      30 代 原 田  忠 雄      S 55.4 ～ 57.3 

      31 代 河 村   宏      S 57.4 ～ 58.6 

      32 代 中 村  淑 子      S 58.4 ～ 61.3 

      33 代 日下部 九州男      S 61.4 ～ H3.3 

      34 代 吉 田  寛 治      H 3.4 ～ 8.3 

      35 代 塩 見  正 子            H 8.4 ～ 10.3 

      36 代 福 田  和 夫      H 10.4 ～ 13.3 

      37 代 小 牧  和 彦      H 13.4 ～ 17.3 

      38 代 島津 貴子雄  H 17.4 ～ 23.3 

      39 代 山 内  健 司 H 23.4 ～ 25.3 
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歴代校長 一覧【初代～平成 26 年度（平成 27 年度在職者を除く）】 

西別院小学校 曽我部小学校 吉川小学校 

初代 荒木 門次郎 M 25.6 ～ 34.4 初代 山 本  安 恭 M 22.7～ T3.3 初代 柴 田  勝 良 M 15.5 ～ 16.2 

2 代 岡 本  清 蔵 M 34.4 ～ 35.7 2 代 二階 堂光尚 T 3.4 ～ S13.8 2 代 太 田  敬 之 M 16.2 ～ 20.2 

3 代 大石 泰治郎 M 35.7 ～ 36.3 3 代 並河 平太郎 S 13.9 ～ 17.3 3 代 川 端  棐 常 M 20.2 ～ 24.4 

4 代 畑  愛之 助 M 36.4 ～ 41.3 4 代 井 木 治 郎 兵 S 17.4 ～ 22.5 4 代 佐々木 秀敏 M 24.4 ～ 24.5 

5 代 谷口 幸太郎 M 41.4 ～ T6.3 5 代 横 川  弘 男      S 22.5 ～ 25.3 5 代 岡崎 慶太郎 M 24.5 ～ 26.5 

6 代 桂  丑之 助 T 6.4 ～ 7.3 6 代 上 嶋  俊 一      S 25.4 ～ 33.3 6 代 長 谷  藤 太 M 26.5 ～ 33.4 

7 代 谷口 幸太郎 T 7.4 ～ 11.3 7 代 中 島  秀 雄      S 33.4 ～ 42.3 7 代 村田 富次郎 M 33.4 ～ 36.3 

8 代 湯 浅  文 次      T 11.4 ～ S3.3 8 代 井 上  貞 三      S 42.4 ～ 48.3 8 代 川勝 清之助 M 36.4 ～ 37.12 

9 代 中 島  元 晴      S 3.4 ～ 5.3 9 代 福 岡  季 夫      S 48.4 ～ 52.3 9 代 渡 辺  敬 方 M 38.1 ～ 43.3 

10 代 並河 平太郎 S 5.4 ～ 11.3 10 代 岸 根  政 市      S 52.4 ～ 56.3 10 代 竹岡 惣太郎 M 43.4 ～ T3.3 

11 代 麻田 文左衛門 S 11.4 ～ 13.3 11 代 上 原  弘 一      S 56.4 ～ 57.3 11 代 竹 岡  彦 市 T 3.4 ～ 9.3 

12 代 江 見  折 之 S 13.4 ～ 16.3 12 代 原 田  忠 雄      S 57.4 ～ 61.5 12 代 並川 八十二 T 9.3 ～ 12.3 

13 代 岡 本  保 郎      S 16.4 ～ 20.3 13 代 北 村  保 夫      S 61.4 ～ 63.3 13 代 寺町 彦太郎 T 12.3 ～ 12.7 

14 代 法 貴  周 男      S 20.5 ～ 21.3 14 代 飯 田  高 子      S 63.4 ～ H6.3 14 代 中 島  元 晴 T 12.7 ～ 13.3 

15 代 永 田  九 一 S 21.4 ～ 22.3 15 代 竹 岡   敏      H 6.4 ～ 8.3 15 代 川勝 正太郎 T 13.3 ～ 15.3 

16 代 八 木  岩 男      S 22.4 ～ 24.3 16 代 杉 崎  六 男      H 8.4 ～ 11.3 16 代 山 口  雅 一 T 15.3 ～ S5.7 

17 代 遠 山  泰 次      S 24.4 ～ 29.3 17 代 稲 本  高 士      H 11.4 ～ 13.3 17 代 水 谷  隆 吉 S 5.7 ～ 8.3 

18 代 稲 原  幸 貢      S 29.4 ～ 30.5 18 代 児 嶋  俊 見      H 13.4 ～ 14.3 18 代 明 田  恵 二 S 8.3 ～ 13.3 

19 代 南 川  昇 一      S 30.5 ～ 34.3 19 代 八 木  正 博      H 14.4 ～ 17.3 19 代 王 子  貞 一 S 13.3 ～ 20.3 

20 代 塩 田  定 夫      S 34.4 ～ 38.3 20 代 塚本 綏佳子      H 17.4 ～ 19.3 20 代 服 部   昇 S20.10～ 22.5 

21 代 関    実 S 38.4 ～ 39.8 21 代 塩 見  正 子 H 19.4 ～ 21.3 21 代 永田 九一郎 S 22.5 ～ 24.3 

22 代 西 田   弘      S 39.9 ～ 42.3 22 代 中 川  巻 信 H 21.4 ～ 23.3 22 代 今 西  喜 市 S 24.3 ～ 26.3 

23 代 竹 岡  隼 太      S 42.4 ～ 45.3 23 代 大西 美惠子 H 23.4 ～ 25.3 23 代 平 井   有 S 26.4 ～ 29.3 

24 代 長 沢  竜 一      S 45.4 ～ 49.3    24 代 清水 治一郎 S 29.4 ～ 32.3 

25 代 岸 根  政 市      S 49.4 ～ 50.3    25 代 桂  倉 之 助 S 32.4 ～ 36.3 

26 代 松 井   明      S 50.4 ～ 52.3    26 代 笠 井  武 夫 S 36.4 ～ 39.3 

27 代 鹿 田  勝 己      S 52.4 ～ 54.3    27 代 岡  日 出 男 S 39.4 ～ 42.3 

28 代 今 西   新      S 54.4 ～ 56.3    28 代 並 川   勇 S 42.4 ～ 43.9 

29 代 畑   保 夫      S 56.4 ～ 57.3    29 代 川 勝  瀬 平 S 43.9 ～ 47.3 

30 代 藤 原  隆 哉      S 57.4 ～ 59.3    30 代 山 田  蔵 太 S 47.4 ～ 50.3 

31 代 中 野  幸 次      S 59.4 ～ 63.3    31 代 山脇 八寿男 S 50.4 ～ 53.3 

32 代 山 崎   博      S 63.4 ～ H2.3    32 代 赤 松  純 明 S 53.4 ～ 57.3 

33 代 中 井   優      H 2.4 ～ 3.3    33 代 稲 荷  真 一 S 57.4 ～ 59.3 

34 代 上 島   緑 H 3.4 ～ 5.3    34 代 中 西  二 郎 S 59.4 ～ 61.3 

35 代 川 勝  規 弘      H 5.4 ～ 7.3    35 代 山 崎  隆 通 S 61.4 ～ H 元.3 

36 代 小 森  久 司      H 7.4 ～ 9.3    36 代 光 永   進 H 元.4 ～ 3.3 

37 代 野 々 村 厚      H 9.4 ～ 12.3    37 代 木 津  嘉 治 H 3.4 ～ 4.3 

38 代 山 田  廣 道      H 12.4 ～ 15.3    38 代 高 屋  文 子 H 4.4 ～ 9.3 

39 代 法 貴  鋭 子      H 15.4 ～ 19.3    39 代 松 村  雅 子 H 9.4 ～ 13.3 

40 代 北 村  友 子 H 19.4 ～ 20.3    40 代 森 永  正 幸 H 13.4 ～ 15.3 

41 代 潮 田  正 美 H 20.4 ～ 22.3    41 代 山 田  廣 道 H 15.4 ～ 19.3 

42 代 山 田  昌 子 H 22.4 ～ 24.3    42 代 谷   勇 一 H 19.4 ～ 21.3 

      43 代 廣 瀬   仁 H 21.4 ～ 24.3 

      44 代 山 田  昌 子 H 24.4 ～ 26.3 
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歴代校長 一覧【初代～平成 26 年度（平成 27 年度在職者を除く）】 

薭田野小学校 大井小学校 千代川小学校 

初代 奥 平  広 成 M 6.1 ～ 14.10 初代 松 田  庸 祇      M 20.6 ～ 24.5 初代 八木 門次郎 M 16.4 ～ 23.12 

2 代 並 河   質 不  詳 2 代 磯 谷  光 利      M 24.5 ～ 28.4 2 代 朝日奈 泰造 M 24.4 ～ 24.10 

3 代 奥 村  正 次 〃 3 代 臼 田  早 造      M 28.4 ～ 30.11 3 代 山 田  忠 美 M24.10～ 31.3 

4 代 杉 浦  相 養      〃 4 代 稲 本  高 富      M 31.1 ～ 37.3 4 代 臼 田  早 造 M 31.4 ～ 35.6 

5 代 笠 原  靖 之      〃 5 代 小 川  常 三 M 28.4 ～ 38.9 5 代 和田 左市郎 M 35.7 ～ 39.9 

6 代 伏 原  有 文      〃 6 代 笠 原   順      M 31.9 ～ 43.12 6 代 福 岡  福 司 M 39.9 ～ T3.4 

7 代 大 川  隆 吉      M17.11～ 19.8 7 代 佐々木 米三郎 M43.12～ T6.3 7 代 蔣 池  季 尾 T 3.5 ～ 7.7 

8 代 笠 原   順      M19.10～ 21.9 8 代 大石 要之助 T 6.3 ～ 10.3 8 代 池上 忠三郎 T 7.9 ～ 12.3 

9 代 沢 井  俊 夫      M21.10～25.12 9 代 安 達  貞 次      T 10.3 ～ 15.3 9 代 並河 八十二 T 12.4 ～ S6.3 

10 代 加舎   稔      M 26.3 ～ 33.4 10 代 谷 村  正 治      T 15.4 ～ S5.7 10 代 森  宗太郎 S 6.4 ～ 8.3 

11 代 吉 川  真 澄      M 33.7 ～ 35.4 11 代 山 口  雅 一      S 5.7 ～ 13.3 11 代 田中 源太郎 S 8.4 ～ 11.3 

12 代 市 川  潔 亟      M 35.7 ～ 44.3 12 代 麻田 文左衛門 S 12.3 ～ 14.3 12 代 西田 常次郎 S 11.4 ～ 17.5 

13 代 蒋 池  季 尾            M 44.4 ～ T3.4 13 代 中原 甚太郎 S 14.3 ～ 21.4 13 代 中 島  徳 司 S 17.5 ～ 19.7 

14 代 福 岡  福 司            T 3.4 ～ 8.3 14 代 数 井  太 郎      S 21.4 ～ 22.4 14 代 梅原 理三郎 S 19.7 ～ 20.5 

15 代 湯 浅  文 次      T 8.3 ～ 10.3 15 代 大橋   茂      S 22.4 ～ 23.12 15 代 宮 内  芳 樹 S 20.5 ～ 22.5 

16 代 谷口 幸太郎      T 10.4 ～ 13.3 16 代 八木  玄夫      S 24.3 ～ 28.9 16 代 上 嶋  俊 一 S 22.5 ～ 25.3 

17 代 岡 本  一 平            T 13.4 ～ S5.7 17 代 中 川  春 治      S 28.9 ～ 32.3 17 代 今 西  義 雄 S 25.4 ～ 28.7 

18 代 谷 村  正 治            S 5.7 ～ 14.3 18 代 清水 治一郎 S 32.3 ～ 36.3 18 代 八 木  玄 夫 S 28.9 ～ 30.9 

19 代 山内 平一郎      S 14.4 ～ 17.3 19 代 蔭山  二郎      S 36.4 ～ 40.3 19 代 井 上  貞 三 S30.10～ 33.3 

20 代 小林 佐太郎      S 17.4 ～ 20.10 20 代 木村    實      S 40.4 ～ 44.3 20 代 広 野  武 一 S 33.4 ～ 37.3 

21 代 横 川  弘 男 S20.11～ 22.4 21 代 勝山  幸夫      S 44.4 ～ 47.3 21 代 岡  日出王 S 37.4 ～ 39.3 

22 代 井木 治郎兵 S 22.5 ～ 24.3 22 代 木村    實      S 47.4 ～ 49.4 22 代 平井    有 S 39.4 ～ 41.4 

23 代 法 貴  芳 夫             S 24.4 ～ 29.3 23 代 勝山  幸夫      S 49.4 ～ 52.3 23 代 小 沢  荘 市 S 41.4 ～ 44.3 

24 代 河 崎  市 郎             S 29.4 ～ 37.3 24 代 村上 常一郎 S 52.4 ～ 56.3 24 代 荒 木  泰 二 S 44.4 ～ 47.3 

25 代 南 川  昇 一                  S 37.4 ～ 43.3 25 代 山 内  政 美      S 56.4 ～ 59.3 25 代 川 勝  瀬 平 S 47.4 ～ 50.3 

26 代 今 西   克            S 43.4 ～ 50.3 26 代 片 山   登      S 59.4 ～ 62.3 26 代 山田  蔵太 S 50.4 ～ 53.3 

27 代 岸根  政市            S 50.4 ～ 52.3 27 代 堀 端   功      S 62.4 ～ 63.3 27 代 広 瀬  良 雄 S 53.4 ～ 57.3 

28 代 松 井   明            S 52.4 ～ 57.3 28 代 日 下 部  治      S 63.4 ～ H2.3 28 代 竹 内   昭 S 57.4 ～ 59.3 

29 代 広 瀬  国 男       S 57.4 ～ 59.3 29 代 山 脇  淑 子      H 2.4 ～ 8.3 29 代 田 中  健 也 S 59.4 ～ 60.3 

30 代 松 尾  政 男            S 59.4 ～ 60.3 30 代 小 寺   誠 H 8.4 ～ 11.3 30 代 福田  清司 S 60.4 ～ 62.3 

31 代 小 林   昭            S 60.4 ～ 63.3 31 代 宇野 紀美子 H 11.4 ～ 13.3 31 代 佐野    哲 S 62.4 ～ H3.3 

32 代 森    照雄            S 63.4 ～ H 元.3 32 代 竹 岡   敏 H 13.4 ～ 16.3 32 代 日下部 耕三 H ３.4 ～ 7.3 

33 代 高畑  明弘      H 元.4 ～ 4.3 33 代 大 内  常 雄 H 16.4 ～ 19.3 33 代 松 岡  憲 一 H 7.4 ～ 13.3 

34 代 野々口 哲也      H 4.4 ～ 7.3 34 代 関   吉 廣 H 19.4 ～ 24.3 34 代 稲本  高士 H 13.4 ～ 14.3 

35 代 糸井  利則      H 7.4 ～ 12.3 35 代 中 村  正 一 H 24.4 ～ 27.3 35 代 森    榮一 H 14.4 ～ 17.3 

36 代 廣 瀬  義 直 H 12.4 ～ 16.3    36 代 小林    進 H 17.4 ～ 23.3 

37 代 岩 井  三 義 H 16.4 ～ 20.3    37 代 八 木  正 博 H 23.4 ～ 25.3 

38 代 藤 村   武 H 20.4 ～ 24.3       

39 代 廣 瀬   仁 H 24.4 ～ 27.3       
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歴代校長 一覧【初代～平成 26 年度（平成 27 年度在職者を除く）】 

保津小学校 つつじケ丘小学校 城西小学校 

初代 村上 三千造 M 5.8 ～ 15.2 初代 竹 岡  隼 太 S 50.4 ～ 52.3 初代 西 田  昭 三 S 54.4 ～ 56.3 

2 代 柴 田  忠 克 M 15.3 ～ 20.3 2 代 川 勝   晋 S 52.4 ～ 55.3 2 代 鹿 田  勝 己 S 56.4 ～ 59.3 

3 代 岡 本  清 川 M 20.8 ～ 37.3 3 代 人 見  虎 雄 S 55.4 ～ 58.3 3 代 山 内  政 美 S 59.4 ～ 61.3 

4 代 渡辺 仙太郎 M 37.4 ～ 41.1 4 代 平 野   肇 S 58.4 ～ 60.3 4 代 山 内   亨 S 61.4 ～ H 元.4 

5 代 田 中  清 長 M 41.2 ～ 43.3 5 代 北 村  保 夫 S 60.4 ～ 61.3 5 代 石 川   久 H 元.4 ～ 3.3 

6 代 小川 常三郎 M 43.4 ～ T6.2 6 代 竹 内  好 一 S 61.4 ～ H 元.3 6 代 中 川  伸 子 H 3.4 ～ 6.3 

7 代 佐々木 米三郎 T 6.3 ～ 9.3 7 代 山 本   功 H 元.4 ～ 4.3 7 代 高畑  明弘 H 6.4 ～ 9.3 

8 代 竹 岡  彦 市 T 9.4 ～ 15.3 8 代 松 岡  憲 一 H 4.4 ～ 7.3 8 代 兒 嶋  俊 見 H 9.4 ～ 13.3 

9 代 上 村  数 馬 T 15.4 ～ S5.3 9 代 野々口 哲也 H 7.4 ～ 9.3 9 代 宇野 紀美子 H 13.4 ～ 15.3 

10 代 山 蔵  彦 美 S 5.4 ～ 11.3 10 代 清 水  孝 夫 H 9.4 ～ 12.3 10 代 谷 口  健 二 H 15.4 ～ 20.3 

11 代 小林 佐太郎 S 11.4 ～ 15.3 11 代 谷 口  健 二 H 12.4 ～ 15.3 11 代 日下部 安良 H 20.4 ～ 22.3 

12 代 六島 藤太郎 S 15.4 ～ 26.2 12 代 夘 滝   正 H 15.4 ～ 17.3 12 代 井 上   亨 H 22.4 ～ 24.3 

13 代 河 崎  市 郎 S 26.4 ～ 29.3 13 代 兒 嶋  俊 見 H 17.4 ～ 21.3 13 代 藤 村   武 H 24.4 ～ 27.3 

14 代 片 山  久 雄 S 29.4 ～ 34.3 14 代 加 藤  博 康 H 21.4 ～ 24.3    

15 代 遠 山  泰 次 S 34.4 ～ 37.3       

16 代 河原林 浩平 S 37.4 ～ 45.3       

17 代 並 河   勇 S 45.4 ～ 51.3       

18 代 進 士  三 郎 S 51.4 ～ 52.3       

19 代 岡 本  哲 夫 S 52.4 ～ 55.3       

20 代 廣 瀬  国 男 S 55.4 ～ 57.3       

21 代 畑   保 夫 S 57.4 ～ 59.3       

22 代 福 田  清 司 S 59.4 ～ 60.3       

23 代 原 澤   孝 S 60.4 ～ 63.3       

24 代 国 府   均 S 63.4 ～ H3.3       

25 代 入 江  賢 司 H 3.4 ～ 4.3       

26 代 宇野 紀美子 H 4.4 ～ 7.3       

27 代 竹 岡  裕 昭 H 7.4 ～ 10.3       

28 代 木 村  義 二 H 10.4 ～ 12.3       

29 代 大 内  常 雄 H 12.4 ～ 16.3       

30 代 関   吉 廣 H 16.4 ～ 19.3       

31 代 森 永  正 幸 H 19.4 ～ 23.3       

32 代 俣 野  弘 和 H 23.4 ～ 25.3       
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歴代校長 一覧【初代～平成 26 年度（平成 27 年度在職者を除く）】 

詳徳小学校 南つつじケ丘小学校 亀岡中学校 

初代 今 西   新 S 56.4 ～ 59.3 初代 山 内  孝 夫 S 63.4 ～ H3.3 初代 岩 崎  荘 次 S 22.5 ～ 29.10 

2 代 畑   保 夫 S 59.4 ～ 60.3 2 代 佐 野   哲 H 3.4 ～ 6.3 2 代 水 口   茂 S29.11～ 32.4 

3 代 平 野   肇 S 60.4 ～ 62.3 3 代 中 川  伸 子 H 6.4 ～ 8.3 3 代 片 岡  類 一 S 42.4 ～ 42.3 

4 代 西 垣  重 治 S 62.4 ～ H6.3 4 代 竹 岡   敏 H 8.4 ～ 13.4 4 代 田 中  正 雄 S 42.4 ～ 47.3 

5 代 夘 滝   正 H 6.4 ～ 9.3 5 代 小 寺   誠 H 13.4 ～ 16.3 5 代 並 河  博 彌 S 47.4 ～ 50.3 

6 代 松村  久雄 H 9.4 ～ 14.3 6 代 大嶋 源次郎 H 16.4 ～ 19.3 6 代 森   俊 雄 S 50.4 ～ 52.3 

7 代 山下 ひろ子 H 14.4 ～ 17.3 7 代 八 木  正 博 H 19.4 ～ 23.3 7 代 中 川  誠 一 S 52.4 ～ 57.3 

8 代 日下部 安良 H 17.4 ～ 20.3 8 代 末 永  礼 子 H 23.4 ～ 25.3 8 代 西 田  昭 三 S 57.4 ～ 63.3 

9 代 岩 井  三 義 H 20.4 ～ 24.3    9 代 大石 康一郎 S 63.4 ～ H5.3 

10 代 川 勝  哲 也 H 24.4 ～ 25.3    10 代 塩 見  昭 夫 H 5.4 ～ 7.3 

11 代 原   和 久 H 25.4 ～ 27.3    11 代 森   照 雄 H 7.4 ～ 9.3 

      12 代 高 畑  明 弘 H 9.4 ～ 11.3 

      13 代 北 村   勝 H 11.4 ～ 14.3 

      14 代 村 上   勁 H 14.4 ～ 16.3 

      15 代 木 村  義 二 H 16.4 ～ 23.3 
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歴代校長 一覧【初代～平成 26 年度（平成 27 年度在職者を除く）】 

南桑中学校 東輝中学校 大成中学校 

初代 北 村  義 男 S 24.4 ～ 25.3 初代 林 田  幸 夫 S 54.4 ～ 59.3 初代 吉 岡  繁 行 S 58.4 ～ 61.3 

2 代 横 川  弘 男 S 25.4 ～ 33.3 2 代 石田 喜久雄 S 59.4 ～ 60.3 2 代 小 西   宏 S 61.4 ～ H2.3 

3 代 上 嶋  俊 一 S 33.4 ～ 36.3 3 代 藤 村  一 夫 S 60.4 ～ H 元.3 3 代 塩 見  昭 夫 H 2.4 ～ 4.3 

4 代 清水 治一郎 S 36.4 ～ 37.3 4 代 稲 継  明 夫 H 元.4 ～ 5.3 4 代 中 井   優 H 4.4 ～ 9.3 

5 代 村 上   肇 S 37.4 ～ 41.3 5 代 大石 康一郎 H 5.4 ～ 8.3 5 代 夘 滝   正 H 9.4 ～ 14.3 

6 代 水 谷  郁 二 S 41.4 ～ 44.3 6 代 村 上   勁 H 8.4 ～ 14.3 6 代 北 村   勝 H 14.4 ～ 17.3 

7 代 竹下 辰兵衛 S 44.4 ～ 48.3 7 代 小 南   仁 H 14.4 ～ 17.3 7 代 下田  敏晴 H 17.4 ～ 19.3 

8 代 谷 尻  正 受 S 48.4 ～ 49.3 8 代 朝 子  照 夫 H 17.4 ～ 20.3 8 代 秦   伸 好 H 19.4 ～ 22.3 

9 代 濱 田  亘 宏 S 49.4 ～ 50.3 9 代 中 川   寛 H 20.4 ～ 22.3 9 代 中 川   寛 H 22.4 ～ 25.3 

10 代 西田  昭三 S 50.4 ～ 54.3    10 代 平 林  弘 之 H 25.4 ～ 26.3 

11 代 鹿 田  勝 己 S 54.4 ～ 56.3       

12 代 藤 村  一 夫 S 56.4 ～ 59.3       

13 代 藤 原  隆 哉 S 59.4 ～ 60.3       

14 代 前 田   譲 S 60.4 ～ H 元.3       

15 代 森    照雄 H 元.4 ～ 7.3       

16 代 入 江  賢 司 H 7.4 ～ 11.3       

17 代 小 南   仁 H 11.4 ～ 14.3       

18 代 夘 滝   正 H 14.4 ～ 15.3       

19 代 森 永  正 幸 H 15.4 ～ 18.3       

20 代 難波 修一郎 H 18.4 ～ 23.3       

21 代 西 田  昭 文 H 23.4 ～ 26.3       
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歴代校長 一覧【初代～平成 26 年度（平成 27 年度在職者を除く）】 

詳徳中学校 亀岡川東学園 育親学園 

初代 佐名木 良明 S 61.4 ～ 62.3       

2 代 桂  数 毘 詁 S 62.4 ～ H 元.3       

3 代 中 嶋  冨 夫 H 元.4 ～ 4.3       

4 代 入 江  賢 司 H 4.4 ～ 7.3       

5 代 塩 見  昭 夫 H 7.4 ～ 12.3       

6 代 木 村  義 二 H 12.4 ～ 16.3       

7 代 難波 修一郎 H 16.4 ～ 18.3       

8 代 森 永  正 幸 H 18.4 ～ 19.3       

9 代 川 島  孝 之 H 19.4 ～ 23.3       

10 代 武 部   敦 H 23.4 ～ 26.3       
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                    ⅤⅤ    閉閉校校（（園園））ししたた  

                                学学校校・・幼幼稚稚園園のの紹紹介介  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  





川東小学校 

 

   沿   革  

昭和 33．10 学校統合研究会開催、36 年度に実現を決議 

 36．12 統合起工式挙行 

 37． 3 校名を川東小学校と決定 

  4 ４校統合川東小学校が発足し、旧小学校を

   分校舎とし、それぞれ４校で授業を行う 

 38． 3 各分校舎で廃校式を行う 新校舎完成 

  4 各分校児童 750 名新校舎に入り実質統合 

   体育館起工 

  10 校舎落成式、校旗入魂式を挙行 

 39．10 文部省視学官来訪 

  11 ＰＴＡ全国表彰記念植樹 

 41． 2 校歌制定、発表会 

  8 運動場整地暗渠排水工事施工 

 44． 2 府算数教育研究発表会 

 51． 3 給食室完成 

 53．  体育器具庫屋外便所新設 

 54．12 火災報知機全面取替え 

 55．  ステ－ジ幕改装 

 58． 4 障害児学級開級式 

 61． 8 校舎内、窓枠、便所全面改修 

平成 3．11 府小学校教育研究会障害児学級研究大会 

 5． 4 平成５・６年度京都府教育委員会教育実践

   推進校「算数科」指定 

 6．11 算数科研究発表会 

 7． 7 運動場暗渠排水工事施工 

 9． 8 校舎照明器具改修 

  9 学校創立 125 年・学校統合 35 周年記念校舎 

全景航空写真撮影 

 10． 4 サイエンス教育推進事業研究協力校指定 

 10． 9 自校給食終了、センター給食へ移行 

 11． 4 平成 11・12 年度 京都府教育委員会「実践 

   パイロット校（同和教育）」指定 

 11．10 サイエンス教育推進事業研究発表会 

 12． 3 パソコン教室整備完了 

 

 12．10 平成 11・12 年度 京都府教育委員会「実践 

   パイロット校（同和教育）」研究発表会 

 13． 4 プール改修 

 17． 1 屋上防水修繕工事 

 17． 5 文部科学省学力向上拠点形成事業指定 

 17． 8 門扉・フェンス設置 

 20． 1 文部科学省学力向上拠点形成事業研究発表会 

 22． 4 平成 22・23 年度 京都府南丹教育局「京の子 

   ども、夢・未来校」指定 

 23． 4 亀岡市教育委員会事業（ふるさとかめおか学推進事業）指定 

   京都府交通環境学習の持続的な実施のため 

の仕組みづくりに対する支援事業指定 

 23．11 平成 22・23 年度 京都府南丹教育局「京の子 

   ども、夢・未来校」研究発表会 

 24．11 京都府教 育委員 会「学 校図 書館の機 能充  

実のため の実践 研究事 業」 指定  

（平成 25・ 26 年度継続事 業）  

 26． 4 平成 26 年度「子どもの読書活動」文部科学大 

   臣表彰受賞 

 27． 4 施設一体型小中一貫校「亀岡川東学園」開校 

 29． 3 川東小学校 閉校 

 29． 4 ≪義務教育学校≫「亀岡川東学園」開校 

 

 

  歴代校長  （歴代校長一覧に別掲） 

 

 

 閉校の経過   

 施設の 老朽化 等に伴 い、平成 27 年に川東小 学校と 高

田中学校 を統合 し、施設一 体型小中 一貫校 として 開校 。 

その後 、平成 29 年度か ら 京都府下 で初め ての義 務教 育

学校「 亀岡川 東学園 」とし て開校す るため 、川 東小学 校

を閉校す ること となっ た。  
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高田中学校 

 

 沿   革  

昭和 22． 5 南桑田郡組合立高田中学校創立、馬路小学

   校講堂で開校式挙行、仮校舎にて授業開始 6

   組合立高田中学校教育委員会成立（委員長

   に岸源次郎氏就任） 

 23． 4 工作室、調理室上棟式 

  10 ６教室落成式 

  12 学校実習田買収 

 24． 6 高田中学校生徒会結成 

  10 本館落成式 

 25． 6 職業家庭科の指定校となる 

 28．10 グラウンド完成 

 29．10 体育館完成落成式 

 32． 5 文部省「産業教育」研究指定校となる 

 33．12 文部省「産業教育」研究発表 

 39． 5 校舎建築落成式 

 52． 6 生活指導研究推進校として文部省から感謝

   状を授与される 

 50． 4 障害児学級開設 

  4 文部省・府「生徒指導」研究推進校の指定を受ける 

 56． 8 野球部が京都府大会で優勝、近畿大会に出場 

 61．12 新体育館竣工 

 62． 3 校歌碑玄関前に完成（同窓会） 

 63． 8 本館・教室棟全面改装、和室・理科室新設 

平成 4． 9 グラウンド拡張竣工 

 6． 4 府・市「同和教育」研究推進校の指定を受ける 

 7．11 同和教育研究発表会の開催  

 9． 3 教室棟調理室全面改装 

 9．11 高田中学校創立５０周年記念式典挙行 

 9．12 グラウンド体育倉庫完成 

 10． 7 生徒棟黒板修理   国際交流歓迎式 

   （スティルウォーターミドルスクール） 

 10．10 「心の教室」相談開始 

 11． 7 生徒棟ドアアルミサッシ改修工事 

 11．11 進路職場体験学習(チャレンジｉｎ川東） 

 

 12． 4 京都府及び亀岡市社会福祉協議会実践協力校の指定を受ける 

 14． 4 亀岡市地域イントラネット整備事業完了、４月よりＨＰ開設 

 15． 4 雇用能力開発機構中学生の総合学習支援事業指定を受ける 

 16． 4 スクールカウンセラー配置 

 17． 6 文部科学省「学力向上拠点形成事業」の指

   定を受ける ～平成 19 年 

 20． 4 京都府南丹教育局「京の子ども、夢・未来校（学力向上 

公募校）」の指定を受ける（H20・21 年度） 

 20． 4 京都府「愛鳥モデル校」の指定を受ける（H20 年度～H28 年度）  

 21． 4 特別支援学級設置 

 22． 4 文部科学省「コミュニティー・スクール（学校運営協議会）推進事業」研究推進校、 

      京都府南丹教育局「中学校学力向上プログラム実践推進校」の指定を受ける 

（H22・23 年度） 

 23． 4 京都府教育委員会「京の未来創造校」の指 

   定を受ける（H23 年度～H24 年度） 

 25． 7 施設一体型小中一貫校校舎第１期工事起工 

 26． 3 施設一体型小中一貫校校舎第１期工事完成 

 26． 4 施設一体型小中一貫校の愛称が「亀岡川東学園」に決定 

 26． 5 中学生が新校舎に移転 

 27． 4 施設一体型小中一貫校「亀岡川東学園」開校  

 29． 3 高田中学校 閉校 

 29． 4 ≪義務教育学校≫「亀岡川東学園」開校 

 

 

  歴代校長  （歴代校長一覧に別掲） 

 

 

 閉校の経過   

 施設の老朽化等に伴い、平成 27 年に川東小学校と高田中

学校を統合し、施設一体型小中一貫校として開校。 

その後、平成 29 年度から京都府下で初めての義務教育学校

「亀岡川東学園」として開校するため、高田中学校を閉校

することとなった。 
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別院中学校 

 

  

  沿   革  

昭和 28． 4 東西別院村組合立別院中学校に独立・校歌制定 

 30． 1 亀岡市立別院中学校と改称 

 33． 3 町村合併に伴い、西別院町牧、寺田両区出身生徒が東能勢中に移行 

 35． 3 へき地教育振興校に指定 

  6 文部省同和教育研究校に指定 

  6 文部省産業教育研究校に指定 

 36． 5 ＮＨＫ放送教育を取り入れた同和教育研究校に指定 

 40． 6 文部省国際理解教育研究校に指定 

 49． 5 全校生ヘルメット着用 

 52． 3 校旗入魂式（同窓会から寄贈） 

 54． 6 亀岡市学童農園推進協力校に指定 

 57． 4 勤労生産学習研究推進校に指定 

 58． 3 勤労生産学習研究中間発表 

 58．12 校舎改築（竣工式 59 年３月８日） 

 59． 1 文部省指定勤労生産学習研究発表 

  4 府教育委員会研究実践校（道徳）委嘱 

 60． 3 道徳教育研究中間発表 

  11 道徳教育研究発表 

平成 4． 3 （財）日本英語検定協会から優秀校として団体表彰 

 5．10 グラウンド拡張工事開始（６年３月終了） 

   コンピュータ教室新設(19 台） 

 6． 4 府・市教育委員会から学童・生徒のボランティア活動普及事業協力校に指定（３ヶ年）  

 6． 5 グラウンド開き並びに竣工式 

  9 亀岡市立図書館とのパソコン通信開通 

  11 アメリカオクラホマ州スティルウォーター市ミドルスクールから教師１名、 

      生徒２名が来校（亀岡市姉妹都市教師生徒短期派遣交流事業） 

   新焼却炉設置 

 7. 10 第 10 回近畿へき地教育研究大会京都大会開催 

 8． 1 京都府教育委員会より「さわやか賞」知事賞 

 9．11 創立５０周年記念式典開催 

 11． 3 校舎増築完成・テニスコート新設 

 12． 4 京都府教育委員会から「総合的な学習の時

   間」研究実践校として指定（２ヶ年） 

   

 13． 4 亀岡市が文部科学省より「環境教育推進モデル市町村」を受け、 

      別院中学校ブロックを指定（２ヶ年） 

 14． 4 障害児学級「さわらび学級」新設 

 22．11 別院中学校ブロック教職員研修会開催（東別院小学校、西別院小学校） 

 24． 4 亀岡市学校支援地域本部事業指定（24.25 年度別院中ブロック） 

 25． 4 京都府教育委員会より「土曜日を活用した教育の在り方実践研究校」指定 

 25．10 生徒通学用スクールバス運行開始 

 25．11 スクールバス車庫完成 

   別院中学校ブロック教職員研修会を亀岡市へき地・小規模 

      校教育研究会として発展し、畑野小学校が加入 

 27．11 第 6 回京都府へき地・小規模校教育研究大会開催 公開授業（東別院小、 

      西別院小、別院中）・研究発表（畑野小）・全体会（別院中） 

 令和 3． 9 別院中学校の閉校について、条例改正の議案が議決される 

 5． 3 別院中学校を閉校し、南桑中学校に編入 

 6．10 別院中学校敷地及び校舎を、普通財産として 

市長部局へ移管 

 

 

  歴代校長  （歴代校長一覧に別掲） 

 

 

 閉校の経過   

 生 徒数 の 減少 に 伴い 、学校規模適正化事業の取組とし

て令和４年度をもって別院中学校を閉校し、南桑中学校に

編入した。 

 別院中学校区の生徒は、スクールバスによる送迎で南桑

中学校に通学している。 

 また、令和６年１０月には、別院中学校敷地及び校舎を普

通財産として市長部局へ移管した。 

 

 

 

校 
 

歌 

 

高
乗 

勲 

作
詞 

中
原 

都
男 

作
曲 

  

山
峡
に 

清
き
流
れ
の 

 と
こ
し
へ
に 

た
ゆ
る
な
き
ご
と 

 す
す
み
ゆ
く 

文
化
の
い
づ
み 

 

く
み
と
り
て 
く
み
と
り
て 

 

日
々
に 

日
々
に 
は
げ
ま
な
む 所在地 〒621-0111 亀岡市東別院町南掛一ノ坪 1 

― 101 ―



本梅小学校 

 

  

  沿   革  

明治 5．  畑野も含めて西加舎観音堂に八番校設置 

 8． 4 成器校と改称、平松に校舎設置 

 14．12 可養校が西加舎丸岡に設置 

 15． 4 両校に初等、中等、高等を設置 

 19． 4 成器校を本校、可養校を分校に改編 

 22． 4 町村制実施に伴い両校を廃止、合併して井

   手に校舎を新築、修業年限４ヶ年の本梅尋

   常小学校を設置 

   修 業 年 限 ４ ヶ 年 の 組 合 立 高 等 小 学 校 を 亀

   岡町に設置 

 31． 4 組合立亀岡高等小学校を分離し、本梅高等

   小学校を新設 

 34． 4 本梅尋常高等小学校と改称 

 42． 4 義務教育が六ヶ年となり、それに伴い高等

   小学校を二ヶ年に変更 

昭和 3．  校舎の増改築等 

 16． 4 校名を本梅国民学校と改称 

 22． 4 本梅国民学校初等科は本梅小学校、高等科

   は本梅中学校に分離 

 30． 1 亀岡市立本梅小学校と改称 

 31．12 校舎増築（南、北２棟） 

 36． 8 水泳プール竣工 

 53． 2 屋内運動場竣工 

 61． 5 校舎全面改築竣工 

平成 8． 4  亀岡市特色ある学校づくり推進校(図工科) 

8． 7  プール改築竣工 

 11．12 体育館大規模改修竣工 

 12．11 図書室にパソコン２０台設置 

 12．12 特別教室に空調設備設置 

 14． 1 イントラネット導入開始式 

 14． 4 京都府基礎学力充実実践校指定（３ヵ年） 

 

 16． 9 学校図書館資源共有ネットワーク推進事業

   地域指定（文部科学省３ヵ年） 

 18． 3 学校図書バーコード化校内整備完了 

 19． 4 文部科学省「読書活動優秀実践校」表彰。

   学 校 図 書 館 支 援 セ ン タ ー 推 進 事 業 指 定 校

   （文部科学省３ヵ年） 

 21． 4 道徳教育実践研究事業推進校指定（文部科

   学省２ヵ年） 

 23． 7 運動場斜面にサツキツツジを４００本植樹

   （環境緑化モデル事業指定） 

 26． 4 京都府小学校教育研究会「国語科」研究協

   力校委嘱（３ヵ年） 

   京都丹波の学力向上研究校指定（南丹教育

   局２ヵ年） 

 令和 4．10 創立１５０周年記念式典開催 

      （ガレリアかめおかで亀岡小学校・保津小学

校と合同開催） 

 6． 2 閉校記念行事開催 

 6． 3 閉校 

  6． 4 閉校後の学校施設公開を実施 

 

 

  歴代校長  （歴代校長一覧に別掲） 

 

 

 閉校の経過   

学校規模適正化に伴い、令和６年３月をもって本梅

小学校・畑野小学校・青野小学校・育親中学校を閉校。 

令和６年４月に、府内で２校目となる義務教育学校

「育親学園」を開校した。 

本梅小学校区の児童は、育親学園へ通学することと

なった。  
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青野小学校 

 

  

 沿   革  

 

宮前小学校 

明治 5． 4 第八区小学校として加舎村に設置 

   (加舎,井手,平松,中野,猪倉,宮川,神前) 

 39． 5 現在地に新校舎竣工 

 42． 3 宮前尋常高等小学校と校名改称 

昭和 16． 4 宮前国民学校と校名改称 

 22． 4 宮前村立宮前小学校と校名改称 

 30． 1 亀 岡 市 発 足 に 伴 い 亀 岡 市 立 宮 前 小 学 校 と

   校名改称 

 34． 3 宮前小学校廃校式 

 

東本梅小学校 

明治 6． 5 新学制により、埴生地区に保恵館と称する

   小学校を設立 

 20． 4 南大谷尋常小学校と校名改称 

大正 7． 4 東本梅尋常高等小学校と校名改称   

昭和 16． 4 東本梅国民学校と校名改称            

 22． 4 東本梅村立東本梅小学校と校名改称      

 31． 9 亀岡市に編入、亀岡市立東本梅小学校と校

   名改称      

 34． 3 東本梅小学校廃校式          

 

青野小学校 

昭和 34． 4 宮前小学校と東本梅小学校を統合亀岡市立

   青野小学校として開校 

 42． 4 障害児学級開設 

 46． 7 プール竣工 

 52． 3 体育館竣工 

 61．12 校舎改築竣工（亀岡市最後の木造校舎） 

 

 63． 4 社会福祉協力校指定（２年） 

平成 2． 8 プール改修工事竣工 

 6． 4 金銭教育研究指定（２年） 

  11 優良ＰＴＡ文部大臣表彰受賞 

 8． 2 金銭教育研究発表会開催 

 10．12 「花つくりコンクール」市長賞受賞 

 14． 4 交通安全優良校受賞(府交通安全協会) 

 14． 6 プール全面改修 

 17． 4 体育館大規模改修 

 21．10 創立五十周年記念式典 

  11 学校安全の普及・向上校文部科学大臣賞受賞 

 22． 3 創立五十周年記念誌発刊 

 27． 4 特別支援学級(情緒)開設 

 令和 6． 3 閉校記念集会開催 

閉校 

  6． 4 閉校後の学校施設公開を実施 

 

 

  歴代校長  （歴代校長一覧に別掲） 

 

 

 閉校の経過   

学校規模適正化に伴い、令和６年３月をもって本梅

小学校・畑野小学校・青野小学校・育親中学校を閉校。 

令和６年４月に、府内で２校目となる義務教育学校

「育親学園」を開校した。 

青野小学校区の児童は、育親学園へ通学することとな

った。 
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亀岡幼稚園 

 

  

 沿   革  

 

昭和 41.  4 開園式 太田正亜初代園長就任 

9 園舎竣工式挙行 

46.  4 藤村吉子第２代園長就任 

52. 11 京都府美術教育研究大会研究保育指定園保育 

    園 

55.  7 プール完成・プール開き式典挙行 

56. 12 創立 15 周年記念式典挙行 

61.  8 全国国公立幼稚園 PTA 全国大会・研究発表 

11 創立 20 周年記念式典挙行 園歌制定 

63.  4 広瀬豊子第３代園長就任 

平成 2.  7 総合遊具完成・遊具開き挙行 

   4． 7 全国幼稚園教育研究大会・公開保育園 

    5.  4 深田正 第４代園長就任    

    8. 11 創立 30 周年記念式典挙行  

    12.  6 子育て相談室開設 

   13.  4 塩田英子第５代園長就任  

   16.  1 道徳教育の調査研究発表・公開保育園 

    16. 11 3 園合同第１回親子ふれあい運動会実施 

  18. 11 創立４０周年記念式典挙行 

  19.  4 三歳児保育の開始 

  22.  4 笠井房子第６代園長就任 

  24.  4 八木佳子第７代園長就任 

25.  9 新幼稚園建設のため、第２亀岡幼稚園が本園に 

併設 

    26.  3 閉園式典挙行 

 

 

  本園の特色  

 西山や緑に恵まれた園庭など、幼児期にふさわしい豊か

な自然環境を活かしながら、幼児の主体的な活動を中心に

し、人間形成の基礎を培う遊びを充実させることにより、

心豊かでたくましい幼児の育成に努めていた。 

地域の様々な人々との交流やかかわりを通して、人と人

とのつながりや共有し合う喜びが味わえるような取組を進

めるとともに、地域の文化や伝統行事の伝承にも努めてい

た。 

 

  地域の概要  

亀岡市のほぼ中央に位置し、周辺には市役所・警察署・

消防署等の公共施設がある。園舎の裏側には、西山が広が

り、自然環境に恵まれている。 

園児は、広範囲から通園している。大半が核家族で、祖

父母同居は減少傾向にある。教育にはたいへん熱心で、Ｐ

ＴＡ・後援会活動共に活発に進められ、幼稚園に対しても

関心や理解は深く協力的であった。 
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一の宮幼稚園 

 

  

 沿   革  

 

昭和 44.  4  私立一ノ宮幼稚園より移管 

亀岡市立一の宮幼稚園として開園 

藤村吉子初代園長就任 

46． 4  広瀬豊子第２代園長就任 

54． 8 深田正 第３代園長就任 

62. 11  府公立幼稚園教育研究会指定園・研究発表 

63． 4 八木美代子第４代園長就任 

平成元．10 創立 20 周年記念式典挙行 園歌制定 

4. 11  学校安全研究発表 

10.  4  ふれあいｾﾝﾀｰ・亀岡市立一の宮幼稚園発足       

塩田英子第５代園長就任 

11.  4  井上八千代第６代園長就任 

11. 10  創立 30 周年記念式典挙行 

11. 11 深田正 第７代園長就任 

12.  4  笠井房子第８代園長就任 

13.  4  八木佳子第９代園長就任 

16.  1  道徳教育の調査研究発表 

16. 11 3 園合同第１回親子ふれあい運動会実施 

20. 3 閉園式典挙行 

   

 

  園の特色  

 「豊かな自然とのふれ合いを通して、心身共に健康で、

やさしくたくましい子どもに育てる。」という教育目標の

もと、自然に恵まれた地域環境を生かした保育活動を展開

していた。 

  地域の行事に参加し、地域住民とのふれ合いの機会をも

つ中で、地域に根ざした幼稚園として歩んでいた。 

少人数の幼稚園であるため、異年齢同士のつながりも深

く、他園との積極的な交流保育を通して、子ども達の広い

社会性を培っていた。 

 

  地域の概要  

緑の山々と田畑に囲まれた千歳路のほぼ中央部に位置

し、恵まれた自然環境下にある。純農村地域であるところ

から、人口の流動が少ない上に一家庭における子ども数が

限られ、園児数が減少していった。 

祖父母の同居家庭も多く、素朴な気質と合わせて、家族

ぐるみでの園やＰＴＡに対する理解や協力が得られてい

た。 

 

 

 

 
 
 

 

 

園 
 

歌 

 

教
職
員
一
同 

作
詞 

森 

卓 

作
曲 

  

桜
が
い
っ
ぱ
い 

き
れ
い
だ
な 

 

元
気
な
子
ど
も
の 

幼
稚
園 

 
い
っ
ぱ
い 

い
っ
ぱ
い 

 

仲
よ
く
遊
ぼ 

 

ら
ん 

ら
ん 

ら
ら
ん 

 

 

一
の
宮 

 

一
の
宮
幼
稚
園 

所在地 〒621-0002 亀岡市千歳町千歳山ノ口 37 

― 107 ―



第２亀岡幼稚園 

 

  

 沿   革  

 

昭和 54．4 亀岡市立亀岡幼稚園にて併設開園 

藤村吉子初代園長就任 

8 広瀬豊子第 2 代目園長就任 

9 園舎完成・竣工式典挙行 

55.  7  プール竣工式典挙行 

57. 10  府公立幼稚園教育研究会指定園研究発表 

63.  4 深田正 第 3 代園長就任 

平成元. 10 創立 10 周年記念式典挙行・後援会発足・園歌

制定 

11 府美術教育研究大会・公開保育 

4.  7 全国幼稚園教育研究大会・公開保育 

5.  4 広瀬豊子第 4 代園長就任 

10.  4 八木美代子第 5 代園長就任 

11.  4  塩田英子第 6 代園長就任 

11. 10 創立 20 周年記念式典挙行 

13.  4  笠井房子第 7 代園長就任 

16.  1 道徳教育の調査研究発表・公開保育 

21. 10  創立３０周年記念式典挙行 

22.  4 八木佳子第 8 代園長就任 

24.  4 西河公子第 9 代園長就任 

25.  9 新幼稚園建設のため、亀岡幼稚園へ移転・併設 

26.  3 閉園式典挙行 

 

 

  園の特色  

 いろいろな体験を通して心豊かでたくましい子どもの

育成に重点をおいていた。恵まれた自然環境をいかし、動

植物の飼育栽培や園外指導を数多く取り入れ、四季折々の

自然を身体で感じとらせる中で、豊かな感性と主体的に行

動できる力を持つ子どもに育てることをめざしていた。 

保護者の教育への関心も高く、就学前教育に対しての期

待は大きく、地域の人たちや校種間の連携を大切にしなが

ら、地域に根ざした幼稚園づくりを進めていた。 

 

  地域の概要  

亀岡市の西北部に位置し、住宅地ではあるが周りは田畑

に囲まれ自然環境に恵まれている。 

周辺の新興住宅地の開発に伴い人口増加傾向にあり、

園児は広範囲から通園していた。 
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亀岡市立幼稚園 

 

  

 沿   革  

 

平成 26.4  元亀岡市立亀岡幼稚園舎にて開園 

        八木佳子初代園長就任 

9  園舎完成（新園舎に移転） 

9  竣工式挙行 

平成 27.4 預かり保育実施 

平成 28.4 土橋安子第２代園長就任 

平成 29.4  中井佐栄子第３代園長就任 

令和  4.4  岩﨑こず恵第４代園長就任 

令和 5.4 長期休業期間の預かり保育実施 

令和 6.9 幼保連携型認定こども園移行へ向けた施設改修 

工事 

令和 7.4 幼保連携型認定こども園へ移行 

 

  本園の特色  

 亀岡市立幼稚園は、いろいろな遊びや体験を通して、心

豊かで意欲のある子どもの育成に重点をおいていた。 

地域の豊かな自然環境をいかし、動植物の飼育栽培や園

外指導を取り入れたり、秋祭りや七福神巡り等の文化にふ

れたりするとともに、様々な人とのかかわりを多くもつ中

で、豊かな感性や何事にも主体的にかかわろうとする力、

人とかかわる力をもつ子どもに育てることをめざしてい

た。 

また、保護者の教育への関心や、就学前教育に対しての

期待は大きく、地域の人たちや校種間の連携を大切にしな

がら、地域に根ざした幼稚園づくりに取り組んでいた。 

多様化する教育や保育ニーズに対応するため、令和７年

度から幼保連携型認定こども園へと移行した。 

 

 

  地域の概要  

亀岡市の西北部に位置し、住宅地ではあるが周りは田畑

に囲まれ、四季折々の自然の変化が感じられる等自然環境

に恵まれている。周辺には新興住宅地が広がる。 
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歴代校長 一覧【閉校した学校（初代～閉校）】 

川東小学校 高田中学校 別院中学校 

初代 小 沢  荘 一 S 38.4 ～ 41.3 初代 北 村  義 男 S 22.5 ～ 24.3 初代 中 島  秀 雄 S 28.4 ～ 30.4 

2 代 九里 福三郎 S 41.4 ～ 46.3 2 代 水 口   茂 S 24.4 ～ 26.3 2 代 稲 原  幸 貢 S 31.5 ～ 33.3 

3 代 中 西  鋼 二 S 46.4 ～ 49.3 3 代 小 崎  敏 一 S 26.4 ～ 30.3 3 代 湊   一 之 S 33.4 ～ 36.3 

4 代 永光    尚 S 49.4 ～ 50.3 4 代 太 田  正 亜 S 30.4 ～ 36.3 4 代 井 内  正 文 S 36.4 ～ 40.3 

5 代 蔭 山  二 郎 S 50.4 ～ 52.3 5 代 中 川  春 治 S 36.4 ～ 40.3 5 代 赤 澤  仲 男 S 40.4 ～ 44.3 

6 代 山 内  政 美 S 52.4 ～ 56.3 6 代 井 内  正 文 S 40.4 ～ 44.3 6 代 中 島  一 夫 S 44.4 ～ 47.3 

7 代 西 田   勇 S 56.4 ～ 58.3 7 代 水 谷  郁 二 S 44.4 ～ 47.3 7 代 蔭 山  二 郎 S 47.4 ～ 50.3 

8 代 河原  敏雄 S 58.4 ～ 61.3 8 代 上 原  弘 一 S 47.4 ～ 50.3 8 代 濱 田  亘 宏 S 50.4 ～ 53.3 

9 代 吉岡  繁行 S 61.4 ～ H 元.3 9 代 小 畠  春 夫 S 50.4 ～ 55.3 9 代 藤 波   高 S 53.4 ～ 56.3 

10 代 谷元  清三 H 元.4 ～ 2.3 10 代 貞 守   昭 S 55.4 ～ 57.3 10 代 前田   譲 S 56.4 ～ 59.3 

11 代 美馬  敏雄 H 2.4 ～ 3.8 11 代 柳 原  健 三 S 57.4 ～ 60.3 11 代 中 村  玲 二 S 59.4 ～ 61.3 

12 代 村 上   勁 H 3.8 ～ 6.3 12 代 石田 喜久雄 S 60.4 ～ 61.3 12 代 八 木  幸 雄 S 61.4 ～ 63.3 

13 代 片 野  雅 司 H 6.4 ～ 9.3 13 代 鈴 木  春 海 S 61.4 ～ H 元.3 13 代 人 見  浩 司 S 63.4 ～ H3.3 

14 代 野々口 哲也 H 9.4 ～ 14.3 14 代 明田 嘉二郎 H 元.4 ～ 2.3 14 代 藤 田   修 H 3.4 ～ 5.3 

15 代 杉 崎  六 男 H 14.4 ～ 17.3 15 代 牧野   修 H 2.4 ～ 5.3 15 代 松 並  忠 弘 H 5.4 ～ 8.3 

16 代 松 村  久 雄 H 17.4 ～ 21.3 16 代 平 岡   豊 H 5.4 ～ 9.3 16 代 中 村   昇 H 8.4 ～ 11.3 

17 代 大西 美惠子 H 21.4 ～ 23.3 17 代 中 桐  秀 胤 H 9.4 ～ 14.3 17 代 俣野 ひろ子 H 11.4 ～ 15.3 

18 代 谷   勇 一 H 23.4 ～ 27.3 18 代 鈴 木   修 H 14.4 ～ 16.3 18 代 川 島  孝 之 H 15.4 ～ 19.3 

19 代 川 勝  哲 也 H 27.4 ～ 29.3 19 代 小 田  憲 夫 H 16.4 ～ 19.3 19 代 中 川   寛 H 19.4 ～ 20.3 

   20 代 長谷川 吉雄 H 19.4 ～ 25.3 20 代 小 畠  恒 夫 H 20.4 ～ 24.3 

   21 代 石 山  秀 和 H 25.4 ～ 27.3 21 代 平 林  弘 之 H 24.4 ～ 25.3 

   22 代 川 勝  哲 也 H 27.4 ～ 29.3 22 代 松 谷  健 司 H 25.4 ～ 28.3 

      23 代 中 村  忠 孝 H 28.4 ～ 30.3 

      24 代 池 邉  勇 作 H 30.4 ～ R 2.3 

      25 代 木 村   茂 R 2.4 ～ 5.2 

      26 代 青 木  恒 文 R 5.2～ 5.3 
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歴代校長 一覧【閉校した学校（初代～閉校）】 

本梅小学校 畑野小学校 青野小学校 

初代 中 川   頼  M 26.4 ～ 31.3 初代 田 中  致 知 M 34.4 ～ 37.3 初代 平 井   有 S 32.4 ～ 39.4 

2 代 吉 野  久 忠      M 31.4 ～ 34.3 2 代 池内 清太郎 M 37.4 ～ 40.3 2 代 笠 井  武 夫 S 39.4 ～ 42.4 

3 代 加 舎   稔      M 34.4 ～ T4.3 3 代 並 河  義 一 M 40.4 ～ T12.3 3 代 井 内   満 S 42.4 ～ 46.3 

4 代 小林 源三郎 T 4.4 ～ 8.3 4 代 滝上 宇太郎 T 12.4 ～ S3.3 4 代 福 岡  季 夫 S 46.4 ～ 48.4 

5 代 八 木  直 一      T 8.4 ～ 10.3 5 代 廣 瀬  良 吉 S 3.4 ～ 6.3 5 代 進 士  三 郎 S 48.4 ～ 51.4 

6 代 大石 要之助 T 10.4 ～ 15.3 6 代 江見 折之助 S 6.4 ～ 10.3 6 代 中 川  誠 一 S 51.4 ～ 52.3 

7 代 竹 岡  彦 市      T 15.4 ～ S4.1 7 代 山 本  安 文 S 10.4 ～ 13.3 7 代 木 村   實 S 52.4 ～ 56.3 

8 代 平井 松之助 S 4.2 ～ 6.3 8 代 猪坂 吉次郎 S 13.4 ～ 15.3 8 代 福 知   董 S 56.4 ～ 58.3 

9 代 井木 治郎兵 S 6.4 ～ 13.3 9 代 宮 竹   敏 S 15.4 ～ 17.3 9 代 廣 富  靖 海 S 58.4 ～ 60.4 

10 代 岡 村  彦 三      S 13.4 ～ 14.3 10 代 斉 田  義 雄 S 17.4 ～ 21.3 10 代 野 村  佳 巳 S 60.4 ～ 61.3 

11 代 横 川  弘 男      S 14.3 ～ 20.10 11 代 片 山  久 雄 S 21.4 ～ 22.4 11 代 山 内   勉 S 61.4 ～ H 元.3 

12 代 王 子  貞 一      S20.10～ 24.3 12 代 今 西  喜 市 S 22.4 ～ 24.3 12 代 中 川  伸 子 H 元.3 ～ 3.3 

13 代 河 崎  市 郎      S 24.3 ～ 26.4 13 代 平 井   有 S 24.4 ～ 26.3 13 代 石 川   久 H 3.4 ～ 5.3 

14 代 岡  日 出 生      S 26.4 ～ 29.12 14 代 人 見  俊 造 S 26.4 ～ 28.3 14 代 上 島   緑 H 5.4 ～ 8.3 

15 代 小 沢  荘 一      S 29.12～ 34.3 15 代 稲 荷  廣 次 S 28.4 ～ 31.3 15 代 稲 本  高 士 H 8.4 ～ 11.3 

16 代 上田 雄佐武 S 34.4 ～ 38.3 16 代 河原林 浩平 S 31.4 ～ 36.3 16 代 鈴 木   修 H 11.4 ～ 14.3 

17 代 塩 田  定 夫      S 38.4 ～ 40.4 17 代 外田 粂四郎 S 36.4 ～ 38.3 17 代 関   吉 廣 H 14.4 ～ 16.3 

18 代 今 西   克      S 40.4 ～ 43.3 18 代 中 西  鋼 二 S 38.4 ～ 42.3 18 代 美馬 喜代子 H 16.4 ～ 19.3 

19 代 並 河  博 彌      S 43.4 ～ 45.3 19 代 長 澤  龍 一 S 42.4 ～ 45.3 19 代 井 尻  誠 治 H 19.4 ～ 22.3 

20 代 竹 岡  隼 太      S 45.4 ～ 50.3 20 代 永 光   尚 S 45.4 ～ 49.3 20 代 亀 谷  陽 三 H 22.4 ～ 23.3 

21 代 村上 常一郎 S 50.4 ～ 52.4 21 代 木 村   實 S 49.4 ～ 52.3 21 代 川 島  孝 之 H 23.4 ～ 25.3 

22 代 真 里 谷  勇      S 52.4 ～ 54.4 22 代 竹 内   昭 S 52.4 ～ 54.3 22 代 近 藤   篤 H 25.4 ～ 27.3 

23 代 竹 内   昭      S 54.4 ～ 57.3 23 代 西 田   勇 S 54.4 ～ 56.3 23 代 上 田  香 苗 H 27.4 ～ 29.3 

24 代 赤 松  純 明 S 57.4 ～ 59.3 24 代 法貴 陽右司 S 56.4 ～ 59.3 24 代 前 田  優 子 H 29.4 ～ R 2.3 

25 代 稲 荷  眞 一 S 59.4 ～ 62.3 25 代 浅 田   實 S 59.4 ～ 60.3 25 代 和 田  純 一 R 2.4 ～ 4.3 

26 代 八 木  信 義      S 62.4 ～ 63.3 26 代 斉 藤   浩 S 60.4 ～ H 元.3 26 代 松 村  正 美 R 4.4 ～ 6.3 

27 代 山 口   保      S 63.4 ～ H3.3 27 代 川 向  幹 夫 H 元.4 ～ 5.3    

28 代 日下部 九州男 H 3.4 ～ 4.3 28 代 石 川   久 H 5.4 ～ 8.3    

29 代 小 森  久 司      H 4.4 ～ 7.3 29 代 垣 木  良 二 H 8.4 ～ 11.3    

30 代 宇野 紀美子 H 7.4 ～ 11.3 30 代 辻   彰 子 H 11.4 ～ 16.3    

31 代 水 嶋  正 治 H 11.4 ～ 13.3 31 代 塩 見  正 子 H 16.4 ～ 17.3    

32 代 岡 本  召 三 H 13.4 ～ 14.3 32 代 野 々 村  厚 H 17.4 ～ 19.3    

33 代 垣 木  良 二 H 14.4 ～ 18.3 33 代 山 田  廣 道 H 19.4 ～ 22.3    

34 代 加 藤  博 康 H 18.4 ～ 19.3 34 代 大 西  利 和 H 22.4 ～ 24.3    

35 代 美馬 喜代子 H 19.4 ～ 21.3 35 代 井 尻  利 守 H 24.4 ～ 27.3    

36 代 福 田   進 H 21.4 ～ 23.3 36 代 清 水  浩 次 H 27.4 ～ 30.3    

37 代 内 藤  精 一 H 23.4 ～ 25.3 37 代 西 村  雅 司 H 30.4 ～ R 4.3    

38 代 山 下  正 己 H 25.4 ～ 28.3 38 代 鶴 尾  直 広 R 4.4 ～ 6.3    

39 代 人 見  順 子 H 28.4 ～ 31.3       

40 代 藤 田  哲 也 H 31.4 ～ R 4.3       

41 代 小 嶋  良 治 R 4.4 ～ 5.3       

42 代 久保 日出樹 R 5.4 ～ 6.3       
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歴代校長 一覧【閉校した学校（初代～閉校）】 

育親中学校 

初代 今 西  為 治 S 28.4 ～ 31.3 

2 代 村 上   肇 S 31.4 ～ 37.3 

3 代 田 中  正 雄 S 37.4 ～ 42.3 

4 代 高 日  明 一 S 42.4 ～ 44.3 

5 代 谷 尻  正 受 S 44.4 ～ 48.3 

6 代 井 上  貞 三 S 48.4 ～ 49.3 

7 代 射 場   脩 S 49.4 ～ 52.3 

8 代 中 川   勝 S 52.4 ～ 55.3 

9 代 河 原  敏 雄 S 55.4 ～ 58.3 

10 代 福知   董 S 58.4 ～ 61.3 

11 代 中 村  玲 二 S 61.4 ～ H 元.3 

12 代 石田 喜久雄 H 元.4 ～ 3.3 

13 代 中 井   優 H 3.4 ～ 4.3 

14 代 高 畑  明 弘 H 4.4 ～ 6.3 

15 代 塩見  増夫 H 6.4 ～ 8.3 

16 代 小 田  憲 夫 H 8.4 ～ 13.3 

17 代 末 武   徹 H 13.4 ～ 14.3 

18 代 松 本  和 久 H 14.4 ～ 17.3 

19 代 俣野 ひろ子 H 17.4 ～ 20.3 

20 代 西 田  昭 文 H 20.4 ～ 23.3 

21 代 友 松  勝 之 H 23.4 ～ 27.3 

22 代 石 山  秀 和 H 27.4 ～ 29.3 

23 代 吉 田   徹 H 29.4 ～ R 3.3 

24 代 白 方  淳 史 R 3.4 ～ 4.3 

25 代 和 田  純 一 R 4.4 ～  6.3 
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                    ⅥⅥ    人人  権権  教教  育育  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  





 人 権 教 育  

  

同和問題をはじめとする様々な人権問題の解決に向け、正しい知識と深い理解をもとにし

た実践活動の推進を重点にして、学校教育および社会教育における人権教育の推進を図って

きた。 

なお、平成２５年度から各文化センターで実施の人権教育事業を人権啓発課に移管し、また

平成２６年度からは、人権教育課の所管業務を社会教育課と学校教育課に移管し、人権教育活

動の充実を図っている。 

 

（１） 社会教育における人権教育の推進 

ア）人権という普遍的文化を構築するため、同和問題をはじめとする様々な人権問題の

解決に向け、市民の自発的な人権学習活動を推進する。そのため、日常生活において態

度や行動に現れるような人権感覚をかん養する学習環境の整備と学習機会の提供に積

極的に取り組む。 

イ）人権学習活動を活性化させるため、地域の実態を踏まえた教材の充実を図るととも

に社会教育関係者・団体指導者の育成と資質の向上を図る。 

 

（２） 人権教育事業 

ア）市民への学習機会の提供 

  イ）地域における主体的な人権教育活動への支援 

  ウ）人権教育活動のための指導者の資質向上 

  エ）子ども育成事業 

【主な取り組み内容】 

  ○ 関係団体、関係機関との連携 

○ 市民啓発の推進と充実 

    ・ 各地区同和教育等推進協議会との連携、交流 

    ・ 人権教育講座の開催 

    ・ 人権教育指導者研修会の開催 

    ・ 出会い・発見・共生 人権を考える女性集会の開催（令和５年まで） 

    ・ かめおか人権・平和・市民フォーラムの開催（令和７年） 

 

（３） 人権同和教育等推進団体 

   同和問題をはじめとするさまざまな人権問題の解決と、差別を許さない態度を養うため、

市民の自主的学習活動組織として、市内中学校ブロックごとに７地区の「人権同和教育等推

進協議会」が組織されている。各種関係団体が加入し、市民一人ひとりが自らの問題として

認識できるように、地域の実態を踏まえて特色ある取り組みが展開されている。 

人 権 教 育
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○保津町人権啓発推進協議会 

発足年月 昭和４７年１０月「保津開放教育推進協議会」として発足 

        平成２６年５月「保津町同和教育推進協議会」から現在の名称に変更 

主な活動 各種団体研修 全町民研修 区別研修 

○中部地区同和教育推進協議会 

   発足年月 昭和４９年６月 

   主な活動 専門部会を設置して研修を実施 

機関紙「展望」を発行 

○西部地区人権啓発推進協議会 

   発足年月 昭和４９年９月 

        令和５年７月「西部地区同和教育推進協議会」から現在の名称に変更 

   主な活動 委員研修 地区（自治会）研修 

○川東地区人権啓発推進協議会 

   発足年月 昭和５７年８月 

平成１２年５月「川東地区同和教育推進協議会」から「川東地区人権・同和教 

育推進協議会」に名称変更 

平成２３年５月現在の名称に変更 

   主な活動 専門部会を設置して研修を実施 

○南部地区人権・同和教育推進協議会 

発足年月 昭和５７年８月 

昭和６０年９月「南部地区同和教育研究協議会」から「南部地区同和教育推進 

協議会」に名称変更 

        平成２３年６月現在の名称に変更 

主な活動 役員研修 町民研修 先進地視察 

○亀岡地区人権啓発推進協議会 

発足年月 昭和５８年２月「亀岡地区同和教育推進協議会」として発足 

主な活動 地域ブロック別研修 

○東部地区人権啓発推進協議会 

   発足年月 昭和５９年２月「東部地区同和教育推進協議会」として発足 

   主な活動 地域ブロック別研修 
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                    ⅦⅦ    社社  会会  教教  育育  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  





１  社会教育事業 
 

近年、非行、いじめ、犯罪、児童虐待など、青少年をめぐる深刻な問題が報告されているほ

か、経済・社会環境の変化とともに地域のつながりは薄れ、課題を抱えた世代が孤立するケー

スも増加傾向にある。 

教育委員会では、このような課題に学びの支援を通じて貢献することや、子どもから高齢者

まで健康で文化的な生活を営むことのできる地域社会の実現を図るため、生涯にわたって学び

続けるための多様な学習機会を提供するとともに、次世代を担う人材を育成するための取り組

みを推進している。 

以下に、近年の社会教育事業を紹介する。 

 

（１）地域の教育機能の活用 

教員や地域の大人が子どもと向き合う時間の増加、住民等の学習成果の活用機会の拡充、地

域の教育力の向上を図っている。 

 

○地域学校協働活動推進事業（学校支援地域本部事業及び子 ど も 「 心 の 教 育 」 推 進 事 業 ）  

地域と学校が連携及び協働して、地域全体で未来を担う子どもたちの成長を支えるには社会

総がかりで教育を行う必要があることから、幅広い地域住民、企業、団体等の参画により子ど

もたちの成長を支え、地域を創生する地域学校協働活動を推進することを目的とし、各町に亀

岡市地域学校協働本部を設置し実施している。 

平成３０年度に学校支援地域本部事業と心の教育推進事業を地域学校協働活動推進事業とし

て再編した。 

 

年 度 地域学校協働活動事業取り組み内容等 

令和５年度 

【各地域での主な取り組み】 

地域美化活動、農園活動、人権研修会、環境学習会、窯づくり作業体験、稲作体験

活動、防災学習、クリーン作戦、気球体験、花いっぱい運動、学校安全啓発活動、

お寺見学、昔の遊び教室等 

令和６年度 

【各地域での主な取り組み】 

地域美化活動、農園活動、人権研修会、環境学習会、餅つき体験、町探検、パッチ

ワーククラブ、防災学習会、漫画教室、花植活動、そば打ち体験、あゆつかみ体験

、気球体験等 

 

（２）家庭教育への支援 

親子の絆を深め、心身ともに健やかで心豊かな子どもを育てるため、学校・家庭・地域が連

携協力し、親やその家族を対象に多様な学習機会を提供することで、家庭の教育力を高めるこ

とを目的としている。 
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○子育て・親育ち講座 

子ども達の心身の健やかな成長のため、親子・家族のふれあいや世代間の交流を通して、家

庭の教育力や人権意識の向上を図るため子育て・親育ち講座を実施している。 

 

年 度 家庭教育支援事業“子育て・親育ち講座”取り組み内容等 

令和５年度 

○社会教育課主催の講座 

①ほっと一息～心も体もリラックス・ストレッチヨガ～ 

○市立幼稚園での講座 

①「親子リトミック」～リズムであそぼう！～ 

②今こそ！絵本の出番です！ 

○市立保育所・こども園等での講座 

①親子あそび歌ライブ（東部保育所） 

②人形劇 おおきなかぶ 他（本梅こども園） 

③講演「思わずくっつきたくなる愛着のおはなし」（第六保育所） 

④人形劇 しろちゃん・くろちゃん人形劇ショー ねずみのすもう他 

（中部保育所） 

○地域の教育機能を活用した講座 

①腹話術「トンちゃんとあそぼう」、箱廻し「ももたろう」、人形劇「オオ 

カミくんの休日」（子育て支援センター かめおかっこ広場） 

②わらべうたと絵本であそぼう（西つつじケ丘ふれあいセンター） 

○社会教育関係団体等との連携、協働により開催する講座 

①「子どもの人権～児童養護施設青葉学園の活動を通して伝えたいこと～」 

（市ＰＴＡ家庭教育委員会研修会） 

②子どもの心の成長を支える―健やかな心・めげない強さ― 

（市ＰＴＡ家庭教育委員会研修会） 

令和６年度 

○社会教育課主催の講座 

①今ここにあるがままに～ピラティスで心も体もリラックス～ 

○市立幼稚園での講座 

①歌で育む親子の時間と絆 

②親子でゆったり運動あそび 

○市立保育所・こども園等での講座 

①食育ｰ笑顔の受け渡し・子育て術ｰ（森の自然こども園東本梅）  

②今こそ！絵本の出番です！（川東保育所） 

③光る影絵のファンタジー（保津文化センター） 

○地域の教育機能を活用した講座 

①いちまいの紙でおはなし「かくれんぼ」、人形劇「おいもでぷぅ！」 

(子育て支援センターかめおかっこ広場) 

②合言葉は『だいじょうぶ』（西つつじケ丘ふれあいセンター） 

○社会教育関係団体等との連携協働により開催 

①あなたのままのあなたがだいすき！（人権啓発課） 

②ストレスと上手に付き合う方法（市ＰＴＡ家庭教育委員会研修会） 

③「子どもの人権～児童養護施設青葉学園の活動を通して伝えたいこと～」 

（市ＰＴＡ家庭教育委員会研修会） 
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○親のための応援塾 

市内１４小学校及び２義務教育学校で実施。就学前の子どもを持つ保護者などが語り合い、

交流し、学び合うことで日常の不安や悩みをやわらげるとともに、保護者同士のネットワーク

づくりを図っている。 

 

（３）子どもの健全育成の推進 

地域社会全体で子どもを育てる環境づくりや青少年の豊かな体験活動・社会奉仕活動を推進

するための体制の充実と指導者の養成及び、保護者が就労等により昼間家庭にいない児童に、

適切な遊びや生活の場を提供することで、児童の健全な育成を図っている。 

 

○亀岡市子ども会育成連絡協議会 

亀岡市子ども会育成連絡協議会は、亀岡市内における各町子ども会育成組織相互の緊密な連

携のもとに、子ども会の自主的な活動を推進するための条件を整備し、健全な育成指導と福祉

の増進を図ることを目的としている。 

主催事業としては、市内各町子ども会活動の役員及び育成者が集まり子ども会活動の活性化

のノウハウを学ぶ『子ども会育成者交流研修会』(年２回)、子どもたちの異年齢との交流を図

り、思いやりの心や正義感等を育むことを目的とした『地域子ども活性化事業』(年３回)が開

催されている。 

育成者交流研修会（令和６年度） 地域子ども活性化事業（令和６年度） 

第１回：育成者とは（研修） 

第２回：野外活動の運営（飯盒炊飯） 

 

第１弾：物作り体験【陶芸】（ガレリアかめおか） 

第２弾：物作り体験【和菓子】 

（あずきの里 ふじ幸） 

第３弾：物作り体験【苔テラリウム】 

（ガレリアかめおか） 
 

○ 亀 岡 市 地 域 未 来 塾  

 経 済 的 な 理 由 や 家 庭 の 事 情 に よ り 、 学 習 習 慣 が 十 分 に 身 に 付 い て い な か っ た り 、

学 習 が 遅 れ が ち な 中 学 生 を 対 象 と し て 、 大 学 生 や 教 職 経 験 者 な ど 地 域 住 民 の 協 力 を

得 て 無 料 の 学 習 支 援 （ 地 域 未 来 塾 ） を 行 い 、 学 習 習 慣 の 定 着 と 学 力 の 向 上 を 図 る 。

 ま た 、 地 域 の 幅 広 い 人 材 の 参 画 を 得 て 実 施 す る こ と で 、 地 域 と 学 校 が 連 携 し な が

ら 、 地 域 全 体 で 子 ど も の 成 長 を 支 え て い く 活 動 を 推 進 す る 。  

 

＊ 直 近 ５ 年 間 の 取 り 組 み 実 績 時 間 数  

 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 

取り組み時

間数 
２７５時間 ２７１時間 ３１５時間 ２４７時間 ２４９時間 
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○ 亀 岡 市 は た ち の 会 （ 旧 亀 岡 市 成 人 式 ）  

本 市 で は 、 ２ ０ 歳 に な っ た 喜 び と 、 自 覚 と 責 任 を 確 か め る セ レ モ ニ ー で あ る は た

ち の 会 を 、 新 ２ ０ 歳 に よ る 亀 岡 市 は た ち の 会 実 行 委 員 会 を 設 置 し 、 自 ら 企 画 運 営 し

て い る 。 実 施 に 当 た っ て は 、 「 市 民 が 祝 い 期 待 す る 」 、 「 新 ２ ０ 歳 が 喜 び 自 覚 す

る 」 の 双 方 向 か ら の 取 り 組 み を 基 本 コ ン セ プ ト と し 、 毎 年 、 実 行 委 員 の 個 性 と 主 体

性 を 大 切 に し 、 さ ま ざ ま な 取 り 組 み が 展 開 さ れ て い る 。  

  令 和 ４ 年 、 民 法 改 正 に よ り 成 人 年 齢 が ２ ０ 歳 か ら １ ８ 歳 に 引 き 下 げ ら れ た が 、

「 成 人 の 日 」 が 国 民 の 祝 日 に 関 す る 法 律 に 「 お と な に な っ た こ と を 自 覚 し 、 み ず

か ら 生 き ぬ こ う と す る 青 年 を 祝 い は げ ま す 」 と さ れ て い る 趣 旨 と 、 か つ 亀 岡 市 成

人 式 の 開 催 目 的 を 尊 重 し 、 対 象 者 は 引 き 続 き ２ ０ 歳 と し て い る 。  

 

年 度 亀岡市はたちの会取り組み内容等 

令和5年度 

・参加者６９９名 

・テーマ『煌 ～未来を照らす道しるべ～』 

・実行委員会と市長との意見交換会を実施 

・２部のつどいは、新２０歳が出身中学校・義務教育学校別に分かれ、恩師・友人

と歓談 

令和6年度 

・参加者６３３名 

・テーマ『拓 ～まだ見ぬ それぞれの新境地へ～』 

・市長との意見交換会に加えて、市議会議員との懇談会「わがまちトーク」を実施 

・２部のつどいは、新２０歳が出身中学校・義務教育学校別に分かれ、恩師・友人

と歓談 

 

○ 放 課 後 児 童 健 全 育 成 事 業  

  保 護 者 が 就 労 等 に よ り 昼 間 家 庭 に い な い 児 童 に 適 切 な 遊 び 及 び 生 活 の 場 を 与 え 、 児

童 の 健 全 な 育 成 を 図 る こ と を 目 的 に 、 市 内 小 学 校 の 教 室 等 で か め お か 児 童 ク ラ ブ を 開

設 し て い る 。  

  平 成 ２ ７ 年 度 に 長 期 休 業 期 間 の 開 始 時 刻 を 前 倒 し （ 「 午 前 ８ 時 ３ ０ 分 か ら 」 を 「 午

前 ８ 時 か ら 」 ） と 拡 充 し た 。 平 成 ２ ８ 年 度 か ら 平 成 ３ ０ 年 度 に か け て 市 内 １ ８ 小 学 校

区 の 全 て に お い て 入 会 対 象 を 全 学 年 児 童 に 拡 大 し て い る 。  

  令 和 ２ 年 度 に 臨 時 休 校 措 置 期 間 中 に お い て 長 期 休 業 期 間 同 様 に 放 課 後 児 童 会 の 開 設

を 始 め 、 以 後 、 市 民 ニ ー ズ や 国 の 運 営 指 針 を 受 け 、 児 童 会 の 年 間 開 設 日 数 の 拡 充 等 を

図 っ て き た 。  

  コ ロ ナ 禍 に お い て は 、 感 染 症 予 防 対 策 と し て 対 策 用 品 の 購 入 ・ 備 蓄 を 行 い 、 市 内 飲

食 店 連 携 に よ る デ リ バ リ ー 制 昼 食 の 斡 旋 を 開 始 し 、 持 続 可 能 な 運 営 体 制 を 整 備 し た 。  
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  令 和 ３ 年 度 に は 、 山 間 地 の 放 課 後 児 童 会 （ 学 校 夏 季 休 業 期 間 ） 利 用 児 童 に 対 し て ス

ク ー ル バ ス 運 行 を 開 始 し た 。  

  令 和 ５ 年 度 に 名 称 を 「 放 課 後 児 童 会 」 を 「 か め お か 児 童 ク ラ ブ 」 に 変 更 し 、 制 度 を

拡 充 （ 「 閉 会 時 間 ： 午 後 ６ 時 ま で 」 を 「 閉 会 時 間 ： 午 後 ７ 時 ま で 」 、 「 一 時 利 用 （ 日

額 で の 利 用 ） の 利 用 申 し 込 み 可 能 」 、 「 １ 世 帯 ２ 人 目 以 降 無 償 化 」 ） す る な ど 、 保 育

の 充 実 に 努 め て い る 。  

 

  ＊ 直 近 ５ 年 間 の 入 会 児 童 数 等 開 設 実 績      （ ※ 数 値 は 各 年 度 末 現 在 の 実 績 ）  

 令 和 ２ 年 度  令 和 ３ 年 度  令 和 ４ 年 度  令 和 ５ 年 度  令 和 ６ 年 度  

入 会 児 童 数  ９ ３ １  ９ ６ ３  １ ， ０ ０ ３  １ ， １ ９ ０  １ ， ３ ０ ４  

開 設 ク ラ ブ 数  ３ ２  ３ ２  ３ ２  ３ ３  ３ ３  

 

 

（ ４ ） 市 民 の 学 習 活 動 の 推 進  

子 ど も か ら 高 齢 者 ま で 学 習 機 会 の 提 供 を 図 り 、 生 涯 に わ た っ て 健 康 で 、 文 化 的 な

生 活 を 営 む こ と の で き る 地 域 社 会 の 実 現 を 図 る こ と を 目 的 と し て い る 。  

 

○ 亀 岡 市 さ わ や か 教 室  

市民の皆さんがふれあいを深めながら楽しく学ぶことを通じて、人生における教養の向上、

生きがいの創造、仲間づくりを進め、より良い生活設計や社会参加のために必要な知識を得る

ことで社会的な能力を高め、家庭や地域社会で活かせるようにすることを目指し「亀岡市さわ

やか教室」を開設している。平成３０年度に、広く市民の参加を促すため、また受講生の要望

が寄せられたことを受けて、「高齢者さわやか教室」から「亀岡市さわやか教室」に事業名を

変更した。 

年 度 亀岡市さわやか教室取り組み内容等 

令和５年度 

テーマ「安心・安全・心豊かな暮らしをめざして」 

①めざせ！アクティブライフ！－体・心・頭を鍛えていつまでも輝いていよう－ 

②ちょっと待って！そのクリック大丈夫？－今日から始めるネットトラブル対策－ 

③このまちが好きだから－被差別の歴史を持つまちに生まれて－ 

④おもしろ散歩学－自然観察しながらリフレッシュー 

⑤ひょうたん島コンサート－懐かしい歌で、カムバック青春！－ 

⑥方言を考える－関西弁のおもしろさ－ 

⑦ＮＨＫ全国放送公開番組上方演芸会【特別講座】 
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令和６年度 

テーマ「安心・安全・心豊かな暮らしをめざして」 

①フレイル予防－楽しみながら健康なからだづくりを学ぼう！－ 

②楽しく健活しよう！－見直そう！命を守る水－ 

③懐かしの学び舎で童謡・唱歌に親しもう！－ハーモニカ・ヘルマンハープとともに－ 

④スポーツでコミュニケーション!－卓球バレー・モルック・ボッチャにチャレンジ－ 

⑤笑いの伝承－落語を楽しもう！－ 

⑥阪神淡路大震災から３０年を経て 

⑦220年の伝統を現代へ通用するワザに－からだにもこころにもやさしい京菓子を－ 

 

（ ５ ） そ の 他  

○ 社 会 教 育 関 係 団 体 の 育 成 ・ 支 援  

○ 社 会 教 育 施 設 の 管 理  

○ 社 会 教 育 委 員 の 設 置  
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２．社会教育関係団体 

 

 （１）ＰＴＡ連絡協議会 

 

      本会は、亀岡市立小・中学校・義務教育学校ＰＴＡが、お互いの連携を緊密にすること

によりＰＴＡの健全な発展を図るとともに、好ましい教育環境の醸成と子どもたちの福祉

の増進を図ることを目的としている。 

      主な事業としては、毎年、市Ｐ連研究大会、府外研修会等を開催。市内外の交流を深め

ることにより教育力の維持・向上に努めている。 

 

 （２）子ども会育成連絡協議会 

     

      本協議会は、亀岡市内における各町子ども会育成組織相互の緊密な連携のもとに、子ど

も会の自主的な活動を推進するための条件を整備し、健全な育成指導と福祉の増進を図る

ことを目的として、活動を推進している。 

     主な事業としては、 

  ①各町子ども会育成組織相互の連絡と関係機関、団体との連絡協調。 

  ②子ども会指導者の養成確保 

  ③子ども会に関する調査、研究及び資料の発刊、研修会の開催 

  等をあげることができる 

   主な取り組みとしては、「子ども会育成者交流研修会」「地域子ども活性化事業」など

がある。 

  

 （３）ボーイスカウト 

 

   ボーイスカウト活動は、現在、世界１７２ケ国、５，７００万人もの子どもたちが参加

している世界中で認められた社会教育活動である。 

   受験勉強、塾通い、クラブ活動と忙しすぎる子どもたち。外で遊ばなくなったり、友達

をつくれなくなったりする子どもたち。今、彼らに一番必要なのは、自分で体験し、自分

で考え、仲間との活動でルールづくりをすることを通して、人や自然を思いやる心を育む

とともに、自立心や創造力を養うことである。ボーイスカウト運動は、そうしたバランス

のとれた人間教育を行う絶好の機会を提供している。 

     亀岡でも、春季キャンプ夏季キャンプなどの野外活動や奉仕活動を中心に、活発な活動

を続けている。また、日本全国のスカウトとの交流会や、世界のスカウトとの交流会にも参加

している。 
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（４）ガールスカウト 

 

   ガールスカウトは、明治４３年、少女たちの希望にこたえて、ボーイスカウトの創始者

によって創設されたものである。日本でも大正９年に始められ、現在、世界１５３ケ国、

１，０８０万人もの子どもたちが活発な活動をしている。 

     亀岡でも、ボーイスカウト同様キャンプなどの野外活動や奉仕活動を中心に、一人ひと

りの考えや意志を大切にした活動を行っている。また、日本や世界の仲間たちの交流も行

っている。 
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３．文 化 財 

 

  当地は、山陰道八箇国の東端の国として平安の都にも近く交通の要衝に位置し、畿内の文化と山陰の文

化、瀬戸内海の文化等の接点として歴史・文化・社会・風土が培われてきたことから、これら先人の生活の

跡を忍ばせる文化遺産が多く残されている街である。 

  その様な中で、近年、国営農地再編整備事業等の大型プロジェクトの躍動とともに、日一日とその姿を変

えつつあり、これら開発事業と文化財保護との調整が大きな行政課題となっている。 

  本市では、滅失しようとする数多くの文化遺産を、永く後世に保存継承するための方策樹立と、これら文

化遺産を通して郷土に対する認識を高めるための普及啓発活動を行っている。また、文化財保護審議会を設

置し、市長の諮問に対する、文化財の保存及び活用のために必要な措置の答申を受けて、その保全体制の充

実を図っている。 

 

（１）文化財保護条例の制定 

 

  昭和２７年頃から亀岡町史編纂事業が取り組まれていたが、昭和３０年１月１日に南桑田郡１町１５ヶ村

が合併され亀岡市制が施行されるに伴い、この編纂事業も市史編纂事業に受け継がれた。この編纂事業を通

して、市民に文化財保護意識の高揚がみられ、さらに文化財保護に係る調査及び普及啓発活動を充実させる

ために、昭和３９年に文化財保護委員会条例を制定し、市史編纂事業に携わる諸先生方を中心に委員の委嘱

を行った。昭和３９年度には市内の文化財所在目録を作成するとともに、文化財保護及び保存の在り方等の

調査審議を行い、重要な文化財の保存及び活用を充分図るために必要な措置が講じられやすいように、昭和

４３年１２月２３日に亀岡市文化財保護条例が施行された。現時点で５５件を指定しており、指定行為等を

通じて、その保存活用等について指導助言の充実に努めている。 

 

（２）文化財の保護と活用 

 

  本市文化財の普及啓発活動の拠点として、昭和６０年に亀岡市文化資料館を設置し、地域に根差したテー

マで今まで調査した文化資料をもとに公開し、地域学習を通して生涯学習の一翼を担っている。 

  また、亀岡を代表する史跡である丹波国分寺跡については、保存整備及び活用の指針として、歴史と文化

に学び、健康の増進を図り、余暇時間を活用できる等の複合機能をもつ体験型野外学習の場、生涯学習の場

として「丹波ＮＥＷ風土記の里」構想を策定し、その具現化に努めている。 

  さらに市内における文化資料及び記念物のうち学術上、芸術上又は生活史上価値の高いもので市民の文化

的生活の向上に資する指定・未指定文化財の保存修理等について、緊急を要するものについて、昭和５５年

３月２５日付けにて、亀岡市社寺等文化資料保全費補助金交付要綱を制定し、それに基づいて補助金を交付

しその保全を図っている。 

 また、令和４年１２月に「亀岡市文化財保存活用地域計画」を策定し、各地域における積極的な文化財の

保存・活用の動向を捉え、地域の各団体や関係団体とも連携し、文化財が地域主体により、継続的・長期的

に保存・活用されている状態を目指している。 
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（３）文化財指定等のあゆみ

ア、国指定・登録文化財

指定年 文　化　財　名　称 所有者・管理者・所在地 備　　考

紙本淡彩波濤図　応挙筆 金剛寺･･曽我部町穴太

紙本淡彩群仙図  応挙筆 金剛寺･･曽我部町穴太

紙本墨画山水図　応挙筆 金剛寺･･曽我部町穴太

明治39 出雲大神宮本殿 出雲大神宮･･千歳町千歳 建造物

木造薬師如来坐像 神蔵寺･･薭田野町佐伯

木造薬師如来坐像 宝林寺･･宮前町神前

木造阿弥陀如来坐像 宝林寺･･宮前町神前

木造釈迦如来坐像 宝林寺･･宮前町神前

木造薬師如来坐像 国分寺･･千歳町国分

木造十一面観音立像 極楽寺･･千歳町千歳

大正11 菫青石仮晶（桜石） 薭田野町柿花 天然記念物

大正13 宝林寺九重塔（石造） 宝林寺･･宮前町神前 建造物

昭和 3 丹波国分寺跡附八幡神社跡 国分寺外･･千歳町国分 史跡

昭和16 梅田神社本殿 梅田神社･･旭町宮ノ元 建造物

昭和27 オオサンショウウオ 市内一円 特別天然記念物

昭和31 コウノトリ 市内一円 特別天然記念物

金輪寺五重塔（石造） 金輪寺･･宮前町宮川

延福寺十三重塔（石造） 延福寺･･本梅町西加舎

昭和50 遠山家住宅 遠山秀史･･河原林町河原尻

愛宕神社本殿 愛宕神社･･千歳町国分

アユモドキ 大堰川水系 天然記念物

昭和53 絹本著色仏涅槃図 金輪寺･･宮前町宮川 絵画

昭和57 千歳車塚古墳 馬路･小口･出雲財産区・亀岡市･･千歳町 史跡

平成 4 佐伯灯籠 佐伯灯籠保存会･･薭田野町・吉川町
無形民俗（記録
選択）

木造男神坐像２躯附木造男神坐像１躯 出雲大神宮･･千歳町千歳 彫刻

法華経（藍紙）７巻 千手寺･･薭田野町鹿谷 書跡・典籍

平成 9 楽々莊洋館・日本館・玄関 光明文化芸術株式会社･･北町 建造物

平成21 佐伯灯籠 佐伯灯籠保存会･･薭田野町・吉川町 無形民俗

平成24 亀岡の寒天製造用具 亀岡市 有形民俗

彫刻

昭和32

建造物

昭和52

平成 8

絵画

大正 5 法常寺･･畑野町千ヶ畑 書跡・典籍
紙本墨書後水尾天皇宸翰一絲和尚山居
詩並御次韻和歌

明治36

大正 6
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指定年 文　化　財　名　称 所有者・管理者・所在地 備　　考

令和3

出雲大神宮本殿中門及び祝詞殿・本殿廻
廊及び透塀・拝殿・神饌所・奏楽舎・社
務所・祭器庫・手水舎・石鳥居・制札・
上之社本殿・摂社黒太夫社

出雲大神宮･･千歳町千歳 建造物

令和5 廣瀬家住宅 廣瀬正春‥千歳町千歳 建造物

令和6 酒井家住宅 酒井通彰‥西別院町犬甘野 建造物

柳町会議所（旧馬場家住宅主屋） 柳町自治会‥柳町 建造物

旧子安家住宅主屋 大西みゆき‥本町 建造物

イ、府指定・登録等文化財

指定年 文　化　財　名　称 所有者・管理者・所在地 備　　考

木造如意輪観音坐像 宗堅寺･･西竪町 彫刻

穴太寺庭園 穴太寺･･曽我部町穴太 名勝

鍬山神社及び境内社八幡宮本殿 鍬山神社･･上矢田町 建造物

梵鐘 桂林寺･･本梅町平松

石造御正体 真神寺･･旭町西島

犬甘野の御田 犬甘野御田保存会･･西別院町犬甘野 無形民俗

昭和59 出雲風流花踊 出雲風流花踊保存会･･千歳町 無形民俗

絹本著色松井雲江像 龍潭寺･･薭田野町太田 絵画

法常寺庭園 法常寺･･畑野町千ヶ畑 名勝

鎌倉神社本殿 鎌倉神社･･東別院町鎌倉

與能神社本殿 與能神社･･曽我部町寺

松尾神社本殿 松尾神社･･旭町今峠

鍬山神社文化財環境保全地区 鍬山神社･･上矢田町

鎌倉神社文化財環境保全地区 鎌倉神社･･東別院町鎌倉

薭田野神社文化財環境保全地区 薭田野神社･･薭田野町佐伯

松尾神社文化財環境保全地区 松尾神社･･旭町今峠

昭和61 與能神社文化財環境保全地区 與能神社･･曽我部町寺

穴太寺本堂・多宝塔 穴太寺･･曽我部町穴太 建造物

龍潭寺庭園 龍潭寺･･薭田野町太田 名勝

奥条人形浄瑠璃用具 奥条区･･薭田野町奥条 有形民俗

鰐口 金輪寺･･宮前町宮川 工芸

大井神社立花行事 大井神社立花保存会･･大井町・薭田野町 無形民俗

平成 6 石灯籠 薭田野神社･･薭田野町佐伯 工芸

平成 7 法常寺一絲文守他歴代関係資料 法常寺･･畑野町千ヶ畑 歴史資料

昭和58

平成 3

建造物

穴太寺･･曽我部町穴太 建造物
穴太寺念仏堂･方丈及び庫裏･方丈表
門・鎮守堂・鐘楼・仁王門

平成 2

昭和60

文化財環境保全
地区

工芸

令和7
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指定年 文　化　財　名　称 所有者・管理者・所在地 備　　考

穴太寺観音縁起 穴太寺･･曽我部町穴太 古文書

小幡神社本殿 建造物

小幡神社文化財環境保全地区
文化財環境保全
地区

西山神社本殿 西山神社･･畑野町千ケ畑 建造物

特芳禅傑関係資料 龍潭寺･･薭田野町太田 歴史資料

平成16 亀岡祭山鉾行事 亀岡祭山鉾連合会･･亀岡地区 無形民俗

平成17 法常寺文化財環境保全地区 法常寺･･畑野町千ケ畑
文化財環境保全
地区

平成18 足利高氏願文　附足利尊氏御判御教書 八幡宮･･篠町篠 古文書

平成20 木造十一面観音坐像 甘露寺･･東別院町南掛 彫刻

亀岡藩史料 亀岡市･･亀岡市文化資料館 歴史資料

楽々荘庭園 光明文化芸術株式会社･･北町 登録・名勝

平成23 金輪寺本堂 金輪寺･･宮前町宮川 建造物

平成24 木造菩薩立像（伝聖観音像） 無量寺･･曽我部町寺 彫刻

八幡宮社本殿・鐘楼 八幡宮社･･保津町宮ノ上 建造物

請田神社頓宮 請田神社･･保津町宮ノ上 建造物

平成28 板絵著色繋馬図 小幡神社･･曽我部町穴太 絵画

宮垣神社本殿 宮垣神社‥千代川町川関 建造物

千手寺開基堂（旧観音堂） 千手寺‥薭田野町鹿谷 建造物

木造薬師如来坐像 願成寺‥大井町並河 彫刻

絹本着色仏涅槃図 極楽寺‥河原林町勝林島 絵画

令和4 木造金剛力士立像 金輪寺･･宮前町宮川 彫刻

鉄造薬師如来坐像 大圓寺‥西町 彫刻

遠山家文書 遠山明‥亀岡市古世町 古文書

ウ、亀岡市指定文化財

指定年 文　化　財　名　称 所有者・管理者・所在地 備　　考

旧亀山城内新御殿門 千代川町自治会･･千代川町北ノ庄 建造物

出雲神社傍示図並関係文書 出雲大神宮･･千歳町千歳 絵画

旧呉服町火の見の鐘 亀岡市･･千歳町国分

二代目村正脇差 天満宮･･馬路町池尻

狐塚古墳 亀岡市･･余部町 史跡

木造阿弥陀如来坐像 安楽寺･･東別院町大野

木造阿弥陀如来坐像 金輪寺･･東別院町栢原

木造阿弥陀如来立像 専念寺･･塩屋町

令和2

令和5

昭和56 彫刻

小幡神社･･曽我部町穴太

平成14

平成 9

昭和45
工芸品

平成22

平成27

平成30

指定年 文　化　財　名　称 所有者・管理者・所在地 備　　考

穴太寺観音縁起 穴太寺･･曽我部町穴太 古文書

小幡神社本殿 建造物

小幡神社文化財環境保全地区
文化財環境保全
地区

西山神社本殿 西山神社･･畑野町千ケ畑 建造物

特芳禅傑関係資料 龍潭寺･･薭田野町太田 歴史資料

平成16 亀岡祭山鉾行事 亀岡祭山鉾連合会･･亀岡地区 無形民俗

平成17 法常寺文化財環境保全地区 法常寺･･畑野町千ケ畑
文化財環境保全
地区

平成18 足利高氏願文　附足利尊氏御判御教書 八幡宮･･篠町篠 古文書

平成20 木造十一面観音坐像 甘露寺･･東別院町南掛 彫刻

亀岡藩史料 亀岡市･･亀岡市文化資料館 歴史資料

楽々荘庭園 光明文化芸術株式会社･･北町 登録・名勝

平成23 金輪寺本堂 金輪寺･･宮前町宮川 建造物

平成24 木造菩薩立像（伝聖観音像） 無量寺･･曽我部町寺 彫刻

八幡宮社本殿・鐘楼 八幡宮社･･保津町宮ノ上 建造物

請田神社頓宮 請田神社･･保津町宮ノ上 建造物

平成28 板絵著色繋馬図 小幡神社･･曽我部町穴太 絵画

宮垣神社本殿 宮垣神社‥千代川町川関 建造物

千手寺開基堂（旧観音堂） 千手寺‥薭田野町鹿谷 建造物

木造薬師如来坐像 願成寺‥大井町並河 彫刻

絹本着色仏涅槃図 極楽寺‥河原林町勝林島 絵画

令和4 木造金剛力士立像 金輪寺･･宮前町宮川 彫刻

鉄造薬師如来坐像 大圓寺‥西町 彫刻

遠山家文書 遠山明‥亀岡市古世町 古文書

ウ、亀岡市指定文化財

指定年 文　化　財　名　称 所有者・管理者・所在地 備　　考

旧亀山城内新御殿門 千代川町自治会･･千代川町北ノ庄 建造物

出雲神社傍示図並関係文書 出雲大神宮･･千歳町千歳 絵画

旧呉服町火の見の鐘 亀岡市･･千歳町国分

二代目村正脇差 天満宮･･馬路町池尻

狐塚古墳 亀岡市･･余部町 史跡

木造阿弥陀如来坐像 安楽寺･･東別院町大野

木造阿弥陀如来坐像 金輪寺･･東別院町栢原

木造阿弥陀如来立像 専念寺･･塩屋町

令和2

令和5

昭和56 彫刻

小幡神社･･曽我部町穴太

平成14

平成 9

昭和45
工芸品

平成22

平成27

平成30
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指定年 文　化　財　名　称 所有者・管理者・所在地 備　　考

木造釈迦如来坐像 念仏寺･･篠町柏原

木造馬頭観音立像 桂林寺･･本梅町平松

木造千手観音坐像 千手寺･･薭田野町鹿谷

木造毘沙門天立像 聖隣寺･･東竪町

木造釈迦涅槃像 穴太寺･･曽我部町穴太

絹本著色仏涅槃図 円通寺･･紺屋町

梵鐘（天文三年　1534銘） 金輪寺･･宮前町宮川

梵鐘 桂林寺･･本梅町平松

大般若経
徳寿院･如意寺･宝泉寺大般若経保存
会･･篠町山本・馬堀

書跡・典籍

木造阿弥陀如来坐像 浄法寺奉賛会･･篠町浄法寺

木造薬師如来坐像 如意寺･･篠町山本

木造薬師如来坐像 楽音寺･･東本梅町大内

元明院宝篋印塔 元明院･･旭町谷川

金輪寺九重塔 金輪寺･･宮前町宮川

木造日光・月光菩薩立像 神蔵寺･･薭田野町佐伯

八岩権現二十一尊磨崖仏 嶺松寺･･千代川町北ノ庄

足利高氏旗挙げの地 篠村八幡宮･･篠町篠 史跡

国分寺境内地イチョウ 国分寺･･千歳町国分 天然記念物

奥条浄瑠璃人形首・衣装・道具一括 奥条区･･薭田野町奥条 有形民俗

坊主塚古墳出土遺物一括 亀岡市･･亀岡市文化資料館 考古資料

穴太寺伽藍 穴太寺･･曽我部町穴太

法常寺仏殿 法常寺･･畑野町千ヶ畑

楽音寺本堂 楽音寺･･東本梅町大内

犬甘野板碑 常泉寺･･西別院町犬甘野

平成 4 国分寺本堂・山門・鐘楼 亀岡市･･千歳町国分

絹本著色菅沼定昭寿像 天満神社･･上矢田町 絵画

木造如来坐像 金輪寺･･東別院町栢原 彫刻

木造如意輪観音坐像 金輪寺･･東別院町栢原 彫刻

平成10 亀岡祭山鉾行事 亀岡祭山鉾連合会･･亀岡地区 無形民俗

大本天恩郷のコノハナザクラ 大本･･荒塚町内丸

法常寺のコウヤマキ 法常寺･･畑野町千ケ畑

昭和56

彫刻

彫刻

昭和61

建造物

昭和58

建造物

絵画
絹本著色釈迦十六善神像

工芸品

平成 9

昭和62

天然記念物平成14

徳寿院･如意寺･宝泉寺大般若経保存
会･･篠町山本・馬堀

彫刻
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指定年 文　化　財　名　称 所有者・管理者・所在地 備　　考

丹波国分寺跡のカゴノキ 亀岡市･･千歳町国分

丹波国分寺跡のムクノキ 亀岡市･･千歳町国分

旧亀山城内新御殿玄関 保津五苗財団･･保津町訳目 建造物

亀山城惣構跡（土塁） 天満神社･･京町

亀山城惣構跡（土塁） 嶺樹院･･西竪町

亀山城惣構跡（土塁） 宗堅寺･･西竪町

亀山城惣構跡（土塁） 聖隣寺･･東竪町

亀山城惣構跡（土塁） 亀岡市（坂部公園）･･東竪町

舟筏無難銘石灯籠 桑田神社‥篠町山本 有形民俗

金刀比羅神社奉納船 金刀比羅神社‥保津町保津 有形民俗

保津川船下り操船技術 保津川遊船企業組合‥保津町下中島 無形民俗

平成31 亀山城惣構跡（土塁） 宗福寺‥矢田町 史跡

木造獅子狛犬（鎌倉時代13世紀前半） 愛宕神社‥千歳町国分 彫刻

木造獅子狛犬（鎌倉時代13世紀後半） 愛宕神社‥千歳町国分 彫刻

明智光秀書状 保津五苗財団‥保津町訳目 古文書

サンヤレ（火伏せの行事） 土ケ畑サンヤレ保存会‥畑野町土ケ畑 無形民俗

絹本著色仏涅槃図 光忠寺‥北古世町 絵画

形原松平家墓所 光忠寺‥北古世町 史跡

令和4 亀山城惣構跡（土塁） 円通寺･･紺屋町 史跡

旧有秋尋常高等小学校奉安殿 吉川町自治会‥吉川町吉田 建造物

旧国恩寺関連資料 鐘講‥篠町森 歴史資料

亀山城惣構跡（土塁） 亀岡市（秋葉神社）‥紺屋町 史跡

エ、京都府自然２００選

指定年 選　　定　　名　　称 所在地 備　　　考

與能神社の社叢林 曽我部町

平の沢公園のオニバス 馬路町

国分寺の乳イチョウ 千歳町

ホトケドジョウの生息する小溝 薭田野町

アユモドキの生息する灌漑用水路 保津町

オオサンショウウオの生息する犬飼川流域 曽我部町

ムササビの生息する愛宕神社の森 千歳町

保津峡 保津町・篠町

薭田野の菫青石仮晶 薭田野町

老ノ坂 篠町

出雲大神宮 千歳町
平成 6

歴史的自然環境
部門

平成 4 動物部門

平成 5 地形・地質部門

平成 3 植物部門

史跡
平成24

平成29

令和2

令和3

令和7

天然記念物平成14
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（４）埋蔵文化財発掘調査のあゆみ

調査年度 遺　跡　名　称 対象地 調　　査　　概　　要 調査後

昭和30・31 坊主塚古墳 馬路町 ５世紀中頃、二段築成、木棺直葬 現状保存

法貴Ｂ１号墳 曽我部町 組合式石棺（改葬墓）、方形列石 移築保存

余部遺跡 余部町 弥生時代後期集落跡 記録保存

47 御上人林廃寺(1) 河原林町 金堂跡

御上人林廃寺(2) 河原林町

丹波笑路城跡 西別院町 中型梯郭式山城

馬場ケ崎遺跡 大井町 弥生時代後期のＵ字溝 記録保存

御上人林廃寺(3) 河原林町 遺構、弥生時代末期竪穴式住居跡

53 御上人林廃寺(4) 河原林町 遺構、古墳時代後期竪穴式住居跡

浄法寺城跡 篠町 中型梯郭式山城、土塁 記録保存

御上人林廃寺(5) 河原林町 講堂跡、尼房跡、溝

55 御上人林廃寺(6) 河原林町 南門跡

57 丹波国分寺跡(1) 千歳町 金堂跡、（創建、再建）

丹波国分寺跡(2) 千歳町 中門跡、弥生時代後期竪穴式住居跡

松熊遺跡 東本梅町 弥生時代中期～後期集落跡 記録保存

59･60･61 遺跡分布調査 市内一円 報告書

59 丹波国分寺跡(3) 千歳町 塔跡 現状保存

縄文時代後期～弥生時代中期の溝

古墳時代後期の墓

丹波国分寺跡(4) 千歳町 僧房跡

北金岐遺跡(1) 大井町 古墳時代前期の大溝

丹波国分寺跡(5) 千歳町 講堂跡 現状保存

築地跡、梵鐘鋳造遺構、金堂跡、

講堂跡掘立柱式建物、

古墳時代後期の竪穴式住居跡

62 春日部１号墳 曽我部町 ６世紀末、横穴式石室

１号墳･･６世紀後半、横穴式石室

４号墳･･６世紀末期、横穴式石室

美濃田古墳群 旭町 20号墳･･６世紀中期、木棺直葬

北金岐遺跡(2) 大井町 中世、掘立柱式建物、溝

奈良時代の竪穴式住居跡

奈良時代～平安時代の掘立柱式建物

大型掘立柱式建物跡群、工房跡

北金岐遺跡(3) 大井町 中世掘立柱式建物跡群 記録保存

40

現状保存
51

52

現状保存

54

現状保存

58

61･62 観音芝廃寺 篠町
金堂・講堂跡を
公園整備

記録保存
63

医王谷古墳群 下矢田町

60
千代川遺跡(11) 千代川町 記録保存

現状保存

61

平成  1
篠遺跡(1)(2) 篠町

一部
現状保存
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調査年度 遺　跡　名　称 対象地 調　　査　　概　　要 調査後

平成  1 並河城跡(1) 大井町 並河城本丸跡東側土塁石積 現状保存

鹿谷遺跡(2) 薭田野町 古墳時代後期の竪穴式住居跡37基 記録保存

並河城跡(2) 大井町 並河城本丸跡外郭の土塁等の規模確認 現状保存

並河城跡(3) 大井町 並河城本丸跡建物跡の確認 現状保存

鹿谷遺跡(3) 薭田野町 古墳時代後期の竪穴式住居跡17基

千代川遺跡(17) 千代川町 中世掘立柱式建物跡

天川遺跡 薭田野町 弥生時代中期～後期の方形周溝墓

篠遺跡(3) 篠町 大型掘立柱式建物跡群、小鍛冶跡遺構

千代川遺跡(18) 千代川町 古墳時代後期の竪穴式住居跡３基 現状保存

宮川遺跡 宮前町 宮川遺跡の範囲確認 記録保存

南条３号墳 曽我部町 木棺直葬の古墳時代中期の方墳

古墳時代後期の竪穴式住居跡１基

古代祭祀遺物出土

案察使遺跡 保津町 案察使遺跡、大淵遺跡の範囲確認

印地遺跡 旭町 中世掘立柱式建物跡群 記録保存

千代川遺跡(21) 千代川町
丹波国府跡関係遺構の確認（奈良時代掘立
柱式建物跡群）、方形周溝墓

現状保存

太田遺跡(2) 薭田野町 太田遺跡の範囲確認

河原林地区 河原林町 遺跡の範囲確認調査

丹波国分寺跡（6） 千歳町
僧房跡基壇（礎石建物・掘立柱建物）・講
堂跡　　　東方礎石建物跡

現状保存

13号墳：6世紀初頭・横穴式石室

14号墳：6世紀初頭・横穴式石室

千代川遺跡（23） 千代川町 弥生時代方形周溝墓、古墳時代竪穴住居 記録保存

丹波国分寺跡（7） 千歳町 寺域東限溝 現状保存

千代川遺跡（22） 千代川町 古墳時代竪穴住居 記録保存

出雲遺跡（2） 千歳町 範囲確認 記録保存

丹波国分寺跡（8） 千歳町 鐘楼跡・梵鐘鋳造遺構

丹波国分寺跡（9） 千歳町 寺域北限の溝

千代川遺跡（24） 千代川町 平安時代掘立柱建物

桜峠18号墳 曽我部町 6世紀末の無袖式横穴式石室

保津車塚古墳 保津町 外護列石、周濠確認 現状保存

余部遺跡（4） 余部町 弥生時代竪穴式住居12基

杉南遺跡 旭町 官衙的遺構（掘立柱建物19棟）

丹波国分寺跡（10） 千歳町 東築地状遺構を57mにわたり検出

池尻廃寺（3） 馬路町 範囲確認

3

4

記録保存

5

現状保存

6

千代川遺跡(19)

9

現状保存

記録保存

記録保存

10 現状保存

千代川町

7

8

北ノ庄13・14号墳 千代川町 14号墳現状保存

記録保存
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調査年度 遺　跡　名　称 対象地 調　　査　　概　　要 調査後

千代川遺跡（25） 千代川町 溝・土坑墓 記録保存

坊主塚古墳 馬路町 造出し、二重周濠確認 現状保存

杉北遺跡（1・2） 旭町 6世紀の竪穴式住居7基

井手遺跡 本梅町 範囲確認

西加舎遺跡 本梅町 範囲確認

丹波国分寺跡（11） 千歳町 東面築地及び側溝

池尻廃寺（4） 馬路町 金堂跡瓦積基壇

東加舎遺跡 本梅町 範囲確認

西加舎遺跡 本梅町 範囲確認

千代川遺跡（26） 千代川町 弥生時代溝・土坑

坊主塚古墳 馬路町 二重周濠 現状保存

時塚遺跡 馬路町 範囲確認

杉北遺跡（4） 旭町 中世の掘立柱建物

池尻遺跡 馬路町 範囲確認

杉北遺跡（3） 旭町 中世の掘立柱建物

桝塚古墳（1） 篠町 葺石・周濠

池尻廃寺（5） 馬路町 寺域西限・南限の区画溝

杉北遺跡（6） 旭町 記録保存

丹波国分寺跡（12） 千歳町 寺域北限・東限築地、僧房基壇

丹波国分寺跡（13） 千歳町 寺域西限築地及び両側溝

丹波国分寺（14） 千歳町 経蔵跡 現状保存

杉北遺跡（8） 旭町 範囲確認

里遺跡（1） 旭町 範囲確認、弥生時代竪穴式住居

山階遺跡（1） 旭町 範囲確認、弥生時代竪穴式住居

丹波国分寺跡（15） 千歳町 寺域北限築地内側溝、北面築地両側溝

千歳車塚古墳（1） 千歳町 二重周濠、中堤造出し、

池尻廃寺（6） 馬路町 寺域東限築地

丹波亀山城跡（5） 古世町 武家屋敷跡 記録保存

丹波国分寺跡（17） 千歳町 寺域西限及び北限築地

丹波国分寺跡（16） 千歳町 講堂跡基壇・仏地と僧地を区画する築地

山階遺跡（2・3） 旭町 範囲確認、弥生時代竪穴式住居

里遺跡（7） 旭町 範囲確認、古墳時代竪穴式住居

医王谷遺跡 下矢田町 範囲確認

蔵垣内遺跡（2） 千歳町 範囲確認、古墳時代竪穴式住居

出雲遺跡（3） 千歳町 範囲確認

12

現状保存

現状保存

13

記録保存

現状保存

平成10

記録保存

11

現状保存

記録保存

記録保存

14

現状保存

記録保存

15 記録保存
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調査年度 遺　跡　名　称 対象地 調　　査　　概　　要 調査後

三日市遺跡（5） 馬路町 範囲確認 記録保存

丹波国分寺跡（18） 千歳町 金堂跡基壇北辺 現状保存

丹波国分寺跡（19） 千歳町 南門跡基壇、塔跡基壇 現状保存

池尻遺跡（4） 馬路町 範囲確認

時塚遺跡（4） 馬路町 範囲確認

坊主塚古墳（4） 馬路町 範囲確認

天神塚古墳（1） 馬路町 範囲確認

池尻廃寺（7） 馬路町 範囲確認

三日市遺跡（7） 馬路町 範囲確認

池尻遺跡（6） 馬路町 範囲確認

出雲遺跡（5） 千歳町 範囲確認

時塚遺跡（9） 千歳町 範囲確認

車塚遺跡（6） 千歳町 範囲確認

千歳町

河原林町

蔵垣内遺跡（3） 千歳町 範囲確認

桝塚古墳（2） 篠町 範囲確認

丹波国分寺（20） 千歳町 仏地、僧地を区画する築地 現状保存

蔵垣内遺跡（5） 千歳町

出雲遺跡（8） 千歳町

池尻遺跡（11・13） 馬路町 範囲確認

池尻廃寺 馬路町 範囲確認、東限築地

蔵垣内遺跡（９） 千歳町 竪穴式住居跡（弥生時代）・中期古墳

出雲遺跡（８） 千歳町 土坑（弥生時代）・中期古墳

出雲遺跡（９） 千歳町 土坑（弥生時代）等

佐伯遺跡（２） 薭田野町 範囲確認 現状保存

出雲遺跡（１０） 千歳町 竪穴式住居跡（古墳時代）

出雲遺跡（１２） 千歳町 土坑（鎌倉時代）

出雲遺跡（１３） 千歳町 竪穴式住居跡（古墳時代）

出雲遺跡（１４） 千歳町 竪穴式住居跡（弥生時代）

出雲武式古墳 千歳町 前期古墳

佐伯遺跡（３） 薭田野町 範囲確認

篠窯業生産遺跡群 篠町 分布調査

余部遺跡（９） 余部町 方形周溝墓・中期古墳 記録保存

佐伯遺跡 薭田野町 範囲確認 現状保存

16

記録保存

現状保存

記録保存

三日市遺跡（8） 範囲確認

平成15

20

17
記録保存

18
記録保存

19

記録保存

現状保存
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調査年度 遺　跡　名　称 対象地 調　　査　　概　　要 調査後

平成20 篠窯業生産遺跡群 篠町 分布調査 現状保存

21 篠窯業生産遺跡群 篠町 分布調査 現状保存

太田遺跡（１６） 大井町 範囲確認・環濠集落

春日部遺跡 曽我部町 範囲確認

金生寺遺跡 曽我部町 範囲確認

篠窯業生産遺跡群 篠町 分布調査

余部遺跡（１０） 余部町 竪穴式住居跡（弥生～古墳時代）

天川遺跡（２） 薭田野町 縄文土器

太田遺跡（１７） 大井町 範囲確認・環濠集落

金生寺遺跡 曽我部町 範囲確認

犬飼遺跡 曽我部町 範囲確認

穴太遺跡 曽我部町 範囲確認

余部遺跡（１１） 余部町 埋葬施設（古墳時代中期） 記録保存

太田遺跡（１８） 大井町 範囲確認・環濠集落

千代川遺跡（２７） 千代川町 範囲確認

余部遺跡（１２） 余部町 範囲確認

加塚遺跡（３） 安町 範囲確認

余部遺跡（１３） 余部町 竪穴式住居跡（古墳時代）

太田遺跡（１９） 大井町 環濠集落（弥生時代）

篠窯業生産遺跡群 篠町 範囲確認・灰原

井手遺跡 本梅町 範囲確認

東加舎遺跡 本梅町 範囲確認

西加舎遺跡 本梅町 範囲確認

観音芝廃寺（２）　 篠町 本発掘調査　寺域南限の区画溝

観音芝廃寺（３）　 篠町
本発掘調査
域南限を画する築地延長部分の両側溝
推定の伽藍配置全様が判明。

保津遺跡 保津町 範囲確認

佐伯遺跡（７） 薭田野町 範囲確認　溝跡　大小の谷地形

篠窯業生産遺跡群
（牙ヶ尾地区）

篠町 範囲確認　窯体　灰原 現状保存

高野林城跡 千代川町 範囲確認 記録保存

井手遺跡（３） 本梅町 範囲確認 現状保存

篠・騎馬ヶ谷窯跡群 篠町 本発掘調査　須恵器窖窯　小型三角窯　灰原 現状保存

千代川遺跡（３０） 千代川町 本発掘調査　溝跡　土坑　柱穴

東加舎遺跡（３） 本梅町
本発掘調査
掘立柱建物跡　柱穴　井戸跡　礎石建物跡

22 現状保存

23

記録保存

現状保存

27

28

24
現状保存

25

記録保存

現状保存

26

記録保存

現状保存

記録保存
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調査年度 遺　跡　名　称 対象地 調　　査　　概　　要 調査後

平成28 西加舎遺跡（４） 本梅町 本発掘調査　土坑、溝跡 記録保存

丹波亀山城跡（７） 京町 範囲確認

井手遺跡（４） 本梅町 本発掘調査　掘立柱建物跡　柱穴　土坑

千代川遺跡（３２） 千代川町 本発掘調査　谷状地形

丹波亀山城跡（８） 紺屋町 範囲確認　溝跡

丹波亀山城跡（９） 荒塚町 範囲確認　堀跡断面

余部遺跡（１５） 余部町 本発掘調査　掘立柱建物跡　柱穴

余部遺跡（１７） 余部町 本発掘調査　溝跡 記録保存

篠・騎馬ヶ谷窯跡群 篠町 範囲確認　須恵器窯跡　緑釉陶器窯 現状保存

余部遺跡（１８） 余部町 本発掘調査　土坑　溝跡 記録保存

騎馬ヶ谷８号窯跡 篠町 本発掘調査　須恵器窯

井手遺跡（５） 本梅町 本発掘調査　土坑　溝跡　柱穴

篠窯業生産遺跡群 篠町 範囲確認　溝跡 現状保存

篠窯業生産遺跡群 篠町 範囲確認 現状保存

穴太遺跡（２） 曽我部町 本発掘調査　柱穴

犬飼遺跡（１３） 曽我部町 本発掘調査　土坑　柱穴

春日部遺跡（７） 曽我部町 本発掘調査　溝跡　自然流路

與能遺跡（３） 曽我部町 本発掘調査

篠窯業生産遺跡群 篠町 範囲確認　溝跡　土器溜り 現状保存

余部遺跡（２０） 余部町 本発掘調査　掘立柱建物　溝跡　土坑 記録保存

(篠インター地区) 篠町 範囲確認　溝跡 現状保存

6

篠窯業生産遺跡群
(洗川地区)

篠町 範囲確認 現状保存

29 記録保存

30 記録保存

4
記録保存

5 篠窯業生産遺跡群
(洗川地区)

篠町 範囲確認 現状保存

31・令和元

2
記録保存

3
西加舎遺跡（６） 本梅町 本発掘調査　溝跡　土坑　柱穴 記録保存
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４．社会教育施設 

 

（１）公民館 

 

 昭和４５年に亀岡市制１５周年を記念して中央公民館が設置された。昭和５０年に専任職

員が配置され、市民の重要な社会教育施設として公民館活動が行われるようになった。中央

公民館は、施設の老朽化が激しく部分改修では長寿命化が難しいことなどから、平成２８年

度に休館し、平成３０年度に除却した。地区公民館２館（篠公民館、吉川公民館）について

は地元住民の生涯学習のため自治会が運営している。以下に、設置以来進められてきた公民

館活動について紹介する。 

 

ア、公民館活動について 

①公民館は、住民のために実際生活に即する教育、学術及び文化に関する各種の事業を行

い、もって住民の教育の向上、健康の増進、情操の純化を図ることを目的とする。 

②公民館を生涯学習とコミュニティー活動の拠点として位置づけ、機能の拡充と内容の充

実を図る。 

③公民館における学習機会の拡充とサークルの育成を図る。 

④公民館活動に関わる諸団体との連携を深め、その育成と組織化を推進する。 

 

 

イ、事業 

 中央公民館においては、設置以来各種の事業に取り組んできたが、一例として平成２６年

度の事業を紹介する。 

 

①知的障害者成人学級   ②聴覚障害者成人学級   ③視覚障害者成人学級 

④市民文化講座として 

・和食料理教室      ・絵手紙教室     ・子ども料理教室   

・やさしいヨガ療法教室  ・親子ケーキ作り教室   

・寄せ植え教室      ・収納研修会 

⑤公民館サークルまつり  ⑥サークル活動の育成 
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（２） 図 書 館 
 

 図書館は、昭和 42 年 10 月 17 日に内丸町の旧市民会館（旧町議会棟）内に開館した。現図書

館（中央館）は、市制 25 周年事業として昭和 55 年に開館し、以来 45 年を経ている。さらに、

平成 5 年 7 月 20 日に大井分館、平成 6 年 5 月 1 日に馬路生涯学習センター内に馬路分室を、平

成 13 年 4 月 1 日に生涯学習施設ガレリアかめおか内の図書室をガレリア分館として移管を受

け、平成 14 年 7 月 20 日に馬堀分館（ふるさと学習プラザ）、平成 17 年 4 月 23 日に西部分室

を設置し、利用の拡大を図ってきた。また、平成 17 年度には中央館駐車場の整備、平成 25 年

度には中央館耐震補強・大規模改修工事、平成 28 年度には、馬路分室を亀岡川東学園内に移転

し、名称を「川東地域図書館」に改めた。そして令和元年度には中央館第 2 駐車場を供用開始

し、図書サービスの拠点としての機能の強化などを進めてきた。更に、令和 5 年度に中央館の

リニューアル工事を行い、利用者にとってより利便性の高い滞在型の施設へと変貌を遂げた。

中央館開館当時 17,000 冊余であった図書も、現在では、全館で 249,137 冊と市民１人当たり

4.3 冊の蔵書数となっている。 

 一方、図書館の電算化については、平成 6 年 4 月から亀岡市内の全図書館の図書を検索でき

るようにシステムを整備、平成 12 年 6 月からは亀岡市立図書館ホームページを開設し、図書館

の紹介や利用案内、図書館各種行事、図書の検索などについてインターネットによる情報サー

ビスを開始するとともに、平成 13 年 6 月からは京都府図書館総合目録ネットワークに参加し、

図書の相互利用を実施している。図書館システムの更新により、平成 21 年 10 月からはインタ

ーネットでの予約サービス、平成 29 年 10 月からはインターネットによる在架予約の受付も開

始した。 

 なお、平成 16 年 4 月に「かめおかっこ読書プラン（亀岡市子どもの読書活動推進計画）」を

策定し、地域、学校施設等の各機関との連携により子どもの読書活動を推進するための事業を

積極的に展開した。また、平成 23 年 3 月には「かめおかっこ 夢・未来  読書プラン」、平成

29 年 3 月には「かめおかっこ 夢・未来  読書プラン－第 3 次 亀岡市子どもの読書活推進計

画－」を策定し、更なる読書活動の推進に取り組んでいる。 
 

  ア、図書館の沿革 

年 沿        革 

昭和４２ 
亀岡市立図書館条例制定 

亀岡市立図書館運営規則制定 

亀岡市内丸町、旧市民開館内に市立図書館開館 

  ４５ 亀岡会館内に移転、開館 

    ５１ 中央公民館内の児童図書室を市立図書館に統合 

  ５４ 市制25周年記念事業として、亀岡市内丸町に建築着工 

    ５５ 同、竣工、亀岡市立図書館新館にて開館 

  ５６ 亀岡市立図書館団体貸出運営規則制定 

  ５７ 図書利用の地域格差対策として学校配本開始 

郷土・行政資料コーナー設置 

  ５８ 亀岡市立図書館大井分室を開室 

― 136 ―



    年  沿         革  

６０ 図書館協議会「亀岡市立図書館振興について」答申 

平成 ３ 「おはなしと紙芝居の会」毎週開催 

      ５ 大井町メディアス亀岡内に、亀岡市立図書館大井分館開館 

 ６ 

図書館電算システム稼働 
図書館開館時間を延長 
亀岡市立図書館馬路分室を開室 
検索システム（つつじケ丘小学校・別院中学校）開始 

 ８ 
図書館情報ネットワークシステム稼動、稼動式 
アメリカ合衆国スティルウォーター市立図書館と公衆回線で接続、コンピュー
タで図書館蔵書の相互検索を実施 

   ９ 
亀岡市国際センター（現・交流会館）、別院中学校に亀岡市図書館情報ネットワ
ークシステムの利用者端末機を設置 

  １０ ガレリアかめおか図書室とコンピュータで接続 

  １１ 図書館電算システム更新 

  １２ 
市立図書館ホームページ開設（開館20周年記念事業） 
市制45周年・図書館開館20周年・子ども読書年記念読書感想文入選者表彰式 

  １３ 
ガレリアかめおか図書室を移管、亀岡市立図書館ガレリア分館として設置 
京都府図書館総合目録ネットワークに参加、府内図書館の相互貸借を実施 

  １４ 
図書館ボランティア協議会「本の種をまく人の会」が発足 
亀岡市立図書館馬堀分館（ふるさと学習プラザ）を開館 
分館の開館時間を変更 

  １６ 
「かめおかっこ読書プラン（亀岡市子どもの読書活動推進計画）」策定 
図書館システム更新 
ブックスタート事業を保健センターでの4カ月健診時に開始（読み聞かせ） 

  １７ 
中央館駐車場設置 
亀岡市立図書館西部分室開室 
子ども読書推進事業の一つとして学校図書指導員配置事業開始（各小学校） 

  １８ ガレリア分館のＡＶブースを整備し、児童室を拡充 

  ２０ 図書館開館日・開館時間の変更を試行実施 

  ２１ 
図書館システムの更新及び新サービス開始（インターネット予約サービス・イン
ターネット閲覧サービス） 

  ２２ 
図書館開館日・開館時間の変更を実施（中央館－祝日開館・金曜日夜間午後8時
まで開館） 

  ２３ 

「かめおかっこ 夢・未来 読書プラン －新・亀岡市子どもの読書活動推進計画
－」策定 
「かめおかっこ 夢・未来 読書プラン推進会議」設置（以後毎年2回開催） 
大井分館の移転整備（閲覧スペース拡充・絵本コーナー充実等） 
「かめおかっこ 夢・未来 読書フェスティバル」開催 

  ２４ 
幼稚園・保育所（園）配本事業「ゆめ・未来文庫」開始（市内私立・公立） 
ブックスタート事業（19年度から11カ月健診時）で絵本プレゼントを実施 

  ２５ 
中央館耐震補強・大規模改修工事実施（おはなしのへや、授乳室、おはなしコー
ナーを新設） 
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  年  沿         革  

２６ 
子どもの読書活動優秀実践図書館として文部科学大臣表彰受賞 
図書館システム更新 
「かめおかっこ 夢・未来 読書フェスティバル」開催（第2回） 

２７ 読書手帳「かめおかっこブックノート」配布（中学生まで） 

  ２８ 
馬路分室を亀岡川東学園内に移転し、川東地域図書館に名称を改め開館 
「かめおかっこ 夢・未来 読書フェスティバル」開催（第3回） 

２９ 

「かめおかっこ 夢・未来 読書プラン － 第3次 亀岡市子どもの読書活動推
進計画－」策定 
学校図書館へ司書派遣を試行的に実施（畑野小学校・保津小学校・詳徳小学校） 
インターネットによる在架予約の受付開始 

３０ 
安詳小学校・千代川小学校・城西小学校の学校図書館へ定期的な司書派遣、他の
小学校へ巡回司書派遣を実施 
「かめおかっこ 夢・未来 読書フェスティバル」開催（第4回） 

令和  元 
亀岡小学校・保津小学校・詳徳小学校の学校図書館へ定期的な司書派遣、他の小
学校へ巡回司書派遣を実施 
亀岡市立図書館中央館第2駐車場供用開始 

   ２ 

図書館システムの更新 
曽我部小学校・千代川小学校・つつじケ丘小学校の学校図書館へ定期的な司書派
遣、他の小学校へ巡回司書派遣を実施 
新型コロナウイルス感染症に伴う全館休館（4月22日～5月17日） 
新型コロナウイルス感染症に伴う川東地域図書館臨時休館（7月22日～7月29日） 

   ３ 

「かめおかっこ 夢・未来 読書フェスティバル ～おはなしの世界～ 」開催 
（第5回） 
亀岡小学校・畑野小学校・曽我部小学校・千代川小学校・つつじケ丘小学校・城
西小学校の学校図書館へ定期的な司書派遣、他の小学校へ巡回司書派遣を実施 

   ４ 

学校教育課採用の学校図書館司書による市内小学校への派遣開始に伴い、司書
派遣協力を実施 
亀岡市立図書館の開館時間の変更を実施（午後6時までに統一） 
「かめおかっこ 夢・未来 読書フェスティバル」開催（第6回） 

   ５ 亀岡市立図書館中央館リニューアル工事実施 

   ６ 

  

図書館ホームページのリニューアル 
JR亀岡駅・JR馬堀駅・JR並河駅周辺に返却ボックス設置 
亀岡市立図書館中央館開館（リニューアルオープン） 
「かめおかっこ 夢・未来 読書フェスティバル」開催（第7回） 
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 イ、図書館の概要 

 

 ① 亀岡市立図書館 

       所  在  地：亀岡市内丸町 26 番地 

    開     館：昭和 55 年 

    蔵  書  数：139,064 冊（令和 7 年 3 月 31 日） 

    貸出登録者数： 28,929 人（令和 7 年 3 月 31 日） 

     貸 出 冊 数：168,363 冊（令和 7 年 3 月 31 日） 

 

 ② 亀岡市立図書館大井分館 

     所   在   地：亀岡市大井町土田 2 丁目 11 番 20－206 号 

     開        館：平成 5 年 

     蔵   書   数：20,008 冊（令和 7 年 3 月 31 日） 

     貸 出 冊 数：32,272 冊（令和 7 年 3 月 31 日） 

 

③ 亀岡市立図書館ガレリア分館 

     所   在   地：亀岡市余部町宝久保 1－1（ガレリアかめおか 1 階） 

     開        館：平成 13 年 

     蔵   書   数： 53,260 冊（令和 7 年 3 月 31 日） 

     貸 出 冊 数： 94,243 冊（令和 7 年 3 月 31 日） 

 

④ 亀岡市立図書館馬堀分館（ふるさと学習プラザ） 

     所   在   地：亀岡市篠町馬堀駅前 2 丁目 3 番 1－112 号 

     開        館：平成 14 年 

     蔵   書   数：25,525 冊（令和 7 年 3 月 31 日） 

     貸 出 冊 数：63,959 冊（令和 7 年 3 月 31 日） 

 

 ⑤ 亀岡市立図書館川東地域図書館（旧馬路分室） 

     所   在   地：亀岡市馬路町溝ノ上 14－1（亀岡市立亀岡川東学園 1 階） 

     開        館：平成 6 年 

     蔵   書   数：6,697 冊（令和 7 年 3 月 31 日） 

     貸 出 冊 数：2,920 冊（令和 7 年 3 月 31 日） 

 

 ⑥ 亀岡市立図書館西部分室 

     所   在   地：亀岡市本梅町井手下早田 8－10（本梅町公民館 1 階） 

     開        館：平成 17 年 

     蔵   書   数：4,583 冊（令和 7 年 3 月 31 日） 

     貸 出 冊 数：3,799 冊（令和 7 年 3 月 31 日） 
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 ウ、図書館利用状況 

 

年度 蔵書冊数 実利用者数 貸出者数 貸出冊数 亀岡市人口 

 
４２ 

 
         4,248 

 
         668 

 
       6,759 

 
         6,759 

 
        46,228 

 
４３ 

 
         5,742 

 
         742 

 
      10,283 

 
        10,283 

 
        47,367 

 
４４ 

 
         6,292 

 
         648 

 
       5,039 

 
         5,039 

 
        47,130 

 
４５ 

 
         6,540 

 
         673 

 
       6,350 

 
         6,350 

 
        48,005 

 
４６ 

 
         6,866 

 
         674 

 
       6,573 

 
         6,573 

 
        49,749 

 
４７ 

 
         7,080 

 
         496 

 
       4,739 

 
         4,739 

 
        52,019 

 
４８ 

 
         7,519 

 
         418 

 
       4,610 

 
         4,610 

 
        54,384 

 
４９ 

 
         7,801 

 
         674 

 
       6,637 

 
         6,637 

 
        56,998 

 
５０ 

 
         8,256 

 
         538 

 
       5,577 

 
         5,577 

 
        59,640 

 
５１ 

 
         9,477 

 
         550 

 
       5,786 

 
         5,786 

 
        61,988 

 
５２ 

 
        12,201 

 
         701 

 
       7,054 

 
         7,054 

 
        64,154 

 
５３ 

 
        14,809 

 
       1,044 

 
       8,790 

 
        13,972 

 
        66,897 

 
５４ 

 
        17,441 

 
       1,289 

 
       9,342 

 
        20,268 

 
        68,817 

 
５５ 

 
        30,027 

 
       6,582 

 
      40,622 

 
        81,628 

 
        70,447 

 
５６ 

 
        37,335 

 
       9,544 

 
      49,140 

 
       101,098 

 
        71,858 

 
５７ 

 
        45,749 

 
       9,931 

 
      57,942 

 
       123,103 

 
        72,981 

 
５８ 

 
        56,946 

 
       8,062 

 
      64,165 

 
       138,467 

 
        74,374 

 
５９ 

 
        69,155 

 
       9,312 

 
      66,945 

 
       148,689 

 
        76,063 

 
６０ 

 
        77,369 

 
       9,850 

 
      67,653 

 
       166,386 

 
        77,598 

 
６１ 

 
        83,904 

 
       9,678 

 
      68,361 

 
       162,941 

 
        79,474 

 
６２ 

 
        89,196 

 
      10,073 

 
      74,774 

 
       167,893 

 
        81,439 

 
６３ 

 
        95,617 

 
      10,106 

 
      75,407 

 
       171,953 

 
        83,547 

 
Ｈ１ 

 
        97,223 

 
      10,167 

 
      74,522 

 
       170,276 

 
        84,497 

 
 ２ 

 
        99,835 

 
      10,252 

 
      75,357 

 
       170,753 

 
        86,690 

 
 ３ 

 
       100,265 

 
      11,050 

 
      78,976 

 
       179,270 

 
        88,103 

 
 ４ 

 
       100,552 

 
      11,397 

 
      84,523 

 
       193,896 

 
        89,699 

  
 ５ 

 
       101,098 

 
      13,281 

 
      97,660 

 
       220,082 

 
        91,099 

  
 ６ 

 
       102,497 

 
      16,528 

 
      94,822 

 
       291,858 

 
        92,273 

 
 ７ 

 
       105,912 

 
      15,002 

 
      98,317 

 
       292,816 

 
        93,441 

  
 ８ 

 
       110,801 

 
      15,642 

 
      96,875 

 
       285,449 

 
        94,441 

 
 ９ 

 
       116,358 

 
      15,368 

 
      97,326 

 
       289,902 

 
        94,999 

 
１０ 

 
       121,651 

 
      17,583 

 
     104,088 

 
       301,420 

 
        95,360 

 
１１ 

 
       125,301 

 
      19,103 

 
     102,761 

 
       292,621 

 
        95,562 

 
１２ 

 
       128,962 

 
      19,684 

 
     102,775 

 
       293,513 

 
        95,890 
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年度 蔵書冊数 実利用者数 貸出者数 貸出冊数 亀岡市人口 

 
１３ 

 
       166,210 

 
      22,452 

 
     154,500 

 
       414,211 

 
        95,661 

 
１４ 

 
       184,513 

 
      21,105 

 
     167,079 

 
       455,398 

 
        95,506 

 
１５ 

 
       192,942 

 
      20,673 

 
     177,674 

 
       485,722 

 
        95,489 

 
１６ 

 
       200,961 

 
      20,369 

 
     175,062 

 
       492,183 

 
        95,368 

 
１７ 

 
       208,976 

 
      21,498 

 
     167,117 

 
       506,546 

 
        95,064 

 
１８ 

 
       212,733 

 
      18,645 

 
     152,654 

 
       458,663 

 
        94,844 

  
１９ 

 
       217,263 

 
      18,413 

 
     146,742 

 
       451,354 

 
        94,611 

 
２０ 

 
       218,028 

 
      17,871 

 
     149,173 

 
       465,884 

 
        94,243 

 
２１ 

 
       222,129 

 
      17,626 

 
     147,671 

 
       446,990 

 
        93,790 

 
２２ 

 
       223,951 

 
      15,236 

 
     149,473 

 
       446,219 

 
        93,393 

 
２３ 

 
       233,175 

 
      14,891 

 
     150,659 

 
       446,167 

 
        93,140 

  
２４ 

 
       232,698 

 
      14,609 

 
     149,147 

 
       448,904 

 
        92,472 

 
２５ 

 
       233,877 

 
      13,672 

 
     138,170 

 
       408,105 

 
        91,910 

 
２６ 

 
       237,763 

 
      13,689 

 
     144,255 

 
       425,702 

 
        91,259 

 
２７ 

 
       237,446 

 
      13,074 

 
     145,906 

 
       432,484 

 
        90,694 

 
２８ 

 
       237,817 

 
      12,468 

 
     136,827 

 
       405,321 

 
        90,107 

  
２９ 

 
       242,467 

 
      12,243 

 
     135,234 

 
       403,431 

 
        89,407 

 
３０ 

 
       245,263 

 
      11,631 

 
     135,159 

 
       404,948 

 
        88,833 

 
Ｒ１ 

 
       246,896 

 
      10,983 

 
     123,804 

 
       375,925 

 
        88,183 

 
 ２ 

 
       248,941 

 
       7,879 

 
      94,126 

 
       324,960 

 
        87,741 

 
 ３ 

 
       254,311 

 
       8,399 

 
     109,455 

 
       390,554 

 
        87,302 

   
 ４ 

 
       254,285 

 
       8,361 

 
     108,570 

 
       380,558 

 
        86,975 

 
 ５ 

 
       247,593 

 
       7,848 

 
     104,444 

 
       389,815 

 
        86,569 

 
 ６ 

 
       249,137 

 
       8,377 

 
     111,163 

 
       365,556 

 
        85,900 

※  実 利 用 者 数 に つ い て 、 平 成 5年 度 ま で の 数 値 は 登 録 者 数 で あ る 。  
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（３） 文化資料館  

 

亀岡市文化資料館は、廃校となった亀岡市立女子技芸専門学校の校舎(鉄筋コンクリート 3 階

建) を、資料館としての機能をもつ施設に改造して、昭和 60 年 11 月に開館した。 

資料館には 2 つの展示室があり、亀岡の歴史等を紹介する常設展、テーマを絞って行う企画

展、2 つの展示室を利用して行う特別展を開催している。また、開館以来 40 年間にわたり、様々

な展示会、文化財講座、文化財研修などの活動を行っている。 

平成元年度に結成された文化資料館友の会は、資料館での様々な文化体験とともに、毎年実施

する文化財研修では、近隣の府県まで足を伸ばし見聞を深めている。また定期的に、城下町探訪

や古文書勉強会、綿の栽培、市史を読む会の活動を行い、資料館の循環機能を高め、生涯学習拠

点として歴史・文化・自然の普及を図っている。 

 第５次亀岡市総合計画に、歴史文化の継承、芸術を触媒とした新たな活力と魅力を創造するま

ちづくりが掲げられ、その具体的施策として、文化資料館における体験活動や調査研究、普及活

動の充実が位置づけられ、文化資料館のあり方についても検討することが明記された。 

 令和５年度には亀岡市新資料館（仮称）整備検討委員会が設置され、新たな博物館施設の方向

性や将来像、展示などについて検討し、『亀岡市新資料館（仮称）整備基本構想』が策定された。 

令和６年度には、基本構想に基づき、『亀岡市博物館整備基本計画』を策定し、博物館整備に

向けて歩みを進めている。 

 

 

以下に、資料館 40 年のあゆみを紹介する。 
 
 
 

ア、公開展示 

年度 企 画 展 特 別 展 

S６０  亀岡の歴史とあゆみ 

生誕 300 年記念 石田梅岩 

６１ ふるさとのたからもの－市指定文化財

から－ 

丹波の城 

石への祈り－中世の石造美術－ 

６２ 鏡と古墳－景初四年鏡と芝ヶ原古墳－ 

（京都府内巡回展） 

大堰川の歴史－母なる川のうつりかわり－ 

発掘調査から学ぶ 

文学の旅－名作の舞台を訪ねて－ 

６３ ふるさとウオッチング－寄贈・寄託資

料を中心に－ 

円山応挙 

遊び 

刀・剣－まつりと信仰－ 
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年度 企 画 展 特 別 展 

Ｈ元 米・豊かな実りを求めて 

－大むかしの農具－ 

亀岡鉄道物語－汽笛がひびいて 90 年－ 

宝林寺－信仰のこころとかたち－ 

２ 武者行列－甲冑の世界－ 明智光秀と丹波・亀岡 

丹波の埴輪－1500 年の時を越えて－ 

３ 尊氏と丹波の土豪 天平の巨大プロジェクト国分寺 

職人の民俗誌－寒天づくり篇－ 

 ４ 丹波亀山城物語 民俗芸能－人形浄瑠璃－ 

丹波－中・近世の考古学－ 

５ 稲の民俗学 南北朝時代の丹波亀岡 

南丹波の王－前方後円墳の世界－ 

６ 丹波亀山藩物語 丹波国と平安京－都を支えた篠窯跡群－ 

盆に迎える霊－京都の盆行事と芸能－ 

７ 一絲文守と丹波・法常寺 四季の祭りと年中行事～亀岡歳時記～ 

亀岡 発掘 40 年 

８ 古代人の願い 近代丹波・亀岡のあけぼの 

昔の道具たち 

９ 亀岡の宝物 情報の発信・受信、それは道－京都縦貫自動

車道の発掘調査－ 大堰川探検－歴史を知り、自然を感じ

る－ 

１０ 横穴式石室のはじまり－口丹波を中心

に－ 

昔の遊びの風景－子ども時代の記憶から－ 

花嫁のいろどり 

１１ 探求！丹波亀山城 火を使う人々－くらしの中の火を探る－ 

原始・古代人のわすれもの 

１２ 亀岡人物ものがたり～ふるさとゆかり

の偉人をたずねて～ 

亀岡の 20 世紀 

農具たちの同窓会 

１３ 川からもらったもの 

～漁労・利水から～ 

発掘－まもる・つくる・たのしむ－ 

～国学者～安藤一族とその業績 

１４ 遺跡で学ぼう。遺跡で楽しもう。－往時

の姿がよみがえる遺跡の復元－ 

みんなでしらべた亀岡の生きものたち 

職人の民俗誌 2～丹波の下駄職人～ 
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年度 企 画 展 特 別 展 

１５ 火伏せの神愛宕さん 

～亀岡の愛宕信仰～ 

廣瀬桑田－その生涯と作品－ 

発掘された日本列島 2003 地域展 発

掘された京都 

１６ 丹波国誕生－タニハと呼ばれた時代－ 京都の人形浄瑠璃 

山脇東洋－その医療の系譜－ 

１７ 亀岡発掘Ⅱ タイムスリップ－回想法への扉－ 

亀岡源平ものがたり 

１８ 亀岡の城下町 角倉了以・素庵の業績－保津川舟運 400 年

の歴史－ 川船－大堰川の舟運と船大工－ 

１９ 戦争平和展－戦争遺跡と亀岡－ 石棚古墳－120 年前、日本考古学の父ガウラ

ンドが見た鹿谷の古墳－ 城下町・妖怪文化・サクラ石 みんな

でつくろう「亀岡学」 

２０ 市史編さんと資料公開－亀山藩主ゆか

りの品々と古文書－ 

国の天然記念物アユモドキと保津川水系の

サカナたち 

気が付けばなくなりつつある民俗技術 

養蚕－カイコと桑と繭と－ 

２１ 丹波の方墳再考！～方墳から丹波の古

墳時代中期の謎を解く～ 

春の丹波に獅子が舞う 諸国をめぐる伊勢

大神楽 

心学開講 280 年記念 

今よみがえる石田梅岩の教え 

２２ 川東・たんぼの下から郷土のお宝発

見！ 

丹波亀山城築城 400 年記念 

春の巻 明智光秀～時は今よみがえる！光

秀の実像～ 

夏の巻 丹波亀山城～天空にそびえる五重

天守！～ 

秋の巻 丹波亀山城下町～町並みの記憶を

たどる！～ 

２３ 災害から防災へ～祈り・学び・つなが

る心～ 

丹波の祭礼と風流 

オールドかめおか写真展 

２４ ごみすてるべからず－KAMEOKA 保津川

からのメッセージ－ 

道具を使う、道具を作る－職人の民俗誌 3

鍛冶屋さん－ 

 

 

かめおか子育て物語－産婆・保育・肖

像－ 
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年度 企 画 展 特 別 展 

２５ 丹波亀岡・風景へのまなざし これまでの資料館、これからの資料館－雑

水川、クニッテル通り、技専、文化資料

館、そして常設展－ 

つちのなかからお宝発見！？ 

－かめおかの遺跡を知ろう！学ぼう！！－ 

２６ ふるさとの名品－指定文化財の世界－ ふるさと亀岡のお城－平城・平山城・山

城・城館－ ふるさと亀岡をつづる－福知正温の足跡－ 

２７ ふるさと亀岡の道 亀岡の古代寺院と丹波国府 

戦後 70 年、あのときの亀岡－戦争平

和展 2015－ 

２８ 季節の楽しみ－行事食と暮らしの道具

－ 

山とともにくらす－森・川・いかだ－ 

中川小十郎－馬路村より立命館創立者

へ－ 

２９ 亀岡の土から生まれた！－響きあう造

形美－ 

米づくりへの挑戦－並河成資と農林１号－ 

山陰道鎮撫隊－丹波の郷土と幕末維新

－ 

３０ かめおかを巡る－巡礼札所からファイ

ンダー聖地まで－ 

 ― 

光秀伝説－丹波興敗略記の世界－ 

Ｒ元 かめおかの狛犬 明智光秀と戦国丹波－丹波進攻前夜－ 

 ２ 人と動物たちのものがたり 丹波決戦と本能寺の変 

ハレルヤお釈迦さん～誕生から涅槃ま

で～ 

 ３ 丹波の天変地異～災害に学ぶ先人の知

恵～ 

光秀その後の亀山 

亀岡の名宝 円山応挙・狩野永納・海北友

雪・後水尾上皇ゆかりの品々 

 ４ 怪異・妖怪に先人のこころをみる 形原松平展～譜代大名◆丹波亀山藩～ 

文化財と過去・現在・未来 

 ５ 亀岡 近代学校の成立と藩校・地域社

会 

足利尊氏 

 ６ 亀岡を掘ってみた― ～亀岡の遺跡の謎～ 矢部朴斎と『桑下漫録』～近世地誌に描か

れたふるさとの姿～ 「丹波路の車窓から ―老ノ坂と保津

峡の近代―」 
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イ、入館者の推移 

年度 常 設 展 企画展・特別展 合    計 

大人 小人 小計 大人 小人 小計 大人 小人 総計 

Ｓ６１ 767 93 860 1,255 507 1,762 2,022 600 2,622 

６２ 393 455 848 1,783 392 2,175 2,176 847 3,023 

６３ 550 384 934 2,291 369 2,660 2,841 753 3,594 

Ｈ元 800 331 1,131 1,900 663 2,563 2,700 994 3,694 

 ２ 950 662 1,612 1,915 281 2,196 2,865 943 3,808 

 ３ 1,819 337 2,156 2,645 668 3,313 4,464 1,005 5,469 

 ４ 1,893 986 2,879 2,476 265 2,741 4,369 1,251 5,620 

 ５ 1,438 516 1,954 2,115 193 2,308 3,553 709 4,262 

 ６ 1,306 655 1,961 1,932 113 2,045 3,238 768 4,006 

 ７ 1,086 687 1,773 2,041 217 2,258 3,127 904 4,031 

 ８ 1,370 359 1,729 1,996 1,022 3,018 3,366 1,381 4,747 

 ９ 1,242 662 1,904 1,673 208 1,881 2,915 870 3,785 

１０ 1,316 301 1,617 1,348 181 1,529 2,664 482 3,146 

１１ 845 1,078 1,923 1,666 245 1,911 2,511 1,323 3,834 

１２ 825 812 1,637 1,567 202 1,769 2,392 1,014 3,406 

１３ 1,291 740 2,031 1,014 102 1,116 2,305 842 3,147 

１４ 2,134 138 2,272 1,570 62 1,632 3,704 200 3,904 

１５ 2,176 526 2,702 3,050 57 3,107 5,226 583 5,809 

１６ 3,336 45 3,381 2,303 281 2,584 5,639 326 5,965 

１７ 3,793 360 4,153 1,837 103 1,940 5,630 463 6,093 

１８ 3,974 1,204 5,178 1,138 122 1,260 5,112 1,326 6,438 

１９ 2,757 322 3,079 2,172 263 2,435 4,929 585 5,514 

２０ 3,182 1,134 4,316 3,386 580 3,966 6,568 1,714 8,282 

２１ 2,706 461 3,167 2,437 369 2,806 5,143 830 5,973 

２２ 2,264 417 2,681 3,500 307 3,807 5,764 724 6,488 

２３ 2,470 406 2,876 2,650 492 3,142 5,120 898 6,018 

２４ 2,735 432 3,167 2,765 280 3,045 5,500 712 6,212 

２５ 3,122 302 3,424 2,426 351 2,777 5,548 653 6,201 

２６ 3,551 352 3,903 2,990 219 3,209 6,541 571 7,112 

２７ 3,321 369 3,690 2,862 193 3,055 6,183 562 6,745 

２８ 2,528 398 2,926 2,373 179 2,552 4,901 577 5,478 

２９ 3,145 698 3,843 2,389 375 2,764 5,534 1,073 6,607 

３０ 4,236 426 4,662 2,821 177 2,998 7,057 603 7,660 

Ｒ元 4,097 187 4,284 4,032 306 4,338 8,129 493 8,622 
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年度 常設展 企画展・特別展 合計 

大人 小人 小計 大人 小人 小計 大人 小人 総計 

Ｒ２ 5,771 358 6,129 4,101 452 4,553 9,872 810 10,682 

 ３ 2,955 89 3,044 3,684 138 3,822 6,639 227 6,866 

 ４ 3,277 194 3,471 3,085 294 3,379 6,362 488 6,850 

 ５ 4,285 343 4,628 1,851 142 1,993 6,136 485 6,621 

 ６ 3,174 287 3,461 1,907 40 1,947 5,081 327 5,408 
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（４）七谷川野外活動センター 

 

昭 和 ５ ６ 年 ４ 月 に 野 外 活 動 施 設 と し て 設 立 。 自 然 の 中 で 心 身 と も 健 全 な 青 少

年 の 育 成 及 び 市 民 の 交 流 を 推 進 す る た め の 施 設 で 、 平 成 １ ８ 年 度 か ら 指 定 管 理

者 制 度 を 導 入 し て お り 、 現 在 は 千 歳 町 自 治 会 が 管 理 運 営 を 行 っ て い る 。 キ ャ ン

プ な ど の 宿 泊 を は じ め 様 々 な 野 外 活 動 を 行 え る こ と か ら 青 少 年 の 健 全 育 成 だ け

に と ど ま ら ず 、 子 ど も か ら 大 人 ま で 幅 広 い 年 齢 層 に 親 し ま れ て い る 。  

 

（ 直 近 ３ 年 間 の 利 用 状 況 ）  

 令 和 ４ 年 度  令 和 ５ 年 度  令 和 ６ 年 度  

利 用 人 数  

（ 全 体 ）  
１ ３ ， ３ １ ９ 人  １ ３ ， ０ ５ ３ 人  １ １ ， ７ １ ９ 人  

利 用 人 数  

（ キ ャ ン プ 場 ）  
１ ， ７ １ ２ 人  １ ， ６ ０ ９ 人  １ ， ５ ０ ２ 人  
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                    ⅧⅧ    社社  会会  体体  育育  





１．スポーツの沿革 

 

 わが国のスポーツ振興は、昭和３６年に制定された「スポーツ振興法」を軸として、昭和３０年代の「社

会体育」、４０年代の「コミュニティースポーツ」、５０年代の「みんなのスポーツ」、６０年代からは「生涯

スポーツ」というキーワードをもとに展開されてきた。 

平成２３年、スポーツ振興法が５０年ぶりに全部改正され、スポーツを推進し、心身の健全な発達、明る

く豊かな生活形成、活力ある社会の実現と国際社会の発展に寄与することを目的とした「スポーツ基本法（平

成 23 年 6 月）」が新たに制定された。 

平成２７年１０月１日に「スポーツ庁」が設置され、「第３期スポーツ基本計画（令和 4 年 3 月）」に基づ

き、「スポーツ」は「する」「みる」「ささえる」という様々な形での「自発的な」参画を通して、「楽しさ」や

「喜び」を感じることに本質を持つものとして捉え、スポーツの振興、その他のスポーツに関する施策の総

合的な推進を図ることとなった。 

本市においても、京都府立京都スタジアムが開業したことを契機に、令和４年に策定した「かめおかまる

ごとスタジアム構想」により、すべての市民がスポーツを楽しむことができる生涯スポーツの推進と、生き

甲斐のある生活、活力ある社会づくりをさらに進め、スポーツを通じて、本市の豊かな自然と観光、食など

の地域資源を効果的に結び、健康づくりはもとより、交流やにぎわいづくりを推進し、「こころ」と「からだ」

の健全な発達を促す生涯スポーツ社会の実現を目指している。 

 

以下に、市制施行以来７０年間のあゆみを紹介する。 

 

年 大会・事業・その他 

昭和３０ 亀岡市体育協会発足（１０団体） 

 第４回平和祭市民スポーツ大会開催 

３２ 社会体育指導委員３４名任命 

３４ ７町で社会体育振興会が結成 

 亀岡市体育協会が文部大臣全国表彰受賞（第１４回国体開会式で表彰） 

３６ 「スポーツ振興法」制定（文部省） 

 市民スポーツとしてバレーボールの普及を図る 

３８ スポーツ少年団発足（４団体） 

 亀岡市体育指導委員１０名委嘱（規則を制定） 

 第１回京都駅伝競走大会に出場（宮津市～京都新聞社） 

４０ 青少年センター武道場開設 

４１ 亀岡スポーツ育成強化本部設置 

４５ 市制１５周年を記念し町民体育行事に市長杯を贈呈 

４６ 市民レクリエーショントーキングスクール開設 

４７ 第 1 回オリエンテーリング大会開催 

 犬甘野市民プール開設 
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年 大会・事業・その他 

昭和４８ 千代川オリエンテーリングコース開設 

４９ 行者山・保津峡ハイキングコースが府指定コースに 

５１ 第１回亀岡市民駅伝競走大会開催 

５３ 第１回市民家庭婦人球技大会開催 

５４ 第１回市内６中学校軟式野球大会開催 

５６ 亀岡市体育振興会連合会発足（１６町加盟） 

 第１回市民ゲートボール大会開催 

 第１回身体障害者スポーツ大会開催 

５８ 第１回亀岡市民元旦ロードレース開催 

 第１回市民ビーチバレーボール大会開催 

 はばたく亀岡のスポーツ推進大会開催 

５９ 第１回少年スポーツクラブ交歓大会開催 

６０ 亀岡市体育協会財団法人化 

 亀岡市スポーツ賞制定 

６１ 第１回少年サッカー・ミニバス・バレー大会開催 

６３ 第４３回京都国体秋季大会開催（バスケットボール、ラグビーフットボール） 

平成 元 第 1 回亀岡市スポーツフェスティバル市民大運動会開催 

 京都府民総合体育大会が第１２回大会から市町村対抗競技大会として開催 

 市内体育施設の管理を亀岡市体育協会に委託 

   ２ 90 in KAMEOKA スポーツサミット開催 

   ４ (財)亀岡市体育協会の組織を一元化（体育協会と体育振興会連合会） 

   ５ 第６回全国健康福祉祭京都大会ゴルフ交流大会開催 

   ７ 市制・体協設立４０周年記念亀岡市スポーツフェスティバル市民大運動会開催 

   ９ 平成９年全国高等学校総合体育大会開催（男子バレーボール） 

１２ 第１回亀岡市民総合体育大会開催 

１３ 第４３回健康・体力つくり運動推進全国大会「京都・ギネスに挑戦」チャレンジ大会開催 

 矢田口ゲートボール場開設 

１５ 第２５回京都府民総合体育大会 亀岡市総合優勝（初） 

１７ ＮＨＫラジオ体操中継放送 

 市制・体協設立５０周年記念大運動会開催 

 総合型地域スポーツクラブ設立（２団体） 

１８ 指定管理者制度導入（体育協会が亀岡市営球技場を受託管理） 

１９ 「亀岡元旦ロードレース」に改称（公認１０km 新設、タイム自動測定器導入、参加料徴収） 

２１ 第３６回日独スポーツ少年団同時交流（指導者１名、団員６名を受入） 

２３ 「スポーツ基本法」制定（文部科学省）、体育指導委員が「スポーツ推進委員」に職名変更 

 第３３回京都府民総合体育大会 亀岡市総合優勝（８年ぶり２度目） 
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年 大会・事業・その他 

平成２４ 亀岡市体育協会公益財団法人化 

２５ 亀岡元旦ロードレース検討委員会を設置 

 (仮称)かめおかハーフマラソン準備委員会を設置 

２６ 機構改革により、社会教育課スポーツ振興係が、市長部局の「スポーツ推進課」に 

 第３２回亀岡元旦ロードレースファイナル大会開催 

 京都亀岡ハーフマラソン大会実行委員会設立 

２７ 市制６０周年記念第１回京都亀岡ハーフマラソン大会開催 

  ２９ 第４４回日独スポーツ少年団同時交流（指導者１名、団員５名を受入） 

２９～３ 東京２０２０オリンピックホストタウン事業でオーストリア空手選手団を受入 

令和 元 「公益財団法人 亀岡市スポーツ協会」に改称 

 ２ 京都府立京都スタジアム竣工 

２～３ 新型コロナウイルス感染拡大防止対策のため多くのスポーツ活動が中止に 

  ３ 東京２０２０オリンピック空手競技男子組手７５kg 超級で荒賀龍太郎選手が銅メダル獲得 

   ４ 「第３期スポーツ基本計画」策定（文部科学省） 

 かめおかまるごとスタジアム構想策定 

 宝くじスポーツフェア「ドリーム・サッカーin 亀岡」開催 

 運動公園競技場改修（８レーン化、照明設置） 

   ５ 京都・亀岡バルーンフェスティバル２０２３開催 

 ７ 市制・体協設立７０周年記念第５０回亀岡市民駅伝競走大会開催 

 第４７回京都府民総合体育大会 亀岡市総合優勝（１４年ぶり３度目） 

 市制７０周年記念かめおかダンスフェスティバル２０２５開催 

 市制７０周年記念ｅスポーツ大会 ＫＡＭＥＯＫＡ ＣＵＰ開催 
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２．社会体育の組織 

 

本市のスポーツは、市制施行当初、社会教育係で社会体育事業を推進してきたが、社会的にスポーツが重

視されるようになり、市民のスポーツ意欲も高揚する中で、昭和４６年に体育係を設置。その後、昭和６３

年の京都国体開催に向けて、昭和５５年にスポーツ振興課を新設し、国体を契機とした市民スポーツの普及・

振興を図るため、スポーツ推進委員の増員や各町体育振興会の創設と体育協会の法人化を図るとともに、運

動公園・市営球技場などの施設が整備された。 

京都国体は、市民総参加のもとに成功裏に終了、この国体を契機として本市のスポーツの基盤ができた。

さらに、平成５年ねんりんピックゴルフ大会、平成９年全国高等学校男子バレーボール大会、平成１３年健

康・体力つくり運動推進全国大会などの全国大会を開催し、生涯スポーツの振興を図るとともに、ニュース

ポーツの普及やウォーキング等の健康スポーツが発展してきた。また、地域に根ざした総合型地域スポーツ

クラブの育成を図り、生涯スポーツ社会の実現を目指してきた。 

平成１２年度にスポーツ振興課が社会教育課スポーツ振興係に縮小されたが、平成２３年に「スポーツ基

本法」が策定され、スポーツによる賑わいのまちづくりを推進する体制の整備として、平成２６年、市長部

局に「スポーツ推進課」が設置された。 

平成２６年５月には、株式会社京都パープルサンガ（京都サンガ F.C.)とホームタウン協定を締結し、お互

いが協力し合いスポーツの普及、推進事業を行うこととなった。また、平成２６年１月１日開催の第３２回

亀岡元旦ロードレースをファイナルとし、新たに、スポーツツーリズムによる地域活性化を図るため、平成

２７年１２月に第１回京都亀岡ハーフマラソン大会を実施した。 

本市の主な社会体育団体として、スポーツ協会やスポーツ推進委員協議会、市内の各地域等に様々なスポ

ーツクラブ・サークル等があり、活発に活動している。特にスポーツ協会は、７１団体が加盟し、市民スポ

ーツの核となり、生涯スポーツの普及と競技力の向上に活躍している。 

 

（１）公益財団法人 亀岡市スポーツ協会 

スポーツ協会は、市制施行とともに１０団体で発足。設立３０周年を迎えた昭和６０年に組織の強化と

活動の充実を図るため財団法人化、平成４年には、亀岡市体育振興会連合会と組織を一元化し、競技スポ

ーツと地域スポーツが一体となって「ＳＰＯＲＴＳ ＦＯＲ ＡＬＬ」の実現にむけて、名実とともに市民

スポーツの核となり活動してきた。 

平成２４年、公益財団法人に移行し、更なる組織力の強化を図るとともに、競技力の向上、地域スポー

ツの発展に寄与するなど数々の成果を上げてきた。 

現在、２５の競技団体と２３のスポーツ少年団、２２の地域体育振興会、合計７０団体が加盟し、競技

力の向上はもとより、生涯スポーツの振興と総合型地域スポーツクラブの育成に努めている。 

 

（２）スポーツ推進委員 

「体育指導委員」に始まり、平成２３年８月２４日に施行されたスポーツ基本法により「スポーツ推進

委員」として、スポーツに関する指導・助言を行っている。 

委員は、各地域より選出され、市長が任命し、任期は２年。当初は１０名であった委員は、京都国体に

向けて市民スポーツ活動を進めるため、昭和５５年に５０名にまで増員されたが、現在は３５名を任命し

― 152 ―



ている。 

主な活動内容としては、市が開催するスポーツ大会に競技役員として従事するほか、地域への各種スポ

ーツの実技講習など、生涯スポーツの普及を行っている。また、毎月１回、市民とスポーツ交流を図り、

委員の資質向上を兼ねて様々なスポーツが楽しめる「ふれあいスポーツデー」や、毎年 1 回、屋外スポー

ツデーとして「ふれあいハイキング」や「モルック交流大会」を開催してきた。 

 

３．市内体育・スポーツ施設 

 

 市内体育・スポーツ施設は、京都国体開催を契機に充実。昭和６１年以降、運動公園体育館、競技場等が

相次いでオープンした。現在では、市民スポーツ大会をはじめ各種スポーツ大会の開催など、市内外から多

くの人々に利用されている。 

 

（１）市内体育・スポ－ツ施設一覧表 

設置年 施設名 概 要 

昭和３９ 春日坂球技場 テニスコート２面（全天候型）、夜間照明 

  ５０ 東部市民プール ２５ｍプール、幼児（円形）プール 

５２ 運動公園野球場 野球場１面（軟式野球）、夜間照明、観覧席 

５３ 運動公園テニスコート 
テニスコート９面（砂入り人工芝）、練習用ハーフコート１面、夜

間照明、更衣室 

５５ 月読橋球技場 多目的広場（軟式野球・サッカー・ラグビー ほか） 

５７ 医王谷野球場 野球場 1 面（軟式野球） 

５８ 月読橋第２球技場 多目的広場（ソフトボール ほか） 

６１ 運動公園体育館 大競技場、小競技場、トレーニング室、ジョギングコース ほか 

６２ 運動公園競技場 トラック及びフィールド、スタンド、夜間照明 ほか 

 月読橋第３球技場 多目的広場（ソフトボール ほか） 

平成 ２ 運動公園プール 
レジャープール（造波・流水・ウォータースライダー）、幼児

プール、スポーツプール、グリーンハウス（管理棟） 

   ３ 亀岡国際広場球技場 
多目的広場（ソフトボール・少年サッカー ほか）、テニスコー

ト２面（砂入り人工芝） 

   ６ さくら公園体育館 アリーナ、更衣室 ほか 

 さくら公園多目的運動場 多目的広場（ソフトボール・少年軟式野球） 

   ９ 川東市民プール ２０ｍプール、幼児用１０ｍプール 

  ２１ 東別院グラウンド 多目的広場（軟式野球 ほか）、夜間照明 

令和 元 
保津川水辺公園多目的運

動場 
多目的広場（グラウンドゴルフ・サッカー） 

 ５ 亀岡駅北３号公園 フットサル場、スケートボード広場 
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（２）社会体育施設利用人数の推移 

年度 
春日坂 
球技場 

月読橋 
球技場 

月読橋 
第２球技場 

月読橋 
第３球技場 

医王谷 
野球場 

国際広場 
球技場 

東別院 
グラウンド 

平成２７ ３，６７２ ２０，５３１ １４，６１８ ４，９９５ ９，４３８ １１，６３４ １０，５６１ 

２８ ３，４１８ ２０，２５６ １１，８６９ ３，８３５ １５，４６４ １２，１２４ ９，３６１ 

２９ ３，１３８ ２１，８８０ １２，４６２ ２，９４７ ８，３９９ ８，９０６ ７，６３６ 

３０ ３，００９ １７，４０１ １１，１３４ ４，２９３ １１，０３９ １３，３８１ ７，３４４ 

令和 元 ２，６３５ １５，０７３ ９，８５１ ３，０８０ ９，９１６ １０，０５８ ８，４９１ 

 ２ １，８４０ ８，７４７ ９，４６７ ２，９５４ ８，１５２ ７，０４５ ５，３４９ 

 ３ ２，６４５ １２，４５０ １１，４１０ ４，２９２ ７，９２６ ８，３４９ ５，２３３ 

 ４ ２，９８２ １５，３３７ １０，０３９ ５，４４９ １０，８９１ ８，７２４ ５，９６０ 

 ５ ２，５８４ １５，９６８ ９，８９６ ３，９４１ ８，３９０ ６，９７５ ５，６７６ 

 ６ ２，２５９ １２，０６２ ９，９９６ ３，２０１ ８，０３８ １２，０６１ ５，４７９ 

 

 

（３）運動施設利用人数の推移（運動公園・さくら公園・保津川水辺公園・亀岡駅北３号公園） 

施設 

年度 

運動公園 

野球場 テニスコート 体育館 競技場 プール 

平成２７ １５，５６３ ３４，１３６ ６４，３５６ ４２，９５３ ６０，４１４ 

２８ １５，０４０ ３３，５６６ ６６，２２７ ４３，１４７ ６５，５１５ 

２９ １１，０６６ ３２，５４５ ７３，３１２ ３１，８６２ ６８，５３９ 

３０ １４，８１６ ３１，６０６ ６９，５６５ ４２，４５８ ６９，７９９ 

令和 元 １０，５３８ ３４，８２９ ５７，８２７ ４０，８３０ ５７，８３７ 

 ２ ９，１４９ ２７，９１４ ３９，８８６ １７，３２２ 
新型コロナ対策 

のため中止 

 ３ ２，３００ ３３，１０５ ６９，８２４ ２０，１３６ ９，５０９ 

 ４ １０，８７２ ３９，７７８ ７７，３５５ ２０，７２６ ３６，８８５ 

 ５ １０，８９８ ３７，４５６ ６５，２３４ ２５，１６９ ４６，６２６ 

 ６ １０，６２３ ３４，４６１ ９５，８０５ ６７，２２０ ４０，０６８ 
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施設 

年度 

さくら公園 保津川水辺公園 亀岡駅北３号公園 

体育館 多目的運動場 多目的運動場 フットサル場 スケートボード広場 

平成２７ １９，５９２ ７，８１１    

２８ ２０，７０７ ６，５２７    

２９ １９，７２０ ６，００４    

３０ ２１，０２０ ３，８９０    

令和 元 ２２，５６４ ４，５３６ －   

２ １６，９８４ ２，８６６ －   

３ １５，０５４ ３，５２１ －   

４ ２０，４１０ ４，５３０ ３３５   

５ １９，４７８ ４，４６０ １，０８８ ８７４ １，４０６ 

６ ２１，０３１ ３，７００ １，０２９ ３，６０３ ９８８ 
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